
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
今
回
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
を
基
に
小
説

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
著

さ
れ
た
小
林
敦
氏
と
そ
の
き
っ
か
け
を

作
ら
れ
た
大
高
ゆ
う
こ
氏
の
二
人
講
演

と
な
り
ま
す
。
宇
宙
人
か
ら
人
類
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
興
味
深
い
内
容

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願

い
ま
す
。

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ

　
　
　

講
師　

大
高　

ゆ
う
こ 

氏

人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の

　
　
　

講
師　

小
林　

敦 

氏

大
高
ゆ
う
こ
氏
　
内
容
紹
介

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
に

基
づ
い
た
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
は
、

他
人
に
解
い
て
も
ら
う
夢
占
い
や
夢
判

断
と
は
違
い
、
夢
を
「
自
己
分
析
」
す

る
手
法
で
す
。

夢
を
み
た
本
人
だ
け
が
、
本
人
の
心

の
最
奥
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
、
本
人
宛

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
け
る
よ
う
、

多
角
的
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
手
法
を
提
供

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
維
持

会
員
、
正
会
員
に
対
す
る
「
出
欠
用
」

と
欠
席
者
の
た
め
の
「
委
任
状
」
を
兼

ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回
同
封
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
ず
6
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。（
忘
れ
な
い

う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。）

し
ま
す
。

大
高
ゆ
う
こ
主
宰
の
「
ド
リ
ー
ム
フ

レ
ン
ド
・
風
」
は
、
基
本
の
ド
リ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
始
め
、
問
題
解
決
技
法
と
し

て
の
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
→
「
ド
リ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
手
法
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
著

者
の
小
林
敦
さ
ん
は
、
日
本
で
5
人
し

か
い
な
い
ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
認

定
ト
レ
ー
ナ
ー
で
も
あ
り
、
助
手
も
勤

め
て
頂
き
ま
し
た
。

小
林
敦
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
、
真

摯
に
自
分
と
向
き
合
っ
て
来
た
方
な
の

で
、
こ
の
度
、
宇
宙
人
マ
ス
タ
ー
達
に
、

「
宇
宙
と
地
球
の
架
け
橋
」
と
し
て
、

大
事
な
役
目
を
任
せ
ら
れ
た
の
も
、
宜

※
5
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

　

す
。

※ 

6
月
18
日（
日
）は
13
：
30
～
14
：
00

に
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

   今
月
号
の
記
事

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
、
六
月
、

　

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
一
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
一
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
写
の
初
期
過
程
に
現
れ
る
動
的
な

　

ミ
ク
ロ
・
オ
ー
ブ

◎
ゼ
ロ
場（
ゼ
ロ
磁
場
）と
は
何
か

◎
サ
イ
現
象
と
脳
波（
1
）

   な
る
か
な
と
、
納
得
い
た
し
ま
す
。

◎
大
高
ゆ
う
こ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
東
京
生
ま
れ
。
成
城
大

学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
卒
業
、
1
9

9
3
年
、
睡
眠
中
の
夢
を
、
夢（
願
望
）

の
実
現
に
活
用
す
る
方
法
を
研
究
す
る

た
め
に
、「
ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
」

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎ 022（279）0908･FAX  022（274）0097

中　　　部
〒455−0053　名古屋市港区

名四町113
眞　野　博　英

☎･FAX  052（651）3799

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎ 076（234）6634

関　　　西
〒596−0807　大阪府岸和田市

東ケ丘町808−153
河　野　明　夫

☎ 072（445）7737･FAX  072（445）7796

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎ 095（883）6048･FAX  095（883）6159

日本サイ科学会　平成 29 年 5月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号433
29−5･6



● ❷●

設
立
。
モ
ッ
ト
ー
は「
夢
の
チ
カ
ラ
」。

I
A
S
D（
国
際
夢
研
究
協
会
・
本
部

米
国
）
会
員
、「
夢
解
き
日
記
帳
」
実
用

新
案
第
3
0
7
5
7
3
3
号（
平
成
13

年
）、
中
小
企
業
の
創
造
的
事
業
活
動
の

促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法（
創
造
法
）

東
京
都
認
定
事
業
者
、
平
成
13
年
度

「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
子
ど
も
の
心

を
癒
す
本
」
監
修
、
1
9
9
9
年（
株
）

ゼ
ス
ト
、
電
子
書
籍 

「
今
度
こ
そ
!

人
生
を
変
え
る
魂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
31
」

（
平
成
25
年
）は
、
A
m
a
z
o
n
心
理

学
・
認
識
論
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
無

料
3
部
門
で
、
1
位
を
獲
得
、
ア
メ
ー

バ
ブ
ロ
グ
「
自
分
で
出
来
る
夢
分
析
・

ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
の
ブ
ロ
グ
」

http://am
eblo.jp/dfkaze/

小
林
敦
氏
　
内
容
紹
介

現
在
私
は
、
主
に
三
人
の
宇
宙
存
在

と
交
信
（
親
交
）
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
な
ぜ
私
の
よ
う
な
市
井
の
一
私
人
に

接
触
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
、
人
間

の
意
識
進
化
が
現
代
文
明
存
亡
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
理
解

す
る
人
間
が
な
か
な
か
い
な
い
、
と
い

う
理
由
の
よ
う
で
す
。

あ
る
存
在
曰
く
。

「
あ
な
た
た
ち
の
中
で
、
大
き
な
葛
藤

が
未
解
決
の
ま
ま
累
積
し
、
そ
う
し
た

宿
題
を
溜
め
た
ま
ま
進
級
し
よ
う
と
す

る
こ
と
で
ひ
ず
み
が
生
じ
、
そ
れ
が
危

機
的
状
況
を
招
い
て
い
ま
す
。

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
に
ま
で
遡

っ
て
、
そ
れ
を
統
合
で
き
る
な
ら
、
宿

題
は
一
挙
に
片
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

　

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
と
は
?　

そ
れ
を
統
合
す
る
方
法
と
は
?　

説
明

す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

頑
張
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◎
小
林
敦
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
、
東
京
生
ま
れ
。
十
代

の
頃
よ
り
夢
日
記
を
つ
け
始
め
る
。

30
代
の
と
き
、
大
高
ゆ
う
こ
氏
に
師
事

し
、
夢
の
読
み
解
き
を
習
得
。

2
0
1
2
年
、
あ
る
セ
ラ
ピ
ー
を
受

け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
突
然
宇
宙
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
始
め
る
。

そ
の
後
3
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
録
し
続

け
、
そ
れ
を
も
と
に
小
説
「
コ
ズ
ミ
ッ

ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」を
執
筆
。

目
下
、
続
編
を
構
想
中
。
現
在
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
栃
木
県
那
須
町
在
住
。

日
時　

平
成
29
年
6
月
18
日（
日
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
～
4
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
15
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ

ー
マ
「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?

A
I
［
人
工
知
能
］
vs 

P
S
I
［
サ
イ

能
力
］）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
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に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」
末
頁
の
「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
7
月
8
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
5
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

日
本
の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ
ー
ル

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
6
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

金
山
巨
石
群
の
『
縄
文
』
太
陽

観
測
ガ
イ
ド

　
　
　
　

講
師　

徳
田　

紫
穂 

氏

日
時　

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
◆



第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
29
年
7
月
30
日（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通

　�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
） 

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

2
0
0
1
年
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
女
子
七
種
競
技
代
表
を
目
指
し
て

い
た
中
田
有
紀
選
手
が
怪
我
を
し
た
後
、

私
が
ケ
ア
を
し
て
、
早
く
回
復
さ
せ
、

大
変
な
記
録
を
出
せ
た
の
で
、
非
常
に

感
動
さ
れ
て
、
一
緒
に
陸
上
部
を
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
か
え
ク
リ

ニ
ッ
ク
陸
上
競
技
部（
S
C
T
C
）を
創

設
し
ま
し
た
。

私
は
は
っ
き
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
た

の
で
、「
絶
対
ア
テ
ネ
に
行
け
る
よ
ね
!
」

と
二
人
で
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
周
囲

の
人
間
か
ら
は
、「
お
ま
え
は
陸
上
も
や

っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
指
導
者
な
ん

か
で
き
な
い
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
出
せ
る
わ
け
が
な
い
」
と
笑
わ
れ
ま

し
た
。

日
本
の
女
子
が
七
種
競
技
で
世
界
に

出
る
と
い
う
こ
と
は
体
格
的
に
も
非
常

に
難
し
い
の
で
す
が
、
結
果
と
し
て
、

彼
女
は
と
ん
で
も
な
い
日
本
記
録
を
出

し
ま
し
て
、
奇
跡
的
に
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

前
半
で
自
律
神
経
の
お
話
を
し
ま
し

た
が
、
自
律
神
経
は
本
当
に
重
要
で
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
関
わ
る
方
も
、
科

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
律
神
経
は
外
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち

①
ス
ト
レ
ス
排
除

②
副
交
感
神
経
機
能
ア
ッ
プ

③ 

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
調
整

　
　
　
　
　
　
　

□

具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
?

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
（
ス
ト
レ
ス
が
無

い
状
態
）
を
ど
う
し
て
作
る
か
?

①
個
人
特
性
を
知
る

②
自
分
に
合
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

③ 

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
見
直
し

④ 
正
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
身
に
つ

け
る

実
は
手
の
指
が
非
常
に
重
要
で
す
。

大
脳
皮
質
の
運
動
領
域
と
知
覚
領
域
で

も
、
指
に
関
わ
る
領
域
は
非
常
に
大
き

な
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。
実
は
、
ア

ク
セ
ル
が
小
指
で
、
ブ
レ
ー
キ
が
親
指

で
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
中
指
で
、
方
向

指
示
が
人
差
し
指
と
薬
指
で
す
。

皆
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
親
指
を
使
わ
な
い
で
す
ね
。
柔
道
で

相
手
の
襟
を
掴
む
と
き
も
小
指
、
野
球

で
バ
ッ
ト
を
握
る
の
も
小
指
、
剣
道
で

竹
刀
を
持
つ
の
も
小
指
、
ゴ
ル
フ
で
ク

ラ
ブ
を
握
る
の
も
小
指
、
レ
ー
サ
ー
が

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
き
も
小
指
で
す
。

つ
ま
り
皆
さ
ん
、
親
指
は
す
ご
く
使

う
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

実
は
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

す
ご
い
こ
と
に
人
間
は
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
人
差
し
指
か
薬
指
の
ど
ち
ら
か

が
方
向
指
示
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
私
は
コ
ッ
プ
を
も
つ
と
き
、
薬

指
側
で
握
り
、
人
差
し
指
は
ど
う
で
も

い
い
の
で
す
が
、
私
の
娘
や
息
子
は
コ

ッ
プ
を
も
つ
と
き
、
親
指
と
人
差
し
指

で
挟
ん
で
持
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
は
無
意

識
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
無
意
識

で
や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
す
ご
く
重
要

で
す
。

私
は
鞄
を
も
つ
と
き
、
取
っ
手
を
指

に
引
っ
掛
け
ま
す
が
、
取
っ
手
を
し
っ

か
り
握
る
人
も
い
ま
す
ね
。
電
車
の
つ

り
革
を
も
つ
と
き
、
私
は
指
に
掛
け
ま

す
が
、
し
っ
か
り
握
る
人
も
い
ま
す
。

● ❹●



取
っ
手
を
握
る
タ
イ
プ
は
、
カ
ラ
オ

ケ
で
声
を
出
す
と
き
、
身
体
を
縮
め
て

出
し
ま
す
。
指
を
引
っ
掛
け
る
タ
イ
プ

は
身
体
を
伸
ば
し
て
歌
い
ま
す
。
ま
た

握
る
タ
イ
プ
は
握
力
計
で
測
る
と
き
は

身
体
を
縮
め
ま
す
し
、
指
を
引
っ
掛
け

る
タ
イ
プ
は
握
力
計
で
測
る
と
き
、
身

体
を
伸
ば
し
ま
す
。

大
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、

鞄
は
指
を
引
っ
掛
け
る
タ
イ
プ
で
す
が
、

準
備
運
動
の
と
き
、
股
関
節
が
内
旋
で

可
動
域
が
上
が
る
の
で
、
内
股
で
屈
伸

運
動
を
し
ま
す
。
打
つ
と
き
も
前
足
が

軸
で
、
伸
び
上
が
っ
て
打
つ
タ
イ
プ
で

す
。同

じ
く
大
リ
ー
ガ
ー
だ
っ
た
松
井
秀

喜
選
手
は
、
鞄
の
取
っ
手
を
握
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
股
関
節
が
外
旋
で
可
動
域

が
上
が
る
タ
イ
プ
で
す
。
打
つ
と
き
は

後
ろ
足
が
軸
で
、
打
ち
ま
す
。

歌
手
の
森
進
一
さ
ん
や
浜
崎
あ
ゆ
み

さ
ん
は
、
顎
を
下
げ
て
歌
う
タ
イ
プ
で

安
室
奈
美
恵
さ
ん
は
、
顎
を
上
げ
て
歌

う
タ
イ
プ
で
す
。
ボ
ー
カ
ル
の
先
生
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
歌
い
方
を
指
導
し

た
り
し
ま
す
が
、
生
徒
の
特
性
を
知
っ

て
、
指
導
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
選
手
は
脇
を
締
め

る
走
り
方
で
し
た
し
、
同
じ
く
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
野
口
み
ず
き
選
手
は
脇
が
空

い
て
腕
を
横
に
振
っ
て
走
る
タ
イ
プ
で

し
た
。
も
し
野
口
み
ず
き
選
手
に
脇
を

締
め
て
走
れ
と
指
導
し
て
い
た
ら
、
平

凡
な
選
手
で
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。女

性
で
、
座
る
と
き
に
あ
ぐ
ら
を
か

い
た
方
が
楽
な
人
は
、
コ
ッ
プ
を
薬
指

側
で
も
ち
、
股
関
節
が
外
旋
の
方
で
あ

り
、
人
差
し
指
と
親
指
で
コ
ッ
プ
を
掴

む
人
は
、
股
関
節
が
内
旋
で
長
時
間
の

あ
ぐ
ら
は
苦
手
な
方
で
す
。

よ
く
「
心
技
体
」
の
充
実
と
言
い
ま

す
が
、
本
当
は
「
技
体
」
あ
っ
て
こ
そ

の
「
心
」
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
テ

ィ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
方
も
、
皆
さ

ん
「
技
体
」
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
今
、
世
界
中
か
ら
自

律
神
経
機
能
を
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
進
め
て
い

る
の
は「
コ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（Core 

Control

）」
と
い
う
方
法
で
す
。「
コ

ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」は
、
激
し
い
身
体

活
動
で
上
昇
し
た
健
康
な
人
の
深
部
体

温
を
、
非
侵
襲
的
に
下
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

①
体
内
深
部
を
急
速
冷
却

②
回
復
力
を
急
速
に
促
進

③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
飛
躍
的
に
向
上

④
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
開
発
特
許

⑤
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
多
数
愛
用

人
間
は
深
部
体
温
が
た
っ
た
1
度
上

が
っ
た
だ
け
で
、
動
け
な
く
な
り
ま
す
。

深
部
体
温
が
37
度
で
ス
ポ
ー
ツ
で
き
て

も
、
38
度
に
な
っ
た
ら
動
け
な
く
な
り

ま
す
。
深
部
体
温
が
3
度
上
が
っ
た
ら
、

熱
中
症
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
冷
や
す
の
は
自
律
神
経
の
役
目
で
す
。

そ
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー（
熱
を
放
出
す
る

機
能
）と
な
る
の
は
、
手
の
ひ
ら
で
す
。

・ 

手
の
ひ
ら
、
足
底
、
首
な
ど
の
体
毛

の
無
い
部
位
に
は
、
特
異
的
な
血
管

が
あ
り
ま
す
。（
動
静
脈
吻
合
）

・ 
体
温
上
昇
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
血
管

が
体
内
深
部
か
ら
熱
を
運
び
、
素
早

い
熱
交
換
を
行
い
ま
す
。

・ 

そ
の
冷
や
さ
れ
た
血
液
は
、
直
接
心

臓
に
送
り
返
さ
れ
て
か
ら
、
全
身
を

巡
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
冬
な
ど
た
き
火
を
し
た
と

き
に
、
手
の
ひ
ら
を
火
に
当
て
て
体
が

温
ま
る
の
は
、
同
じ
仕
組
み
で
す
。
手

の
ひ
ら
に
は
す
ご
い
毛
細
血
管
の
束
が

あ
る
の
で
、
陰
圧
を
か
け
て
冷
却
す
る

と
、
血
管
が
拡
張
し
て
血
液
が
冷
や
さ

れ
る
の
で
、
深
部
体
温
が
下
げ
ら
れ
る

の
で
す
。
そ
う
い
う
機
能
を
も
っ
た
装

置
が
ア
メ
リ
カ
に
は
あ
り
ま
し
て
、
N�

B
A（
全
米
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）、

レ
ー
サ
ー
、
軍
事
（
砂
漠
で
の
戦
闘
）、

消
防
士
、
サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ー

ム
等
で
も
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

気
功
が
機
械
で
で
き
る
と
い
う
「
エ

ナ
ジ
ー
テ
ラ
ピ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
人
間
の
身
体
に
は
微
弱
な
電

気
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
生
体
電

流
が
滞
る
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
機
械
に
よ
っ
て
微
弱
電
流

を
帯
び
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
手
を
身
体
に

あ
て
が
い
、
電
流
で
細
胞
を
振
動
さ
せ

て
活
性
化
し
、
美
し
く
健
康
に
導
く
こ

と
が
で
き
る
技
術
が
「
エ
ナ
ジ
ー
テ
ラ

ピ
ー
」
で
す
。

低
周
波
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
身
体
を
通

●❺ ●



し
て
直
接
、
被
施
術
者
の
身
体
に
流
す

こ
と
で
、
被
施
術
者
だ
け
で
な
く
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
も
元
気
に
な
る
と
い
う
も
の

で
す
。
例
え
ば
こ
れ
に
よ
り
、
気
管
支

ぜ
ん
そ
く
が
何
故
軽
く
な
っ
た
り
す
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
デ
ー

タ
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
施
術
後
す

べ
て
自
律
神
経
機
能
が
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
普
通
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
よ
り
も
は
る
か
に
上
が
り
ま

す
。と

い
う
こ
と
で
、
今
私
ど
も
の
研
究

や
指
導
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
に
対
し
て
、
も
ち
ろ
ん
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
の
育
成
指
導
も
含
め
ま
し
て
、

A
M
S
A
（
先
端
医
科
学
ス
ポ
ー
ツ
ア

カ
デ
ミ
ー
）
と
い
う
一
般
社
団
法
人
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
最

強
・
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
家
集
団

を
目
指
し
て
お
り
ま
し
て
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
超
人
を
造
る
た
め
に
何
を
し
た
ら

い
い
か
を
追
求
し
ま
す
。

実
は
日
本
は
今
、
歴
史
上
最
高
に
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
控
え
て
お
り

ま
す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
2
0
1
9
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
2
0
1
7

年
の
冬
期
ア
ジ
ア
札
幌
大
会
、
そ
し
て

札
幌
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
立
候

補
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
集
ま
る
中
、

ア
ス
リ
ー
ト
達
は
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ

リ
ス
ト
に
な
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
が
国
と
し
て
、
ア

ス
リ
ー
ト
を
手
厚
く
保
護
し
て
い
ま
せ

ん
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
A
�M�

S
A
を
立
ち
上
げ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
達

を
超
人
育
成
す
る
と
共
に
、
経
済
的
な

面
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
超
人
を
造
る
と
言
い

ま
し
た
が
、
自
分
で
超
能
力
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
人
が
、
私
の
と
こ
ろ
に
一

杯
来
ま
す
。
彼
ら
に
聞
い
て
い
る
の
は
、

「
あ
な
た
は
そ
の
超
能
力
で
人
類
や
社

会
に
ど
ん
な
貢
献
が
で
き
ま
す
か
?
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
番
組
で
も

超
能
力
が
扱
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

映
像
に
は
も
う
、
う
ん
ざ
り
し
て
お
り

ま
す
。
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
、

霊
や
U
F
O
や
超
能
力
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
得
ら
れ
る
の
か
? 

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
自
分
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
、退
行
催
眠
か
ら
前
世
療
法
を「
前

世
療
法
」
と
い
う
名
前
が
付
く
前
か
ら
、

や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
書
店
で
前
世
療

法
に
関
す
る
本
を
探
し
て
、
稲
垣
勝
巳

と
い
う
方
の
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
が
す
ご
か
っ
た
の
で
、
著
者
と

連
絡
を
と
り
ま
し
た
ら
、
実
は
私
の
中

学
3
年
生
の
と
き
の
担
任
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
30
年
ぶ
り
に
お
会
い
し

ま
し
た
。

私
は
前
世
療
法
の
誘
導
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
一
切
お

金
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
や
り
方
に
は
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま

し
て
、
被
験
者
か
ら
出
て
き
た
言
葉
に

対
し
て
検
証
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
だ
被
験
者
が
一
方
的
に
前
世
で
見
た

と
い
う
想
起
を
、
そ
の
方
の
前
世
だ
と

決
め
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
証

明
し
な
か
っ
た
ら
、
信
じ
な
い
で
く
だ

さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
師
で
あ

り
、
科
学
者
で
す
か
ら
。
エ
ビ
デ
ン
ス

が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
安
易
に
口
を

出
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

稲
垣
勝
巳
氏
も
前
世
療
法
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
生

時
代
、
私
は
片
親
で
家
も
貧
し
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、

教
師
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
き
つ
い
こ
と
を

言
わ
れ
て
、
1
番
嫌
い
な
の
は
学
校
の

教
師
で
し
た
が
、
そ
の
中
学
3
年
の
と

き
の
担
任
で
あ
る
稲
垣
勝
巳
氏
だ
け
は
、

真
摯
に
接
し
て
く
れ
て
、
質
問
に
対
し

て
も
ご
ま
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

稲
垣
氏
と
お
会
い
し
て
、
前
世
療
法

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
ま
し
た
ら
、

す
ご
い
こ
と
が
沢
山
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
彼
の
と
こ
ろ
に
、
テ
レ

ビ
の「
奇
跡
体
験
!
ア
ン
ビ
リ
バ
ボ
ー
」

の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
役
の
教

頭
先
生
で
も
あ
っ
た
の
で
、
出
演
等
拒

否
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
私
が
強
く

説
得
し
て
、
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
稲
垣
氏
の
誘
導
で
2
つ
の
前
世

に
つ
い
て
非
常
に
具
体
的
に
語
っ
た
女

性
の
、
エ
ビ
デ
ン
ス
も
取
り
ま
し
た
。

1
9
6
0
年
代
に
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
大
学
精
神
科
の
主
任
教
授
に
着
任

し
た
イ
ア
ン
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士

（
1
9
1
8
～
2
0
0
7
）
は
、「
前
世

の
記
憶
を
持
つ
と
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」

が
世
界
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、

「
生
ま
れ
変
わ
り
」
現
象
に
つ
い
て
研
究

を
行
い
、
1
9
8
7
年
に
最
初
の
著
書

『
前
世
を
記
憶
す
る
子
供
た
ち
』を
出
版

し
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
ビ
リ
バ
ボ
ー
」
で
は
、
応
答

型
の
真
正
異
言
（
過
去
に
学
習
し
た
経

験
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
母
国
語
以

外
の
他
言
語
を
話
す
）
を
、
世
界
で
最

初
に
映
像
化
し
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
そ
の
映
像
を
放
映
す
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❻●



第
四
一
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合

―
人
間
の
生
命
細
胞
は
大
自
然
の

精
神
（
神
の
心
＝
法
則
＝
宗
教
）

を
知
る
こ
と
で
維
持
で
き
る
―

　
　
　

講
師　

い
よ
の　

い
し 
氏

と
き　
　

平
成
29
年
1
月
21
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

い
よ
の
い
し
氏
は
1
9
4
0
年
平
壌

生
ま
れ
。

1
9
9
0
年
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
視
点

で
日
本
語
に
宿
る
言
霊
、
数
霊
か
ら「
古

事
記
」
に
記
さ
れ
た
神
話
の
神
々
の
生

成
と
現
代
宇
宙
創
成
論
は
統
一
的
に
矛

盾
な
く
説
明
が
つ
き
、
人
体
生
命
ま
で

一
貫
し
て
同
じ
法
則
で
繋
が
っ
て
い
る

理
論
を
仮
説
と
し
て
完
成
。

著
書「
天
孫
降
臨
マ
ナ
の
壷
」「
邪
馬

台
国
伊
予
の
愛
媛
西
条
説
」「
い
の
ち
の

こ
と
ば
」「
日
本
の
こ
と
ば
で
宇
宙
を
ひ

も
と
く
」等
が
あ
る
。

「
宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合
」人
間

の
生
命
細
胞
は
大
自
然
の
精
神（
神
の

心
＝
法
則
＝
宗
教
）
を
知
る
こ
と
で
維

持
で
き
る
。

私
が
「
宗
教
と
科
学
の
融
合
」
を
目

指
し
て
か
れ
こ
れ
30
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
そ
の
研
究
の
始
ま
り
は
、
言
葉
と

文
字
は
世
界
共
通
の
「
数
」
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
以
来

「
古
事
記
」
や
「
聖
書
」
か
ら
言
葉
の
成

り
立
ち
を
大
自
然
の
法
則
に
合
わ
せ
て

ひ
も
と
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

森
羅
万
象
の
中
に
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ

ま
で
一
貫
し
て
出
現
す
る
、
人
に
は
変

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
自
然
の
摂
理

（
人
が
従
う
べ
き
万
物
の
法
則
）
で
あ

る
根
幹
を
成
す
数
式
と
そ
の
型
と
意
味

を
発
見
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、「
宗
教

と
生
命
と
科
学
の
融
合
」
が
仮
説
で
は

あ
り
ま
す
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

古
事
記
の
神
々
と
現
代
科
学
の
融
合

「
古
事
記
」の
序
一
段
、
乾
坤
初
め
て

分
か
れ
て
参
神
造
化
の
首
と
な
り
陰
陽

こ
こ
に
開
け
て
二
霊
郡
品
の
祖
と
な
り

き
。
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
述
を
現
代
科
学
に
当
て
は
め

て
考
え
る
と「
参
神
」と
は
光
の
三
原
色

と
考
え
ら
れ
、「
参
神
は
一
度
身
を
隠

さ
れ
た
」、
と
の
古
事
記
の
記
述
は
科

学
で
い
う
光
の
三
原
色
が
合
体
す
る
と

見
え
な
く
な
る（
消
え
る
現
象
）と
一
致

し
ま
す
。

又
こ
の
参
神
に
元
素
記
号
を
当
て

は
め
ま
す
と
（
一
）
天
之
御
中
主
神
は

水
素
、（
二
）
高
御
産
巣
日
神
は
酸
素
、

（
三
）
神
産
巣
神
は
炭
素
と
ケ
イ
素
を

夫
々
司
ど
る
と
考
え
ら
れ
、
万
物
根
源

元
素
が
揃
い
ま
す
。

こ
の
参
神
は
光
で
す
か
ら
光
子
（
電

子
）
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
が
生
ま
れ

ま
す
の
で
、
二
霊
の
陰
陽
が
揃
い
、
郡

品
の
祖
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

次
に
参
神
造
化
の
後
、
第
四
番
目
に

生
ま
れ
た
神
様
の
名
が「
宇
摩
志
阿
志

訶
備
比
古
遅
神
」
こ
の
神
様
が
森
羅
万

象
の
生
命
誕
生
に
必
須
の
お
酒
や
乳
酸

菌
の
発
酵
菌
の
発
生
を
説
い
て
い
ま
す
。

昨
年（
2
0
1
6
年
）の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞（
大
隅
良
典
教
授
）受
賞
の

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー（
自
食
作
用
）も
酵
母

菌
か
ら
発
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
生
命
細
胞
（
酵
母
菌
）
に
は
人

に
は
作
れ
な
い
決
ま
っ
た
型
が
あ
り
、

こ
の
型
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
す
る

の
か
解
明
で
き
れ
ば
「
生
命
と
宗
教
と

科
学
の
融
合
」は
可
能
で
す
。

又
「
古
事
記
」
で
は
森
羅
万
象
は
伊

邪
那
岐
命
の
左
回
転
と
伊
邪
那
美
命
の

右
回
転
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
と
あ
り
こ

の
陰
陽
二
神
の
回
転
の
原
動
力
が
光
子

の
持
つ
電
子
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の

引
力
と
反
発
力
（
収
縮
・
膨
張
）
と
考

え
れ
ば
天
地
創
造
の
出
発
点
で
「
古
事

記
」と
科
学
の
融
合
可
能
で
す
。

万
物
は
三
次
元
ヘ
リ
カ
ル
左
巻
き
右
巻

き
の
螺
旋
構
造
を
基
本
と
し
て
い
る

　

2
0
0
4
年
岐
阜
大
学
工
学
部
応
用

化
学
科
第
7
号
発
行
の
科
学
誌
元
島
栖

二
教
授
に
よ
る
物
質
の
統
合
と
題
し
て
の

記
事
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
渦
巻
銀
河
は
地
球
上
の
大
気
、
海

洋
、
天
体
の
動
き
、
現
在
の
情
報
技
術

の
電
磁
波
の
動
き
、
我
々
の
意
識
や
思

い
な
ど
の
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
は
三
次

元
の
螺
旋
運
動
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ミ
ク
ロ
な
世
界
で
も
我
々
生
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命
の
根
源
で
あ
る
D
N
A
は
右
巻
き
二

重
螺
旋
構
造
を
し
て
い
る
。
蛋
白
質
は

α

－

ヘ
リ
ッ
ク
ス（
右
手
巻
一
重
螺
旋
）

構
造
を
し
て
い
る
。
狂
牛
病
は
淡
白
質

の
一
種
で
あ
る
プ
リ
オ
ン
が
人
間
の
自

然
の
摂
理
、
神
の
意
志
に
反
し
た
行
為

の
た
め
病
原
性
異
常
プ
リ
オ
ン
の
変
質

に
よ
っ
て
起
こ
る
。
異
常
プ
リ
オ
ン
は

螺
旋
構
造
が
著
し
く
崩
れ
て
い
る
と
い

う
。」こ
の
文
章
は
歴
と
し
た
科
学
誌
で

す
が
、「
自
然
の
摂
理
つ
ま
り
神
の
意
思

に
反
す
る
と
螺
旋
構
造
が
崩
れ
て
病
気

に
な
る
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

未
だ
に
螺
旋
渦
巻
き
と
左
巻
き
右
巻
き

の
生
ま
れ
る
原
理
は
解
け
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
一
三
〇
〇
年
前
に
記
さ

れ
た
古
事
記
に
は
い
ざ
な
ぎ
の
命
の
左

回
転
と
い
ざ
な
み
の
命
の
右
回
転
の
正

し
き
に
よ
り
万
物
は
生
成
さ
れ
て
ゆ
く

様
子
は
現
代
科
学
の
記
述
と
一
致
し
て

い
ま
す
。
仏
教
に
は
因
果
応
報
と
い
う

教
え
が
あ
り
ま
す
が
、
量
子
論
に
も
因

果
律
と
い
う
法
則
が
あ
り
因
は
必
ず
果

と
な
っ
て
出
現
す
る
と
い
う
法
則
で
す
。

宗
教
と
は
人
間
を
超
え
た
も
の
を
信

じ
る
こ
と
に
よ
り
安
心
立
命
を
知
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
よ
っ
て
人
間
を
超
越

し
た
大
自
然
の
法
則
で
あ
る
左
回
転
右

回
転
の
螺
旋
運
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
D
N
A
や
人
体
細
胞
の
絶
対
の

型
が
決
ま
り
、
そ
の
こ
と
は
何
を
意
味

し
神
は
人
類
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
知
る
こ
と
で
正
し
き
因
を
知

り
果
報
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
次
元
ヘ
リ
カ
ル
左
巻
右
巻
は
電
子
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
の
螺
旋
楕
円
渦
巻
き
か
ら

生
ま
れ
る

そ
の
因
子
と
な
る
原
理
は
光
か
ら
生

ま
れ
た
電
子
は
上
下
運
動
太
陽
や
星
の

爆
発
で
生
ま
れ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
中
性

微
子
は
左
右
運
動
と
い
う
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
両
者
が
結
合
す
る
こ

と
で
お
互
い
に
引
っ
張
り
あ
い
螺
旋
回

転
が
始
ま
り
ま
す
。
電
子
と
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
が
結
合
す
る
と

e
2 + γ 2=

γ 2+ e
2

と
い
う
鏡
映
対
称
式
が
表
れ
ま
す（
石

田
考
察
式
）。
こ
れ
が
螺
旋
回
転
の
左
巻

き
右
巻
き
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
式
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
と
同

じ
数
式
で
数
学
的
に
は
誰
が
見
て
も
最

も
美
し
い
と
思
う
黄
金
比
と
な
っ
て
い

ま
す
。
故
に
森
羅
万
象
の
大
法
則
は
美

し
い
真
善
美
と
い
う
心
か
ら
生
ま
れ
こ

の
心
が
崩
れ
る
と
右
手
型
渦
巻
き
が
崩

れ
る
法
則
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
法
則
に
な
い
心
は
つ
く
り

よ
う
が
な
い
か
ら
で
す（
図
1
参
照
）。

［
図
1
］

［
図
2
］

図
1
は
二
次
元
螺
旋
回
転
図
で
す
。

物
質
は
三
次
元
で
す
か
ら
立
体
螺
旋
楕

円
渦
巻
構
造
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

三
次
元
（
物
質
）
螺
旋
（
楕
円
）
渦
巻
構

造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

高
温
爆
発
で
発
生
し
た
電
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
（
二
次
元
）
が
宇
宙
の
絶
対
温

度
で
急
速
冷
却
さ
れ
る
と
三
次
元
楕
円

（
螺
旋
）
渦
巻
が
始
ま
り
、
渦
の
中
に

「SiO
H

」
珪
・
酸
・
水
の
正
四
面
体
が

生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
万
物
の
最
初
に

あ
る
物
質
で
す
。「
珪
・
酸
・
水
」
と

は
水
（H

2 O

）
と
珪
素
（Si

）
は
生
ま
れ

た
時
か
ら
分
離
不
可
の
三
位
一
体
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
島
敏
樹

氏
の
著
書
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム

力
」
の
中
で
「
水
と
珪
素
は
分
離
不
可
」

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
事
と
石
田
説
は
一

致
し
て
い
ま
す
。
石
田
は
こ
れ
を
「
液

晶
」「
シ
リ
コ
ン
」
と
考
え
て
い
ま
す

（
図
2
参
照
）。

図
2
の
向
か
っ
て
右
上
の
水
の
正
四

面
体
分
子
構
造
は
川
田
薫
著
「
い
の
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
新
日
本
文
芸
社
）
か

ら
の
引
用
図
で
す
。
今
は
水
中
の
鏡
映

対
称
性
（
左
手
型
・
右
手
型
）
が
存
在

す
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
上

図
は
石
田
の
考
察
し
た
鏡
映
対
称
性

（
光
学
異
性
体
）
の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ

● ❽●



ズ
ム
で
す
。
図
で
も
分
か
り
ま
す
よ
う

に
膨
張
と
収
縮
が
同
時
に
起
こ
り
左
右

は
一
対
の
分
離
不
可
ち
ょ
う
ど
人
体
の

左
右
が
分
離
不
可
と
同
じ
で
左
右
は
運

命
共
同
体
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
神
の
法
則
で
あ
る
「
真
善
美
」

愛
他
心
、
誠
実
、
感
謝
、
笑
顔
、
大
自

然
の
理
に
従
う
こ
と
で
右
型
正
四
面
体

は
保
た
れ
、
心
が
正
常
で
あ
れ
ば
体
内

で
常
温
原
子
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
肉
体
は
健
康
で
安
心
立
命
が
得
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
の
体
内
常
温
原
子

転
換
に
つ
い
て

生
体
内
常
温
原
子
転
換
で
有
名
な
フ

ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
博
士
の

ニ
ワ
ト
リ
の
実
験
で
ニ
ワ
ト
リ
に
長
い

間
カ
ル
シ
ウ
ム
を
全
く
与
え
ず「
雲
母
」

を
え
さ
と
し
て
与
え
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム

入
り
の
卵
を
産
む
よ
う
に
な
っ
た
。
と

い
う
の
が
生
体
内
原
子
転
換
の
発
表
で

す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

な
が
ら
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た（
資

料
提
供
・
中
島
敏
樹
氏
）。
現
在
高
温
原

子
転
換
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
常

温
原
子
転
換
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
現
代
科
学
で
は
説
明
不

可
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
然
界
に
低
温
原
子
転
換
が
存
在
す
る

［
図
3
］

こ
と
は
科
学
も
周
知
の
事
実
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
常
温
核
融
合
2 

0 

0 

8
」
凝
集
核

融
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
阪
大
名
誉
教
授
高

橋
克
人
工
学
博
士
著
に
は
、
常
温
核
融

合
の
必
要
条
件
と
し
て
（
1
）
正
四
面

体
構
造
が
必
要
、（
2
）CaO
（
酸
化
カ

ル
シ
ュ
ウ
ム
）
の
触
媒
が
必
要
、（
3
）

4 D

（
重
水
）
の
正
四
面
体
2
ケ
（d+e
）

+

（d+e

）
が
必
要
（
重
水
はH

+H
）、

（
4
）4 H

（
水
）
軽
水
で
は
常
温
原
子

転
換
は
起
こ
ら
な
い
、（
5
）ス
パ
イ
ラ

ル
（
二
次
元
平
面
渦
巻
き
）
で
は
起
こ

ら
ず
螺
旋
回
転
（
三
次
元
）
で
起
こ
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
図
3
は
ケ
ル
ブ
ラ

ン
の
生
体
内
原
子
転
換
図
で
す
。
中
心

か
ら
上
に8 O

16　

1 H
1

、
下
部
に1 H

1

8 O
16

が
光
学
異
性
体
の
左
手
型
、
右
手

型
の
配
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

O
H

は
川
田
薫
氏
の
正
四
面
体
が
ケ
ル

ブ
ラ
ン
の
上
・
下
に2

ケ
入
る
と4 D

と
な
り
常
温
核
融
合
の
条
件
は
そ
ろ

い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
に
は
触
媒

と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
（A

l

）
と
カ

リ
ウ
ム
（K

）
の
入
っ
た
雲
母
を
与
え

て
い
ま
す
。
ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
の
原

子
転
換
の
質
量
等
価
の
算
式
に
よ
る
と 

K
（39
）＋H

（1

）＝Ca

（40

）　

A
l

（27

） 
＋H
（1
）＝Si

（28

）　N

（14

）＋N

（14

） 

＝Si

（28
）
と
な
っ
て
い
ま
す（
資
料

提
供
・
中
島
敏
樹
氏
）。
そ
こ
で
石
田

仮
説
と
し
ま
し
て
「
雲
母
は
体
内
で

4D

（
重
水
）
正
四
面
体
の（H

＋H

）＋

（H

＋H

）と
反
応
しA

l

＋H

＝Si　

K

＋

H

＝Ca

で
常
温
原
子
転
換
に
必
要
な

「SiO
H

」の
正
四
面
体
が
体
内
に
生
ま
れ

（
図
2
参
照
）
触
媒
のCa

も
体
内
で
生

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
自
然
発
生
す
る

キ
ラ
キ
ラ
光
る
液
晶
細
胞
の
オ
ー
ト
フ

ァ
ー
ジ
ー（
自
食
作
用
）の
体
内
原
子
転

換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
、
ミ
ネ

ラ
ル
の
必
要
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
尚

生
体
内
の「O

H

」は「
水
酸
塩
基
」で
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

結
言光

学
異
性
体
は
1
8
6
0
年
細
菌

学
者
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て

「
ブ
ド
ウ
酒
」
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま

し
た（
液
晶
の
し
く
み
よ
り
）。

ワ
イ
ン
は
ア
ル
コ
ー
ル
で「O

H

」
で

す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
ワ
イ
ン
は「
イ
エ

ス
の
血
、
パ
ン
は
イ
エ
ス
の
肉
」と
説
き

ま
す
。「
左
手
型
が
肉
体
を
作
る
食
物

の
パ
ン
か
ら
摂
取
」「
右
手
型
が
精
神
で

作
ら
れ
る
血
液
」で
ア
ル
コ
ー
ル
は
精
神

に
作
用
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
左
手
型

と
右
手
型
は
分
離
無
不
可
の
一
対
で
す

が
食
物
を
血
と
肉
体
に
作
り
上
げ
る
主

導
権
は
精
神
つ
ま
り
物
の
考
え
方
と
そ

の
行
動
で
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。
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病
は
気
か
ら
と
い
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
か
ら
病
気
、
特
に
精
神
を
病
む
の
を

見
て
も
分
か
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は“
ワ
イ
ン
”、
日
本

は“
御
神
酒（
お
み
き
）”
が
あ
り
、「
酒

は
百
薬
の
長
」
と
い
い
ま
す
。
又
生
命

細
胞
は
液
晶
で
植
物
繊
維
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル（
脂
肪
）か
ら
発
見
さ
れ
た
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
植
物
繊
維
が
大

切
で
す
と
言
わ
れ
る
の
は
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
レ
ス
テ
リ
ッ
ク
液
晶
は
I
T

構
造
に
欠
か
せ
な
い
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
な

っ
て
お
り
、
人
工
頭
脳
も
人
体
と
同
じ

光
学
異
性
体
を
人
工
的
に
作
り
上
げ
た

も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
こ

と
は「
神
は
天
で
は
な
く
創
造
物
の
中

に
宿
る
」
と
言
え
身
の
周
り
の
物
を
見

る
こ
と
で
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
御
神
酒
」（
お

み
き
）
は
天
地
創
造
第
四
番
目
に
誕
生

し
た「
宇
摩
志
阿
志
訶
備
比
古
遅
神
」様

が
司
り
ま
す
。
尚「
過
ぎ
た
る
は
猶
及

ば
ざ
る
が
如
し
」
と
言
い
ま
す
。
お
酒

も
宗
教
も
程
の
よ
さ
が
大
切
と
い
え
ま

す
。

　

尚
人
体
内
常
温
原
子
転
換
に
は

「SiO
H

」が
必
須
で
す
が「
真
善
美
」の

精
神
で
呼
吸
す
れ
ば
、
空
気
中
の
窒
素

N

（16

）と
体
内
のN

（16

）と
で
も「Si

」

は
生
ま
れ
、
体
内
の
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

は
自
然
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
石
田
の
仮
説
で
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
文
献（
引
用
順
に
示
し
ま
す
）

「
古
事
記
」「
聖
書
」

「
物
質
の
統
合
」
岐
阜
大
学
工
学
部
応

用
科
学
科
第
7
号
元
島
栖
二
教
授
著

（
2
0
0
4
）

「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
」
中
島
敏

樹
著
（
E
c
o

−
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

（
2
0
0
3
）

「
い
の
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
川
田
薫
著

（
新
日
本
文
芸
協
会
）（
2
0
1
2
）

「
常
温
核
融
合
2
0
0
8
」
凝
集
核

融
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
阪
大
名
誉
教
授

高
橋
克
人
工
学
博
士
著
（
工
芸
社
）

（
2
0
0
8
）

「
図
解
雑
学
液
晶
の
し
く
み
」
水
田
進

（
ナ
ツ
メ
社
）（
2
0
0
2
）

「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
い
よ
の
い
し

（
2
0
1
2
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
25
名
計
37
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

憑
依
診
療
の
進
歩
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊

　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

（ 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
）

と
き　
　

平
成
29
年
2
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

橋
本
和
哉
氏
は
祖
母
が
霊
能
者
で
幼

少
時
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
を

身
近
に
感
じ
、
大
学
で
は
、
催
眠
、
ヨ

ガ
、
心
理
学
に
興
味
を
持
っ
た
。
昭
和

63
年
、
大
阪
大
学
医
学
部
大
学
院
卒
後
、

漢
方
、
気
功
、
O
リ
ン
グ
テ
ス
ト
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
、
催
眠
を
学
ぶ
。
平
成
12
年

に「
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

平
成
14
年
、
N
P
O「
癒
し
と
健
康
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
作
り
、
医
療
ヨ
ガ
と
気

功
の
指
導
な
ど
、
癒
し
や
健
康
に
関
す

る
情
報
発
信
、
講
座
を
は
じ
め
る
。
そ

の
後
、
意
識
し
た
気
を
対
象
物
に
当
て

た
共
鳴
で
何
が
あ
る
か
を
調
べ
る「
気

当
て
診
断
法
」
と
、
自
分
の
希
望
す
る

気
を
意
識
し
て
共
鳴
し
た
氣
を
用
い
る

「
天
賜
気
功
」を
開
発
し
、
医
療
、
食
品
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
霊
障
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
応
用
す
る
。 

医
学
博
士
、
は
し
も
と
内
科
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
N
P
O
癒
し
と
健
康

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

理
事
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研
究
会 

理

事
、
日
本
サ
イ
科
学
会 

理
事
、
関
西
サ

イ
科
学
会 

幹
事
、
地
区
医
師
会 

理
事

著
書「
医
師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸
社
）

現
代
医
学
を
主
と
し
た
診
療
を
し
て

い
る
と
時
に
原
因
不
明
の
病
態
の
方
を

経
験
し
ま
す
。

私
の
母
も
平
成
19
年
3
月
、
全
身
倦

怠
感
、
微
熱
で
私
の
診
断
も
他
の
病
院

で
の
診
断
も
原
因
不
明
で
し
た
。
1
年

間
一
般
的
な
治
療
を
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ず
っ
と
体
調
不
良
が
続
き
ま
し

● �●



た
。平

成
20
年
3
月
ま
た
微
熱
、
倦
怠
感

を
起
こ
し
、
そ
の
時
は
私
は
曲
が
り
な

り
に
も
霊
障
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
霊
障
と
診
断
し
浄
霊
し
た
と

こ
ろ
数
日
で
ウ
ソ
の
よ
う
に
改
善
し
ま

し
た
。

霊
媒
実
験
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
霊
媒
さ
ん
の
中
に
居
る
霊
と
対
話

を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の

問
い
か
け
に
暫
く
無
言
。
何
度
か
問
い

か
け
て
第
一
声
が
太
い
男
の
声
で
、「
う

っ
、
う
る
さ
い
な
!
」

一
瞬
怯
み
ま
し
た
が
、
気
を
持
ち
直

し
、「
あ
な
た
は
死
ん
で
い
る
の
を
わ

か
っ
て
い
る
の
で
す
か
?
」
と
問
う
と
、

「
こ
ん
な
に
痛
い
の
に
死
ん
で
い
る
わ
け

な
い
だ
ろ
う
」
と
の
返
事
。
多
分
斬
り

殺
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
自
分
が
死

ん
で
い
る
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
名
前
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
と
、
今
は

何
処
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
や

っ
と
死
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
さ
れ
ま

し
た
。
霊
界
に
行
け
ば
今
の
し
ん
ど
さ

が
改
善
す
る
と
伝
え
る
と
霊
界
に
行
く

こ
と
を
同
意
さ
れ
無
事
に
霊
界
に
送
れ

ま
し
た
。
あ
と
3
人
の
霊
も
同
じ
く
お

話
し
し
霊
界
に
送
れ
ま
し
た
。

私
が
霊
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
の
失
敗
談
で
す
。
霊
の
気
当
て

チ
ェ
ッ
ク
が
と
て
も
面
白
く
な
り
何
度

も
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
身
の

置
き
所
が
な
い
ほ
ど
の
倦
怠
感
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
霊
の
反
応
が
半
端
で
は
な
か

っ
た
の
に
驚
愕
し
ま
し
た
。
線
香
で
燻

ら
す
、
音
楽
を
聴
く
な
ど
い
ろ
い
ろ
や

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
改
善
せ
ず
、

以
下
に
あ
げ
る
天
賜
気
功
で
や
っ
と
改

善
し
ま
し
た
。
も
う
死
ぬ
か
と
思
う
く

ら
い
の
し
ん
ど
さ
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
霊
障
は
本
当
に

あ
る
の
だ
な
ぁ
、
と
確
信
し
研
究
を
始

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

憑
依
診
断
は
、
私
が
独
自
に
開
発
し

た
気
当
て
診
断
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
モ
リ
は
超
音
波
を
当
て
て
そ
の
跳

ね
返
り
で
物
を
見
ま
す
が
、
超
音
波
の

代
わ
り
に
気
を
当
て
て
そ
の
跳
ね
返
り

で
何
が
あ
る
か
を
見
る
の
が
気
当
て
診

断
法
で
す
。

当
て
る
気
に
探
し
た
い
も
の
の
イ
メ

ー
ジ
を
乗
せ
、
対
象
物
に
当
て
ま
す
。

そ
の
気
に
共
鳴
し
た
ら
跳
ね
返
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
探
す
物
の
有
る
無
し
を
判

定
し
ま
す
。

会
場
で
は
気
を
出
す
練
習
と
気
当
て

診
断
を
実
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

浄
霊
法
に
は
私
は
天
賜
気
功
法
を
使

い
ま
す
。
天
に
気
を
当
て
る
と
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
気
が
降
り
て
き
ま
す
。
例
え

ば
、
元
気
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
熱
い
元

気
が
、
癒
し
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
涼
や

か
な
癒
し
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
降
り
て

き
ま
す
。
浄
霊
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
様
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ
し
、
さ
ら
に
同
じ

所
か
ら
霊
を
癒
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ

し
、
憑
依
霊
に
入
れ
る
と
一
瞬
で
霊
が

霊
界
に
上
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
気
功
が
で
き
な
い
人
の

た
め
浄
霊
グ
ッ
ズ
も
作
り
ま
し
た
。
空

間
に
漂
う
霊
を
浄
霊
す
る
霊
障
ス
プ
レ

ー
、
体
内
に
憑
依
す
る
霊
を
霊
界
へ
あ

げ
る
霊
障
オ
イ
ル
で
す
。
さ
ら
に
遠
隔

浄
霊
に
は
メ
タ
ル
シ
ー
ト
に
浄
霊
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
入
れ
、
そ
の
上
に
、
憑
依
さ

れ
た
人
の
情
報
を
転
写
し
た
人
形
を
置

く
と
遠
隔
浄
霊
で
き
ま
す
。

会
場
で
は
メ
タ
ル
シ
ー
ト
を
使
う
実

演
も
し
、
憑
依
さ
れ
た
方
は
5
分
く
ら

い
で
ス
ッ
キ
リ
さ
れ
ま
し
た
。

浄
霊
で
は
人
の
浄
霊
だ
け
で
な
く
、

住
ん
で
い
る
家
や
家
の
周
辺
な
ど
憑
依

す
る
場
所
の
浄
霊
も
必
要
で
す
。
家
に

死
霊
が
い
る
と
い
く
ら
人
だ
け
浄
霊
を

し
て
も
直
ぐ
に
ま
た
憑
依
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
何
処
で
憑
依
さ
れ
る
の
か
を
調

べ
て
根
本
か
ら
対
処
が
必
要
で
す
。
先

ほ
ど
の
方
も
家
に
も
死
霊
が
い
た
の

で
、
家
の
間
取
り
図
を
描
い
た
紙
を
シ

ー
ト
に
置
き
浄
霊
を
行
い
ま
し
た
。

家
の
周
辺
に
も
憑
依
霊
が
居
そ
う
で

し
た
が
、
地
図
が
無
い
の
で
出
来
ず
、

ぜ
ひ
家
の
周
辺
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
、

と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

次
は
悪
霊
で
す
。

霊
に
憑
か
れ
る
と
不
調
に
な
る
の
で
、

憑
依
霊
は
全
て
悪
霊
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た

霊
障
は
、
霊
界
に
行
け
て
い
な
い
悩
め

る
霊
に
よ
る
障
害
で
す
。
そ
の
霊
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
が
低
い
た
め
近
寄
っ

て
来
ら
れ
る
と
受
け
手
は
生
命
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
削
が
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
霊
に
は
人
に
憑
い
て
不
幸
に
し
て

や
ろ
う
と
い
う
意
志
は
あ
り
ま
せ
ん
。

重
病
や
悩
め
る
人
が
側
に
来
る
と
倦
怠

感
を
感
じ
る
の
と
似
て
い
て
悪
意
は
全

く
な
い
の
で
す
。

一
方
、
人
に
憑
い
て
不
幸
に
し
て
や

ろ
う
と
悪
意
を
持
っ
た
霊
が
い
ま
す
。

そ
れ
が
悪
霊
で
す
。

駅
で
飛
び
込
み
自
殺
さ
せ
る
な
ど
は

悪
霊
の
仕
業
で
す
。
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
向
か
お
う
と
し
て
、
大
雨
を
降
ら
し

持
っ
て
い
た
紙
袋
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
し
、
陶
器
の
壺
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を
木
っ
端
微
塵
に
破
壊
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
浄
霊
は
悪
霊
に

は
全
く
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
処
は
一
般
の
霊
能
者
で
も
な
か
な

か
困
難
で
す
。
対
処
し
よ
う
と
す
る
施

術
者
も
相
当
攻
撃
さ
れ
ま
す
。
私
は
蔵

王
権
現
を
は
じ
め
と
し
た
神
仏
に
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
場
合
は

紙
に
封
じ
込
め
て
焼
き
切
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

人
の
霊
憑
依
の
特
殊
な
場
合
に
因
縁

霊
が
あ
り
ま
す
。

因
縁
霊
に
よ
る
霊
障
と
は
、
恨
み
を

持
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
憑
依
し
て
来

る
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
世
で
自
分
が
犯
し
た
罪
な
ら
理

解
で
き
ま
す
が
、
現
代
は
そ
う
い
う
ケ

ー
ス
は
む
し
ろ
稀
で
す
。
過
去
世
に
誰

か
だ
っ
た
あ
な
た
が
犯
し
た
罪
の
た
め

恨
み
祟
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
場
合
、
あ
な
た
は
顕
在
意
識
で

の
記
憶
が
な
く
何
故
そ
の
霊
が
自
分
を

攻
撃
す
る
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
霊
に
時
間
、
空
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
過
去
世
の
あ
な
た
も
今
の
あ

な
た
も
罪
を
犯
さ
れ
た
霊
に
と
っ
て
は

同
じ
で
、
攻
撃
し
て
来
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
あ
な
た
の
ご
先
祖
が
犯

し
た
罪
に
よ
り
恨
み
祟
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
親
の
因
果
が
子
に
報
う
の
で

す
。
先
祖
が
他
界
し
て
居
な
い
の
で
因

縁
霊
は
子
孫
を
祟
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
浄
霊
は
ほ
と
ん
ど
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
を
吟
味
し
て
、
自

分
が
も
は
や
過
去
世
の
そ
の
人
で
な
い

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
力
も
借
り
た
り
、
親
の
因
果

を
謝
罪
す
る
な
ど
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
怨
霊
は
一
般
に
無
理
難
題
を
言
っ

て
き
ま
す
。
貴
方
が
全
財
産
を
失
っ
た

ら
許
し
て
や
る
、
な
ど
で
す
。
中
を
執

り
持
つ
霊
能
者
が
如
何
に
仲
介
す
る
か
、

そ
の
力
量
が
問
わ
れ
ま
す
。
弁
護
士
の

力
量
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
謝
罪
し
て

も
先
方
が
許
す
ま
で
か
な
り
の
期
間
が

必
要
な
こ
と
も
多
い
で
す
。

生
霊
で
、
軽
い
の
は
人
か
ら
自
分
に

向
け
ら
れ
た
意
識
で
す
。
誰
で
も
人
と

関
わ
る
の
で
、
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
多
少
と
も
身
体
に
付
き
ま
す
。
人
か

ら
の
意
識
で
強
い
生
霊
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
、
身
体
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
来

ま
す
。
生
霊
ス
プ
レ
ー
、
漢
方
薬
を
使

い
改
善
さ
せ
ま
す
。

妖
怪
の
話
は
民
俗
学
で
よ
く
お
目
に

か
か
り
ま
す
が
、
実
は
昔
の
話
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
に
お
い
て
あ
な

た
の
周
り
に
も
妖
怪
憑
依
の
人
は
た
く

さ
ん
居
ま
す
。
我
の
強
さ
、
モ
ン
ス
タ

ー
ペ
ア
レ
ン
ト
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
人
格
、

い
じ
め
、
癌
性
格
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
ア

レ
ル
ギ
ー
患
者
、
人
を
押
し
の
け
て
得

た
社
会
的
成
功
者
、
心
理
学
リ
ー
ダ
ー
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
妖
怪
の
知
識
が

な
い
の
で
見
抜
け
な
い
だ
け
で
す
。

妖
怪
憑
依
の
方
に
実
演
を
し
ま
し

た
。
そ
の
方
は
自
覚
症
状
は
な
く
、
多

分
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ま
り
高
く
な
い
土

地
神
さ
ん
の
よ
う
な
妖
怪
に
長
年
憑
依

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
方
の
前
後
に
護
符
を
貼
っ
て
、

妖
怪
を
出
す
の
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

護
符
を
貼
り
付
け
る
と
顔
の
あ
た
り

が
熱
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
身
体
に
入

っ
て
い
る
妖
怪
が
煙
突
の
煙
の
よ
う
に

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
5
分
く
ら
い
で

無
く
な
り
ま
し
た
。
妖
怪
憑
依
に
は
そ

の
妖
怪
に
効
果
の
あ
る
護
符
を
使
う
と

上
手
く
出
せ
ま
す
。

宇
宙
霊
は
宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
意

識
体
で
す
。
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
の

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
み
た
い
な
雰
囲
気
で
す
。

チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
の
よ
う
な
ネ
バ
ー

と
し
た
感
じ
が
し
ま
す
。
宇
宙
生
ま
れ

の
魂
の
方
に
憑
き
や
す
い
印
象
で
す
。

漢
方
薬
、
あ
る
特
定
の
焼
酎
な
ど
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

憑
依
に
よ
る
障
害
以
外
に
意
識
体
か

ら
向
け
ら
れ
た
意
識
で
障
害
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悩
め
る
霊
の
場
合
は
、

助
け
て
く
れ
、
と
、
妖
怪
や
悪
霊
の
場

合
は
攻
撃
の
意
識
が
多
い
で
す
。
い
ず

れ
も
遠
方
か
ら
意
識
は
飛
ん
で
来
ま
す
。

特
に
攻
撃
の
場
合
は
全
身
に
突
き
刺
さ

る
矢
の
よ
う
に
飛
ん
で
来
て
障
害
さ
れ

ま
す
。

こ
の
場
合
は
丁
寧
に
突
き
刺
さ
さ
っ

た
意
識
を
取
る
か
効
果
の
あ
る
ヤ
ン
ト

ラ
を
使
い
ま
す
。

生
霊
は
生
き
た
人
間
が
発
し
た
意
識

の
強
烈
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
生
き
た
人
間
に
憑
依
し
た

霊
や
妖
怪
が
人
間
の
意
識
を
介
し
て
飛

ば
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

こ
う
し
た
お
話
や
実
習
は
珍
し
か
っ

た
の
か
、
熱
心
に
聞
い
て
頂
け
ま
し
た
。

ま
た
質
問
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
時
間

の
限
り
続
き
ま
し
た
。

参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
さ
い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
、
非
会

員
31
名
、
合
計
47
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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ンのイオン対。同様に（a-2）は陰・微細身素粒
子と陽・微細身素粒子を意味している。微細身
素粒子とは、撮影時に撮影者の皮膚（チャクラ）
から射出されるプラーナ（サイ、気、オーラ）を
意味している。其々はスピンしているが、回転
方向が同一なので、陰と陽が引き合い、巴型に
なる。（a-1）、（a-2）と（b-1）、（b-2）は回転方向
が逆なので磁力またはクーロン力によって引き
合い、次第に接近する事になる（オーブの長さ
は短くなる）。また、（a）の巴型の回転体の2つ
の目には、紙面に垂直方向に（b）のベクトルが
あり、其々は逆方向に進行・移動している。

他方、地球には南極（N極）から北極（S極）
に向かう変動する磁力線が存在している。撮
影画面の縦方向に位置を占めているラビット・
オーブには横方向に電流が流れており、その
ために巴型の回転体の目（図中の小丸）にある
ベクトル（b）には、直交して磁場が働く筈であ
る。地球磁場はほぼ7.8Hzで変動しているので、
巴型の目にあるベクトルも、進行しながら、ほ
ぼ7.8Hzで変動している。この時、磁気の重な
り（作用）が同極の時には斥力、異極時には引
力に成る筈である。つまり、ラビット・オーブ
にも磁気力やクーロン力があり、引き合って短
くなって、次第に丸くなり、つぎに、両方の目
にあるベクトルの磁力の斥力によって反発して
180度に反転する、のであろう。これらの変化

は、7.8Hzの共振地球磁気と同調して生起する、
と判断している。

5．総合的に判断する
ミクロ・オーブは、時間の経過とともに次第

に成長して、一個の成熟したマクロ・オーブに
なる。念写とオーブの関係を説明するために、
仮定を設ける。―仮定（1）：オーブはPSI-
spin群の集合体である。仮定（2）：オーラ（自己）
とオーブとは同種・同族・同根である。―大
気中には様々なPSI-spin群（光子群）が存在し
ている（図1）。これは撮影者のオーラ（微細身
素粒子、サイ、気、プラーナ、生霊）の分身で
あり、死後の霊体の一部でもある。つまりPSI-
spin群は生死、男女、自己と他者、種族、植物、
動物等を超えた存在である。

オーブは、呼掛けに応じて発生する（集ま
る）。そしてミクロ・オーブ（初期）、ラビット・
オーブ（中期）、オーブ（成熟期、後期）と次第
に成長する。初期と中期の段階は、柔らかな綿
状の光子集合体であるが、後期の成熟期にな
ると、大きな集合体になり、結合力も増して、
普通に撮影される球形状等になる。初期の段
階からカオス（ゆらぎ）が形成（発生）され、カ
オス・アトラクターを形成する。そして、後期
になると非対称干渉縞模様等の「オーブの表
情」を造る事になる。念写像は、このカオス・
アトラクターの切断面（ポアンカレ写像）等とし
て現出すると判断できる（実像ある）。なお、ア
トラクターの分岐（内容）が、念写像（事象の区
別）を決めるのであろう。つまり、分岐点での
オン・オフ（例、「+」、「−」の選択）は意念によっ
てきめられる。さらには、分岐の過程には「窓」
と云う現象がある。アトラクター成分には（+）
成分と（−）成分がある。しだいにアトラクター
の密度が増してこれらが作用し合って相殺し合
う（ゼロになる）場合がある。この時点で念写
像が形成される場合もあり得る、と考えている。

オーブ研究の一つの目的は、自己の指導霊を
オーブとして現出させて、無意識を介して「生
き方」の指針を受ける事にあるだろう。指導霊
の助けにより、より良い運「運がいい」を得、よ
り良い「ついている」（憑く）を得て、輝かしい
人生を送ることが出来れば、幸いである。
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図1　オーブ（たまゆら、PSI-spin群）



6 .5Hz）。（7）電磁波ノイズ並びに室内光ノイズ
が加算した場合には、最頻値は、しだいに増加
する（シューマン・レゾナンスの7.8Hzに近づ
く）。（8）パルス波形のピーク値（オーブの光の
強さ）の出現は、ほぼ指数分布である。つまり
移動速度と光の強さは対応していない（単一光
源ではない）。（9）周波数の分布状態は、ほぼワ
イブル分布である。（10）オーブは変性意識状態

（ASC）下の集中とイメージに関連して、時間や
空間を超越して出現してくる傾向がある。

つぎに、さらに約30年の時間が経過して
（2007）、これらの時間変化曲線をカオス解析
（苗鐵軍、佐々木茂美）したところ、低次元決
定論的なカオス過程（フラクタル次元、D=1.9
～2.2）である事がわかった｛サイ科学（2007）、
29-1,pp, 2-11｝。なおフラクタル次元とは、関
与する動力学的な独立変数（自由度）の数を意
味しているので、生体の2～3箇所（チャクラ）
からサイ（気）を送念している、と判断した。さ
らに8年経過して（2015年）、つぎに示すように、
室外の大気中でマクロな芽オーブの動的な変化
挙動が観察・記録された。

4．芽オーブの変化挙動
大気中に存在しているエアゾール（埃、微粒

子）の大部分は、地球を取り巻いている大気電
界のために帯電している。また空気成分の一部
は大気電界や宇宙線の作用によって電離して
いて大気陰イオン、大気陽イオン、電子になっ
ている。これらによって大気の上層部は陽（+）、
地表部は陰（−）に帯電している。したがって、
地球は電磁気学的には巨大な球形・地球コンデ
ンサー（約30万V）として存在している（直流電
場）。このほかに、雷による活動並びに地磁気
の脈動等に伴って発生すると判断されている周
波数1～10Hz、10-2～10-3V/m程度の微細な
交流電場も存在している。なお、オーブと水は
親和力が大である。空気中に水分がないとオー
ブは極めて発生し難くなる。空気中の水蒸気は

H2O→H（陽イオン）+OH（陰イオン）
になり、オーブ形成の主要な要素に成っている。

さらに判明している重要な性質として、オー
ブ（たまゆら）はマクロPK（念力）として出現し
ている。つまり、撮影者の意識（変性意識状態、

ASC.）と体外にあるオーブとは同調し、情報の
交換を介して出現・生起してくる（マクロPK）、
と判断されている。なお筆者らは、オーブに意
識要素（プラーナ、微細身素粒子、オーラ）が
加算されたものを「オーブ（たまゆら）」と呼ん
でいる。またオーブ（たまゆら）はエネルギー定
条件で、ゼロ場（ゼロ点）で発生・生起する（何
れも､ 別報）、と判断されている。

デジタル・カメラとビデオ・カメラを用いて、
夜間に、芽オーブ撮影のテストをした、実験
者は佐藤禎花師、ほぼ変性意識状態（ASC）で
オーブを呼び込み、情報交換をしながら（マク
ロPK）テストした。佐藤師は特異能力保持者
である。これには多くの成功例がある。

出現形状は、ほぼ丸（球状）型、球状の二分
割型、芋虫状（変形芋虫状）、菱型、その他、
等がある。これらは呼び掛けに応じて遠方か
らやって来る様子である。発生（遠方）当初は
点状であるが、しだいに成長して芽オーブ（ラ
ビット・オーブ）、通常（成熟）オーブになる。
発生の初期過程は柔らかな綿を集合させたよう
な感じであり、次第に成長（集合）すると同時
に、結合が強くなり、通常の球形状等になる。
具体的には、一例を述べる。

芽オーブの変化状況を撮影・記録した動画
の画面を1/30秒毎にコマ送りして、時系列の
1コマ毎に切り取り、キャプチャした画像を重
ねることにより芽オーブの移動を調べた。例え
ば、ある時には丸くなり、クルンと頭を下にし
て180度反転する場合がある。また、一例とし
て、画像分析ソフト「kwls-cps」を用いて色変
化（周波数変化）の状態を調べたところ、シュー
マン・レゾナンス7.8Hz付近を周期として明暗
の変動を繰り返す傾向があった。

以上の測定結果を都合よく説明するため
に、図1の芽オーブのモデル（仮定）を設定す
る。図1の（a-1）、（a-2）は、2種類の異なる巴
型スピン対群で、これをベクトル表示したの
が（b-1）、（b-2）である。これを基にして、観
測された芽オーブ（芋虫状）の諸変化と反転現
象を説明する。例えば、大きな巴型右回りスピ
ン（a-2）が頭を意味し、小さな巴型左回りスピ
ンが尾を意味するものとする。図1に示すよう
に、（a-1）は陽・イオン（H+）と陰（OH−）・イオ
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1．はしがき
念写は、今から約107年前（1910）、福来友吉

博士によって発見されました。「能力者が心の
中で念じた事象が、可視光を遮蔽したフィルム
上に直接に像を結んで写る」と云うもので、英
国超心理学会（世界最初、SPR）発足とほぼ同
時期でありました。時間が経過して近年（1974）
になると宮内力、福田豊両氏は、清田益章師を
被験者として、暗函内に「光湧出」を成功させ
ました。筆者らは、清田師を被験者として、暗
缶内で動き回る（念写の極初期段階）ミクロ・
オーブ（光念球）の動きを記録する事に成功し
ました（1976）。しばらくして（39年後）、佐藤
禎花師の特異能力を介して、大気中で動作す
る芽オーブ（ラビット・オーブ）が撮影・記録さ
れました（2015年）。比較検討すると、それぞ
れの条件の設定は異なるが、ミクロ・オーブと
ラビット・オーブとはほぼ同一であることが解
りました。そして、これらが進行して念写像に
なるのであろう、と判断しております。今回は、
これらについて報告致します。

2．念写とオーブの実験の内容
ミクロ・オーブは、生活空間にあるノイズと

しての電磁波と可視光線を遮断したTVビジコ
ン管内（または暗函内）に発生させた光念球の
動きを意味している。念写は、可視光線と電磁
波（カメラ内）を遮断したフィルム上に光像を結
ばせるもの。芽オーブは、電磁波や可視光線の
存在する大気中（近赤外線領域内）に存在する
光子群（PSI-spin群）の動きを、マクロPKを介
して、写し取ったもの。つまり、空間のある個

所（局所）に遠隔念写をする事に相当すると思
う。本稿では、実験結果を述べたあとで比較・
検討するが、総合して考慮すると、それらはほ
ぼ同一であり、念写過程に現れる共通の物質

（PSI-spin群、光子群）を扱っている事になる
だろう、と思う。

3．ミクロ・オーブ
今から約40年前｛サイ科学（1977）、Vol.4-1,  

pp, 2-9、5-1,pp,15-20、5-3,pp, 41-44、その他｝、
清田師を被験者として、念写の機構解明のため
の基礎実験が行われ、「光湧出」が報告された

（宮内力、福田豊）。続いて可視光線と電磁波
ノイズを遮断した暗缶内に、意念の働きのみに
よる光念球（約1mm直径）の発生（念写）が認
められ、時間変化曲線が記録されて、ミクロ・
オーブである事がわかった（佐々木茂美、小川
雄二）。センサーはホトダイオード（SPD111）、
記録にはメモリースコープとXYレコーダー等
を用いた。
（1）発生した光念球は割合に不安定でランダ

ム・パルス状に変動している。（2）既知の光り
（室内光）が暗函内にある場合には、光球体（念
球）出現の妨げにはならないで、むしろ助けに
なる。（3）暗函内に置いてある太陽電池や発光
ダイオードの性能を変化させないで、物理的な
光りに加算した形で、出現してくる。（4）暗函
内に物理的な連続光がある場合には、発生して
くる光はよりランダム・パルス状になる傾向が
ある。さらには、（5）光念球の移動速度は群パ
ルス状で、うねりの様な緩急動作を繰り返す。

（6）移動速度はほぼ正規分布である（最頻値は
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念写の初期過程に現れる動的なミクロ・オーブ念写の初期過程に現れる動的なミクロ・オーブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

化）なる。
（1）通常、オーブの出現には、フラッシュ光

を用いて撮影するが、写らない場合には、何回
か繰り返して実施すると写る（出現する）事に
なる（多くの実験値がある）。これは、上で述べ

たように、Aの撮影者と（Bの）オーブ間で、情
報交換（マクロPK）を繰り返すことにより、A
とBの間に相殺ゼロの累積が生じ、これが一定
値に達すると、零場が形成されて現象（オーブ
生起）が起きるのであろう、と判断できる。



的に累積し、このゼロの集積値が或る値（変曲
点）に達すると、サイ現象が生起する｝。―
ゼロの集積がサイ（気）現象生起に関係がある
であり、新発見であった。しかも、これらは、
東洋の伝統文化の太極図（陰、陽の巴型シンボ
ル）の実験的な測定結果であると判断されたら
しい。そして、暫く時間が経過して1993年8月
27日になると、中国人体科学会の理事長張震
カン理事長（銭学森会長）から、筆者宛に直接
の連絡があり、これをきっかけにして日中の共
同研究（水、植物、魚、受精卵、初生鶏等、3
～5年間）、特異能力者の張志詳師（意識研究）
の来日、分杭峠（伊那市、パワースポット）の
発見、江沢民主席の来日時に大使館からの連
絡で歓迎会に出席。苗鉄軍博士との共同研究

（日本）等、様々に展開する事になった。

4．透視と念写
いまから約35年前、中国では、透視に関す

る種々様々なテストが実施されていた。日本で
は、宮内力、福田豊両氏は、清田益章少年を
被験者にして、念写の研究を実施していた。ほ
ぼ同時期に芳賀秀雄、早瀬勇一（大学生）は、
山下祐人少年を被験者にして自己催眠法を用
いた非眼視覚（透視）能力の開発・訓練とその
実験を行っていた。山下少年は、これらを基
にして特異能力訓練法を樹立し、同時に自らの
特異能力も高める事ができた。そして、この山
下祐人少年を被験者にして、透視と念写の実
験が、筆者らによって実施された。山下少年
は、変性意識に近い状態（ほぼASC）でテスト
していた。（1）自らの肉眼（眼球）を使わないで
物（画像）を見るテスト（透視、非眼視覚）の際
の光は、向側からやってくる。この光は室内光
とは別である。試行錯誤した後にテストした。
目隠しをする。暫くの時間が経過した後（4～
8秒）に、突然に、見えるようになる。（2）おで
こ（ひたい）の前方にメンタル・スクリーンが出
き、そのスクリーン上に前方の画像が、部分的
にポーン、ポーンと出てくる。従って、図像の
難易には無関係に透視する（模写する）ことが
できる。（3）透視で見た図像を模写（手書き）し
たものは、鏡像関係（右左が逆）になっていた。

（4）感覚的（熱い、冷たい、におい等）な反応が、

視覚の情報よりも、先に来る。（5）透視中に被
験者の身体にアースすると、突然、画像が崩れ
て見えなくなり、ショックが体中を走りぬける。

（6）画像を色紙にした場合には、スクリーン上
で、知覚される時間が異なる（1～15秒）。テス
トした13色の中で、白色と黒色が一番よく見え
る（早く見える）。一番遅く見えるのは茶色であ
る。（7）室内の明るさにも関係があり、明るい程
早く、よく見える。（8）見える範囲（知覚できる
範囲）はきまっており、前方に三角形柱状であ
り、割合に狭い。（9）透視が可能な時には、念
写も可能になる。―その他。

これらの実験結果の中から、透視の可否の条
件（基準）を取り出して検討・推定する。上の

（1）としては、被験者は、波長の異なる幾重も
の卵型のオーラ（波動の異なる、非可視の）に
包みこまれて存在している、と推定。意念で見
ようとする。皮膚（チャクラ）上のA点から放出
されるPSI-spin群（光子群、サイ、気）は、自
分自身のオーラ壁上にある対象物「B点」にぶ
つかり、鏡状に反射されて、戻ってくる。この
時、AとB（オーラの鏡面）の間では、PSI-spin
群の行きと帰りで相殺ゼロが形成される、と判
断できる。上の（1）で、幾度となく施行錯誤し
た後。暫くの時間が経過した後で、突然見えて
くる。これは｛サイが作用・存在する場におい
て、相殺零を離散的に累積し、このゼロの集積
値が或る値（変曲点）に達すると、サイ現象が
生起する｝。この相殺ゼロが離散的に累積され
ている、のであろう。「ゼロの集積がサイ（気）
現象生起に関係がある」と、考える事が出来よ
う。なお（2）～（8）は、透視時に現れるサイ（気）
の性質を意味しているのであろう。

5．オーブ（たまゆら）の発生
オーブの発生条件となるのは、零場（零点）

の形成であると判断できる。オーブの芽（種）
は、PSI-spin群（陰性、陽性の光子群）として
撮影者付近の近赤外線領域に存在しているが、
撮影者の呼び掛け（意念）に応じて、マクロPK
として撮影者とオーブとの間の情報交換の後、
可視光線領域まで波動をあげて（例、高波動の
光子群を吸収する等）、目に見えるように（可視
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実験室内（佐々木、越智）で行われ、これを基
にして ｢零場｣ が発見されました。そして、こ
れは、サイ現象（超常現象）の発生・生起に関
連した新しい現象（基準）になるだろう、と判断
致しました。しかし解明が未消化であり、考察
と表示が浅薄でありました。したがって、永い
期間にわたってゼロ場やゼロ磁場の意味が理解
されず、いまだに、多くの問い合わせや質問が
寄せられております。そこで、今回は、より広
い立場からその意味を解説する事に致します。

2．ゼロ場の発見（メタル）
筆者らは、メタルの強度と変形に関係した問

題を永い期間にわたって研究してきました。し
たがって、変形や破断の判断にはより豊富な経
験を持っていると思います。当然ながら、サイ
科学分野への研究も、メタルから開始すること
になりました。ユリ・ゲラーの「不思議な曲がり
かた、を見た」の実験は、解析が容易な条件を
選んで、実験室内でテストする事になりました。
　メタル・ベンデングの出来る少年たち（念力
の能力保持者）の協力のもとに実施されました。
短冊形（板状）の焼きなまし処理を施した軟鋼
材を用い、｢曲がれ｣ の意念（オーラ）の基に、
階段状に荷重を加えてゆく（数回～10回程度）。
載荷による加圧力と軟鋼内部に生じる反発力の
間に生ずる「相殺ゼロ」の階段的な累積を生じ
させる。これが、ほぼ降伏点に達すると、急に
念力変形（PK変形）が生じ（加算される形で）、
すぐに再載荷しても、極僅かな荷重の間は、変
形しない。

この降伏点は、軟鋼の強度（変形）の分岐点
であり、降伏点以下は弾性変形、降伏点以上
は塑性変形である。つまり、「念力変形を発生
させたい」の意念（オーラ）の基に、「相殺ゼロ」
を重ねると、基材（軟鋼材）のほぼ分岐点（降伏
点）で念力（マクロPK現象）が発生する。―

｛サイが作用・存在する場において、相殺零を
離散的に累積し、このゼロの集積値が或る値

（変曲点、分岐点）に達すると、サイ現象が生
起する｝。―ゼロの累積・集積（新しい言葉）
がサイ（気）現象生起に関係がある―。ゼロ
を集積する場をゼロ場と呼ぶ。ゼロ場の中にゼ
ロ点があり、零点ではマクロとミクロ、意識（意

念）と物質、超常現象発生などの変換と生成が
生じる。―と云うことが分かりました。

3．相殺ゼロ磁場と「気」
「相殺ゼロ磁場」に最初に注目したのは、電

気工学者の故大橋正雄氏だったと思う。導線
に電流を流すとその周りに磁場ができる。無誘
導巻きコイルの右巻コイル部分に生ずる磁場
と、左巻コイル部分に生ずる磁場を衝突させる
と、互いに消し合って零になる（相殺ゼロがで
きる）。しかし、エネルギー保存則から判断す
るとゼロにはならないで別の物質に変換される
筈である。

この無誘導巻きコイルに交流を通電した場
合には物質波（縦波、スカラー波）に成ると大
橋氏は主張した。しかし、これは、ド・ブロ
イ（1924）が提案した「物質波。ド・ブロイ波」
と名前が同じであった為か、あまり注目されな
かった様子である（大橋、波動性科学、1988、
たま出版）。

さらに佐々木茂美、小林泰樹、故大橋正雄
（人体科学、3巻1号）は、意念（オーラ）を持つ
実験者が造った無誘導巻きコイル水の電気伝
導率等を測定・解析して、これが気功水（サイ、
プラーナ、気、の含有水）である事を確かめた。
またこの水を加熱させた場合には、電気伝導率
が高くなることから、サイ（気）の熱活性化エネ
ルギー（ΔH=1.38eV）を測定した。これらの
結果から、サイ（気）の性質として、サイ（気）
は近赤外線領域に存在している事を発見した。

また赤外線分析（IR）とレーザー・ラマン分
光分析を行った結果として、スペクトルの位置
は変わらないで強度が低下する（インテンシテ
イは、0.9943から0.6579に）。つまり、サイ（気）
は水の分子構造は変えないで、水素結合を弱
める性質があると判断した。また核磁気共鳴分
析（MRI）の測定結果から、この水は、O-Hの
伸縮振動を起こし易くする場合と、起こし難く
する場合のある事が判った。

つまりサイ（気）には「正」の効果と「負」の効
果（シュレデンガー波動方程式に虚数が含まれ
る為か）があるとした。考えられる機構として
は、メタル・ベンデングと同一の解釈―｛サ
イが作用・存在する場において、相殺零を離散

●� ●



本部で講演いただいた（昨年2月）不食の秋
山佳胤氏の活動のエネルギー源のプラーナの実
態は何なのでしょうか? タイの洞窟で祈祷師ア
チャンがマントラを唱えるとマイクロビッグバ
ンが起きて物質が生じるメカニズムはどうなっ
ているのでしょうか? いずれの場合も関わって
いる人の脳波を測ると、右脳と左脳とで7.8Hz
のコヒーレント状態が10秒以上も続く頻度が多
いのが特徴でした。

図4に示す2000年前のタオの世界観を、脳
波を通じて現代に引き込むことができる気がし
ます。

またインド占星術の大家・バブルジが手相を
見ながら相手の生年月日を当てたり過去の大き
な出来事を当てたとき、2人の脳波は7.8Hzの
コヒーレント状態が5秒以上続く頻度が多くみ
られました。

このように不思議現象に直接関わっている
人の脳波を計測すると共通点が見られ現象の
解明に一役果たせるのではないかと思ってい
ます。図4に示す2000年前のタオの世界観を、
脳波を通じて現代に引き込むことができる気が
します。

● �●

図3　プラズマ振動のパワースペクトル 図4　タオの世界観

図2　シューマンの仮説

ゼロ場（ゼロ磁場）とは何かゼロ場（ゼロ磁場）とは何か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

1．はしがき
「零場（ゼロ点）」の基になっている現象は、

約40年前（1976年）に来日したユリ・ゲラーの

「メタル・ベンデング（金属曲げ）」TV公表時に
発生致しました。「不思議な変形（曲がりかた）
を見た」を検討するための基礎実験が電通大の
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実際の脳波
脳波は一例を図1に示すような電気的振動波

です。振幅の小さい複雑な波形と振幅の大き
な調和振動波が重なり合っています。クーロン
フォースはロングレンジに働きますから皮質の
電極直下の神経回路の応答だけでなく脳幹や
離れた位置の神経回路の応答も重畳されます
から空間解像度は低いのが特徴です。

臨床脳波ではこのような複雑な波形のグラフ
を熟練者が目視で1秒間に振動する周波数を判
定していますが、工学系では入力された電気信
号をフーリエ変換してスペクトル分析しますか
ら正確な判定が可能です。しかもディジタル信
号処理技術を駆使して2点間の相関分析がリア
ルタイム行えますから、右脳と左脳、前頭葉と
後頭葉との脳波の相関を観ることが可能です。

例えば記憶力を発揮する際は覚えるときも記
憶回想するときも10Hzのミッドα波が強いこと
が必須ですが、右脳と左脳との10Hzが共鳴す
る頻度が多いほどうまくいくみたいです。ESP
カードを透視するときは10Hzのミッドα波に
加えて7.8Hzのスローα波で左右が共鳴するこ
とが必須のようです。またスプーン曲げのよう
なPK現象は10Hzのミッドα波より7.8Hzのス
ローα波が強くしかも左右の共鳴頻度が多いほ

どうまくいくようです。
また催眠やヒーリング、占いなどは2人の脳

波が7.8Hzのスローα波で共鳴する頻度が多
いほどうまくいきます。2人の脳波が共鳴する
メカニズムは全く分からず、いかにα波が強く
ても周波数が低いので空間に電磁波が輻射さ
れ周りに影響を与えるとは考えられません。何
か他のメカニズムを考える必要があります。

例えばこのように考えてはどうでしょうか? 
この空間はドイツの物理学者シューマンの仮説
によれば太陽から飛んでくる陽子と電子が地磁
気で曲げられ電離層を形成し、計算上では図2
のように7.83 , 14 .1 , 20 .3Hzのプラズマ振動し
ているはずだと云います（1957年）。後にアポロ
1号（1967年）で電離層の存在を発見してバン
アレン帯と命名し、図3によればアポロ4号の
実測で7.8Hzを中心としたパワースペクトルは
2Hzの半値幅を持っていることが分かりました。
と云うことは、私達は系統発生的にも個体発生
的にも7.8Hzを中心とした揺らぎのある電磁波
フォトンの中で進化し成長してきたことになり
ます。素朴な疑問として、目も耳も鼻もない精
子が卵子を目指して突進できるのは何を手がか
りにしているのでしょうか? 尻尾を激しく振る
エネルギーはどこから得られるのでしょうか?

図1　脳波の一例



はじめに
ESP（超感覚的知覚力）やPK（念力）などは

現代科学で現象のメカニズムが説明できないの
で非科学的なこととして好奇の対象で片づけら
れています。しかし、私たちは日常生活で“気
がする”“気になる”“気を入れる”など科学技術
には定義のない“気”という概念を身につけて
活用しています。

一方、内気功や外気功の現象に注目してそ
のメカニズムを科学的に解明しようとする動き
は以前からありますが、現象の再現性や客観性
にこだわる限り成功しないように思われます。
例えば気象現象に見るように流体力学の枠内で
はありますが、ファジーの典型ですから従来手
法では本質を掴むことが出来ていません。

そこで“気”と相互作用の強い細胞集団に注
目してみましょう。60兆個もあると言われて
いる人間です。“気づき”の鋭い人や鈍い人も
いますが、程度の差こそあれ、細胞は必ず反
応しているはずです。その反応を神経細胞が
集めて中枢である脳に送り、脳が情報処理を
している事実があります。幸いなことに情報
処理は電気的に行われていますから外から脳
波（EEG=Electroencephalograph）や筋電図

（EMG=electromyography）の形で観察するこ
とができるのです。
　
脳波に含まれる情報

頭部表皮に電極をつけて入力インピーダンス
の高い増幅器に導入すると入力部分に換算し
て10～500μV程度の生体信号が観察できます。
空間ノイズが1000倍ほど大きいけれど差動増

幅器の特徴を生かして生体信号だけを抽出す
ることができます。

EMGは介在する神経細胞の数が少なくほぼ
神経インパルスの形ですから周波数成分は500
～1000Hzであり周期性が見られないのに対し、
EEGは介在する神経回路が循環回路を含めて
膨大で周期性も目立ち周波数成分は1～26Hz
と低くなります。

EEGには脳の内的要因で変化する自発反応
と、外的刺激による誘発反応とありますが、近
年（2008年）誘発反応は自発的な活動に影響さ
れていることが報告されています。その自発的
活動による脳波は、閉眼時に後頭部から振幅の
強い8-10Hzの波が計測されα波と呼ばれてい
ます（1929年）。
α波は開眼すると消失することから視覚情報

処理にかかわる現象を反映し、視覚刺激が遮
断されてアイドリング状態になったときのリズ
ム、あるいは情報処理が抑制されたリラックス
状態の信号と考えられ、いまだに臨床脳波では
その考えが踏襲され、極端な例はα波が強いと
脳が活動していない、あるいは惚けの応対の脳
波だと言い切る人までいます。

しかし能力者が卓越した能力を発揮している
ときや、一般の人の開眼状態や緊張していると
きでもα波は観察される場合がありますし、逆
にリラックスしていてもα波が観察されないこ
ともあります。ですからα波をリラックス状態
の尺度としたり脳が活動していないと解釈する
ことは好ましくありません。

そこで脳波を次の表のようにα波を3種類に
分けて整理してみます。
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ま
た
ガ
ン
治
療
薬
に
よ
る
副
作
用
で
苦

し
ん
で
お
ら
れ
る
の
も
現
実
で
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
肉
体
は
健
康
な
の

に
、
高
齢
者
ば
か
り
で
は
な
く
若
齢
で

も
認
知
症
が
進
み
、
家
族
の
方
の
介
護

が
大
変
だ
と
い
う
話
と
か
、
霊
に
憑
依

さ
れ
精
神
的
に
悩
む
と
か
の
話
も
聞
き

ま
す
。
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
昔
と

比
較
す
る
と
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら

に
医
療
の
進
歩
に
よ
り
寿
命
が
延
び
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
膝
を
さ
す
り
な

が
ら
、
欲
し
い
も
の
も
喫
食
で
き
ず
カ

ロ
リ
ー
計
算
を
し
な
が
ら
の
生
活
で
は

悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
あ
る
程
度
健
康
で
長
生
き
を

す
る
方
法
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

探
っ
て
い
き
ま
す
と
、
健
康
雑
誌
は
書

店
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、「
こ
う
す
れ

ば
痛
み
を
改
善
す
る
」と
か「
若
々
し
く

な
れ
る
」、
ま
た「
霊
的
現
象
が
原
因
の

病
気
は
こ
れ
だ
」
等
々
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
の
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
幾
つ
か
の
方
法
、
改
善
策
が
見
い
だ

せ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ど
う
す
れ
ば
健
康
を
保
持

で
き
る
の
か
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
と
、

「
心
霊
的
に
見
た
体
調
不
良
」、
そ
し
て

ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
の
一
定
の
周
波
数
に
よ
り
、
脳
か
ら

筋
肉
、
骨
、
血
管
、
血
液
、
染
色
体
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま
で
の
全
身
約
6
0
0

カ
所
の
リ
サ
ー
チ
を
お
こ
な
い
、
利
用

者
の
不
調
の
原
因
が
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
未
病
の
段
階
で
健
康
上

の
問
題
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
機
器
で
あ

る「
S
W
Ⅱ
」
の
実
演
か
ら
、「
健
康
」

に
つ
い
て
考
え
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

本
来
の
体
調
の
維
持
管
理
が
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
石
川
允
朗
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
す
ご
い

健
康
関
連
機
器
で
あ
る
「
S
W
Ⅱ
」
の

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
、
今
回
の
講
演

で
何
人
か
の
測
定
も
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
石
川
允
朗
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

獣
医
師
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒

業
。
昭
和
22
年
香
川
県
出
身
、
千
葉
市

在
住
。
川
崎
市
で
動
物
病
院
に
勤
務
し

た
後
、
宮
城
県
で
動
物
の
診
療
を
行
っ

た
。
そ
の
後
公
務
員
と
し
て
勤
め
る
傍

ら
、
心
霊
科
学
等
の
研
究
を
始
め
、
前

公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
監

事
就
任
。
公
務
員
職
退
職
後
、
動
物
病

院
で
の
診
療
の
後
、
現
在
財
団
法
人
I

学
園
の
講
師
と
食
品
の
衛
生
指
導
講
師

の
職
に
就
い
て
い
る
。

現
在
、
サ
イ
科
学
会
幹
事
で
も
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
一
千
円
也　

匿　
　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
15
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ

ー
マ
「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?

A
I
［
人
工
知
能
］
vs�

P
S
I
［
サ
イ

能
力
］）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」
末
頁
の
「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。



●❸ ●

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

金
山
巨
石
群
の
『
縄
文
』
太
陽

観
測
ガ
イ
ド

　
　
　
　

講
師　

徳
田　

紫
穂�

氏

日
時　

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
汚
染
か
ら
命
を
守
る

最
強
の
知
恵

―
最
新
最
強
の
健
康
情
報
―

　
　
　
　

講
師　

阿
部　

一
理�

氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

　
　
　

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
29
年
7
月
30
日（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）�

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

研
究
・
講
演
会
報
告

オ
ー
ブ
と
念
写
の
講
演
・
討
論
会

報
告

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

茂
美

2
0
1
7
年
5
月
20
日（
財
）
福
来

心
理
学
研
究
所（
仙
台
）と
、
5
月
28
日

（
神
社
、
飛
田
洋
子
先
生
）（
福
島
、
三

春
町
）で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
者
は
佐
々

木
名
誉
会
長
、前
者
に
は
約
十
数
名（
福

来
心
理
研
会
員
）、
後
者
に
は
約
30
名

（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ヘ
ル
ス
、
宮
沢
賢
治
、

の
会
員
）
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
念
写

と
オ
ー
ブ
は
意
識
と
物
質
に
関
連
し
た

課
題（
マ
ク
ロ
P
K
）で
あ
り
、
内
容
的

に
は
同
一
で
あ
る
。
人
と
し
て
の
尊
厳
、

信
仰
心
や
死
後
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
良
い
か
、
が
問
わ
れ
て
い
た

と
判
断
。

念
写
に
は
再
現
性
が
あ
り
、
練
習
す

れ
ば
ほ
ぼ
90
%
以
上
の
確
率
で
、
普
通

人
で
も
実
験
が
可
能
で
あ
る
。
オ
ー
ブ

の
説
明
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
証
は
今

後
の
問
題
。
A
I（
人
工
知
能
）や
情
報

処
理
が
進
歩
し
て
、
人
の
心（
意
識
）や

妖
怪
を
、
物
質
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

が
計
画
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
人
の
意
識（
心
）
の
存
在
を
、

科
学
的
に
実
証
す
る
事
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
様
子
。
2
～
3
時
間
の
講
演

と
、
そ
の
間
に
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
真
オ
ー
ブ
と
偽
オ
ー

ブ
、
動
オ
ー
ブ
と
手
ブ
レ
、
オ
ー
ブ
と

星
、
ス
カ
ラ
ー
波
と
オ
ー
ブ
の
関
係
、

な
ど
。
な
お
、
J
R
の
ロ
ー
カ
ル
線
は

ワ
ン
マ
ン
運
転
で
、
乗
る
時
は
各
車
両



の
戸
ボ
タ
ン
を
押
し
て
開
け
て
入
る
が
、

降
り
る
時
は
、
先
頭
の
運
転
者
の
い
る

出
口
だ
け
が
開
く
様
に
な
っ
て
い
る
。

通
過
駅
は
注
意
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

ま
た
通
勤
時
間
以
外
は
、
運
転
本
数
が

極
端
に
少
な
い
、
こ
と
に
注
意
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤�

氏

�

（
あ
き
や
ま�

よ
し
た
ね�

氏
）

◎
秋
山
佳
胤
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
2
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
情

報
科
学
科
卒
業
。
1
9
9
8
年
弁
護
士

登
録（
東
京
弁
護
士
会
）、
2
0
0
8
年

ロ
ー
タ
ス
法
律
特
許
事
務
所
設
立
。
知

的
財
産
権
を
専
門
と
す
る
。
2
0
1
2

年
医
学
博
士
号（
代
替
医
療
）取
得
。

日
本
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学
協
会（
J
P

H
M
A
）・
英
国
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学

協
会（
H
M
A
）認
定
ホ
メ
オ
パ
ス
。

2
0
1
1
、
2
0
1
2
年
熱
帯
雨
林
保

護
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ア
マ
ゾ
ン
を
訪
問
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
参
加
、
熱
帯
雨
林
保
護

を
目
的
と
す
る
N
G
O
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
理
事
。
2
0
1
2
、
2
0
1
3
年
、
平

和
使
節
団
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
訪
問
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
歴

約
30
年「
ロ
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
と
し
て

提
供
。（
社
）
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
協
会

理
事
、
ラ
イ
ア
ー
奏
者
。

著
書
に『
誰
と
も
争
わ
な
い
生
き
方
』

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」（
幻
冬
舎
）、

「
秋
山
佳
胤
の
い
い
か
げ
ん
人
生
術
」

（
エ
ム
エ
ム
・
ブ
ッ
ク
ス
）な
ど
が
あ
る
。

日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
今
回
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
創
立
者
の
関
英
男

先
生
が
東
工
大
の
大
先
輩
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
私
も
こ
こ
で
ご

縁
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
と
い
う
の
は
、「
思
わ

ず
議
論
せ
ず
」
と
書
い
て
、「
不
思
議
」

な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
何
か
頭
で
理
解

し
よ
う
と
い
う
試
み
や
、
論
理
的
に
理

解
し
よ
う
、
ま
た
そ
れ
を
組
み
立
て
よ

う
と
い
う
試
み
は
、
私
は
科
学
的
な
観

点
と
し
て
、
と
て
も
大
切
だ
と
は
思
う

の
で
す
が
、
や
は
り
眼
で
見
え
な
い
も

の
、
論
理
で
ま
だ
説
明
で
き
な
い
も
の
、

こ
う
い
う
も
の
も
世
の
中
に
は
あ
る
と

思
う
の
で
す
ね
。
私
達
の
命
そ
の
も
の

が
い
ま
だ
か
つ
て
、
科
学
で
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
、
で
も
私
達
が

命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
こ
と
な
の
で
す
ね
。

間
違
い
が
な
い
こ
と
を
、
す
な
わ
ち

こ
れ
を
真
実
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
論
理
的
に
説

明
で
き
な
い
、
科
学
で
は
創
り
出
せ
な

い
、
で
も
在
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
あ
ま
り
議
論
せ
ず
、
ま
た

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
過
ぎ
な
く
て

も
、
在
る
の
で
す
。

私
達
が
在
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

在
る
こ
と
は
在
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
見
て
み
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
。

今
日
、
始
め
に
皆
様
に
コ
ー
ヒ
ー
を

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
大
学

時
代
に
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
い
ま
し
て
、

そ
こ
か
ら
豆
を
焼
き
始
め
て
、
気
づ
い

た
ら
、
も
う
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

も
う
本
当
に
趣
味
で
や
っ
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
が
、
30
年
や
っ
て
い
ま
す
と
、

豆
を
選
ぶ
の
も
無
心
で
選
ん
で
い
ま
す
。

あ
え
て
言
葉
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、

美
し
い
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

豆
が
少
し
で
も
割
れ
て
い
た
り
、
虫
の

穴
が
空
い
て
い
た
り
、
持
っ
た
感
覚
で

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

は
じ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
と
い
う
の
は

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
の
は
、
一
粒

一
粒
の
豆
の
味
の
総
和
で
し
て
、
一
粒

ま
ず
い
豆
が
入
っ
て
し
ま
う
と
、
一
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
コ
ー
ヒ
ー
と
の
関
わ
り

と
い
う
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
個
人
的

な
楽
し
み
な
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ー
ヒ

ー
を
き
っ
か
け
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使
と
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
の
共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
、
山
本
学
校
の
山
本
さ
ん
と
い
う
素

晴
ら
し
い
方
の
ご
尽
力
で
実
現
し
ま
し

て
、
そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て

下
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の

共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
き
っ
か
け
で
、

「
パ
レ
ス
チ
ナ
5
日
間
、
イ
ス
ラ
エ
ル

5
日
間
の
平
和
の
旅
」
が
企
画
さ
れ
、

私
も
使
節
団
の
一
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
本
か
ら
平
和
の
使
節
団
が
来
た
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
大
臣

ク
ラ
ス
に
も
会
え
ま
し
た
し
、
こ
れ
ま

で
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
3
回

行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
3
回
目
の
と
き

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
ア
ッ
バ
ー
ス
大

統
領
が
会
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

我
達
日
本
と
い
う
国
は
、
実
は
世
界
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で
最
も
古
い
国
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
今
年

で
2
6
7
7
年
目
に
な
り
ま
し
ょ
う
し
、

国
の
同
一
性
が
変
わ
ら
ず
に
こ
れ
ま
で

続
い
て
い
る
国
は
世
界
を
探
し
て
も
無

い
の
で
す
ね
。
し
か
も
今
の
国
が
国
譲

り
の
神
話
で
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
と
、
平
和
的
に
成
立
し
て
い
る
の
で

す
。実

は
世
界
史
で
国
家
の
成
立
を
見
ま

す
と
、
例
外
な
く
、
争
い
が
あ
っ
て
、

前
の
国
を
滅
ぼ
し
て
新
し
い
国
を
建
て

て
い
る
の
で
す
ね
。
で
も
今
の
日
本
だ

け
が
唯
一
平
和
的
に
成
立
し
て
い
ま
す
。

平
和
的
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
に
お
い
て
、
平
和
を
述
べ
る

立
場
に
あ
る
の
で
す
。

憲
法
と
い
う
も
の
も
今
い
ろ
い
ろ
議

論
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
司
法

試
験
を
受
け
る
と
き
に
始
め
て
、
憲
法

を
学
び
ま
し
た
。
小
学
校
で
も
憲
法
に

つ
い
て
、
さ
わ
り
は
や
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
な
ぜ
憲
法
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
存
在
理
由
に
つ
い
て

は
何
も
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
は
後
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
憲
法
と
い
う
も
の
は
、
国

家
権
力
に
と
っ
て
一
番
都
合
の
悪
い
法

だ
か
ら
で
す
。
憲
法
と
い
う
も
の
は
、

簡
単
に
述
べ
る
と
、
国
家
権
力
を
縛
っ

て
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
、
そ
の
国

家
権
力
の
乱
用
か
ら
、
国
民
の
人
権
や

権
利
を
守
る
た
め
の
法
な
の
で
す
。

今
憲
法
改
正
の
問
題
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
国
の
方
か
ら
変
え
た
い
と
い
う

の
は
危
な
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
国
に
と
っ
て
一
番
都

合
の
悪
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
憲
法
を

変
え
る
こ
と
自
体
は
、
私
達
主
権
者
の

自
由
と
責
任
で
す
か
ら
、
私
は
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
い

う
も
の
か
を
知
っ
て
か
ら
変
え
る
、
変

え
な
い
を
議
論
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い

ま
す
。

日
本
国
憲
法
と
い
う
の
は
世
界
に
類

を
み
な
い
平
和
憲
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
9
条
も
議
論
に
な
り
ま
す
が
、
憲

法
の
条
文
に
入
る
前
の
「
前
文
」
の
文

章
は
世
界
に
向
け
て
の
祈
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
憲
法
の
始
め
に
こ
ん
な

に
祈
り
の
文
章
が
あ
る
の
か
、
と
い
う

の
が
長
年
私
の
疑
問
で
し
た
が
、
最
近

に
な
っ
て
、
実
は
今
の
日
本
国
憲
法
の

作
ら
れ
る
過
程
で
、
昭
和
陛
下
が
関
わ

っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
て
、
昭
和

陛
下
は
日
本
の
平
和
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
平
和
を
い
つ
で
も
祈
っ
て
お
ら
れ

た
方
な
の
で
、
そ
れ
で
納
得
し
ま
し
た
。

日
本
と
い
う
国
で
平
和
憲
法
が
あ
る

と
い
う
の
は
、
世
界
的
な
、
そ
し
て
実

は
宇
宙
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
ね
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
眼
に
見
え
な
い
世

界
の
こ
と
も
尊
重
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

あ
れ
ば
、
研
究
も
重
ね
て
い
る
素
晴
ら

し
い
会
だ
と
私
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

私
達
が
住
む
場
所
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
こ

の
地
球
は
、
実
は
地
球
だ
け
で
存
在
し

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙
の
中
に

あ
る
の
で
す
ね
。

私
は
日
々
会
う
ど
ん
な
方
で
も
尊
敬

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
し
、
感
謝

で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
有
名

な
方
で
尊
敬
で
き
る
の
は
、
イ
エ
ス
様

で
す
。
私
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
も
な
い

し
、
仏
教
徒
で
も
な
く
、
特
定
の
宗
教

組
織
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
イ
エ
ス
と
い
う
人
は
結
構
好

き
な
ん
で
す
ね
。

私
が
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に

行
っ
た
と
き
に
、
何
故
か
イ
エ
ス
の
生

ま
れ
た
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
連
れ
て
行
か
れ
、

イ
エ
ス
の
寝
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

も
連
れ
て
行
か
れ
、
イ
エ
ス
が
十
字
架

を
背
負
っ
て
歩
い
た
と
こ
ろ
も
歩
き
、

イ
エ
ス
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
処
刑
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
に
も

行
き
、
イ
エ
ス
が
ヨ
ハ
ネ
か
ら
洗
礼
を

受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
で

も
沐
浴
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
は
イ
エ
ス
の
聖
地
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
両
方
に
ま
た
が
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
は
、
ご
承
知
の
通
り
ず
っ
と

戦
争
を
し
て
い
る
の
で
、
両
方
の
観
光

名
所
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
両
方
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

両
国
が
戦
争
を
し
て
い
る
国
な
の
で
、

例
え
ば
ア
ラ
ブ
諸
国
に
入
国
し
パ
ス
ポ

ー
ト
に
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
る
と
イ
ス

ラ
エ
ル
に
入
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
イ
ス
ラ

エ
ル
に
入
っ
た
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て

い
る
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
入
れ
ま
せ
ん
。

両
方
行
く
場
合
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
し

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
を
き
っ
か
け
に
私
も
一
員

と
な
れ
た
平
和
の
旅
が
企
画
さ
れ
た
と

き
に
、
両
国
大
使
が
両
国
の
良
さ
を
日
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本
の
メ
ン
バ
ー
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ス
タ
ン
プ

を
押
さ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
両
国
に
入
れ
ま
し
た
。

海
外
に
行
く
と
、
日
本
と
い
う
国
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
知
る
と
い
う
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
経
験
あ
る
と
思
い
ま

す
。
見
か
け
は
中
国
の
方
や
韓
国
の
方

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
歩
い
て
い
る
と
、「
コ

リ
ア
ン
?
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
?
」
と
聞
か

れ
、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
!
」と
答
え
る
と
、

途
端
に
顔
が
緩
ん
で
握
手
を
求
め
て
く

れ
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
私
達
の
先
輩

方
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
、
外
に
出

た
と
き
丁
寧
に
接
し
て
き
た
か
ら
な
の

か
な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
す
ご
く
有
り
難
い
こ
と
だ
な
と
思

い
ま
す
。
世
界
は
日
本
に
、
す
ご
く
平

和
の
役
目
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

2
0
1
1
年
の
3
月
に
福
島
で
原
発

の
事
故
が
あ
っ
て
、
丸
6
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
実
は
原
発
は
全
然

収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
上
も
塞
が
っ
て

い
な
い
の
で
、
大
気
に
出
っ
ぱ
な
し
で

す
し
、
河
川
に
も
流
し
っ
ぱ
な
し
で
す

ね
。
そ
の
福
島
の
原
発
事
故
の
後
、
原

発
は
す
べ
て
止
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

電
気
が
使
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。
で
も
ま
た
、
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
よ
う
と
し
た
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
2
0
1
6
年
4
月
に
今

度
は
熊
本
に
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
熊

本
に
地
震
が
あ
っ
た
の
は
福
島
と
無
縁

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
し
て
、
熊
本
の

隣
の
鹿
児
島
県
に
あ
る
川
内
原
発
の
再

稼
働
に
対
す
る
警
告
だ
っ
た
よ
う
な
の

で
す
。

私
が
何
故
食
べ
物
を
食
べ
な
く
て
も

す
む
よ
う
な
っ
た
の
か
、
実
は
水
を
飲

ま
な
く
て
も
喉
が
渇
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
サ
イ
の
方
々

が
研
究
し
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
通
り
で
、

※�

こ
こ
で
「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
を

叩
い
て
鳴
ら
す
。

こ
の
よ
う
な
音
と
い
う
の
は
、
物
質

と
物
質
が
衝
突
し
て
振
動
し
て
、
そ
れ

が
音
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
ま
す
ね
。

で
も
音
と
い
う
も
の
自
体
が
物
質
で
は

な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
音
波
と
い

う
波
な
ん
で
す
ね
。
波
は
物
質
の
粒
子

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
で
見
る
光
自
体

も
物
質
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
波
の

世
界
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
波

の
世
界
の
こ
と
を「
波
動
」
と
言
っ
た
り

し
ま
す
ね
。
日
本
サ
イ
科
学
会
で
も
言

い
方
を
変
え
れ
ば
、
波
動
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
研
究
し
て
き
た
の
か
な
、
と
も

思
う
の
で
す
。

今
日
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
と
い
う
の

は
、
私
達
が
実
は
肉
体
と
い
う
物
質
を

持
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
皆
さ
ん
争
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
手
で
触
れ
ば
肉
体
が
あ
る
、
眼

で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
で
も
こ
の
眼

で
見
え
る
肉
体
だ
け
の
存
在
な
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

簡
単
に
言
え
ば
、
心
と
体
が
あ
る
、

と
言
わ
れ
ま
す
ね
。
で
は「
心
と
い
う

の
は
物
質
な
の
か
?
」
と
考
え
る
と
、

物
質
だ
と
言
い
切
る
人
は
、
唯
物
論
的

な
考
え
と
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
物
質

の
脳
が
思
考
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
と
し
て
も
、「
脳
が
あ
れ
ば

思
考
が
で
き
る
の
か
?
」
と
い
う
の
は
、

ま
だ
誰
も
証
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
達
の
心
や
魂
は
何
か
と
い
う
問
い

は
、
先
人
の
方
々
が
追
求
し
て
き
た
世

界
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は
眼
で

見
え
な
い
世
界
な
ん
で
す
ね
。
で
も
眼

で
見
え
な
い
世
界
も
何
か
あ
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
眼
に
見
え
な
い
と

し
た
ら
、
波
動
な
の
か
?
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

実
は「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
と
い
う

楽
器
を
何
故
私
が
弾
く
こ
と
に
な
っ
た

か
と
い
い
ま
す
と
、
一
昨
年
の
5
月
で

し
た
か
、
皇
居
に
ご
奉
仕
と
い
う
形
で

4
日
間
入
っ
た
と
き
に
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
会
釈
を
賜
っ
た
日
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
日
の
夜
に
、「
シ
ン
ギ
ン

グ
・
リ
ン
」
を
作
ら
れ
て
い
る
和
真
音

さ
ん
の
神
楽
坂
の
サ
ロ
ン
に
連
れ
て
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の

「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
の
音
を
聞
き
ま

し
た
。

こ
の
音
が
不
思
議
で
し
て

※�

こ
こ
で
大
小
2
つ
の「
シ
ン
ギ
ン
グ
・

リ
ン
」を
叩
い
て
音
を
出
し
、
そ
の
間

の
位
置
に
マ
イ
ク
を
置
く
と
、
揺
ら

ぎ
の
あ
る
音
が
聞
こ
え
る
。

こ
の「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
を
見
た

と
き
に
、
何
か
惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
て
、

そ
の
場
で
す
ぐ
注
文
し
ま
し
た
。

実
は
私
が
物
質
的
な
食
べ
物
を
食
し

な
く
て
も
、
ま
た
飲
ん
だ
り
し
な
く
て

も
別
に
元
気
に
過
ご
し
て
い
ら
れ
る
の

は
、
プ
ラ
ー
ナ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

直
接
や
り
取
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

最
近
、
不
食
と
い
う
言
葉
が
何
か
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
、
私
も「
不
食
の
人
」

● ❻●



と
か
、「
不
食
の
弁
護
士
」
と
か
言
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
私
自
身
が「
不
食
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
不
食
と
い
う
の
は
正
確
で

は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う

の
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
食
事
を

私
は
常
に
戴
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら
の

伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子�

氏

と
き　
　

平
成
29
年
3
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

南
研
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

特
定
非
営
利
薄
地
法
人
熱
帯
森
林
保

護
団
体
（R

ainforest�F
oundation�

Japan

：R
F
J

）
代
表
。

1
9
7
0
年
女
子
美
術
大
学
卒
業
。
大

学
卒
業
後
、
N
H
K
テ
レ
ビ「
ひ
ょ
っ
こ

り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
な
ど
の
制
作
を
担

当
。
コ
ン
サ
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

舞
台
美
術
も
手
が
け
る
。

1
9
8
9
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
歌
手
、
ス

テ
ィ
ン
グ
が
行
っ
た「
ア
マ
ゾ
ン
を
守

ろ
う
」
と
い
う
ワ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
・
ツ
ア
ー
に
て
カ
ヤ
ポ
族
長
老

ラ
オ
ー
ニ
と
出
会
い
、
同
年
の
5
月

に
R
F
J
を
設
立
し
、
現
在
に
至
る
。

（A
m
azon�Rainforest�Foundation�

Japan,

熱
帯
森
林
保
護
団
体
は
ア
マ

ゾ
ン
シ
ン
グ
ー
地
域
の
自
然
保
護
と
そ

こ
に
暮
ら
す
先
住
民
の
存
続
支
援
を
目

的
と
し
て
、
1
9
8
9
年
に
設
立
さ
れ

た
N
G
O
。
2
0
0
8
年
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
を
取
得
し
た
。）

1
9
9
2
年
以
来
2
0
1
6
年
末
で
、

30
回
に
渡
り
ア
マ
ジ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
先
住
民（
イ
ン
デ
ィ
オ
）と
共
に
暮
ら

し
、
多
岐
に
渡
り
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
延
べ
滞
在
日
数
は
2
0
0
0
日

を
越
え
る
。

著
書
に
F
ア
マ
ジ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か

ら
の
伝
言（
2
0
0
0
年
、
ほ
ん
の
木
）、

ア
マ
ゾ
ン
、
森
の
精
霊
か
ら
の
声
J

（
2
0
0
8
年
、
ほ
ん
の
木
）が
あ
る
。

受
賞
歴

2
0
0
5
年
6
月
、
長
岡
市
米
百
億

財
団
主
事
の
米
百
俵
賞
を
受
賞
。

2
0
0
8
年
3
月
、
大
山
健
康
財
団

主
宰
の
激
励
賞
を
受
賞
。

2
0
1
0
年
3
月
、
倫
理
研
究
所
主

催
13
回
地
球
倫
理
推
進
賞
を
受
賞
。

2
0
1
4
年
2
月
、
毎
日
新
聞
社
主

催
の
毎
日
地
球
未
来
賞
を
受
賞
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ア
マ
ゾ
ン
の
森
の
破
壊
の
上
に
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
地
帯
雨
林
と
い
わ
れ
る
ア

マ
ゾ
ン
の
自
然
は
多
様
性
に
富
み
、
世

界
で
も
類
ま
れ
な
自
然
の
宝
庫
で
、
地

球
の
酸
素
供
給
源
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
こ
に
は
森
や
川
を
生
活
の
基
盤

と
し
て
狩
猟
採
集
を
主
と
し
た
暮
ら
し

を
営
む
イ
ン
デ
ィ
オ
（
先
住
民
）
た
ち

が
、
有
史
以
前
か
ら
独
自
の
文
化
を
継

承
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
経
済
最
優
先
の
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
の
影
響
に
よ
り
、
巨
大
ダ
ム

建
設
や
大
規
模
な
牧
場
造
成
大
豆
や
サ

ト
ウ
キ
ビ（
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
）生
産

の
た
め
に
乱
開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
不

法
侵
入
者
に
よ
る
野
生
生
物
の
乱
伐
・

乱
獲
も
後
を
絶
た
す
、
ア
マ
ゾ
ン
の
森

は
加
速
度
的
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
森

の
消
失
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
暮
ら
し
を
脅

か
す
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
や
生

物
多
様
性
の
消
失
な
ど
地
球
規
模
で
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
日
本
人
も
、
ア
マ
ゾ

ン
の
森
を
破
壊
し
て
作
ら
れ
た
生
産
物

を
消
費
し
て
い
ま
す
。
森
や
イ
ン
デ
ィ

オ
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
、
遠
い
世

界
の
出
来
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生

活
を
足
元
か
ら
見
直
す
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に
そ
れ
は
将
来
へ
の
命
を
つ
な
ぐ

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　

私
は
美
術
大
学
を
卒
業
し
、
N
H
K

に
入
り
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
番

組
で
絵
を
描
く
作
業
を
し
て
い
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
に
は
60
回
あ
ま
り
行
っ
て

い
る
が
自
分
で
は
そ
ん
な
に
何
回
も
行

っ
た
と
い
う
実
感
は
な
い
。

　

ア
マ
ゾ
ン
で
は
一
日
の
中
に
四
季
が

あ
る
と
思
う
く
ら
い
変
化
が
あ
る
。
そ

し
て
自
分
が
自
然
の
中
の
動
物
で
あ
る

と
感
ず
る
。
自
然
の
中
の
動
物
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●❼ ●



精
霊
と
の
出
合
い
も
あ
っ
た
。
お
年

寄
り
も
元
気
で
、
白
髪
も
は
げ
も
見
ら

れ
な
い
。
医
者
は
い
な
い
。
病
気
は
薬

草
で
な
お
す
。
代
々
伝
わ
る
呪
術
師
と

か
精
霊
か
ら
の
指
示
や
ヒ
ン
ト
に
よ
っ

て
治
療
す
る
。

ア
マ
ゾ
ン
で
は
生
き
て
い
る
と
い
う

よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
病
気

の
精
霊
が
住
む
世
界
が
あ
る
。
病
気
に

な
っ
て
初
日
は
病
気
の
精
霊
に
い
つ
ま

で
い
る
の
か
を
聞
く
。
そ
れ
に
納
得
し

て
か
ら
治
療
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
文

明
社
会
は
原
住
民
に
自
分
た
ち
文
明
人

の
着
物
や
貨
幣
経
済
を
押
し
付
け
る
の

を
習
慣
に
し
て
い
る
。

現
地
の
人
々
は
死
ぬ
ま
で
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
る
。
一
方
我
々
文
明
人
は

年
齢
で
自
分
を
制
限
し
た
り
情
報
に
支

配
さ
れ
て
い
る
。

ア
マ
ゾ
ン
は
酸
性
土
壌
な
の
で
一
度

破
壊
さ
れ
る
と
回
復
が
難
し
い
の
で
伐

採
な
ど
が
進
む
と
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
。

金
鉱
か
ら
金
を
得
る
の
に
水
銀
が
必
要

で
あ
る
が
そ
の
水
銀
が
空
中
に
飛
散
す

る
の
で
公
害
に
な
っ
て
い
る
。

南
研
子
著
「
ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ

か
ら
の
伝
言
」よ
り

・
水
銀
汚
染

金
採
掘
で
一
番
問
題
に
な
る
の
が
水

銀
汚
染
で
、
金
1
グ
ラ
ム
採
取
す
る
の

に
水
銀
2
～
3
グ
ラ
ム
を
用
い
、
選
別

の
た
め
に
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
水
銀
を
空

中
に
飛
ば
し
た
り
川
に
放
置
す
る
。
こ

の
た
め
金
採
掘
場
に
沿
っ
て
流
れ
る
バ

ウ
川
は
水
銀
に
汚
染
さ
れ
、
鉛
色
に
光

り
、
流
れ
が
止
ま
り
、
流
域
の
住
民
は

も
う
こ
の
川
の
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
金

輪
際
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
も
っ
と
恐
ろ
し
い
こ
と
は
何

年
に
も
渡
り
、
汚
染
さ
れ
た
魚
を
食
し

て
き
た
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
達
に
、
中
毒

症
状
が
表
れ
始
め
た
こ
と
だ
。
特
に
妊

婦
に
対
す
る
影
響
は
今
後
深
刻
な
問
題

と
な
る
。
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
の
水
俣

の
写
真
と
バ
ウ
住
民
の
顔
が
時
間
差
で

私
の
頭
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。

・
セ
ス
ナ
機
上
空
か
ら
数
カ
所
に
点
在

す
る
金
採
掘
場
跡
の
黄
土
色
の
、
ま
る

で
そ
の
部
分
だ
け
ベ
ロ
ッ
と
ジ
ャ
ン
グ

ル
を
は
が
し
た
よ
う
な
傷
跡
と
森
の
緑

が
、
物
質
世
界
と
精
神
世
界
を
象
徴
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
私
に
は
映
っ
た
。

森
の
悲
し
み
が
ヒ
タ
ヒ
タ
と
伝
わ
り
泪

が
と
め
ど
も
無
く
流
れ
、
怒
り
も
噴
き

出
て
く
る
が
、
そ
の
原
因
を
た
ど
っ
て

い
く
と
最
終
的
に
は
己
に
た
ど
り
着
く
。

無
力
な
自
分
が
今
後
こ
の
現
状
を
見
た

責
任
の
中
で
ど
う
行
動
し
て
い
っ
た
ら

い
い
か
、
途
方
も
無
い
も
の
を
相
手
に

し
て
し
ま
っ
た
重
さ
が
の
し
か
か
っ
て

き
た
。

・
イ
ン
デ
ィ
オ
の
寿
命

よ
く
人
に
聞
か
れ
る
。

「
イ
ン
デ
ィ
オ
の
寿
命
は
短
い
の
で

し
ょ
」

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
幼
児

の
死
亡
率
が
高
い
の
で
平
均
寿
命
は
短

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
百
歳
く
ら
い
の

人
も
い
る
し
老
人
も
い
る
。
一
般
の
ブ

ラ
ジ
ル
人
で
す
ら
平
均
寿
命
が
65
歳
だ

と
言
う
。
女
性
は
早
い
人
で
、
14
歳
く

ら
い
で
子
ど
も
を
産
む
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
普
通
は
17
歳
く
ら
い
で
結
婚
し
て
、

最
低
で
も
4
人
は
子
ど
も
を
産
む
。
た

だ
不
思
議
な
こ
と
に
10
回
近
く
こ
の
地

域
を
訪
れ
て
い
る
が
、
外
部
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
感
染
症
な
ど
を
除
き
、
年
寄

り
で
寝
た
き
り
の
人
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
ま
た
、
白
髪
や
ハ
ゲ
の
人
も
皆
無
。

ス
ト
レ
ス
が
無
く
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
、
と
い
う
要
因
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
一
人
ひ
と
り
が
今
を
満
喫
し

て
生
き
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

部
族
に
よ
っ
て
は
言
語
に
現
在
形
し

か
な
く
、
過
去
、
未
来
形
は
な
い
所
が

あ
る
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
な
お
さ

ら『
今
』が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
四
千

年
前
も
1
年
後
も『
現
在
』に
含
ま
れ
時

間
軸
が
線
で
な
く
、
た
だ
一
点
に
凝
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
年
齢
も
数
え
な

い
の
で
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
。
神

話
や
伝
説
は
む
か
し
の
物
語
で
な
く
、

集
落
で
現
在
息
づ
き
、
精
霊
達
は
イ
ン

デ
ィ
オ
と
同
居
し
て
い
る
。

文
字
が
存
在
し
な
い
シ
ン
グ
ー
は
不

文
律
を
重
ん
じ
、
口
頭
で
独
自
の
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
。
そ
の
役
割
が
年
寄

り
で
、
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
森
羅
万

象
あ
ら
ゆ
る
真
理
を
語
る
。
ま
た
、
現

実
的
に
狩
や
漁
の
方
法
、
薬
草
の
使
い

方
、
弓
や
矢
の
作
り
方
、
全
て
を
老
人

か
ら
学
ぶ
の
で
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
世
界

の
年
寄
り
は
死
ぬ
ま
で
自
分
の
席
が
、

確
実
に
あ
る
。
生
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
全

う
す
る
の
で
朝
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
た

の
に
昼
に
は
ポ
ッ
ク
リ
あ
の
世
に
旅
立

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
あ
る
。
そ
れ

が
最
高
の
幸
せ
だ
と
思
う
。

・
通
過
儀
式

シ
ン
グ
ー
川
上
、
中
流
の
部
族
は
八

つ
ぐ
ら
い
あ
る
が
儀
式
が
類
似
し
て
い

る
。そ

の
一
つ
が
、
通
過
儀
式
だ
。
成
人

式
の
よ
う
な
も
の
だ
が
日
本
の
よ
う
に

甘
く
な
い
。
大
人
に
な
る
た
め
に
は
、

男
子
は
16
歳
く
ら
い
の
時
に
呪
術
師
が

● ❽●



日
を
特
定
し
て
、
厳
粛
に
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
る
。
部
外
者
は
立
ち
入
れ
ず
、

青
年
は
呪
術
師
が
調
合
し
た
毒
を
飲
ま

さ
れ
、
二
週
間
近
く
動
け
ず
、
ハ
ン
モ

ッ
ク
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
、
精
神
世

界
の
旅
へ
臨
む
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

役
で
呪
術
師
が
付
き
添
う
。
幻
覚
性
を

帯
び
、
強
い
毒
は
半
端
で
は
な
い
。
こ

の
儀
式
で
一
集
落
、
一
人
か
二
人
は
毎

年
命
を
落
と
す
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
う
、

特
殊
な
環
境
で
生
き
て
い
く
に
は
、
心

身
共
に
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ

ろ
う
。

女
子
の
通
過
儀
式
も
あ
る
。

初
潮
を
迎
え
る
と
、
約
1
年
間
、
一

人
っ
き
り
で
籠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
さ
な
特
別
の
小
屋
で
あ
る
場
合
と
、

マ
ロ
ー
カ（
シ
ン
グ
ー
独
特
の
家
の
こ

と
）
の
隅
を
間
仕
切
っ
て
小
さ
な
部
屋

を
作
る
所
も
あ
る
。
誰
と
会
う
こ
と
も

話
す
こ
と
も
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
ひ
た
す
ら
、
毎
日
、
毎
夜
、
暗
い
空

間
で
自
己
と
向
き
合
う
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
食
事
は
家
族
が
届
け
る
が
姿
を

見
な
い
よ
う
に
、
そ
っ
と
置
く
。
ト
イ

レ
は
隅
で
足
す
。

私
な
ら
考
え
た
だ
け
で
、
退
屈
が
爆

発
し
て
気
が
狂
い
そ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

呪
術
師
が
行
の
終
え
る
日
を
決
定
足
し
、

初
め
て
彼
女
は
人
前
に
顔
を
見
せ
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
。「
私
は
、
儀
式
を
無
事

終
え
ま
し
た
。
い
い
お
母
さ
ん
に
な
れ

ま
す
よ
」
と
、
得
意
げ
に
集
落
全
部
の

家
を
、
一
軒
一
軒
笛
を
吹
い
て
先
導
す

る
男
の
人
に
続
き
踊
り
な
が
ら
報
告
す

る
。前

髪
は
あ
ご
ま
で
延
び
、
肌
も
白
い
。

そ
の
後
、
女
性
は
結
婚
す
る
。
強
い
女

性
が
母
に
な
る
の
だ
か
ら
自
信
を
持
っ

て
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

男
女
共
、
徹
底
的
に
自
分
を
見
つ
め
る
。

内
な
る
世
界
や
目
に
見
え
な
い
も
の
と

の
対
話
も
あ
る
だ
ろ
う
、
恐
怖
も
伴
う

だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
儀
式
を

完
了
し
た
時
の
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
は

輝
い
て
い
る
。
本
当
に
自
立
し
た
個
の

美
し
さ
だ
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
が
存
在

す
る
こ
と
が
理
由
だ
か
ど
う
だ
か
わ
か

ら
な
い
が
、
シ
ン
グ
ー
全
域
に
、
自
殺

者
は
一
人
も
い
な
い
。

自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
な
ど
彼
ら

の
思
考
に
は
な
い
。
日
本
で
は
年
間
、

三
万
人
を
超
す
自
殺
者
が
数
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
に
。

・
呪
術
師

八
十
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
カ
シ
キ
ー

（
長
老
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
強
力
だ
。
シ

ン
グ
ー
き
っ
て
の
呪
術
師
で
も
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
弟
で
サ
パ
イ
ン
と
い
う
呪

術
師
が
本
職
の
人
も
こ
こ
に
は
い
る
。

私
は
サ
パ
イ
ン
の
前
に
座
っ
た
だ
け
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
さ
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
汗

が
流
れ
出
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

「
お
前
が
、
今
日
、
こ
こ
に
来
る
こ
と

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
植
物
が
教
え
て
く
れ

た
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
」と
、
初
っ
端
か

ら
言
わ
れ
た
。
こ
の
サ
パ
イ
ン
は
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
に
あ
る
六
千
種
の
植
物
を
見

分
け
る
こ
と
が
出
来
、
か
つ
ま
た
薬
草

と
も
会
話
が
可
能
な
術
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
。
あ
る
時
、
彼
に
質
問
し
た
。

「
呪
術
師
の
修
業
は
難
し
い
の
?
」

「
い
や
あ
、
簡
単
な
こ
と
さ
。
一
人
で

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
入
り
、
心
静
か
に
座
る
。

そ
う
す
る
と
植
物
の
方
か
ら
語
り
か
け

て
く
る
の
さ
。
植
物
は
人
間
の
役
に
立

ち
た
い
と
言
っ
て
い
る
よ
。
た
と
え
ば

頭
痛
を
直
す
薬
が
ほ
し
い
な
あ
と
思
う

と
、
あ
る
草
が『
私
を
煎
じ
て
飲
み
な

さ
い
』
と
い
う
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
さ
。
わ
し
は
、

た
だ
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
だ
け
さ
」

と
言
う
。
深
い
話
だ
。
私
も
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
何
度
か
一
人
で
入
り
、
同
じ
よ
う

に
試
し
た
が
、
ま
だ
植
物
は
語
り
か
け

て
く
れ
な
か
っ
た
。

・
予
防
注
射

よ
く
人
に
尋
ね
ら
れ
る
。

「
ア
マ
ゾ
ン
に
行
く
時
は
何
種
類
の

予
防
注
射
を
す
る
ん
で
す
か
?
」

「
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ン
グ
ル

に
入
る
時
森
の
神
様
に
病
気
に
な
り
ま

せ
ん
よ
う
に
っ
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
」

と
答
え
る
と
、
皆
、
半
分
あ
き
れ
顔
に

な
り
、
そ
れ
以
上
こ
の
話
題
は
続
か
な

い
。
え
ら
そ
う
に
言
え
な
い
が
今
の
と

こ
ろ
、
一
度
も
具
合
が
悪
く
な
っ
た
こ

と
は
な
い
。
特
殊
な
地
域
な
の
で
、
霊

的
体
験
は
多
い
が
そ
れ
は
病
気
と
は
違

う
。
快
食
、
快
便
、
快
眠
で
、
体
調
も

東
京
に
い
る
時
よ
り
数
倍
元
気
だ
。
私

に
限
ら
ず
当
団
体
ス
タ
ッ
フ
も
風
邪
や

多
少
の
下
痢
に
は
な
る
も
の
の
、
今
だ

か
つ
て
寝
込
ん
だ
者
は
い
な
い
。
女
性

の
方
が
神
経
も
図
太
く
肉
体
も
丈
夫
に

出
来
て
い
て
、
環
境
に
順
応
す
る
力
を

備
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
大
雨

カ
ニ
ち
ゃ
ん
が「
大
雨
に
な
る
か
ら

家
に
入
り
な
さ
い
」と
促
す
。
だ
っ
て
こ

ん
な
に
晴
れ
て
い
る
の
に
、
と
思
っ
た

と
た
ん
5
分
も
し
な
い
内
に
ポ
ツ
ポ
ツ

と
大
粒
の
雨
が
来
だ
し
た
。
そ
の
う
ち

ザ
ー
ザ
ー
に
変
わ
り
、
も
う
1
メ
ー
ト

ル
先
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
ド
シ
ャ
ブ
リ
。

こ
れ
が
ス
コ
ー
ル
だ
。
肌
に
あ
た
る
と
、

た
た
か
れ
た
よ
う
に
赤
く
な
り
痛
い
。
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雨
音
で
話
し
声
も
か
き
消
さ
れ
、
た
だ
、

ジ
ッ
と
や
む
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
3

時
間
も
降
っ
た
だ
ろ
う
か
、
そ
の
後
は

ジ
リ
ジ
リ
と
太
陽
が
照
ら
す
。
1
日
の

う
ち
、
何
回
も
こ
れ
の
繰
り
返
し
。
こ

れ
が
ア
マ
ゾ
ン
の
雨
期
な
の
だ
。

・
食
べ
物

「
旬
の
季
節
物
だ
よ
。
こ
の
時
期
し

か
な
く
、
栄
養
満
点
」　

と
言
っ
て
、
ア
ル
ミ
の
バ
ケ
ツ
に
持
っ

て
き
た
物
を
ソ
ッ
と
の
ぞ
く
と
、
数
十

匹
の
羽
蟻
。
そ
れ
も
、
七
セ
ン
チ
く
ら

い
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る
。「
え
、
ま
さ

か
、
生
で
!
」

炒
め
る
か
焼
く
か
し
て
く
れ
な
い
と
、

い
か
ん
せ
ん
、
こ
の
ま
ま
で
は
…
…
。

丁
重
に
こ
れ
だ
け
は
か
ん
べ
ん
し
て
も

ら
っ
た
。
こ
ん
な
お
い
し
い
物
を
、
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
顔
。
数
人
の
若
者
が

口
に
放
り
込
ん
で
い
る
。

「
御
立
派
」。
口
の
周
で
モ
ゴ
モ
ゴ
し

た
り
、
う
っ
か
り
す
る
と
刺
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
地
域
で
は
、
都
会
で
は

め
っ
た
に
口
に
出
来
な
い
も
の
を
食
べ

る
機
会
に
恵
ま
れ
る
。
猿
の
丸
ゆ
で
。

羽
蟻
の
踊
り
食
い
。
カ
メ
の
姿
焼
き
。

次
に
こ
れ
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ね
ず
み（
と

言
っ
て
も
、
豚
く
ら
い
大
き
い
も
の
も

い
る
。
カ
ピ
バ
ラ
も
同
族
）、
鳥
、
ア
ル

マ
ジ
ロ
、
子
ワ
ニ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
常

食
と
し
て
マ
ン
ジ
ョ
ー
カ
芋
。

そ
し
て
魚
類
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
芋
の
し
ぼ
り
汁
が
ミ

ン
ガ
ウ
と
い
い
、
果
実
酒
の
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
回
し
飲
み
す
る
が
他
人
の

唾
液
や
痰
等
も
、
時
と
し
て
混
ざ
る
。

も
う
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
で
い
た
だ
く
。
抗

菌
グ
ッ
ズ
な
ん
て
言
っ
て
い
る
都
会
の

発
想
が
薄
っ
ペ
ら
く
、
な
ん
ぼ
の
も
の

か
と
思
え
て
く
る
。
こ
こ
で
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
は

木
の
実
等
を
除
き
、
絶
対
に
余
分
な
食

材
は
調
達
し
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
食

べ
残
っ
た
場
合
は
、
大
な
べ
に
全
部
一

緒
に
入
れ
、
グ
ツ
グ
ツ
煮
込
ん
で
ス
ー

プ
に
し
て
食
べ
る
。
故
に
、
ゴ
ミ
が
出

な
い
。
せ
い
ぜ
い
魚
の
骨
だ
が
、
こ
れ

も
数
日
後
に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
生
き
物

が
片
づ
け
て
く
れ
る
。
集
落
に
ゴ
ミ
ら

し
き
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
11
名
、
計
21
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野�

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
叡
智

マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子�

氏

と
き　
　

平
成
29
年
4
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

金
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

副
理
事
長
、
一
般
社
団
法
人
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
医
学
研
究
会�

理

事
、
医
療
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
レ
イ
キ
マ
ス
タ
ー
、
ア
ロ
マ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
橋
本
ド
ク
タ
ー
と
と

も
に
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
運
営
し
て
10
年
。
様
々
な
講
座
を

企
画
開
催
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
、
清
水
俊
介
先
生
に
師
事
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
巨
匠
、
K
N
ラ
オ
先

生
主
宰
、（
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
に
あ
る
）

バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
・

バ
ワ
ン（
占
星
術
大
学
学
校
）の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
を
2
度
、
受
講
。

そ
の
イ
ン
ド
で
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
一

つ
で
あ
る「
難
病
を
も
治
す
マ
ル
マ
セ
ラ

ピ
ー
」を
実
践
さ
れ
る
ド
ク
タ
ー
ジ
ョ
ー

シ
に
出
会
う
。
以
来
、
ド
ク
タ
ー
ジ
ョ

ー
シ
来
日
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
3
回
開
催
。
日
本
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
広
め
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

1
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は

紀
元
前
数
千
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
古

代
イ
ン
ド
の
聖
典
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
に

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
と
も
に
マ
ル
マ

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
マ
ル
マ
は
身

体
に
1
0
7
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
適
切

に
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
病

気
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は
古
代
イ
ン
ド
で
は

王
侯
貴
族
や
戦
士
の
み
に
伝
え
ら
れ
た

秘
技
で
あ
り
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の

一
部
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
そ
の

具
体
的
な
使
い
方
は
秘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

2
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
の
出
会
い

私
が
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
る
も
の
に

出
会
っ
た
の
は
2
0
1
1
年
12
月
で
す
。

そ
の
年
、
イ
ン
ド
占
星
術
を
学
ぶ
た
め

に
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
B
・
V
・
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B（
バ
ー
ル
テ
ィ
ア
・
ヴ
ィ
ッ
デ
ィ
ア
・

バ
ワ
ン
）の
イ
ン
ド
占
星
術
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
へ
一
週
間
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
な
ぜ
イ
ン
ド
占

星
術
セ
ミ
ナ
ー
に
治
療
法
の
時
間
が
あ

る
の
か
、
全
く
意
味
不
明
で
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
8
日
目
。
初
め
て
ア
ー
ユ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
外
科
医
で
、
グ
ル
ク
ー

ル
・
カ
ン
グ
リ
大
学
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
医
学
部
長（
当
時
）の
S
K
ジ
ョ
ー

シ
医
学
博
士
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
先
生

は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
よ
り
さ
ら
に
北
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
近
く
に
あ
る
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー

ル
在
住
。
人
体
に
1
0
7
あ
る
と
さ
れ

る
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
刺
激
す
る
こ
と

で
、
現
代
医
学
で
も
治
せ
な
か
っ
た
難

病
を
治
し
た
実
績
が
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医

学
博
士
に
は
あ
り
、
連
日
、
3
0
0
人

を
超
え
る
患
者
さ
ん
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
無
料
で
施
し
、
多
く
の
病
人
を
治

し
て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
そ
の
評

判
を
聞
き
つ
け
た
K
N
ラ
オ
先
生（
B
・

V
・
B
の
イ
ン
ド
占
星
術
学
校
の
総
帥

で
あ
り
イ
ン
ド
占
星
術
の
大
御
所
）は
、

さ
っ
そ
く
会
い
に
行
き
、
そ
し
て
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
は
本
物
で
価
値
の
あ
る
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
し
、
多

く
の
人
に
広
め
る
た
め
に
B
・
V
・
B

で
の
正
式
科
目
に
し
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
午
前

か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ

い
て
の
概
論
と
、
そ
の
後
は
実
際
に
小

児
マ
ヒ
で
一
人
で
歩
け
な
い
よ
う
な
少

年
や
、
難
病
を
抱
え
た
病
人
さ
ん
の
公

開
施
術
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
に

す
る
セ
ル
フ
マ
ル
マ
の
方
法
を
講
義
さ

れ
、
お
昼
休
憩
が
済
ん
で
も
S
K
ジ
ョ

ー
シ
医
学
博
士
は
壇
上
に
現
れ
ま
せ
ん
。

ず
い
ぶ
ん
と
待
た
さ
れ
ま
し
た
。
S
K

ジ
ョ
ー
シ
医
学
博
士
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

に
来
て
い
る
と
知
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち

が
学
校
に
押
し
か
け
て
き
て
、
別
室
で

ず
っ
と
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
や
っ
と
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に

戻
っ
て
こ
ら
れ
、
さ
ぁ
、
こ
れ
か
ら
ま

た
本
格
的
に
講
義
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
復
習
し
、
4
時
過

ぎ
に
も
な
る
と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医
学
博

士
は「
も
う
車
で
帰
ら
な
い
と
い
け
な

い
」と
い
う
こ
と
で
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ

ミ
ナ
ー
は
あ
っ
け
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
展
開
が
信

じ
ら
れ
な
い
思
い
で
し
た
が
ハ
リ
ド
ワ

ー
ル
は
車
で
何
時
間
も
か
か
る
所
で
、

は
る
ば
る
B
・
V
・
B
セ
ミ
ナ
ー
の
た

め
だ
け
に
デ
リ
ー
に
来
ら
れ
た
こ
と
を

後
ほ
ど
知
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
ご
縁
で
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先

生
に
翌
年
、
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
招
聘
し
て
来
日
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
流
れ
が
出
来
ま
し
た
。
今
、

思
い
返
し
て
も
こ
の
流
れ
は
私
の
意
志

で
も
な
く
、
目
に
見
え
な
い
何
か
が
働

い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｎ
ラ
オ
先
生
が
ま
ず
日
本
で
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
な
さ
い
、

と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
へ
勧
め
ま
し
た

が
、
イ
ン
ド
で
超
多
忙
な
S
K
ジ
ョ
ー

シ
先
生
は
す
ぐ
に
イ
エ
ス
と
は
言
い
ま

せ
ん
。
イ
ン
ド
占
星
術
の
巨
匠
で
あ
る

K
N
ラ
オ
先
生
が
ご
高
齢
な
が
ら
初
来

日
し
、
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
の
で

一
緒
に
日
本
に
行
こ
う
、
と
再
度
、
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
K
N
ラ
オ
先
生
と

ご
一
緒
な
ら
日
本
へ
行
き
ま
す
、
と
な

り
ま
し
た
。
K
N
ラ
オ
先
生
が
S
K
ジ

ョ
ー
シ
先
生
を
日
本
に
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
と
、
来
日
セ
ミ
ナ
ー
で

は
イ
ン
ド
側
と
の
交
渉
と
通
訳
全
般
を

し
て
く
だ
さ
る
清
水
先
生
が
い
な
け
れ

ば
と
う
て
い
現
実
化
し
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

3
．
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医
学

博
士
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
の
違
い

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
の
多
く
は
急
所
で
、

そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
外
科
医
は
務
ま
ら
な
い
と
Dr.
ジ

ョ
ー
シ
は
話
し
ま
す
。
誤
っ
て
マ
ル
マ

ポ
イ
ン
ト
を
傷
つ
け
る
と
何
ら
か
の
後

遺
症
が
残
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
に
至
る
、
取
り
扱
い
要
注
意
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
はA

stroD
iary

（
ア
ス
ト
ロ
ダ
イ
ア

リ
ー
）に
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://astrodiary.blog114.fc2.com
/�

blog-entry-404.htm
l

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
は
人
体
に
1
�0�

7
つ
の
特
別
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
イ
ン

ト（
マ
ル
マ
・
ポ
イ
ン
ト
）が
あ
り
、
マ

ル
マ
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
解
剖
学
的
に
は
、

動
脈
、
静
脈
、
腱
、
筋
、
骨
、
間
接
が

集
ま
り
、
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
場

合
が
多
く
、
そ
こ
は「
生
命
力
の
座
」

（
ツ
ボ
）
と
い
え
ま
す
。
マ
ル
マ
・
ポ
イ

ン
ト
に
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る

の
で
、
そ
こ
は
い
わ
ば
健
康
保
持
の
要

衝
で
も
あ
り
ま
す
。
マ
ル
マ
を
刺
激
す

る
と
、
ス
ト
レ
ス
や
不
適
切
な
食
事
に

よ
っ
て
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
障
害
が
取

り
除
か
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
心
と
身
体
の
没
交
渉

が
解
消
さ
れ
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
戻

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
セ
ラ
ピ
ー
で
私
た

ち
の
微
細
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浄
化
し
、

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
内
に
保

存
さ
れ
て
い
る
全
体
性
の
記
憶
を
蘇
ら

●� ●



せ
る
こ
と
が
で
ま
す
。
マ
ル
マ
・
ポ
イ

ン
ト
は
と
て
も
敏
感
な
ポ
イ
ン
ト
な
の

で
、
経
験
豊
富
で
資
格
を
有
す
る
人

か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
危
険
で
す
。
マ
ル

マ
・
ポ
イ
ン
ト
を
適
切
に
刺
激
す
る
と
、

慢
性
病
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
傷
つ
い
た
り
変
形
し
た
身

体
の
一
部
を
矯
正
す
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。（
以
上
、
清
水
俊
介
先
生
ブ
ロ
グ

A
stroD

iary�

よ
り
一
部
引
用
）

日
本
で
も
既
に
何
点
か
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

マ
ル
マ
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
あ
り
ま

す
が
、
拝
見
し
た
と
こ
ろ
実
践
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
す
で
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
日
本
で
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
の
方
法
は
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
に
マ
ル
マ
ポ
イ
ン

ト
を
指
で
刺
激
す
る
や
り
方
で
は
な
く
、

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
を
優
し
く
マ

ッ
サ
ー
ジ
す
る
や
り
方
だ
っ
た
と
数
人

か
ら
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は

ど
の
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に

刺
激
し
た
ら
ど
ん
な
疾
患
が
改
善
さ
れ

る
か
、
そ
の
や
り
方
や
効
果
が
具
体
的

で
あ
り
、
ま
た
28
年
間
以
上
の
臨
床
実

績
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
知
ら
れ

て
い
る
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
ず
い
ぶ

ん
と
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち

は
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
か
ら
教
わ
っ
た
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
は「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ

ャ
ヤ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
」と
称
し
、
今
後

さ
ら
に
日
本
で
普
及
し
て
い
く
よ
う
に

活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
」
と
は
死
に
も

打
ち
勝
つ
と
い
う
意
味
で
病
気
平
癒
に

大
変
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
マ
ン
ト

ラ
は「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
マ
ン
ト
ラ
」

で
す
。

4
．
こ
れ
ま
で
3
度
の
来
日
セ
ミ
ナ

ー
・
第
1
回
目
の
来
日
セ
ミ
ナ
ー
は

2
0
1
2
年
6
月
22
日
か
ら
7
月
4
日

ま
で
イ
ン
ド
か
ら
イ
ン
ド
占
星
術
の
大

御
所
の
K
N
ラ
オ
先
生
と
S
K
ジ
ョ
ー

シ
先
生
が
初
来
日
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン

ド
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
と
大
阪
で
開
き
ま

し
た
。
ま
た
セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
神
戸
で
も
開
き
、
多
く
の

方
に
施
術
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
会
場
で
は
K
N
ラ
オ
先
生
の
イ

ン
ド
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
に
集
ま
っ
た
生

徒
さ
ん
や
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は
ど
ん

な
も
の
か
施
術
体
験
が
目
的
で
来
ら
れ

た
方
々
が
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
う
け
ま
し
た
。
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
は
マ
ル

マ
ポ
イ
ン
ト
を
刺
激
す
る
ヨ
ガ
の
ポ
ー

ズ
ま
で
実
演
し
、
日
本
で
初
め
て
の
マ

ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
と
て
も
熱

を
込
め
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。�

リ
ン
パ
浮
腫
の
患
者
へ
の
マ
ル
マ
セ
ラ

ピ
ー

　

大
阪
会
場
で
は
橋
本
ド
ク
タ
ー
の
患

者
さ
ん
達
が
公
開
施
術
に
何
人
も
参
加

さ
れ
、
そ
こ
で
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
施
術
の
即
効
性
、
改
善
の
早

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
Dr.
ジ

ョ
ー
シ
は
重
症
の
患
者
さ
ん
に
は
5
分

ほ
ど
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
ま
ず
し

て
、
時
間
を
30
分
ほ
ど
あ
け
て
ま
た
も

う
一
度
施
術
し
ま
す
。

こ
の
大
阪
会
場
の
セ
ミ
ナ
ー
で
一
番

印
象
的
だ
っ
た
の
は
車
椅
子
で
参
加
さ

れ
た�

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）

の
男
性
で
す
。
ご
存
知
の
と
お
り�

A
L

S
は
進
行
性
の
病
気
で
、
筋
肉
が
動
か

な
く
な
り
発
症
す
る
と
良
く
な
る
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
難
病
で
す
。
当

日
、
車
椅
子
で
家
族
と
と
も
に
会
場
に

来
ら
れ
た
こ
の
患
者
さ
ん
は
、
最
終
的

に
自
分
の
力
で
足
を
ほ
ん
の
少
し
動
か

す
こ
と
が
出
来
て
感
激
の
涙
を
流
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
見
て
い
た
私
た
ち
も

胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
く
る
一

幕
で
し
た
。

ま
た
後
日
談
で
す
が
、
ご
自
身
が
ド

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ
て
大
阪
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
が
い

て
、
何
人
も
の
A
L
S
患
者
さ
ん
を
診

て
き
た
が
、
あ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
だ
、

と
大
変
に
驚
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

・
第
2
回
目
の
来
日
は
2
0
1
4
年
12

月　

札
幌
と
大
阪
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
セ
ル
フ
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
を
目
的
と

し
た
コ
ー
ス
も
設
け
ま
し
た
。

・
第
3
回
目
の
来
日
は
2
0
1
6
年
6
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月　

大
阪
、
神
戸
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
。
前
回
同
様
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成

を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
セ
ル
フ
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座
に

お
い
て
一
日
の
受
講
で
は
的
確
に
ポ
イ

ン
ト
を
押
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
至
ら

ず
、
今
回
は
2
～
3
日
参
加
型
に
変
更

し
ま
し
た
。

Dr.
ジ
ョ
ー
シ
（
右
）
と
認
定
証
を
授
与

さ
れ
た
金
子
氏（
左
）

ま
た
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
か
ら
セ
ル

フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー　

セ
ル
フ
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
認

定
証
を
授
与
さ
れ
、
日
本
で
セ
ル
フ
マ

ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座

を
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
主
体
と
な
っ
て
開
い
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

5
．
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
で
特
別
短
期

セ
ミ
ナ
ー

　

来
日
セ
ミ
ナ
ー
と
は
前
後
し
ま
す

が
Sh
・
K
・
N
・
ラ
オ
の
肝
い
り
で
、

2
0
1
2
年
10
月
20
日
か
ら
23
日
、
イ

ン
ド
北
部
の
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
へ

J
J
S
メ
ン
バ
ー
と
現
地
在
住
の
日
本

人
と
6
人
グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
、
S
K
ジ

ョ
ー
シ
先
生
と
現
地
の
研
修
医
か
ら
3

日
間
に
わ
た
り
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
特
別

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
S
K
ジ
ョ

ー
シ
先
生
主
催
の
N
P
O
法
人
ム
リ
チ

ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
定
期
的

に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
回
、
大
勢
の

人
が
参
加
す
る
の
で
先
生
の
施
術
の
手

元
を
見
る
も
の
な
か
な
か
大
変
だ
そ
う

で
す
。
少
人
数
の
セ
ミ
ナ
ー
で
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
稀
有
の
こ
と
で
内
容
も
そ

れ
ま
で
に
な
い
も
の
と
の
こ
と
。

こ
の
時
も
通
訳
と
引
率
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
清
水
先
生
に
に
よ
る
と
、
そ
れ

ま
で
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
で
受
け
た
ベ
ー
シ

ッ
ク
や
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
と
違
っ
た

内
容
で
、
病
気
別
に
ど
こ
を
ど
う
し
た

ら
い
い
か
丁
寧
な
指
導
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
基
礎
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

で
作
る
シ
ャ
ン
プ
ー
や
石
け
ん
、
ま
た

薬
草
の
貯
蔵
庫
を
見
学
出
来
た
り
と
、

本
当
に「
特
別
な
内
容
」だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
に
患
者
さ
ん

を
施
術
す
る
こ
と
で
そ
の
人
の
病
気
に

な
る
カ
ル
マ
を
受
け
な
い
よ
う
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

6
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
改
善
し
た
例

第
一
回
目
の
来
日
セ
ミ
ナ
ー
の
神
戸

会
場
に
参
加
の
男
性
、
交
通
事
故
の
後

遺
症
で
腕
が
上
が
ら
な
か
っ
た
あ
る
男

性
は
そ
れ
ま
で
に
あ
ち
こ
ち
診
て
も
ら

っ
て
も
改
善
せ
ず
の
状
態
で
し
た
が
、

S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の
一
回
の
施
術
で

腕
が
す
っ
と
上
が
り
、
と
て
も
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
杖
を
つ
き
介
助
人
に

支
え
ら
れ
歩
い
て
参
加
の
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
女
性
、
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の

一
回
の
施
術
に
よ
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

で
杖
を
つ
き
な
が
ら
来
た
方
が
施
術
後

は
杖
な
し
で
ス
ッ
ス
ッ
と
軽
快
に
歩
き

回
れ
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
さ
の
あ

ま
り
ジ
ョ
ー
シ
先
生
に
ハ
グ
し
た
り
、

と
て
も
は
し
ゃ
い
で
歩
き
回
っ
て
い
ま

し
た
。

肥
満
で
便
秘
症
、
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の

指
導
で
特
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
分
で
も

毎
日
刺
激
し
、
セ
ミ
ナ
ー
後
、
便
秘
症

が
改
善
。
精
神
不
安
で
不
眠
の
男
性
は

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行

っ
て
い
る
個
別
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
施
術

会
で
定
期
的
に
施
術
を
受
け
、
精
神
も

安
定
し
、
良
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
穏

や
か
な
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
の

女
性
は
一
人
で
の
歩
行
は
困
難
、
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
施
術
後
は
背
筋
が
伸
び
、

ゆ
っ
く
り
な
が
ら
一
人
で
歩
行
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歩
行
困
難
な
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方
に
限
ら
ず
、
加
齢

や
腰
痛
に
よ
る
歩
行
困
難
に
即
効
性
が

あ
り
ま
す
。

7
．
日
本
に
お
け
る
今
後
の
普
及
活
動

　

日
本
に
お
け
る
今
後
の
普
及
活
動
を

任
さ
れ
た
私
た
ち
は
2
種
類
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
ま
す
。
一
つ
は
自
分
自

身
に
し
た
り
、
家
族
や
友
人
と
い
っ
た

身
近
な
人
に
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
す
る

セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
講
座
。
も

う
一
つ
は
他
者
に
施
術
を
行
う
セ
ル
フ

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講

座
を
定
期
的
に
開
き
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

参
照　

N�

P�

O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
H�

P
：http://npo-iyashi.com

/
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ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
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。
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○
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。
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。
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」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」
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ョ
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・
ゴ
ッ
ド
」
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シ
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力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
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石
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の
世
界
と
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の
一
考
察
」

◎
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0
1
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24
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国
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会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
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サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
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月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」
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本稿では、物質面に関連して、オーブの出現
場所（神社、樹木、露頭・断層）と、オーブの
マンダラ状の内部模様の関係、つまり、オーブ
模様をカオス解析した結果と出現場所（個所）
の関係について、空間フラクタル解析（カオス
解析）を用いて検討した。平面的な濃度空間

（マクロ・フラクタル次元D2m）について解析
したところ、次の結果が得られた。

神社（大御食）のマクロ・フラクタル次元D2
は大、樹木（分杭、大御食）のフラクタル次元
D2は中、断層（北川、渓谷）のフラクタル次元

D2は小である。つまり、図2の横軸の左側に
行くほど人々の関係（祈り､ 神社）は深い。右
側は分杭峠の断層上なので、パワーが強い筈
であるが、測定値のD2は小である。特徴的
なのは、分杭峠の気場（気場の真上、点状）の
D2は大と成っている。これらのわけは、マク
ロ・フラクタル次元D2は人々の関与する（祈り
の）程度を示しているのかもしれない。

空間的（立体的）な濃度空間（局所フラクタル
次元D2l）について、神社の局所フラクタル次
元は、ピーク値（山）が2つある。樹木（分杭、
大御食）の局所D2lには、ピーク値（山）が1～
2つある。断層（北側、露頭）の局所D2lには、
ピーク値（山）が無い（詳細は、サイ科学,Vol.36、
No.1、pp. 2−8参照）。フラクタル次元は、自
然形状や自然現象など複雑性の変化の評価法
として、有効性が認められているので、本報の
オーブの内在構造のパターン変化を掲示する
場合に用いることも、期待できる。

以上から、オーブ（たまゆら）を構成する要
素が次第に判明してきたのが嬉しい。これらの
知識が、皆様のお役に立つ事を祈念したい。

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

氏

　

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

　

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き

る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知

　

的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
（
宇
宙

　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「
私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

講
師　

池
川�

明�

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

図2　測定場所とカオス解析



が加算してオーブ（たまゆら）ができる。なお、
サイ（気）は、オーラ、プラナ、微細身素粒子
等から構成されており、周波数（波長）の異な
る光子群の集合体である。つまり、「たまゆら」
は意識要素としてのサイ（気）がオーブに加算
されたものである。

他方オーブ（たまゆら）の出現（撮影）結果に
は多くの素粒子の性質が現れている。、例えば、
空間に広く拡散してグループ（団体）としてラン
ダムに現れる。6秒毎の撮影の時でも、毎回そ
の円内模様､ 大小、模様などは様々に変化して
いる。これは､オーブ全体としての結合が弱く、
その為にそれぞれの結合･構成要素の素粒子の
性質が現れる為ではないだろうか、と思う。

つまり、変性意識状態（ASC）に近い状態の
撮影者の皮膚から放出されるサイ（気）とカオ
ス・アトラクターを伴って成長したオーブ上の

「たまゆら」が同調して、写真に写ることになる
のだろう。つまり大気陰・陽イオンボール形成

（オーブ）は物理現象であり、これに意識要素と
してのサイ（気）が加算されてオーブ（たまゆら）
になり、撮影者と体外にあるオーブ（たまゆら）
との共振・共鳴によってマクロPKが生起する、
と判断・仮定している。

3−3）オーブ（たまゆら）の模様
オーブ（たまゆら）は、外部からの光エネル

ギーの助けによって次第に進行してカオス・
アトラクターを画き、オーブ（たまゆら）の円
形内模様を形成する事になる。カオス・アトラ
クターの内容（模様）を決めるものは、意識と
オーブ（たまゆら）との同調、つまりマクロPK
であろう、と推定している。カオス理論に基づ
き、撮影されたオーブ（たまゆら）画像のフラク
タル解析を行った結果、「たまゆら」内部模様
の類別ができることをわかった。例えば（A）シ
ングルピークの模様、（B）ダブルピークの模様、

（C）マルチピークの模様、といった分類ができ
る（詳細は、サイ科学Vol. 36、No.1、pp2−8
参照）。

3−4）人（意識）の関与する程度とカオス
長野県伊那市の分杭峠の実験から得られた

一例を述べる。はじめに、瞑想中の撮影者のス
ロー脳波の出現（リラックスの程度、脳波解析）
と、オーブ出現の可否の関係をもとめて図1と

した。次記に示した様に、オーブ（たまゆら）を
撮影した後、すぐに駒ヶ根市大食神社の本殿
前の石の階段に腰を掛けて、瞑想を行い、脳
波測定を実施した。図1の縦軸は脳波のフラク
タル次元（脳波のカオスを駆動する変数）。横
軸は、左から右へSZとSK（オーブ撮影成功者）、
つぎのYMとNKはオーブが撮影できなかった
者である。

図をみると、オーブ（たまゆら）の撮影が可
能であった者（SZ、SE）は、撮影出来なかった
者（YM、KM）よりもD2が小さい事。つまり、
撮影が可能であった者は雑音（駆動因子の数）
が少なく、集中しておりリラックスできていた、
と推定できる。

オーブ（Orb）撮影者の脳波のカオス解析と
「オーブ」の出現状況を調べた実験から次記が
えられた。（1）脳波のα波成分（8~12Hz）は、
参加した全員（5名）に出ている。（2）「オーブ」
を写せる（出現させ得る）人（SZ、SK）の場合
には、θ波成分（3.7Hz）と、より低周波のδ波
成分（1.7Hz）が出ている。（3）「オーブ」を写せ
る人は、写せない人（YM、NK）の場合よりも、
カオス解析のフラクタル次元D2が、より小さ
くなる傾向がある。（4）瞑想により、ASC（変
性意識状態）に入れる人は、D2をより小さく
する事が出来る。（5）「オーブ」出現と、写す人
のASCの間には、相関性があると判断できる。

（6）「オーブ」の出現の可否の判断には、脳波の
カオス解析が有望である。

3−5）円内模様形成とカオス
つぎに撮影場所とオーブ（たまゆら）のフラク

タル次元（オーブのカオスを駆動する為の変数）
との関係を調べて図2を得た。

● �●

図1　脳波のカオス解析



フラクタル（カオス）解析。出現・撮影の為の
条件設定。オーブの形成過程モデル（仮定）等
について検討した。本稿では人が存在し、関
係したと考えられる場所の意識状態（ASC）と
円内の非対称干渉縞模様（表情）、撮影者のス
ロー脳波の出現状況とオーブ出現（撮影）の可
否、円内模様とカオスの進行程度等を、複雑
系科学のカオス解析応用の立場から初歩的な
検討を試みる事にした。

2．カオス解析とは（解説）
周知のニュートン力学では、方程式の変数が

2つ以上ある場合には解析的に（数学的に）解く
事は難しく、得られる結果は変数が単一の場合
に限定されている。しかし、単一の場合でも、
物体の力学的な挙動は時間とともに変化する場
合が多い。対象とする運動が多変数によって構
成されている場合には、方程式を解析的に解く
ことは出来ないが、コンピュータを用いたカオ
ス解析（数値的）によって、「時間ずらしによる
アトラクターの再構成法」を用いることによっ
て、数値的に解くことが出来る。つまり、観測
された一次元の時系列変化から時間遅れ座標
への変換（Takensの埋め込み定理）を用いる事
により解くことが出来る。この数値的に描いた
軌道をアトラクターと言う。

別の観点からみると、自然現象や生命には
様々な「ゆらぎ」があり、「ゆらぎ」は「ゆとり」
でもある。「ゆらぎ」の中で重要な位置を占めて
いるのにカオスがある。カオスは混沌ともいい、
複雑で不規則であり、非可逆性を持つ非周期
運動なので、結果を長期予測する事は出来な
い。つまり再現性は期待できない。しかし再現
性や因果律を破るカオスは自然界のマクロ物質
や生体系で見られる普遍的な運動形態でもあ
る。カオスになる場合には、運動の初期で極僅
かな相違であったとしても、ついには、無視出
来ない程の大きな差異を生じる事になる。そし
て、この現象は偶然に支配されている。つまり
カオスは初期条件に敏感に依存する運動であ
るといえる。

3．意識、オーブ、カオスの関係
呼びかけに応じて答えてくれる、意識をもっ

ている、霊的な存在である等、オーブの形成・
出現には人格要因が関係すると言われている。

然しそれらの仕組みや機構については、いまま
では、科学的に説明する事は無かった様に思
う。（1）意識と体外にある物質とが直接に情報
を交換する現象をマクロPK（念力）といい、両
者間を仲介する物質をサイ（気）と言う。（2）サ
イ（気）現象は、基盤になる現象の変曲点（零場
中の零点）で、エネルギー一定条件で生起する。

（3）この時の意識は変性意識状態（ASC）であ
り、醒めた意識はむしろ否定的（現象阻止）に
作用する傾向がある。一方、（4）オーブと意識
の間には、情報交換があるのでオーブもマクロ
PKである。しかし、今までは未検討であった。

3−1）意識とオーブ（たまゆら）
経験によると、写り込んでくるオーブ（たま

ゆら）像は円の直径、模様（表情）、色合、ヘ
イロー（halo）などは様 （々ランダム）であるが、
撮影者によって決まっており、一枚の写真には
ほぼ同一の模様（表情）が写されてくると判断
している。

3−2）内部模様の形成
地球を取り巻く大気層は、宇宙線の照射の

ために電離していて、上層部は陽（+）、地表部
は陰（−）に帯電している。この為に地球は電磁
気的には巨大な球形・地球コンデンサー（約30
万V）として存在している。球表面上の大気の
大部分は水蒸気と二酸化炭素であるが、大気
電界等のために水蒸気は電離していて、H（陽
イオン）、OH（陰イオン）、電子（−）になってい
る。なお水蒸気がないと、オーブ（たまゆら）は
極めて出現しにくくなる。大気イオン群の中に
エアゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電
界やイオン間の相互作用などにより、大気陽イ
オン・ボールと大気陰イオン・ボールの組合せ
ができる。この一対は、たとえば、右方向回転
または左方向回転の巴型状組合せである。一
般には裏表、前後、左右、など様々な組み合
わせの下で、全体として中和している集団（群）
となる、と推定している。

なお、以上の説明には電子を用いたが、実
際には、光子群の組合せとして存在するのであ
ろう。空気成分の電離とエアゾール（埃、微細
塵）によって形成された巴型の大気陰・陽イオ
ンボール（オーブ）が絞り込まれて、その上に、
ゼロ場（ゼロ点）が形成され、そこにサイ（気）
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まだ研究段階ですが2人の脳波の周波数と
位相が合致している（コヒーレンシー）状態で
何が起きるかを観察しています。俗に気が合
うかどうかと云う現象と関連がありそうなので
す。ヒーラーとクライアントとの脳波相関や占
い術師とクライアントとの脳波相関、催眠術師
とクライアントの脳波相関はかなり大きいです
し、右脳と左脳との相関では自動書記や動物と
の交流などは7.8Hzのスローα波での共鳴が
基本のようです。

右脳と左脳の脳波共鳴は脳梁を通じて何ら
かの相互作用の結果でしょうが、2人の脳波が
共鳴するメカニズムは全く分かりません。いか
にα波が強くても周波数が低いので空間に電磁

波が輻射され周りに影響を与えるとは考えられ
ません。何か他のメカニズムを考える必要があ
ります。前回に述べたように地上200～500km
に電離層があり7.8Hzを中心とした半値巾2Hz
のプラズマ震度をしていて、これが地上空間に
電磁場を形成している。脳波がこの周波数に
同期すると情報の共有化が起きて何らかの作
用が起きると考えるのです。

目を閉じて呼吸を整え意識を手放すと脳波は
次第に徐波化され7.8Hzに近づくと空間の電
磁場を通じて相手の脳波と共鳴し合う、そんな
メカニズムを考えています。次回はその具体例
を紹介します。

● �●

オーブ（たまゆら）構成要素の検討（１）オーブ（たまゆら）構成要素の検討（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木�茂美　　　苗�鉄軍

1．はしがき
オーブ（Orb）は英語使用圏では光球、光球

体、軌道を意味し、日本ではかすかな、霊、「た
まゆら（玉響）」を意味している。最近のデジタ
ル・カメラの登場によって頻繁に写真画面上に
オーブが写りこんできた。しかし偽オーブもか
なり多く、懐疑派や否定派はカメラ内のハレー
ション、レンズの汚れ、レンズ付近の微粒子の

ボケ写真、水滴の写り込み等であると主張して
いる。しかし、筆者らが撮影・実験してみると、
撮影者の意識とオーブとが直接情報交換して
いる（接触している）と推定出来ることからオー
ブは物質面と意識面に関係して出現してくると
判断している。別報では、指尖脈波のカオス
解析（体内の気）から判断した意識（無意識）と
オーブとの接触の可能性。オーブの内部模様の

図4　位相差検出機能を持つBF図3　右脳と左脳との機能差
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例えば瞑想中の脳波の場合、どの電極から
も強いα波が観察されますが双極誘導の場合
は差動増幅器の出力は0となります。単極誘導
法の場合は差動増幅器の比較信号は通常は耳
たぶからとりますのでα波が含まれていないの
で出力はα波そのものになります。瞑想すると
脳死状態の脳波になると表現するのは双極誘
導法によるもので、実際は強いα波が観察され
ます。脳波の専門家はおおむね医学系ですから
このような誤りをしがちです。

双極誘導法で瞑想中の脳波を測りますと上
記の理由で出力信号が図1に示すようにほとん
ど0になるため脳が活動していないと考えがち
ですが、実際には図2の単極誘導法に示すよう
に強いα波が出ていています。波形から判断し
ますとどの部位からの信号も周波数と位相が
揃っていて共鳴しているように思われます。で
すから見た目は静寂ですが微妙な刺激も敏感
に感じ取り対応が可能なのです。

図1の双極誘導であれ図2の単極誘導であれ
入力回路に差動増幅器Aを用いるのが標準で
す。これはV1の信号を計測するときにV2の
信号を差し引く構造（V1−V2）になっています。
V1の中にノイズが混入している場合V2の中
にも同じノイズがあれば差動増幅器Aの演算に
よりノイズがキャンセルされます。このため最
近では被験者に装着する電極から装置までの
ケーブルに神経を使う必要がなくなりました。
以前はシールドルームに被験者を入れて計測し
ていましたが、現在はどこでも計測可能です。

図2の単極誘導法の場合のV2の信号は耳
たぶから取りますのでノイズはほとんど同じで
すが脳波はごくわずかしか含まれません。し
たがってV1の脳波が計測できます。ところが
図1の双極誘導法ですとV2の信号は頭部のど
こかに装着しますから必ず脳波が含まれます。
特に瞑想しますと頭部全体に同じ脳波となりま
すからV1の信号と等しくなり差が0になってし
まうのです。これを間違って無念無想の究極は
脳死状態！などと云う人までいます。でも実際
には強くα波が出ているはずです。

脳の神経回路は集中していてわずかな刺激
でも敏感に対応できる状態なのです。まさにマ

インドフルネスと言えましょう。

脳波の共鳴状態に注目！
脳の構造はMRIでかなり詳細に分かってい

ますが機能構造はf-MRIでないと分かりませ
ん。成長と共に機能分化が進み概略図3に示す
ようになります。幼児期においては左脳と右脳
とは一体になって働くのでしょうが、言語を覚
え体験を積むに従って論理的思考が発達して
左脳の神経回路が増え、感覚思考が抑制され
るのではないかと思われます。

遊びや運動の中で感覚的思考の神経回路も
増やす必要がありますが、学校教育の時間割
に見られるようにないがしろにされていますね。
右脳と左脳との脳波を測定して相関を調べると
幼稚園児では一致している児童が多いのに高学
年になるに従い分離傾向が目立ちます。社会人
では相関係数が0.5以下の人が半数に達します。

そこで図4に示すように左脳の脳波x（t）と
右脳の脳波y（t）の積（Cor1）を演算し、位相
差がCor1>0 .8でフィードバックシグナルが出
力されるようなバイオフィードバック装置を用
いて右脳と左脳との相関を高める練習を推奨し
ています。

図2　単極誘導法図1　双極誘導法



測定装置に注意！
1929年にドイツの精神科医H.Bergerによっ

て人の脳波を初めて計測したと記録されていま
す。当時のエレクトロニクス技術を思うと相当
に苦労しただろうと想像します。それに比べれ
ば科学技術の進歩により計測は実に簡単なの
ですが、この90年近くの間、もっぱら臨床応用
でしたから、脳波の出現機序や含まれる情報の
解明などの研究は殆ど手つかずで、医学界で
は未だに1929年の解釈がまかり通っています。

その典型ですがα波はリラックスの脳波で脳
はあまり活動していない、β波が脳の活性状態
を示していると考え、α波を重視していません。
世間でα波を取り上げて語っていることに不快
感を示したり、惚けを養成するかの如く批判し
ています。

それゆえ臨床脳波計ではα波でもなくβ波で
もない特徴パターンを抽出しやすいようにマル
チチャンネルのポリグラフを大切にした構造に
なっています。脳波の権威者と云えば脳機能の
異常で現れるポリグラフ上の特徴パターンを見
抜くことに卓越しておりα波には全く興味がな
いのが特徴です。

ちなみに最新の教科書「新脳波入門」時実時
彦他・南山堂（1974年刊）467pではα波の記載
はほんの数行しかありません。第2章の冒頭に

「ヒトの頭部の2箇所に電極をつけ脳波計に接
続すると、毎秒8～13回の正弦波に近い電位
変動が記録される。これがα波と呼ばれる。こ
のα波は、被験者が静かな暗室内で目を閉じて
何も考えないようにしていると最も規則的にま
た大きな振幅で現れるが、物を見つめたり考え
たりするとαblockと称し、α波は減少して不
規則な細かい電位変動が目立つようになる。」と

あるだけです。これではお医者がα波に興味を
持てないのは仕方がないのです。

たとえば記憶力世界一だった友寄英哲氏が
覚えている円周率を回想しているときの脳波は
9Hzのミッドα波が強かったし、永世棋聖の米
長邦雄氏が詰め将棋の棋譜を思い浮かべてい
るときの脳波は10 .1Hzのミッドα波が強かっ
た事実があります。それゆえ、α波をもっと研
究してα波の強化法を確立すれば、今問題にし
ている認知症の予防や回復に役立つはずなの
です。

ところで能力を発揮しているときの脳波を測
る場合は医療器具である臨床脳波計は不向き
です。装置が大型でたくさんの電極を装着する
必要があるので被験者にとっては心理的影響
があります。またα波が出ているのかどうかリ
アルタイムでは分かりません。

そこで、能力発揮している現場でも計測可
能にするために小型で必要最小限の電極数2ch
にして、α波が出ると音などのフィードバック
信号で知らせる機能があるものが便利です。
脳力開発研究所では小型で携帯可能なバイオ
フィードバック装置を提供していますのでお問
い合わせください。

http://www.alphacom.co.jp/

測定方法に注意！
臨床脳波計はあくまでも臨床に使用するため

のものですから脳の異常部位を見つけるために
便利にできています。それゆえ電極の数が16
～32chと多く、電極間の信号の違いを見つけ
やすいように双極誘導法（図1）が採用されてい
ます。しかし脳全体の働きを評価するためには
単極誘導法（図2）でなければなりません。

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp
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な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

探
っ
て
い
き
ま
す
と
、
健
康
雑
誌
は
書

店
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、「
こ
う
す

れ
ば
痛
み
を
改
善
す
る
」と
か「
若
々
し

く
な
れ
る
」、
ま
た「
霊
的
現
象
が
原
因

の
病
気
は
こ
れ
だ
」
等
々
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
幾
つ
か
の
方
法
、
改
善
策
が
見
い

だ
せ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ど
う
す
れ
ば
健
康
を
保
持

で
き
る
の
か
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
と
、

「
心
霊
的
に
見
た
体
調
不
良
」、
そ
し
て

ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
の
一
定
の
周
波
数
に
よ
り
、
脳
か
ら

筋
肉
、
骨
、
血
管
、
血
液
、
染
色
体
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま
で
の
全
身
約
6
0
0

カ
所
の
リ
サ
ー
チ
を
お
こ
な
い
、
利
用

者
の
不
調
の
原
因
が
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
未
病
の
段
階
で
健
康
上

の
問
題
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
機
器
で
あ

る「
S
W
Ⅱ
」
の
実
演
か
ら
、「
健
康
」

に
つ
い
て
考
え
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
の
お
願
い

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月
、　

　

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
第
26
回
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
一
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
イ
現
象
と
脳
波（
3
）

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ブ
構
成
要
素
の

　

検
討（
2
）

本
来
の
体
調
の
維
持
管
理
が
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
石
川
允
朗
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
す
ご
い

健
康
関
連
機
器
で
あ
る
「
S
W
Ⅱ
」
の

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
、
今
回
の
講
演

で
何
人
か
の
測
定
も
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
石
川
允
朗
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

獣
医
師
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒

業
。
昭
和
22
年
香
川
県
出
身
、
千
葉
市
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在
住
。
川
崎
市
で
動
物
病
院
に
勤
務
し

た
後
、
宮
城
県
で
動
物
の
診
療
を
行
っ

た
。
そ
の
後
公
務
員
と
し
て
勤
め
る
傍

ら
、
心
霊
科
学
等
の
研
究
を
始
め
、
前

公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
監

事
就
任
。
公
務
員
職
退
職
後
、
動
物
病

院
で
の
診
療
の
後
、
現
在
財
団
法
人
I

学
園
の
講
師
と
食
品
の
衛
生
指
導
講
師

の
職
に
就
い
て
い
る
。

現
在
、
サ
イ
科
学
会
幹
事
で
も
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
郵
便
局
に
あ
る
郵
便
振
替
用

紙
に
、

番
号
0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

通
信
欄
に
「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て

お
振
り
込
み
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
汚
染
か
ら
命
を
守
る

最
強
の
知
恵

―
最
新
最
強
の
健
康
情
報
―

　
　
　
　

講
師　

阿
部　

一
理 
氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
が
2
0
1
7

年
か
ら
2
0
1
8
年
を
占
う

　
　
　
　
　

講
師　

伊
藤　

一
夫 

氏

日
時　

平
成
29
年
10
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ト
ル
：
未
定

　
　
　
　

講
師　

葛
村　

和
弘 

氏

�

（
武
術
気
功
家
）

日
時　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

　
　
　

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9
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★日本サイ科学会　第２６回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2017年10月15日（日）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000（含当日入会申込者）　一般　¥3,000　 学生　¥1,000

  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場

10 :00～10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 大会委員長

◎会員の研究発表（5名）（20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 小林 泰樹「空海の意志と思想と技法のサイ科学的考察」

10 :35～11 :00 橋谷 誠一「外気を感じる装置の開発」

11 :00～11 :25 小澤 佳彦「 日本初！岡山の洞窟で実現した『天の扉開き』について」

11 :25～11 :50 橋本 和哉「AIは気の情報を取れるか？」

11 :50～12 :50 　昼休み

12 :50～13 :15 山根　 真「新宇宙論・量子論Ⅲ　－統合科学を求めて－」

◎シンポジウム　テーマ「AIを乗り越えるのは？�AI［人工知能］�vs�PSI［サイ能力］」
13 :20～13 :30 大会委員長ご挨拶　浪平 博人「シンポジウム開催にあたって」

13 :30～16 :30 パネルディスカッション（氏名とタイトルは下記）⇒途中10分休憩有り

　　司会進行　阿久津 淳

　　パネリスト⇒前半は6名の発表（1人15分）

　　　石川 允朗「AIは人間になれるか」

　　　小澤 佳彦「AIと魂について」

　　　小林 泰樹「AIとPK・ESPについて」

　　　小林 信正「AIと心霊について」

　　　迫村 申彦「AIとPSIの界面について」

　　　浪平 博人「AIとひらめきについて」

16 :30～16 :35 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40 閉会のご挨拶　浪平 博人 大会委員長

17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付け）



九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

3
分
で
治
す
ト
ラ
ウ
マ
、
蓄
積

感
情
診
療

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

な
ぜ
生
き
る
！
心
霊
現
象
か
ら

学
ぶ

　
　
　
　

講
師　

小
林　

信
正 

氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
17
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

　
　
　

4
階「
千
鳥
の
間
」

　
　

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街

　
　
　

4
・
23
）

交
通　

 

J
R
博
多
駅
隣
接
&
地
下
鉄
直

結

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※ 

お
問
合
せ　

0
9
0（
3
7
3
8
）

7
4
5
1（
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁 

氏

「
思
考
」
が
な
せ
る
こ
と
は
、
生
命

全
体
で
は
小
さ
な
領
域
で
す
。
か
ら
だ

の
内
外
、
生
命
全
体
で
「
感
じ
る
」
と
、

物
事
を
と
ら
え
る
「
意
識
」
が
変
わ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
頭
を
空
に
し
て
、

余
計
な
知
識
を
そ
ぎ
落
と
し
、
無
邪
気

な
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
33
年

前
に
腎
臓
が
ん
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
が
す
べ
て
の
典
型
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
し
た
の
で
、
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

意
識
の
こ
と
と
は
無
縁
の
世
界
に
い
た

で
し
ょ
う
。

感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
時
、
無
条

件
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
時
も
、
意
識
が

変
わ
る
状
態
と
言
え
ま
す
。
無
邪
気
に

な
る
と
、
サ
イ
は
科
学
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
こ
と
も
よ
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
思
考
を
超

え
る
と
知
識
は
私
た
ち
の
中
に
活
き
る

智
慧
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
考
え
る
、

か
ら
感
じ
る
、
へ
変
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
中
心
に
、
私
な
り
の
サ
イ
を
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
寺
山
心
一
翁
先
生
は
ご
自
身
で
が
ん

を
克
服
さ
れ
、
病
を
癒
す
過
程
で
気
づ

い
た
多
く
の
智
慧
は
、
人
生
に
起
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
す
る
鍵
と
な

り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
自
分
へ

の
気
づ
き
を
深
め
、
心
の
扉
を
開
い
て

い
く
と
、
ハ
ッ
と
す
る
瞬
間
が
訪
れ
て
、

あ
な
た
の
人
生
が
光
り
輝
く
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
寺
山
先
生
の
チ
ェ

ロ
の
奏
で
る
音
色
に
癒
さ
れ
る
必
見
の

ご
講
演
で
も
あ
り
ま
す
。
お
友
達
を
誘

わ
れ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
寺
山
心
一
翁
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
有
）
寺
山
心
一
翁
オ
フ
ィ
ス
代
表
、

「
意
識
の
超
越
理
論
」創
案
者
。

1
9
3
6
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
。
東
芝
で
半
導
体
素
子

の
開
発
等
に
従
事
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
独
立
し
、
多
忙
を
極
め
て

い
た
47
才
で
腎
臓
が
ん
を
患
う
。
病
の

回
復
過
程
で
意
識
の
変
容
を
体
験
し
、

が
ん
が
そ
の
後
治
癒
。
こ
の
経
験
か
ら

意
識
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
以
来
30
年

以
上
愛
用
の
チ
ェ
ロ
を
片
手
に
国
内
外

で
、
意
識
や
自
然
治
癒
に
関
す
る
講
演
、

愛
と
癒
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤 

氏

�

（
あ
き
や
ま 

よ
し
た
ね 

氏
）

私
は
物
質
食
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
食
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
物
質
と
し
て
の
肉
体

を
維
持
す
る
に
は
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

● ❹●



ー
を
食
べ
物
の
物
質
か
ら
補
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
中
国
医
学
で
い
う
と
こ

ろ
の「
気
」、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇
宙

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ

れ
を
直
接
循
環
さ
せ
て
維
持
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
は
何
か
私
だ
け
が
特
別

に
出
来
る
こ
と
な
の
か
？ 
と
。

私
が
変
わ
り
者
だ
と
い
う
の
は
認
め

ま
す
が
、
で
も
超
能
力
が
あ
る
か
ら
そ

れ
が
出
来
て
い
る
と
い
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

ま
っ
た
く
皆
様
と
変
わ
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
実
は
ど
こ
ま
で

意
識
し
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
プ
ラ

ー
ナ
と
い
う
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
や
り

取
り
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
呼
吸
を
通

じ
て
も
や
り
取
り
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
冬
を
越
え
て
、
春
に
な
っ
て

温
か
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
縁
側
で

日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
ら
気
持
ち
い
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
実
は
太
陽
の

プ
ラ
ー
ナ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
実
は
物
質
的
な
食
べ
物
だ
け
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
都
会
の
ビ
ル
の

喧
噪
か
ら
離
れ
て
、
田
舎
へ
行
っ
て
森

の
中
へ
入
っ
た
り
す
る
と
、
何
か
癒
や

さ
れ
る
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

木
が

多
い
神
社
へ
行
っ
て
み
る
と
、
何
か
癒

や
さ
れ
る
、
元
気
に
な
る
感
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
神
社
で
草
を
む
し

ゃ
む
し
ゃ
食
べ
な
く
て
も
、
元
気
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の

は
皆
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

実
際
、
太
陽
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い

で
く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
太
陽
が
い

て
く
れ
る
だ
け
で
、
地
球
は
暖
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
太
陽
の
光
が
な
か
っ
た
ら
、

植
物
も
育
た
な
い
で
し
ょ
う
し
、
私
達

の
食
べ
て
い
る
も
の
も
実
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
太
陽
と
い
う
も
の
は
、
太
陽
光

発
電
を
使
わ
な
く
て
も
、
私
達
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
一
杯
与
え
て
く
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
植
物
が
光
合
成
に
よ
っ
て
酸

素
を
生
み
出
し
、
そ
の
酸
素
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
に
取
り
入
れ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
が
、
動
物
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
太
陽
と
い
う
も
の
は
、

光
と
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
償
で
我
々

に
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
無

条
件
の
愛
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

食
べ
物
と
い
う
の
は
、
地
球
の
土
に

植
え
て
、
土
か
ら
育
ち
ま
す
。
自
然
農

法
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
然
農
法
の
肝
は
、
土
作

り
に
な
る
わ
け
で
す
。
野
菜
や
果
物
な

ど
も
、
実
は
土
が
形
を
変
え
て
い
る
よ

う
な
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
具
体
的
に
言

う
な
ら
ば
、
土
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
吸
い
上
げ
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
光
合
成
に
よ
っ
て
、
栄
養
を
造
る
わ

け
で
す
。

食
べ
物
も
実
は
、
目
に
見
え
る
物
質

と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
物
質

だ
け
な
の
か
？ 

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
元
々
そ
の
恵
み
と
し
て
は
地
球
由

来
で
あ
っ
た
り
、
太
陽
由
来
で
あ
っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
地
球
や
太
陽

と
私
達
は
直
接
や
り
取
り
も
し
て
い
る

の
で
す
ね
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
で
、

神
様
が
人
間
を
造
る
と
き
、
泥
か
ら
人

間
を
造
る
の
で
す
ね
。
そ
の
肉
体
を
造

っ
た
と
こ
ろ
に
、
神
様
が
息
を
吹
き
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
魂
が
肉
体
に
入
り

ま
す
。
そ
れ
を
受
肉
と
言
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
神
話
の
中
に
い
ろ
い

ろ
と
面
白
い
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
存
在
と
い
う
の
は
、
肉
体
と

い
う
地
球
由
来
の
物
質
に
意
識
、
魂
が

注
ぎ
込
ま
れ
た
存
在
で
は
な
い
か
？ 

と

い
う
の
が
今
日
の
お
話
の
テ
ー
マ
で
す
。

私
が
な
ぜ
プ
ラ
ー
ナ
だ
け
で
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
正
直
言
っ
て
そ
ん
な
世
界
は
私
は

全
然
信
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
東
京
工
業
大
学
と
い

う
理
系
の
出
身
で
し
た
し
、
物
質
と
し

て
の
肉
体
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
物

質
た
る
食
事
を
と
ら
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

物
質
を
と
る
と
、
物
質
に
な
る
と
い

う
の
は
分
か
り
や
す
い
考
え
で
す
ね
。

で
す
が
、
は
じ
め
に
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と

の
出
会
い
か
ら
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
学
校

に
入
り
ま
し
た
。
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と
い

う
の
は
波
動
療
法
で
し
て
、
物
質
だ
け

で
は
な
く
、
波
動
の
世
界
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
段
々
知
っ
て
い
き
ま
し
た
。

由
井
寅
子
先
生
と
い
う
日
本
で
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
を
広
め
た
先
生
は
、
と
て
も
視

野
が
広
い
先
生
で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

4
年
間
の
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
学
校
の

一
年
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
研
修
が
あ
り
ま

し
た
。
本
場
で
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
風
に

あ
た
っ
て
お
く
の
が
、
4
年
間
続
け
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
と
い
う
学
校
側
の
配
慮
で
す
。
英
国
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で
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
国
も
認
め
る
医

学
な
の
で
、
英
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ

メ
オ
パ
ス
も
来
て
講
義
を
し
て
く
れ
ま

す
し
、
薬
局
で
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
レ

メ
デ
ィ
も
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
5
日
間
の
研
修

の
後
、
2
日
間
友
人
と
延
泊
を
し
ま
し

て
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
と
い
う
聖
地

に
行
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー

は
音
楽
祭
な
ど
で
も
有
名
で
す
が
、
い

わ
ゆ
る
地
球
の
レ
イ
ラ
イ
ン
と
い
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
地
球

の
、
人
体
に
お
け
る
経
絡
み
た
い
な
も

の
で
す
。
地
球
も
「
ガ
イ
ア
」
と
い
う

一
つ
の
生
命
体
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

流
れ
て
い
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ

ン
が
何
重
に
も
立
体
交
差
し
て
い
る
の

が
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
で
す
。

そ
こ
へ
行
っ
た
と
き
に
不
思
議
体
験

を
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に

入
る
前
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
で
有
名

な
エ
イ
ヴ
ベ
リ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
に
行

っ
た
と
き
に
、
人
よ
り
大
き
い
石
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
サ
ー
ク
ル
状
に
並
ん
で
い
ま

す
。
何
の
た
め
に
そ
れ
ら
が
並
べ
ら
れ

た
の
か
、
誰
が
造
っ
た
の
か
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
私
が
、
と
あ
る
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
た
と
き
に
、
あ
る
石
が
パ
ル
ス
を

発
信
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
こ
こ
に
あ
る
「
シ
ン
ギ

ン
グ
・
リ
ン
」
の
音
に
似
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
鈍
感
な
方
で
す
が
、

思
わ
ず
「
は
っ
！
」
と
し
て
振
り
向
い

て
し
ま
っ
て
、
何
か
そ
の
石
に
呼
ば
れ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
同
行
の
友

人
の
整
体
師
が
、「
あ
の
石
が
秋
さ
ん

の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
よ
！
」
と
い

う
わ
け
で
す
。
石
か
ら
呼
ば
れ
る
と
い

う
の
は
、
訳
の
分
か
ら
な
い
話
な
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
は「
分
か
り
ま
す
！
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
そ
の
石
に
近
づ
い
て
い
く
と
、

そ
の
パ
ル
ス
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て

い
き
、
ほ
ぼ
目
の
前
に
来
た
と
き
、
そ

の
石
か
ら
ポ
ン
ッ
と
何
か
体
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
入
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
う
す
る

と
そ
の
石
は
静
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
何
か
自
然
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た

の
で
す
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、
こ
の
石

は
何
万
年
も
私
が
来
る
の
を
待
っ
て
い

て
く
れ
た
ん
だ
！ 

ず
っ
と
忘
れ
ず
に
見

守
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
！ 
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
時
の
感
動
の
よ
う

な
感
じ
で
す
。
そ
れ
が
不
思
議
体
験
の

第
一
番
で
す
。

そ
の
後
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
で
レ

イ
ラ
イ
ン
に
入
る
と
、
鈍
感
な
私
で
も

優
し
い
電
気
の
帯
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
友
人
の
整
体

師
が
女
性
の
持
っ
て
い
る
宝
石
を
綺
麗

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
レ
イ
ラ
イ
ン

上
で
振
っ
て
い
る
と
、
宝
石
か
ら
白
い

煙
状
の
も
の
が
出
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
宝
石
の
色
が
変
わ

る
の
で
す
ね
。

日
本
に
帰
国
後
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
先
日
は
南
ア
フ

リ
カ
の
旅
に
山
川
紘
矢
、
亜
希
子
夫
妻

ら
と
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
友
人
の
整
体

師
か
ら
、
山
川
夫
妻
の
書
か
れ
た「
聖

な
る
予
言
」
は
い
い
で
す
よ
！ 

と
言
わ

れ
た
翌
日
、
私
の
息
子
が
行
っ
て
い
る

幼
稚
園
で
の
妻
の
仲
間
か
ら「
聖
な
る

予
言
」
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
わ
け
で

す
。
こ
う
い
う
の
を
、「
シ
ン
ク
ロ
ニ

シ
テ
ィ（
共
時
性
）」
と
い
う
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
に
出
会

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
は
2
0
0
5

年
に
最
初
に
来
日
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
は
ご
縁
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た

の
で
す
。
2
0
0
6
年
来
日
し
た
と
き

に
、
エ
イ
ヴ
ベ
リ
ー
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ

リ
ー
の
不
思
議
体
験
後
で
、
旅
行
に
同

行
し
た
友
人
が
前
年
の
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー

ン
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
て
い

た
の
で
、
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
食
べ
な

い
で
生
き
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
と
て

も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ジ

ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
の
写
真
を
見
て
、

そ
の
笑
顔
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
5
日
間
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
た
の
は
、
こ
の
と
き
が

最
初
で
最
後
に
な
り
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー

ン
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
の
日

か
ら
お
腹
を
こ
わ
し
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
5
日
間
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
中
、
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ

ん
が
話
し
て
い
る
場
に
い
る
と
、
何
か

愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ
れ
て
、
お

腹
が
減
ら
な
い
の
で
す
。
帰
宅
し
て
も

ハ
ッ
ピ
ー
な
感
じ
で
満
た
さ
れ
て
、
食

べ
る
気
も
起
き
な
い
の
で
す
。
そ
の
と

き
は
水
は
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。
結
局

5
日
間
お
腹
が
減
ら
な
く
て
、
そ
の
後

6
日
目
、
7
日
目
、
8
日
目
も
食
べ
な

く
て
、
8
日
ぶ
り
に
事
務
所
の
事
務
員

さ
ん
に
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご

馳
走
す
る
約
束
を
し
て
い
た
の
で
、
一

緒
に
フ
ル
コ
ー
ス
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ま

し
た
。

実
は
私
は
、
断
食
と
い
う
も
の
を
、

い
ま
だ
か
つ
て
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
い
こ
の
間
、
岐
阜
の
船
戸
ク
リ

● ❻●



ニ
ッ
ク
に
断
食
の
森
美
智
代
先
生
と
一

緒
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
呼
ば
れ
ま
し
た
。

森
美
智
代
先
生
は
甲
田
療
法
で
有
名

な
甲
田
光
雄
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
、

森
美
智
代
先
生
が
少
女
時
代
、
難
病
に

罹
り
、
何
年
も
生
き
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
た
の
で
す
が
、
甲
田
先
生
に
出
会
っ

て
、
甲
田
先
生
の
断
食
も
含
め
た
食
事

療
法
で
難
病
を
克
服
さ
れ
、
現
在
は
大

阪
で
鍼
灸
師
と
し
て
、
食
事
療
法
も
含

め
て
、
人
々
を
救
っ
て
い
ま
す
。
森
先

生
は
「
断
食
の
教
科
書
」
と
い
う
本
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
断
食
の
素
晴
ら

し
い
指
導
者
で
す
。

断
食
と
い
う
の
は
、
普
段
は
食
べ
て

い
る
が
、
断
食
の
期
間
は
食
事
を
減
ら

す
、
も
し
く
は
無
く
す
る
、
そ
の
後
、

日
常
に
戻
す
た
め
に
、
回
復
食
と
い
う

も
の
で
食
事
を
戻
し
て
い
く
、
そ
の
回

復
食
ま
で
を
含
め
た
の
が
、
断
食
な
の

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
食
を
絶
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
物
質
を
食
べ
る

代
わ
り
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
を
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
絶
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
断
食
は
非
日
常
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ー
ナ
食

と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
日
常
な

の
で
す
。
日
常
は
プ
ラ
ー
ナ
、
た
ま
に

誰
か
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
家

族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き

に
、
物
質
と
し
て
の
食
事
を
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
白
人
の
女
性
で
す
が
、
44
年

位
瞑
想
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
23
年
位

不
食
の
方
で
す
。
彼
女
は
瞑
想
マ
ニ
ア

で
し
て
、
い
つ
で
も
瞑
想
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
彼
女
が
瞑
想
を
し
て
い
る

と
い
ろ
い
ろ
面
白
い
こ
と
が
起
き
る
ら

し
い
の
で
す
。
瞑
想
の
仕
方
も
例
え
ば
、

愛
に
つ
い
て
1
年
間
瞑
想
す
る
そ
う
で

す
。「
愛
と
は
何
か
？
」
と
。
愛
と
い
う

の
は
一
言
で
い
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

本
当
に
愛
と
は
何
か
、
を
自
分
の
言
葉

で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
、
自
分
の
体
験

に
基
づ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
、
自

分
が
本
当
に
愛
を
実
感
し
た
の
は
い
つ

で
す
か
、
話
し
出
し
た
ら
、
い
く
ら
で

も
面
白
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
次
男
が
あ
る
と
き「
パ
パ
、
愛

っ
て
何
？
」
と
聞
い
て
き
た
の
で
す
が
、

私
も
そ
の
答
え
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
っ

と
自
分
の
言
う
愛
が
彼
に
と
っ
て
定
義

に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
か
、
と
思
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

※
し
ば
ら
く
原
子
・
素
粒
子
の
世
界
や

粒
子
と
波
動
に
つ
い
て
、
自
然
科
学
の

解
説
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
ル
ド
ル
フ
・

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
た
め

に
開
発
し
た
「
ラ
イ
ア
ー
」
と
い
う
楽

器（
竪
琴
）を
演
奏
す
る
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
ラ
イ

ア
ー
を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
、
あ
る

少
年
が
夜
興
奮
し
て
眠
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
と
き
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は

こ
の
子
の
興
奮
を
鎮
め
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
眠
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と

で
ラ
イ
ア
ー
を
開
発
し
た
そ
う
で
す
。

今
弾
い
た
ラ
イ
ア
ー
は
和
音
主
体
の

ラ
イ
ア
ー
で
、
B
、
A
、
E
、
D
の
4

音
で
出
来
て
い
ま
し
て
、
A
の
音
の
周

波
数
を
4
3
2
ヘ
ル
ツ
に
合
わ
せ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
が
調
和
の
周
波
数
だ
そ

う
で
す
。
音
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
、

音
の
作
用
も
科
学
的
に
解
明
が
始
ま
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
何
か
音
楽

を
聴
く
と
気
分
が
変
わ
る
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
、
脳
波
と
し
て
α
波
が
出
る
音

楽
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
プ
ラ
ー
ナ
の

摂
取
率
を
高
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
な
の
で
す
ね
。
ジ
ャ
ス

ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
の
研
究
で
も
、
脳
波
が

β
波
だ
と
プ
ラ
ー
ナ
の
摂
取
率
が
悪
く
、

α
波
か
ら
ス
ロ
ー
α
波
、
さ
ら
に
θ
波

と
周
波
数
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ

ー
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
取
り
や
す

い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
緊
張
す

る
と
喉
が
渇
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と

口
の
中
は
唾
液
で
潤
っ
て
い
ま
す
。

私
は
弁
護
士
も
や
っ
て
い
る
の
で
、

先
日
証
人
尋
問
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

昔
な
ら
私
も
緊
張
し
て
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
緊
張
す
る
こ
と
が
な
い

の
で
す
。
共
同
で
や
っ
て
い
る
隣
の
弁

護
士
は
水
を
買
っ
て
き
ま
す
、
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

私
も
あ
る
意
味
で
は
子
供
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
子
供
の
よ

う
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
、
自
然

と
プ
ラ
ー
ナ
の
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循

環
し
て
、
満
た
さ
れ
る
感
じ
に
な
り
ま

す
。ジ

ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
が
、
プ
ラ
ー

ナ
で
の
生
活
を
実
践
し
や
す
く
す
る
八

つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ま
と
め
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ー
ナ
で
暮

ら
し
て
い
る
世
界
の
人
た
ち
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
そ
の
共
通
項
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
彼
女
の
瞑
想
の
中
で
、

聖
母
マ
リ
ア
か
ら
い
た
だ
い
た
人
類
へ

の
レ
シ
ピ
と
こ
の
八
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
一
致
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

① 

瞑
想
＝
内
観
：
自
分
の
意
識
を
自
分

の
内
側
に
向
け
る
。
自
分
の
意
識
で
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自
分
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

② 
祈
り
：
時
間
と
空
間
を
越
え
て
作
用

す
る
。
意
識
の
集
中
に
よ
り
、
プ
ラ

ー
ナ
の
摂
取
を
高
め
る
。

③ 

運
動
：
不
食
は
内
臓
の
動
き
も
鈍
く

な
る
の
で
、
体
を
意
識
的
に
使
う
こ

と
に
よ
り
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
の
で
、
プ
ラ
ー

ナ
の
流
れ
も
よ
く
な
る
。

④ 

ラ
イ
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
：
食
事
の
質
と

量
を
軽
く
し
て
い
く
こ
と
。

　

 

私
も
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
に
会
っ

て
か
ら
、
2
年
間
を
か
け
て
不
食
に

な
り
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に
プ
ラ

ー
ナ
摂
取
率
が
1
0
0
%
に
な
り
、

ほ
ぼ
水
を
飲
ま
な
く
て
も
、
大
丈
夫

に
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

自
然
の
中
で
過
ご
す
：
太
陽
の
プ
ラ

ー
ナ
、
地
球
か
ら
の
プ
ラ
ー
ナ
を
摂

取
す
る
＝
歩
く
た
び
に
地
面
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
歩
く
。

⑥ 

マ
イ
ン
ド
マ
ス
タ
リ
ー
：
感
情
に
支

配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
感
情
を
自

分
で
主
体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
。

⑦
奉
仕
＝
愛
の
表
現

⑧
神
聖
な
音
楽
、
祈
り
の
歌

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

夢
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義

　
　
　
　
　
　

大
高　

ゆ
う
こ 

氏

こ
の
論
稿
は
、
2
0
1
7
年
6
月
の

本
部
例
会
終
了
後
、
7
月
某
日
、
都
内

某
所
に
て
行
わ
れ
た
大
高
ゆ
う
こ
と
小

林
敦
の
対
談
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
大
高
ゆ
う
こ
が
、
夢
と
い
う
現

象
に
関
し
、
自
分
を
モ
ル
モ
ッ
ト
に
し

つ
つ
、
い
か
に
ト
ー
タ
ル
で
深
遠
な
研

究
と
臨
床
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
が
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
対
談
の
映
像
は
、
編
集
後

Y
ouT

ube

に
て
一
部
一
般
公
開
予
定

で
す
。

●
夢
は
占
い
の
対
象
で
は
な
い

み
な
さ
ん
は
「
夢
」
と
聞
い
て
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
で
し
ょ
う

か
。「

私
は
夢
を
い
っ
さ
い
見
ま
せ
ん
」「
夢

は
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
目
が
覚

め
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
い
う

方
が
ほ
と
ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中

に
は
、
気
に
な
る
夢
を
見
て
、
そ
の
意

味
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
お
い
で
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い

わ
ゆ
る
神
社
で
お
み
く
じ
を
引
く
感
覚

で
、
夢
辞
典
を
め
く
っ
て
シ
ン
ボ
ル
の

意
味
を
調
べ
る
ぐ
ら
い
が
せ
い
ぜ
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
納
得
が
い
け
ば
よ
い

の
で
す
が
、
た
い
て
い
は
納
得
が
い
か

な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
例
え
ば
、

犬
を
飼
っ
て
い
て
か
わ
い
が
っ
て
い
た

人
と
、
噛
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
犬
を
怖

が
っ
て
い
る
人
が
み
る
犬
の
夢
の
意
味

は
全
く
違
う
か
ら
で
す
。
そ
の
夢
の
意

味
を
読
み
解
け
る
の
は
、
占
い
や
統
計

で
は
な
く
、
そ
の
夢
を
み
た
本
人
だ
け

で
す
。

● 

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
と
の

出
会
い

実
は
私
も
以
前
は
夢
を
全
然
覚
え
て

お
ら
ず
、
興
味
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
十
代
の
頃
、
た
ま
た
ま
夫
と
一
緒
に

あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
グ
ロ
フ
博
士
が

開
発
し
た「
ホ
ロ
ト
ロ
ピ
ッ
ク
・
ブ
レ
ス

ワ
ー
ク
」と
い
う
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル

心
理
学
の
メ
ソ
ッ
ド
の
一
つ
で
、
特
殊

な
呼
吸
法
に
よ
り
、
全
身
の
細
胞
を
活

性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
分
が
抱
え

て
い
る
ト
ラ
ウ
マ
を
解
放
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ

は
本
当
に
衝
撃
的
な
体
験
で
し
た
。
そ

れ
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
ト
ラ
ン
ス
パ

ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
を
日
本
に
初
め
て
持

ち
込
ん
だ
ユ
ー
サ
イ
キ
ア
研
究
所
の
能

登
さ
ん
ご
夫
妻
で
、
そ
の
出
会
い
か
ら

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
自
体
に

興
味
を
持
ち
、
ご
夫
妻
が
な
さ
る
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
入
門
講
座
に
参
加
し
た

の
で
す
。
そ
れ
は
夢
占
い
と
い
っ
た
世

界
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

●
夢
を
伝
統
的
に
活
用
し
て
い
る
部
族

国
際
夢
研
究
協
会
の
創
設
者
パ
ト
リ

シ
ア
・
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
博
士
の
「
夢

学
」（
旧
題
：「
夢
ク
リ
ニ
ッ
ク
」）
と
い

う
本
が
、
そ
の
講
座
で
参
考
書
的
に
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
に
マ
レ
ー

シ
ア
の
セ
ノ
イ
族
と
い
う
部
族
が
出
て

き
ま
す
。
そ
の
部
族
で
は
、
毎
朝
各
家

の
父
親
た
ち
が
族
長
の
と
こ
ろ
に
集
ま

っ
て
、
一
家
の
そ
れ
ぞ
れ
が
見
た
夢
を

シ
ェ
ア
す
る
の
で
す
。

例
え
ば
ト
ラ
に
襲
わ
れ
た
夢
を
見
た

子
供
が
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
ら
、

「
次
に
ト
ラ
が
夢
に
出
て
き
た
ら
戦
え
」

と
い
う
教
え
が
1
0
0
年
以
上
続
い
て

い
て
、
そ
の
部
族
の
中
に
は
争
い
が
な

い
、
精
神
的
疾
患
を
持
つ
人
が
1
0
0

● ❽●



年
以
上
の
間
に
現
れ
た
こ
と
が
な
い
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
た
ぶ
ん
夢
を
シ
ェ
ア

す
る
習
慣
に
基
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
夢
に
そ
ん
な
力
が

あ
る
な
ら
、
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

● 

手
探
り
で
始
め
た
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク

開
発

最
初
は
三
十
人
く
ら
い
い
た
夢
講
座

の
受
講
生
も
、
一
年
の
間
に
私
と
夫
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
座
受

講
の
前
提
条
件
と
し
て
、
毎
日
夢
日
記

を
書
く
と
い
う
の
が
課
題
で
し
た
。
夢

を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
私
も
、
ど
ん
ど

ん
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
と

い
う
の
は
、
大
事
に
す
れ
ば
向
こ
う
か

ら
近
づ
い
て
く
る
」と
い
う
の
が
先
生
の

教
え
で
し
た
。

　

た
だ
、
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
先
生
は
、
溜

ま
っ
た
夢
日
記
を
ど
う
す
る
の
か
聞
い

た
ら
、「
そ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
そ

こ
か
ら
先
は
自
分
で
や
れ
」
と
言
わ
れ

た
の
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
私
た
ち
夫
婦
の
手
探
り
の

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
開
発
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

自
分
な
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク

を
作
り
、
み
た
夢
を
そ
れ
に
当
て
は
め

て
み
て
、「
こ
れ
は
使
え
る
、
使
え
な
い
」

と
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
夫
に

も
シ
ェ
ア
し
て
、
新
し
い
ワ
ー
ク
開
発

を
模
索
し
た
の
で
す
。

●
男
性
性
と
女
性
性
の
バ
ラ
ン
ス

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
当
時
ま
っ
た
く

未
開
拓
の
分
野
で
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

か
ら
、
書
き
溜
め
た
夢
日
記
を
ど
う
す

る
か
、
最
初
に
考
え
た
ワ
ー
ク
は
、
全

部
の
夢
の
中
に
出
て
く
る
男
女
の
比
率

を
グ
ラ
フ
に
す
る
、
自
分
に
対
し
て
好

意
的
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
敵
対
す

る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
よ
う
に

グ
ラ
フ
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

心
理
学
の
中
に
は
前
提
と
し
て
、「
自
分

が
今
現
在
女
性
だ
っ
た
と
し
て
も
、
心

理
的
に
は
男
性
性
の
部
分
も
あ
る
し
女

性
性
の
部
分
も
あ
る
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
始
め
る
当
初
は
、

た
い
て
い
男
性
性
か
女
性
性
の
ど
ち
ら

か
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
三
ヶ
月

ぐ
ら
い
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
夢
に
現
れ

る
男
女
の
比
率
が
五
分
五
分
に
近
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性

と
女
性
性
、
実
際
の
性
別
と
は
関
係
な

い
部
分
で
す
が
、
両
方
の
性
質
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
分
自
身
が
ど

れ
だ
け
認
め
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。そ

こ
ら
辺
は
、
ユ
ン
グ
の
学
派
の
考

え
る
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
元
型
）」
と
言

い
ま
す
。

「
グ
レ
ー
ト
マ
ザ
ー
」
と
い
う
女
性
性

の
元
型
で
言
う
と
、「
慈
し
み
育
て
る
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
面
も
あ
る
一
方
、

「
抱
き
し
め
す
ぎ
て
絞
め
殺
し
て
し
ま

う
」と
い
う
部
分
も
あ
る
の
で
す
。
一
方

男
性
性
に
も
、「
先
端
を
行
く
」「
勇
気

を
持
つ
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
面
と
、「
闘

争
的
」「
傷
つ
け
る
快
感
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
の
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
相

反
す
る
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
無
自

覚
で
い
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
っ
た

り
、
ト
ー
タ
ル
な
自
分
を
生
き
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

ト
ー
タ
ル
な
丸
ご
と
の
自
分
を
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ

男
性
性
、
女
性
性
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
と
し
て
の
自
分
、
親
と
し
て
の
自

分
、
と
い
う
ふ
う
に
「
全
て
の
面
を
持

っ
て
い
て
私
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を

認
め
ら
れ
る
と
、
他
の
人
に
対
し
て
も

そ
う
い
う
ふ
う
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
あ
る
人
の
あ
る
一
面
だ

け
を
見
て
、
そ
れ
が
そ
の
人
の
全
て
だ

と
切
り
捨
て
る
の
は
、
あ
ま
り
平
和
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
に
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。
私
に
は

子
供
が
い
な
い
の
で
余
計
そ
う
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
夫
に
対
し
て

も
飼
っ
て
い
た
犬
や
猫
に
対
し
て
も
、

母
性
の
部
分
を
強
く
出
し
す
ぎ
て
い
た

な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も

よ
い
と
自
分
に
許
し
た
と
き
に
、
家
事

な
ど
に
自
分
ら
し
い
個
性
を
発
揮
す
る

こ
と
を
恐
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
敵
対
心
を
持
っ
て
い
る
夢
の

中
の
登
場
人
物
と
好
意
を
持
っ
て
く
れ

る
登
場
人
物
な
ど
の
比
率
も
50
%
ず
つ
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に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
本
当
は
敵
対

的
な
だ
け
の
人
間
は
い
な
い
し
、
友
好

的
な
だ
け
の
人
間
も
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
世
界
平
和
を
構
築
す
る
に

も
、
自
分
の
中
に
あ
る
敵
対
心
と
受
容

性
の
バ
ラ
ン
ス
を
無
意
識
に
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る

の
だ
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
こ

と
も
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
基
本

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
平
和
」
と
い
う
こ
と
で
つ
い
で

に
申
し
上
げ
る
な
ら
、
自
分
は「
よ
い

人
」だ
け
で
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
残
虐
性

を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
初
め
て
相
手
の

残
虐
性
と
い
う
の
が
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
か
が
わ
か
る
わ
け
で
す
。
あ
く
ま

で
、
自
分
は
よ
い
人
で
、「
何
も
悪
い
こ

と
を
し
た
こ
と
が
な
い
で
す
」と
い
う
ふ

う
に
、
そ
う
で
は
な
い
面
を
見
な
い
で

い
る
限
り
、
上
下
関
係
や
争
い
と
い
う

の
は
起
き
ま
す
。
だ
け
ど
、
自
分
の
中

に
あ
る
残
虐
性
、
孤
独
感
、
執
着
心
は
、

ど
こ
の
国
の
人
に
も
あ
る
と
認
め
た
ら
、

き
っ
と
み
な
が
わ
か
り
合
い
、
繋
が
れ

る
と
思
い
ま
す
。

● 

精
神
分
析
は
精
神
的
な
レ
イ
プ
に
な

り
か
ね
な
い

精
神
分
析
家
と
か
、
い
わ
ゆ
る
臨
床

心
理
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
少
し

勘
違
い
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
こ
と

が
ト
ー
タ
ル
に
わ
か
っ
て
い
な
く
て
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
危

険
性
に
つ
い
て
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
ん
な
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
転
々
と
し
て
、
最
後
に
た
ど

り
着
い
た
の
が
こ
こ
で
す
、
と
い
う
方

が
け
っ
こ
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
精
神
分
析
医
に
か
か
っ
て
、

精
神
的
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
、
と
お
っ
し

ゃ
る
女
性
が
た
い
へ
ん
多
い
の
で
す
。

精
神
分
析
を
受
け
た
帰
り
の
駅
の
ホ
ー

ム
で
自
殺
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

た
い
て
い
、
分
析
を
す
る
側
よ
り
も
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
方
が
人
生
経
験
が
深

い
の
で
す
。
悩
み
が
深
い
か
ら
相
談
に

来
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
分
析

医
の
方
は
そ
う
い
う
認
識
の
も
と
に
、

人
の
心
を
扱
う
の
で
な
い
と
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
場
合
、
夢
が
心

の
い
ち
ば
ん
深
い
と
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん

隠
し
て
お
き
た
い
部
分
か
ら
出
て
く
る

か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
分
析
す
る
側
が
ト

ー
タ
ル
な
自
分
、
見
た
く
な
い
自
分
も

認
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

結
局
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
、
夢

判
断
な
ど
と
違
っ
て
、「
あ
な
た
の
夢
は

こ
う
で
す
よ
」
と
い
う
押
し
付
け
で
は

な
く
て
、「
あ
な
た
の
夢
の
意
味
を
知
っ

て
い
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
で
す
」と
い

う
究
極
的
な
自
由
意
思
を
認
め
て
い
る

点
な
の
で
す
。

● 

夢
に
は
自
分
の
恥
部
も
さ
ら
け
出
さ

れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
私
が
い
ち

ば
ん
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
こ
こ

は
安
全
な
場
で
す
。
こ
こ
で
話
さ
れ
る

あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
心
の
深
い
と
こ
ろ

の
お
話
は
、
誰
も
外
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
安
心
し
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ク
で
は
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
な
ど
を
使
う
の
で
す
が
、
私

は
そ
れ
を
一
切
受
け
取
ら
な
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
夢
を
み
た
本
人
に
全
部

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
タ
レ
ン
ト
な
ど

が
気
軽
に
夢
の
話
を
す
る
の
は
、
危
険

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
の
連
続
講
座
を
や
っ
て
い
る
と
、

参
加
者
は
最
初
の
頃
は
、
自
分
の
深
い

と
こ
ろ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
と
い
う

自
覚
が
な
い
の
で
す
が
、「
自
分
の
恥
ず

べ
き
と
こ
ろ
も
夢
に
現
れ
て
い
る
」と
だ

ん
だ
ん
に
気
づ
き
、
来
な
く
な
る
方
も

い
ま
す
。

あ
と
は
逆
に
、
例
え
ば「
天
使
の
夢

を
見
た
」
と
か
、「
イ
エ
ス
様
と
お
話
し

し
た
」
と
か
、
そ
う
い
う
夢
を
あ
え
て

作
っ
て
、
み
な
さ
ん
に「
す
ご
い
ね
！
」

と
言
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
は
聞
け
ば
分
か

る
の
で
す
、
辻
褄
が
合
い
す
ぎ
て
い
る

か
ら
。
夢
は
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
で

当
た
り
前
な
の
で
す
。
そ
の
わ
け
が
わ

か
ら
な
い
夢
同
士
を
繋
い
で
、
わ
け
が

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
埋
め
て
い
く
作

業
が
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
の
で
す
。

● 

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
と
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク

も
と
も
と
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
り

立
ち
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
の

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
「
ニ
ュ
ー
エ
イ

ジ
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
傷
つ
い
た
兵
士
と
そ
の
家
族
、
ア

メ
リ
カ
の
国
民
全
員
が
そ
う
で
す
け
ど

も
、
そ
の
失
わ
れ
た
誇
り
と
か
傷
つ
い

た
心
を
ど
う
癒
す
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
の
中
に
は
、
ト
ラ

ウ
マ
や
ス
ト
レ
ス（
P
T
S
D
）
な
ど
で

睡
眠
障
害
を
起
こ
し
、
通
常
ノ
ン
レ
ム

睡
眠（
熟
睡
）の
と
き
は
体
が
動
か
な
い

は
ず
で
す
が
、
眠
り
が
浅
く
な
っ
て
、
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夢
を
見
な
が
ら
体
が
動
い
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
、
夢
の
中
で
敵
に
追
い
か
け
ら

れ
て
、
殺
さ
れ
る
前
に
殺
す
の
だ
と
言

っ
て
、
隣
に
寝
て
い
た
奥
さ
ん
の
首
を

絞
め
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事

件
が
本
当
に
あ
り
ま
し
た
。
で
は
そ
れ

を
、
実
際
に
戦
争
に
行
か
な
か
っ
た
分

析
医
が
ど
う
や
っ
て
分
析
し
て
い
く
の

か
。結

局
、
臨
床
デ
ー
タ
が
先
行
し
て
、

理
論
が
後
か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
の
で
、
臨
床
家
が
実
力

を
つ
け
な
い
と
、
な
か
な
か
人
間
の
本

質
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
解
く
動
き
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
特
に
日
本
で
は
、
夢
の
臨
床

家
は
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。

夢
占
い
と
さ
ん
ざ
ん
比
較
さ
れ
て
、

誤
解
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
も
の
と
は
違

う
の
だ
と
、
統
計
で
は
な
い
の
だ
と
話

は
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
夢
の
深

い
意
味
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し

か
す
る
と
自
分
の
隠
し
た
い
秘
密
が
露

わ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
怖
れ

が
邪
魔
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ

こ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
や
は
り
苦
楽

を
共
に
す
る
仲
間
の
存
在
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

● 

い
ち
ば
ん
つ
ら
い
時
期
に
後
進
を
育

て
よ
う
と
し
た
理
由

あ
れ
は
私
が
四
十
歳
前
後
く
ら
い
の

と
き
、
非
常
に
体
調
が
悪
く
て
、
足
の

痛
み
で
1
分
間
も
歩
け
な
い
く
ら
い
で
、

寝
た
り
起
き
た
り
の
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
ん
な
状
態
で
も
、
夢
日
記

を
つ
け
て
い
る
と
、
夢
の
中
の
自
分
は
、

全
く
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
健
康
で
、
ド

リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
ゆ
っ
た
り

と
大
き
な
大
河
の
流
れ
の
よ
う
な
中
に

自
分
が
い
る
こ
と
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
川
の
表
面
は
泡
立
っ

て
い
て
も
、
下
の
方
の
流
れ
は
と
て
も

静
か
で
堂
々
と
し
て
い
て
一
貫
性
が
あ

る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
表
面
の
泡
立
ち

だ
け
見
て
右
往
左
往
す
る
の
で
は
な
く
、

も
う
ち
ょ
っ
と
深
い
と
こ
ろ
の
自
分
を

見
詰
め
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

た
だ
体
調
が
す
ご
く
悪
か
っ
た
の
で
、

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
始
め
た
頃
に
、
普

及
さ
せ
る
の
に
1
0
0
年
か
か
る
と

思
い
ま
し
た
。
フ
ロ
イ
ト
が「
夢
判
断
」

を
表
し
て
、
世
界
に
浸
透
す
る
ま
で

1
0
0
年
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
私
も

1
0
0
年
は
か
か
る
な
と
思
っ
て
。
だ

っ
た
ら
種
ま
き
く
ら
い
は
し
て
お
こ
う
、

種
ま
き
さ
え
し
て
お
け
ば
、
私
に
も
し

も
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
誰
か
に
跡
を

継
い
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
で
選
抜
メ
ン
バ
ー
を
集
め

て
、
無
料
で
夢
の
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講

座
と
い
う
の
を
半
年
か
け
て
や
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
部
伝
授

し
ま
し
た
。
そ
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
中

に
、
今
回
学
会
で
の
講
演
を
一
緒
に
や

っ
た
小
林
さ
ん
も
い
た
の
で
す
。

あ
の
時
期
は
、
バ
シ
ャ
ー
ル
と
か
シ

ャ
ー
リ
ー
・
マ
ク
レ
ー
ン
と
か
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
で
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
出
向
い
て
勉
強
し
た
く
て
も
、
病
気

で
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ

か
ら
自
分
の
夢
を
自
分
で
ワ
ー
ク
し
て

自
己
分
析
し
て
、
自
己
解
放
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
頼
り
に
な
る
の
は
自
分
の

夢
だ
け
。
そ
れ
で
自
分
の
生
き
方
を
決

め
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

今
思
う
と
逆
に
よ
か
っ
た
。
あ
の
時
期

に
中
途
半
端
な
指
導
者
に
取
り
込
ま
れ

て
い
た
ら
、
今
の
私
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

心
理
学
の
世
界
に
も
い
ろ
い
ろ
な
学

派
が
あ
っ
て
、
夢
分
析
と
い
う
の
は
そ

の
時
点
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
夢
学

会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
定
の
学

派
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
学
派
の

考
え
方
の
枠
の
中
で
夢
を
解
釈
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
私
は
あ

え
て
学
派
に
も
入
ら
な
い
と
決
め
て
い

た
の
で
す
。

● 「
心
と
体
と
魂
」
は
そ
う
簡
単
に
統

合
で
き
な
い

よ
く「
心
と
体
と
魂
と
」と
か
言
う
の

で
す
け
ど
、
そ
の
三
者
を
統
合
す
る
と

い
う
こ
と
に
あ
ま
り
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

る
と
、
逆
に
見
え
な
く
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
私
が
好
き
な
言
葉
に「
ア
ウ

フ
ヘ
ー
ベ
ン（
止
揚
）」と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
A
と
い
う
考
え
と
B
と
い
う
考

え
が
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
否
定
し

な
い
で
、
そ
の
二
つ
を
統
合
し
た
一
つ

上
の
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
と
い
う
考

え
方
で
す
が
、
そ
れ
が
よ
い
の
で
は
な
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い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
科
学
と
い
う
概
念
の
中
に
は
、

「
書
斎
科
学
」
と「
野
外
科
学
」
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。「
書
斎
科
学
」
と
い
う

の
は
、
文
献
上
と
か
再
現
性
と
い
う
も

の
を
重
視
す
る
科
学
。「
野
外
科
学
」
と

い
う
の
は
、
継
続
性
が
な
い
、
再
現
性

が
な
い
一
回
限
り
の
現
象
を
扱
う
科
学
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
負
う
べ
き
役
割
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
の

上
で「
ア
ウ
フ
へ
ー
ベ
ン
」
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
は
ず
で
す
。
夢
を
扱
う
場
合
も
、

「
書
斎
科
学
」
と「
野
外
科
学
」
の
両
方

の
立
場
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
今
は
偏

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
、
本
当
に
幸
い
な
こ
と
に
、「
心
」

と
い
う
問
題
で
い
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
パ

ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
と
出
会
っ
て
ド
リ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
や
り
続
け
、「
体
」
に
関
し

て
は
、
有
名
な
先
生
た
ち
に
体
の
整
え

方
を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
。「
魂
」
と
い

う
部
分
で
は
、
最
高
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
師
匠
に
学
べ
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ド
に
亡
命
す
る

と
き
に
、
ご
自
身
の
家
族
を
殺
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
な
の
で
す
が
、
笑
う
と
き

は
太
陽
が
爆
発
し
た
よ
う
に
明
る
い
ん

で
す
。
日
本
人
に
は
真
似
で
き
な
い
。

そ
こ
に
い
ち
ば
ん
心
惹
か
れ
て
、「
こ
ん

な
に
悲
惨
な
経
験
を
し
て
い
る
の
に
、

こ
ん
な
笑
い
方
が
で
き
る
。
そ
ん
な
人

た
ち
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し
て
い
る
哲

学
を
知
り
た
い
」と
思
っ
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
心
も
体
も
魂
も
、
得
ら
れ
る
最

上
・
最
良
の
方
た
ち
か
ら
教
え
を
受
け

て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

●
夢
の
学
び
の
三
段
階

夢
の
学
び
を
深
め
る
に
は
、
苦
楽
を

共
に
す
る
仲
間
が
必
要
だ
と
思
い
、「
ド

リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
」と
い
う
団
体
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
で
実
践
し
て
い
る
夢
の
手

法
と
し
て
は
、
主
に
三
段
階
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
自

己
分
析
、
ト
ー
タ
ル
な
自
分
を
知
っ
て

い
く
こ
と
で
す
。

次
の
段
階
は
、
段
階
と
い
っ
て
も
自

己
分
析
と
並
行
し
て
や
る
の
で
す
が
、

自
分
の
寝
て
い
る
と
き
の
夢
が
叶
え
た

い
夢
と
ど
う
リ
ン
ク
し
て
い
る
か
を
実

感
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
の
段
階
と
し
て
、「
ド
リ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
」
や「
D
I
技
法
」
と
い
う
究
極

の
夢
活
用
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
つ
の
問
題
に
関
し
、
そ
れ
が
個
人
の

問
題
で
あ
れ
、
あ
る
組
織
や
グ
ル
ー
プ

内
の
問
題
で
あ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

が
み
な
で
夢
を
み
て
、
そ
れ
を
分
析
し

て
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
技

法
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
三
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
を

見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

　
（
一
般
社
団
法
人　

ヤ
マ
ト
エ
ビ
ス

　
　

研
究
所
代
表
）

と
き　
　

平
成
29
年
5
月
20
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

大
和
氏
は
昭
和
15
年
生
ま
れ
、
大
阪

府
出
身
。
ア
メ
リ
カ
、
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
世
界
本
部
で
経
営
心
理
学
を
学
ぶ
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
で
成

功
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
な
ど

数
十
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
経
て
実

践
心
理
学
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
日
本
商

工
会
議
所
で
長
年
講
師
を
務
め
。
現
在
、

香
港
の
日
本
食
業
3
社
の
顧
問
を
務
め

る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

大
和
栄
一
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法
」
を
講
演
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

私
は
長
年
、
商
工
会
議
所
で
中
小
企

業
の
皆
様
に
、
い
か
に
事
業
を
成
功
さ

せ
る
か
？ 

に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
通
し
て
動
機
付
け
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

私
自
身
も
長
年
潜
在
意
識
を
活
用
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
在
る
一
線
か
ら
抜
き
ん
出

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
あ
る
成
功
し
て
い
る

人
に
相
談
し
ま
し
た
処
、「
自
分
は
神
社

を
信
心
し
、
良
く
神
社
に
赴
き
、
相
談

し
て
決
め
て
い
る
か
ら
成
功
し
て
い
る
」

と
言
わ
れ
、
そ
う
か
！
！
と
気
が
付
い

て
か
ら
神
社
め
ぐ
り
や
、
神
社
検
定
を

受
け
て
勉
強
を
し
て
実
践
し
た
結
果
、

い
ろ
ん
な
奇
跡
を
体
験
致
し
ま
し
た
。

私
の
得
意
と
す
る
処
の
潜
在
意
識
の

活
用
+
神
社
の
活
用
を
す
る
事
に
よ
り
、
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悩
ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人

達
に
、
ぜ
ひ
学
び
、
体
験
し
、
願
望
実

現
や
、
自
己
実
現
を
し
て
貰
う
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
例
題
と
し
て

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
氏
と
48
歳
の
時
に
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
際
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
さ
せ
て
貰
い

ま
す
。

そ
の
時
の
面
談
し
た
内
容
を
、
経
営

心
理
学
を
使
っ
て
分
析
し
た
り
、
神
へ

の
信
念
等
、
直
接
聞
い
た
事
を
述
べ
さ

せ
て
貰
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
達
成
し
た

人
達
に
直
接
話
を
聞
い
た
共
通
の
考
え

方
は
、
神
や
教
会
と
、
潜
在
意
識
の
開

発
、
又
、
経
営
心
理
学
の
応
用
+
大
宇

宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
法
を
使
い
、

自
分
自
身
の
物
の
考
え
方
や
行
動
を
変

え
て
い
っ
て
い
る
事
で
し
た
。

私
は
学
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

践
心
理
学
を
利
用
し
て
対
応
す
る
事
に

よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
経
営
者
が
実
践

す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
。
そ
の
為
に
は
、

人
は
何
か
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

動
物
で
す
の
で
、
何
処
に
で
も
身
近
に

在
る
、
神
社
を
活
用
す
れ
ば
、
今
迄
と

違
っ
た
考
え
方
や
、
ア
イ
デ
ア
や
、
閃

き
が
沸
い
て
来
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法

を
セ
ミ
ナ
ー
で
皆
様
に
教
え
て
お
り
ま

す
。神

社
は
祈
り
の
場
所
で
、
寺
院
は
自

分
を
省
み
る
場
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
八
万
社
以
上
も
在
る
と
言
わ
れ
る
神

社
で
す
が
、
企
業
の
土
地
や
、
ビ
ル
の

屋
上
に
も
お
社
が
在
り
ま
す
。

何
故
で
し
ょ
う
か
？ 

難
し
い
理
論
や

理
屈
は
要
り
ま
せ
ん
。

占
い
や
、
古
神
道
の
よ
う
に
修
行
す

る
必
要
も
有
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
以
外
に
、
経
営
者
が
悩
み
苦
し
み
か

ら
解
放
さ
れ
、
感
謝
や
従
業
員
の
愛
社

精
神
に
繋
が
っ
て
行
く
の
で
は
無
い
で

し
ょ
う
か
？ 

こ
の
頃
、
本
屋
で
は
神
社

に
関
す
る
本
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
も
今
の
世
の
中
を
表
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
神
社
と
は
皆
を
成
功
さ
せ

て
貰
え
る
処
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
今
も
昔
も
成
功
へ
の
道

は
神
社
に
在
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
神
社
と
は
、
自
分
の
潜
在
意
識

と
繋
が
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
科
学
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
す
れ
ば
す
る

程
、
神
社
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

又
、
神
社
は
、
大
自
然
と
神
様
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
自

分
の
意
志
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
神

様
の
意
思
を
受
け
取
る
事
の
出
来
る
、

パ
ラ
レ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス
（
並
行
宇
宙
）

の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

人
は
、
つ
い
つ
い
知
識
で
ア
レ
コ
レ

考
え
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
感

性
の
部
分
が
最
も
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
で
す
。

少
し
心
理
的
な
部
分
で
、
自
分
と
神

（
宇
宙
意
識
）の
領
域
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
世
界
に
は
、
法
則
A
と
法
則
B
の

2
つ
の
力
が
働
い
て
い
ま
す
。

因
果
の
法
則
を
A
と
し
ま
す
。

我
々
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
、

普
通
は
A
の
法
則
し
か
頭
に
置
い
て
い

ま
せ
ん
。
豊
か
に
な
る
と
い
う
目
的
追

求
も
、
A
の
法
則
に
頼
っ
て
対
策
を
講

じ
る
傾
向
が
有
り
ま
す
。

A
の
世
界
は
、
原
因
・
結
果
の
支
配

す
る
世
界
で
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
よ
う
に
、

こ
こ
を
突
い
た
ら
こ
う
転
が
っ
て
、
玉

は
こ
こ
に
落
ち
る
。
と
い
う
よ
う
に
結

果
の
読
め
る
世
界
で
あ
り
、
飛
躍
と
か

奇
跡
と
か
の
入
る
余
地
は
全
く
有
り
ま

せ
ん
。

私
達
は
A
の
世
界
だ
け
が
、
こ
の
世

界
の
総
て
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、

本
当
は
A
の
世
界
に
重
な
る
よ
う
に
し

て
、
B
の
世
界
が
厳
然
と
存
在
し
て
い

る
の
で
す
。

そ
し
て
人
間
は
、
A
の
世
界
の
支
配

を
受
け
る
と
同
じ
く
、
B
の
法
則
の
支

配
も
受
け
る
の
で
す
。

成
功
も
金
儲
け
も
、
A
の
法
則
だ
け

で
は
巧
く
行
き
ま
せ
ん
。

成
功
し
豊
か
に
な
る
為
に
は
、
ロ
ケ

ッ
ト
で
宇
宙
に
飛
び
出
す
よ
う
な
ジ
ャ

ン
プ
力
が
必
要
で
す
。

思
い
が
け
な
い
人
の
協
力
、
予
想
も

し
な
か
っ
た
幸
福
、
偶
然
の
様
な
出
会

い
、
地
球
の
裏
側
の
天
候
や
、
突
発
す

る
外
国
の
政
変
の
株
価
へ
の
影
響
。
人

間
の
力
や
予
想
を
超
え
た
転
変
を
、
自

分
の
見
方
に
す
る
事
が
出
来
る
か
ど
う

か
？要

は
ツ
キ
を
自
分
の
物
に
出
来
る
か

否
か
。
成
功
す
る
為
に
は
、
こ
う
い
っ
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ラートが聴く人の脳を揺さぶり7.8Hzの脳波が
誘発されるのではないでしょうか。もちろんこ
の歌声は鯨には聞こえないでしょうから、鯨が
近づいてくるのは別のメカニズムを考えなけれ
ばなりません。

図5はKさんの歌唱中の脳波の一部を示して
います。明らかに右脳と左脳と7.8Hzで共鳴の
頻度が多く図の矢印の部分は10秒以上も続い
ていました。こうなるとバンアレン帯のプラズ

マ振動との共鳴が続き場に何らかの影響をもた
らすと考えられます。それによって鯨が引き寄
せられたのではないでしょうか?
　鯨も小鳥も脳波を測るすべはありませんが、
地球上の全ての生命体は7.8Hzのバンアレン
帯のプラズマ振動の下で発生し成長したわけで
すから共鳴する構造を抱えていると考える方が
自然だと思います。

た
側
面
を
見
逃
す
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

ツ
キ
は
法
則
B
の
ル
ー
ル
で
起
こ
る
の

で
す
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
B
の
世
界
が

隣
り
合
わ
せ
に
在
る
事
を
信
じ
ず
、
A

の
法
則
だ
け
で
努
力
し
、
一
生
懸
命
の

努
力
が
空
回
り
し
て
、
自
分
の
不
運
と

力
の
少
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
人
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
人
は
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、

好
ん
で
不
運
を
選
び
ツ
キ
を
追
い
払
っ

て
い
る
様
な
も
の
で
、
援
助
し
て
や
ろ

う
と
の
親
切
を
断
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
孤

立
無
援
で
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

成
功
が
遠
の
く
の
も
当
た
り
前
と
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

B
の
世
界
が
在
る
事
を
認
め
、
積
極

的
に
そ
の
力
を
用
い
る
事
が
成
功（
自

己
実
現
）す
る
為
の
秘
訣
で
有
る
事
は
、

こ
う
い
っ
た
数
々
の
例
か
ら
見
て
も
疑

い
の
な
い
事
と
判
断
出
来
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
実
行
出
来
る
の

か
？ 

そ
う
！
！ 

神
社
を
活
用
す
る
の

で
す
！
！

そ
れ
も
朝
早
く
5
時
～
7
時
頃
に
自

分
の
思
い
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
利
用

す
る
の
で
す
。
3
日
、
3
ケ
月
、
3
年

と
潜
在
意
識
を
活
用
す
る
の
で
す
！
！

貴
方
の
潜
在
意
識
や
宇
宙
意
識
と
、
神

社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
神
の
世
界
と
一
体

と
な
れ
ば
、
運
や
、
ツ
キ
が
廻
っ
て
来

ま
す
。

世
の
中
の
成
功
者
と
言
わ
れ
る
人
は
、

必
ず
こ
れ
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

習
慣
と
い
う
も
の
は
中
々
変
え
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
目
に
見
え
る
神
社
を
活
用
し

て
、
自
分
な
り
に
工
夫
を
し
て
下
さ
い
。

必
ず
自
己
実
現
を
達
成
す
る
事
が
出
来

ま
す
。

最
後
に
、

右
、
神
は
人
の
敬
ひ
に
よ
っ
て
威
を
増

し
、

人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
、
運
を
添
ふ
。

※　

御
成
敗
式
目
、
執
権
北
条
泰
時

　

（
鎌
倉
時
代
）

人
は
神
を
崇
敬
す
れ
ば
、
神
威
は
増

し
て
、
人
は
神
徳
に
よ
っ
て
運
が
開
け

る
。
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
18
名
計
28
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

写真3　小笠原沖でホウェールウォッチング 図5　歌唱中の右脳（上）と左脳（下）の脳波
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図3の閉眼安静状態では初めての脳波測定で
緊張したのか右脳も左脳もβ波が強く次第にリ
ラックスして10Hzのミッドα波が増えてきまし
たがシンクロは観察できませんでした。この状
態を基準にして自動書記を始めます。目を閉じ、
深呼吸を数回繰り返して心の中でマントラを唱
えます。10秒位で右脳と左脳とで7.8Hzの強
い共鳴が起き（図中矢印）、それを境に自動書記
が始まりました。

目を開け、はがき大の用紙を取り出し、筆で
何やら書き出しました（写真2）。その間の脳波
はβ波が極端に減り7.8Hzのスローα波が強く
観察されました。ただ、書いた本人も意味が分
からないらしく、改めて瞑想をしてから記入さ
れた用紙を眺め直し解説し出しました。その間
の脳波もβ波は少なく主に7.8Hzのスローα波
ですが10Hzのミッドα波も含まれていました。
右脳と左脳との同期も殆ど7.8Hzのスローα波
でした。明らかに脳の中では特別な状態が展開
されたと思われます。

鯨を呼ぶオペラ歌手の場合
オペラ歌手のKさんは郊外や森で歌うと野

鳥がたくさん集まってきて一緒に囀るそうで
す。極めつけは小笠原沖のホウェールウォッ
チングで船の舳先で歌い始めると、はるか向
こうからザトウクジラが姿を見せ、次第に触れ
るくらいに近寄ってくると云うのです。しかも
警戒心が強いはずの子連れの母親鯨だったそ
うです（写真3）。

その様子はYouTubeで紹介されていますか
らご覧ください。
https://www.youtube.com/watch?v=mXxXtNF7_KE

Kさんがどんなに大声で歌ったとしても海中
の鯨には聞こえないでしょうから、別の作用力
が働いたものと思います。海中の鯨の脳波を測
るすべはありませんが、脳波的な共鳴がバンア
レン帯を通じて起き、互いに引き寄せられる作
用力が働いたのではないかと思われます。

幸い日立市の御岩神社でKさんが奉納演奏
をすると云うことでPCと2チャンネル脳波測定
装置を持参して同行させていただきました。歌
声の収録と右脳と左脳との脳波共鳴、歌い手と
その歌を聴いている人との脳波共鳴を確かめま
した。

図4はそのときに収録した歌声の一部です。
脳波そのものは周波数が低いので音としては
聞こえませんが、歌声に強弱の変化を与えて
ビブラートの形で現れます。呼吸を整え、声
帯の動きなどは脳からの信号に基づいていま
す。脳波もその信号に影響されていると思われ
ます。図4は右脳と左脳とが7.8Hzのスローα
波で共振共鳴しているときの音声を表していま
す。見て分かるように明らかに音声の強弱変化
も7.8Hzに振幅変調されていました。このビブ

図3　Nさんの右脳（上）と左脳（下）の脳波

図4　音声波形



図2での相関の算出は：
左脳の脳波をx（t）、右脳の脳波をy（t）として
相関係数 Cor1 は 

Cor1=  

 

, 

で求めました。
一方FFTにより左脳と右脳の周波数分析を

行い、±10%での合致度合いをCor2としてリ
アルタイム表示しました。

自動書記の場合
具体例を紹介しましょう。札幌にお住まい

のNさんは自動書記がお得意で書かれた内容
には意識した人の問題解決のヒントがたくさん
含まれていて、事実問題が解決できて評判で
す。そのNさんにお願いして自動書記をしてい
るときの脳波を測らせていただきました。コン
トロールとして閉眼安静状態の脳波を測ります。
写真1はそのときの実験の様子。写真2は自動
書記の結果。図3はNさんの右脳（上段）と左
脳（下段）の脳波結果です。
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図2　脳波の相関分析法

写真2　自動書記の結果

図1　実験に使用したアルファテックⅣ

写真1　実験の様子



脳波の相関分析
脳波を計測すると時々α波と呼ばれるSign 

waveのような形をした綺麗な調和振動波が観
察されます。なぜこのような綺麗な波形にな
るのかは分かっていませんが、周波数が7～
12Hzの中に分布していることからニューラル
ネットワークの循環回路のスケールが想定され
ます。α波の周波数スペクトルから判断すると
単独の神経回路ではなく非常にたくさんの循環
回路が繋がっていると思われます。

大脳は機能局在説が支配的だから場所ごと
に働きが異なります。仮に右脳のα波と左脳

のα波とが周波数と位相とが揃っていれば（コ
ヒーレント）協力し合って働くと思われます。前
頭葉のα波と後頭葉のα波がコヒーレントであ
れば機能は相補的に働くものと思われます。

スピリチュアルパワーを発揮している人の脳
波を測ると右脳と左脳と10Hzでコヒーレントに
なったり7.8Hzでコヒーレントになったりします。
10Hzの場合は五感が鋭く働き意識がはっきり
としているのに対し、7.8Hzの場合は意識が殆
ど働かずに透視とか予知などの五感を超越した
情報をキャッチしているように思われます。
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サイ現象と脳波（３）サイ現象と脳波（３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志賀　一雅　

ができる。一例として、回転方向が同一で、ベ
クトルの向きが逆方向を向く電子（e−）と陽電子

（e+）のspin対を考える（基本構造）。
さらに、これに陽イオン（H+）と陰イオン（OH−）

等が加算し、巴型状のspin対群になる。一般に
は、これらが裏表、前後、左右、など様々な組
合せ（様々な方向の相殺ゼロ）の下で、中和して
いる集団（群）となる（イオン・ボール形成）、と
推定している。なお、以上の説明には電子（イ
オン）やベクトル等を用いたが、実際には、イオ
ンを含む様々な光子群の組合せとして存在する
のであろう。空気成分の電離とエアゾール（埃、
微細塵）によって形成された巴型の大気陰・陽
イオンボール（オーブ）が、スピンによって絞り
込まれて、相殺ゼロが形成され、その上に、ゼ
ロ場（ゼロ点）が出来る、と判断している。ここ
にサイ（気）が加算してオーブ（たまゆら）ができ
る。なお、サイ（気）は、オーラ、プラナ、微細
身素粒子等から構成されており、周波数（波長）
の異なる光子群の集合体である。つまり、「スピ
リット・オーブ」または「たまゆら」は、意識要

素としてのサイ（気）がオーブに加算されたもの
である。

7．意識によるオーブの形成
マクロPKは、意識と体外にある物質との間

に、情報交換のある事を認めている。念力を
生起させようと、意念を集中し、発功した被験
者からはスカラー波、換言すれば、巴型状の

「PSI-spin群」の放出がある。つまり、正と負を
衝突させるとスカラー波になる。縦方向、横方
向などの様々な方向の相殺ゼロの集合を意味す
る。正負の極性が無く（陰､ 陽の拮抗対峙で消
去）、全体として「ゼロ」の粗密波（縦波）となっ
ている事から、直接､ 原子核中の中性子に作用
してエネルギーを得る事になる｛式（1）参照｝。
さらに、このエネルギーを得たPSI-spin群と体
外にあるスピリット・オーブの芽（PSI-spin群）
とが共振して、スピリット・オーブ（たまゆら）
が形成されるのであろう、と判断できる。



によって物質が変化する現象をいう。従って何
らかのエネルギー、力等の作用を伴っている筈
である。これらが存在する事は古くから知られ
ていたが、全体を説明する機構は不明であった。
うえの2、（1）で述べたが、Fowardは、式（1）の
原子核内部のエネルギー変化がPKの原因であ
るとした。筆者らはこの主張を支持し、従うこ
とにした。

5−1）中性子の役割
念の為に、始めに（周知の）説明をする

（Wikipedia等）。物質は分子、分子は原子、原
子は原子核と電子からなり、原子核は陽子と中
性子とから構成されている。陽子は（+）の電荷、
中性子は電荷を持たず､ 電子は（−）の電荷を持
つ。（原子番号）=（陽子の数）=（電子の数）であ
る。また（陽子の数）+（中性子の数）=（質量数）
である。中性子の相互作用は非常に短距離であ
り、不安定で､ 平均寿命は極短く、質量は陽子
の質料とほぼ等しい｡ 水素原子は陽子の数は1
個であるが､ その他の原子は原子番号が示す様
に、陽子の数は多い。陽子同士は相互の電磁気
力によって大きな斥力をうける。これを安定化
させるのは中間子であり、中間子を媒介した核
力が引力として働いていて、これが反発力に打
ち勝って原子核を安定化させている。中間子は
仮想粒子である。

この中間子が陽子と中性子を（キャッチボー
ル状に）やり取りする事で引力が媒介されて、
陽子と中性子を原子核内につなぎ止められる事
になる。つまり陽子と中性子は、中間子を交換
しながら安定な結合を保持している。なお、中
性子は電荷を持っていない事から、入射した物
質の原子核と直接反応することが出来る。これ
が利用できれば、マクロPKの場合の力は、原
子核から得る事が出来ると判断できる。

5−2）スカラー波の発生
不安定性を持つ原子核内の中性子に、直接働

きかけることが出来るのは、生体の皮膚（チャク
ラ､ 経穴）から放出されるスカラー波（SPI-spin
群）であろう。臨床を伴う古来からの伝統的な

東洋医学、ならびに近年の本山博らの測定・実
験（経穴）によると、体内の経絡を流れる気（サ
イ）には、陰経（陰の気）と陽経（陽の気）がある。
気（サイ）放射時にはこの両者が拮抗対峙して
相殺ゼロが形成され、横波が縦波に変化して、
スカラー波（テスラ波）になって放射されるので
あろう。

一例を述べる。チベット仏教の六字眞言を、
声を出して唱える事により、体内を流れるサイ

（気）を制御して、マクロPKを介してオーブを
動的に出現させ、ビデオに記録する。被験者は
特異功能者の佐藤禎花師である。指先脈波（体
内のサイ､ 気の流れ）の測定値をカオス解析し
て（複雑性科学をもちいる）アトラクターを画か
せ、アトラクターの駆動因子（フラクタル次元
D）をもとめた。六字眞言に従ってD値は上下、
下上、に数回変動している。これらの変化の原
因を解析し検討を加えた。結果として、体内の
自律神経の交感神経と副交感神経を拮抗対峙
させて相殺ゼロを造り、これを積み重ねて、ス
カラー波（テスラ波）群を造り、これらを放出す
る。このゼロを離散的に重畳させる事が動的ス
ピリット・オーブの形成･出現に密接に関係する
らしい事が分かった。つまり、このスカラー波
が直接原子核に作用して、（式1）からエネルギー
を得ることになると考えられる。

6．スピリット・オーブの形成
地球を包み込んでいる大気層は、宇宙線の

照射等のために電離していて、上層部は陽（+）、
地表近くの下層部は陰（−）に帯電している。こ
の為に地球は巨大な球形・地球コンデンサー

（約30万V）として存在している。大気成分の
大部分は窒素と酸素であり、他にアルゴン、二
酸化炭素、水蒸気等がある。大気電界や宇宙
線等のために水蒸気は電離していて、H（陽イ
オン）、OH（陰イオン）、電子（−）になっている。
なお水蒸気がないと、オーブ（たまゆら）は極め
て出現しにくくなる。大気イオン群の中にエア
ゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電界や
イオン間の相互作用などにより、大気陽イオン・
ボールと大気陰イオン・ボールの組合せ（一対）
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4．生体の電気・機械振動と「気」の関係
オーブと情報交換を行ない、動的スピリッ

ト・オーブを出現させる（発生して貰う）為には、
環境を含めて十分な準備が必要であろう。筆者
らの実験結果の中から、本稿に関係があると思
われる部分（1988実施）を記述する。念力（マク
ロPK）の際の脳波測定（EEG）とマイクロ・バ
イブレーション（MV）測定を行った。（1）姿勢を
正し､ 呼吸を整え､ 願いと感情をこめてリラッ
クスする事により、前頭葉部の脳波（EEG）をア
ルファー波にする。つぎに、（2）精神と意識を集
中する事により約10～11Hz､ 振幅60～90mV
へと増加させる。すると、筋肉も緩んで約10Hz
のMVを繰り返す様になる。つまりEEGとMV
が共振するので､ 気血の循環とエネルギー代謝
が促進されて、治病や強身に有効に作用するこ
とになる。つぎに、（3）強くイメージするとサイ

（気）現象が生起してくる。この時、脳波（EEG）
はレーザー光のように周波数と振幅が10Hz、
90mVにほぼ揃えられる傾向がある。（4）右側頭
葉はサイ現象の有無､ 左側頭葉はその判断、前
側頭葉は判断と認知を分担している。つまり脳
内では､ 通常のさめた意識の場合とほぼ同一の
内容の情報処理が行われている様子である。な
お、体表面微小振動（MV）とは、温血動物の皮
膚表面が、安静時に7～13Hz、1～5ミクロン
の機械振動を継続している現象をいう。MVは
感情の影響を受け易く、機能的なので、MVと

EEGとは通常は無関係であるが、レム睡眠時又
は無意識時には相互関係を持つようになる（坂
本ら）。また、筆者らは脳波計を用いて（電位法
によって）発功時の大脳と経穴そしてMVを調
べた。（5）経穴と皮膚の電位活動（SPA）は、感
情の影響を強く受け､ 機能的ではあるが、EEG
とほぼ同一の周波数範囲内で、振幅はEEGより
もより大きく、EEGとほぼ同一の周波数範囲内
で振動している。（6）気は蒸留水に吸収され易
いので、気を介して、空気の水蒸気と生体の間
に交流があると思える。また大気中には宇宙線
などによって生成された陰､ 陽のイオン群が存
在しており、これが気の働きに影響を及ぼす。

（7）経穴はそのまわりの皮膚よりも約1/100も電
気抵抗が小さいので、経穴を介して気が出入り
すると考えられる、（8）興味深いのに、シューマ
ン・レゾナンス現象がある。これは､ 上空の電
離層と地球との間の8Hz付近の電気振動の共
振を意味するものであり、生体や気のコントロー
ルに密接に関係している。

5．念力は原子核変化に及ぶ
今から約110年前に設立された超心理学会

（世界で最初、英国、SPR）の主要な研究内容は
PK（念力）とESP（超感覚）であった。ESPは情
報の超知覚現象（テレパシー）であり、PKは意
識による物質変化（念力）である。巨視的な物質
を対象にするマクロPKは、意識の直接の作用

　　　図1　　　　　　　　　　　　　　図2



1．はしがき
マクロPK（念力）は、意識と体外にある物

質との間に、直接の情報交換がある、と主張
している。この現象の存在は古くから知られ
ていたが、その理由や機構は不明であった。
H.Forwardは、不安定性を持つ原子核内の中性
子のエネルギー変化から念力の力を得ていると
推論した。本稿では、検討･考察の結果として、
発功時に皮膚から放出されるPSI-spin群（スカ
ラー波）が、中性子に直接作用してマクロPKの
エネルギーを得ているのであろう、と推察した。

2．気発功時の放出エネルギー（既発表、引用
論文）

はじめに文献を紹介する。（1）マクロPK（念
力）は、対象物を構成している物質の、不安定
性を持つ原子核内の中性子の質量mがエネル
ギーEに変わり、
　　E = mc2 ,　c = 光速度・・・（式1）
このEを介して生じる力を用いて､ 念力として
発生する、とスウェーデン人のH.Forwardは、
米国Duke大学におけるサイコロ投下の実験結
果から推定した（1951）、（例：サイ科学、Vol.1、
No.3、pp22-27､ 関英男先生文献紹介）。（2）生
体からの特異放射（サイ、気､ 核エネルギー）
には中国の実験・報告がある。顧函森らによる
と、気発功時の気功師からは電磁波（1979）、（低
周波赤外線、出力30～65dB）等の放出がある。
また、陸祖蔭らは、気発功時の厳新からは最大
値で120mRの放射線（熱ルミネセンス線量計）

の放射が有り、さらに、放射される外気は核物
質の崩壊エネルギーを変化させる事ができた

（アメリシウム241をネプツニウム237に）、等と
報告している（1988）、（ガンマー線計測）。

3．放射線被曝と「気」と生体（センサー水）の
実験

本節では放射線と気と生体の関係を扱ってい
る。はじめに、スピリットオーブ発生時に、こ
れらはどのような関係を持つか等を知る為の基
礎として、約10年前に行った筆者らの実験結果

（未発表）を提示する。人工外気として、水晶･
無誘導コイル･装置を8Hzで駆動した。放射線
には秋田県の玉川温泉の湯花粉（0.06～0 .08
μSv/h）をもちいた。この結果の一例を図1に
示した。生体の代りにセンサー水を用いる。放
射線被曝水､ 並びに人工外気と放射線を同時
にあたえた被曝水、対象水のそれぞれの恒温槽
内（40度C）における電気伝導率変化を縦軸に､
横軸を経過時間に取って示してある。伝導率変
化の正（+）変化を損傷の修復、負（−）変化を損
傷と見なすことにした。図2はこれらを纏めなお
したものである。対照と比較すると、（1）放射線
被曝によって損傷が生じる（約7%）｡ しかし人
工外気と放射線を同時に与えると修復が進行す
る（約11%）。このとき、実験範囲内では（3）放
射線線量が低いほど､ 修復は大になる傾向があ
る。以上から、放射線と生体と外気の間には密
切な関係のある事が推定される。
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電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.sakura.ne.jp  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 435

2017.9･10

スピリット・オーブ構成要素の検討（２）スピリット・オーブ構成要素の検討（２）
（スカラー波、中性子エネルギー､ 特異放射等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　茂美　



十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
U
F
O
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
で
し
た
ら
是
非
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ス

プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
分
で
は
気
が
付

い
て
い
な
い
の
に
、
思
い
が
け
な
い
超

能
力
を
発
揮
す
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

発
表
は
一
人
20
分
位
で
す
が
、
希
望

者
は
事
務
局
に
内
容
も
含
め
て
、
メ
ー

ル
願
い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
12
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※�

11
月
と
1
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
本
年
度
年
会
費
未
了
の
方
へ

平
成
29
年
度
年
会
費
お
振
り
込
み
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
の
お
振
り

込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
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本
部
例
会
の
お
知
ら
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◎
御
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付
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礼
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関
西
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イ
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学
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研
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ら
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チ
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研
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ら
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Ⅰ
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年
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Ⅱ
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一
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
点
穴
武
術
気
功
」と
は

―
実
践
気
功
と
人
体
の
関
係
―

　
　
　
　

講
師　

葛
村　

和
弘�

氏
�

（
武
術
気
功
家
）

日
時　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
７
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
29
年
12
月
2
日（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6（
6
4
4
3
）0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※ 

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※ 

11
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
、
会
長
の

河
野
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

空
海
さ
ま
と
七
福
神
が
隠
し
て

伝
え
た
世
界
文
明
の
起
源

　
　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎�
氏

日
時　

平
成
30
年
1
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
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分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁�

氏

「
思
考
」
が
な
せ
る
こ
と
は
、
生
命

全
体
で
は
小
さ
な
領
域
で
す
。
か
ら
だ

の
内
外
、
生
命
全
体
で
「
感
じ
る
」
と
、

物
事
を
と
ら
え
る
「
意
識
」
が
変
わ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
頭
を
空
に
し
て
、

余
計
な
知
識
を
そ
ぎ
落
と
し
、
無
邪
気

な
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
33
年

前
に
腎
臓
が
ん
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
が
す
べ
て
の
典
型
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
し
た
の
で
、
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

意
識
の
こ
と
と
は
無
縁
の
世
界
に
い
た

で
し
ょ
う
。

感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
時
、
無
条

件
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
時
も
、
意
識
が

変
わ
る
状
態
と
言
え
ま
す
。
無
邪
気
に

な
る
と
、
サ
イ
は
科
学
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
こ
と
も
よ
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
思
考
を
超

え
る
と
知
識
は
私
た
ち
の
中
に
活
き
る

智
慧
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
考
え
る
、

か
ら
感
じ
る
、
へ
変
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
中
心
に
、
私
な
り
の
サ
イ
を
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
寺
山
心
一
翁
先
生
は
ご
自
身
で
が
ん

を
克
服
さ
れ
、
病
を
癒
す
過
程
で
気
づ

い
た
多
く
の
智
慧
は
、
人
生
に
起
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
す
る
鍵
と
な

り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
自
分
へ

の
気
づ
き
を
深
め
、
心
の
扉
を
開
い
て

い
く
と
、
ハ
ッ
と
す
る
瞬
間
が
訪
れ
て
、

あ
な
た
の
人
生
が
光
り
輝
く
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
寺
山
先
生
の
チ
ェ

ロ
の
奏
で
る
音
色
に
癒
さ
れ
る
必
見
の

ご
講
演
で
も
あ
り
ま
す
。
お
友
達
を
誘

わ
れ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
寺
山
心
一
翁
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
有
）
寺
山
心
一
翁
オ
フ
ィ
ス
代
表
、

「
意
識
の
超
越
理
論
」創
案
者
。

1
9
3
6
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
。
東
芝
で
半
導
体
素
子

の
開
発
等
に
従
事
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
独
立
し
、
多
忙
を
極
め
て

い
た
47
才
で
腎
臓
が
ん
を
患
う
。
病
の



●❸ ●

回
復
過
程
で
意
識
の
変
容
を
体
験
し
、

が
ん
が
そ
の
後
治
癒
。
こ
の
経
験
か
ら

意
識
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
以
来
30
年

以
上
愛
用
の
チ
ェ
ロ
を
片
手
に
国
内
外

で
、
意
識
や
自
然
治
癒
に
関
す
る
講
演
、

愛
と
癒
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
32
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
：
宇
宙
生
命

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

日
時　

平
成
29
年
12
月
3
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

今
回
の
テ
ー
マ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

★
分
科
会
設
立
趣
旨

個
人
の
運
命
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」の
診
断
に
優
れ

た「
西
洋
占
星
学
」の
基
礎
か
ら
、
将
来

は
応
用
ま
で
紹
介
し
、
有
名
人
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
し
た
り
、
星
の
動
き
か

ら
時
代
の
流
れ
の
読
み
方
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。

将
来
的
に
は
才
能
診
断
に
最
適
な
先

進
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
も
紹
介
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
個
人
診
断
、
チ
ャ

ー
ト
の
統
計
的
解
析
も
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
占
星
学
等
で
自
分
の
本
質
を

知
っ
た
上
で
、
宿
命
論
的
な
運
命
学
で

は
な
く
、
P
K
・
E
S
P
の
使
い
方
も

含
め
た「
運
命
創
造
学
」を
皆
さ
ん
か
ら

の
体
験
も
含
め
て
、
構
築
し
て
い
き
ま

す
。セ

ミ
ナ
ー
形
式
で
中
国
占
星
学
や
イ

ン
ド
占
星
学
、
タ
ロ
ッ
ト
等
他
の
占
星

学
の
研
究
者
の
発
表
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

※
毎
回
2
名
の
診
断
希
望
者
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
診
断
し
、
参
加
者
全
員
で
、

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
読
み
方
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。（
出
生
時
刻
と
出
生
地
が
分
か

る
と
ベ
ス
ト
で
す
。）

占
い
の
好
き
な
方
、
自
分
の
真
の
本

質
を
知
り
た
い
方
、
自
分
の
運
命
を
変

え
た
い
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★「
波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅
」

　

西
洋
占
星
学
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が「
オ

ギ
ャ
ー
ッ
」と
生
ま
れ
た
瞬
間
の
、
場
の

オ
ー
ラ
波
動
が
ア
ス
ト
ラ
ル
ボ
デ
ィ（
幽

体
）
に
刻
印
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
波
動
が「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天

宮
図
）」や「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
」に
表
現
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
仕
組
み
の
説
明
や
、
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
診
断
の
基
礎
に
つ
い
て
解
説
し
、

自
分
の
真
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
今
生

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
を
知
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
才
能
発
見
育
成
研
究
所
オ
リ

ジ
ナ
ル
の「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」を
お
渡

し
て
解
説
し
、
Ｐ
Ｋ（
念
動
力
）、
Ｅ
Ｓ

Ｐ（
テ
レ
パ
シ
ー
、
透
視
、
予
知
等
）能

力
の
養
成
も
含
め
て
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
新
た
な
運
命
創

造
の
旅
を
始
め
ま
す
。

�

（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

日
時　

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円



※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅰ

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
28
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
29
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
6
7
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

23
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

49
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
4
4
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
40
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
17
回
の
例
会
・
分

科
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
28
年

4 

月
9
日
（
土
）
沖
田
祐
美
子
「
神
々

の
謎
」

5 

月
14
日
（
土
）
河
野
貴
美
子
「
意
識
、

無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力
を
脳
の
観

点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き
る
か
?
」

6 

月
26
日
（
日
）
エ
ス
パ
ー
・
小
林

「『
運
』が
つ
く
人
、『
霊
』が
憑
く
人
」

7 

月
9
日
（
土
）
不
思
議
体
験
談
、
写

真
映
像
発
表
・
討
論
会

9 

月
10
日
（
土
）
志
賀
一
雅
「
7.8 

Hz
の

ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

10 

月
16
日
（
日
）
創
立
40
周
年
記
念
大

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球

外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人

（
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
）」

12 

月
10
日
（
土
）
藤
枝
伸
二
「
藤
枝
流

健
康
増
進
法
」

平
成
29
年

2 

月
19
日
（
土
）
秋
山
佳
胤
「
私
た
ち

の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、
波
動

的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津　

淳
）

2
0
1
6
年

7 

月
30
日
（
土
）
第
28
回
「
第
10
回
U�

F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12 

月
4
日
（
日
）
第
29
回
「
第
4
回
異

能
科
学
会
議
」

2
0
1
7
年

3 

月
26
日
（
日
）
第
30
回
「
第
9
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
　
　
　
（
世
話
役　

小
林　

信
正
）

2
0
1
6
年

4 

月
24
日
（
日
）
第
4
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

11 

月
20
日
（
日
）
第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

●
分
科
会 

気
づ
き

　
　
　
　
（
世
話
役　

浪
平　

博
人
）

2
0
1
6
年

9
月
24
日（
土
）第
1
回
分
科
会 

気
づ
き

12
月
18
日（
日
）第
2
回
分
科
会 

気
づ
き

2
0
1
7
年

1
月
15
日（
日
）第
3
回
分
科
会 

気
づ
き

3
月
5
日（
日
）第
4
回
分
科
会 

気
づ
き

3 

．
通
常
総
会　

平
成
28
年
6
月
26
日

北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

平
成
28
年
6
月
26
日

北
と
ぴ
あ
第
一
研
修
室
で
開
催

5 

．
本
部
理
事
会
（
第
2
0
0
回
～
第

2
0
5
回
）を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
12
月
、
2
月
と
6
回
開
催
し

た
。

6 

．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
38
巻

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
2
7
号

か
ら
第
4
3
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
29
年
度
本
部
事
業
計
画

・ 

10
月
15
日
（
日
）
に
第
26
回
全
国
大

会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
A 

I

を
乗
り
越
え
る
の
は
? A

I

［
人
工

知
能
］vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」）を
開

催
す
る
。

・ 

定
例
会
を
6
回（
4
、
6
、
7
、
9
、

　

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・ 

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

　

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・ 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
1

回（
11
月
）開
催
す
る
。

・ 

分
科
会 

気
づ
き
を
適
宜
開
催
す
る
。

・ 

本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・ 

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・ 「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

● ❹●



○
活
動
方
針
と
し
て

・  
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・ 

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・ 

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・ 

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・ 

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・ 

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・ 

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
28
年

4
月
9
日　

第
2
0
6
回
研
究
会
総
会

＊ 

平
成
27
年
度
事
業
報
告
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画

＊ 「
血
液
の
浄
化
が
難
病
を
癒
す
。（
自

分
の
潜
在
意
識
の
記
憶
が
病
を
生
む

原
因
で
あ
る
）
―
精
神
の
安
定
、
食

べ
物
の
内
容
と
量
、
適
当
な
運
動
の

恒
常
化
―
」宮
田 

信

6
月
11
日　

第
2
0
7
回
研
究
会

＊ 「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
質
問
し
答
え

を
受
け
取
る
装
置
」佐
佐
木 

康
二

8
月
13
日　

第
2
0
8
回
研
究
会

＊ 「
ハ
イ
ア
ー
セ
ル
フ
が
認
め
る
金
運

ア
ッ
プ
法
」 

佐
佐
木 

康
二

10
月
8
日　

第
2
0
9
回
研
究
会

＊ 「
サ
イ
・
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

真
の
サ
イ
能
力
発
現
実
感
」 

佐
佐
木 

康
二

12
月
10
日　

第
2
1
0
回
研
究
会

＊ 「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
か
ら
み
た
霊
能

と
お
金
の
対
立
」 
佐
佐
木 

康
二

平
成
29
年

2
月
11
日　

第
2
1
1
回
研
究
会

＊ 「
意
識
を
高
次
元
に
保
て
ば
真
の
サ

イ
能
力
が
発
揮
さ
れ
る　

―
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
振
動
」佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
（
福

来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
）、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
（
福
来
心

理
学
研
究
所
と
共
催
）

5 

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6 

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

�

眞
野　

博
英

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
29
年
3
月
25
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
30
年
3
月
24
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
29
年
2
月
26
日（
日
）

「
意
念
と
物
質
の
関
係
に
つ
い
て
」

●❺ ●



講
師　

 

清
田 

益
章（
ス
プ
ー
ン
曲
げ
超

能
力
と「
お
の
り
」）

　
　
　

 
佐
藤 

禎
花（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

健
康
科
学
研
究
所 

代
表
・
日

本
サ
イ
科
学
会 

理
事
）

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

9
月
予
定
。（
内
容
、
詳
細
は
未
定
・

計
画
中
）

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
28
年

9
月
11
日
（
日
）
藤
本
満
正
「
私
の
世

界
」

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画

平
成
29
年

7
月
2
日（
日
）小
林
信
正

橋
本
和
哉

11
月
5
日（
日
）研
究
集
会

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
平
成
28
年

度
事
業
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
次
号
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の

　
　
　
　

講
師　

小�

林��　

敦�

氏

●
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
始
ま
り

2
0
1
2
年
11
月
、
私
は
ち
ょ
っ
と

特
殊
な
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
例

え
ば
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
セ
ラ
ピ
ー
も
一
種
の
誘

導
催
眠
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
過
去
の

記
憶
に
退
行
す
る
の
で
は
な
く
、
意
識

の
次
元
を
徐
々
に
上
げ
て
い
き
、
最
終

的
に
は
守
護
霊
な
ど
の
高
次
元
存
在
と

つ
な
が
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
得
る
、
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
し
た
。
今
考
え
る

と
、
ど
う
や
ら
初
め
か
ら
あ
る
種
の
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
を
目
指
す
セ
ラ
ピ
ー
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

私
は
最
終
的
に
、
ふ
と
気
が
つ
く
と

宇
宙
船
の
よ
う
な
も
の
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
丸
い
窓
の
向
こ
う
に
地
球
が
見

え
て
い
ま
し
た
。
横
を
見
る
と
、
ワ
タ

リ
ガ
ニ
の
よ
う
な
輪
郭
に
ア
ー
モ
ン
ド

型
の
巨
大
な
目
、
口
は
猛
禽
類
の
嘴
の

よ
う
な
宇
宙
人
が
い
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
は
そ
の
宇
宙
人
の
方
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
そ
う
で
し
ょ
う
、
見
知

ら
ぬ
地
球
人
が
突
然
自
分
の
宇
宙
船
の

中
に
現
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
こ
か
ら
会
話
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
宇
宙
人
は
「
ラ
ム
ジ
ー
」

と
名
乗
り
、
プ
レ
ア
デ
ス
の
星
か
ら
、

地
球
監
視
役
と
し
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ど
う
や
ら
地
球
人
は
今
、

非
常
に
際
ど
い
状
態
に
あ
る
よ
う
な
の

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
四
日
後
、
朝
目
が
覚
め
た

瞬
間
に
、
突
然
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の
声
が

聴
こ
え
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
、

三
年
間
に
わ
た
る
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
と
、
私
は
や

は
り
プ
レ
ア
デ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地

球
先
遣
隊
の
一
員
で
あ
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
一
向
に
報
告
が
上
が
っ
て
こ
な

い
の
で
、
そ
れ
も
含
め
て
地
球（
人
類
）

の
現
状
を
調
査
に
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
こ
か
ら
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
あ

る
種
の「
啓
蒙
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

● 
人
間
の
葛
藤
の
堆
積
が
人
類
を
窮
地

に
陥
れ
て
い
る

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
曰
く
。

「
今
準
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
意
識
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
で
す
。

今
、
あ
な
た
た
ち
の
世
界
で
は
、
無

意
識
が
優
位
に
立
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
た
ち
は
、
無
意
識
に
動
か
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
無
意
識
に
あ
る
も
の
を
意

識
に
昇
ら
せ
、
意
識
を
優
位
に
立
た
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
葛
藤
が
ど
ん
ど
ん
昇
華
さ
れ
て
い

く
の
で
す
。

無
意
識
と
い
う
も
の
が
す
べ
て
意
識

の
領
域
に
変
換
さ
れ
、
葛
藤
と
い
う
も

の
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
状
態
を
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
問
い
を
投
げ

か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
答
え
は
、
個
で

あ
る
と
同
時
に
全
体
で
す
。
個
人
的
な

問
い
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
と
同
時
に

普
遍
的
な
問
題
の
答
え
で
も
あ
り
ま

す
。」よ

く
「
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
す
が
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の

言
う
「
意
識
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」

も
、
人
間
の
意
識
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
次

の
状
態
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
人
類
は
今
ま
さ
に
そ

う
し
た
移
行
期
に
入
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

私
は
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
に
、
究
極
の
質

問
と
も
思
え
る
も
の
を
投
げ
か
け
て
み

● ❻●



ま
し
た
。

「
人
間
は
な
ぜ
、
戦
争
を
起
こ
し
て
互

い
に
殺
し
合
い
、
支
配
と
被
支
配
（
社

会
格
差
）
の
構
図
を
作
り
、
地
球
に
対

し
て
も
破
壊
的
な
振
る
舞
い
を
繰
り
返

し
て
い
る
の
で
す
か
?
」

そ
れ
に
対
す
る
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
の
答

え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

「
あ
な
た
た
ち
の
中
に
、
大
き
な
葛
藤

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
葛
藤
は
、
あ
な
た
た
ち
の
意
識

の
進
化
と
と
も
に
増
え
て
い
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
通
常
は
、
大
き
な

葛
藤
が
生
じ
た
ら
、
そ
れ
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
意
識
は
次
の
段
階
に
進

化
し
ま
す
が
、
あ
な
た
た
ち
は
葛
藤
の

統
合
を
す
っ
か
り
棚
上
げ
に
し
て
し
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ら
の
葛
藤

は
、
古
い
も
の
の
上
に
新
し
い
も
の
が

積
み
重
な
る
と
い
う
か
た
ち
で
溜
め
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
宿
題
を
溜

め
た
ま
ま
進
級
し
よ
う
と
す
る
と
、
ひ

ず
み
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
ひ
ず
み
は
今
、

非
常
に
危
険
な
状
態
に
ま
で
き
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
ま
で
発
展
し

か
ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
た
ち
が
今
ま
で
積
み
重
ね
て

き
て
し
ま
っ
た
人
類
共
通
の
葛
藤
の
見

取
り
図
を
作
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

そ
れ
は
い
わ
ば
葛
藤
の
履
歴
書
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
た
ど
っ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
あ
な
た
た
ち
が
最
初
に
抱
い

た
そ
も
そ
も
の
葛
藤
、
い
わ
ば
人
類
最

古
の
葛
藤
の
原
点
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ

れ
を
統
合
で
き
る
な
ら
、
宿
題
は
一
挙

に
片
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

な
ら
ば
ご
一
緒
に
、
人
類
最
古
の
葛

藤
の
原
点
に
ま
で
遡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も「
葛
藤
」と
は
何
で
し
ょ
う
?

選
択
肢
A
と
B
の
間
で
揺
れ
動
き
、

結
論
が
出
な
い
状
態
と
言
っ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
と
き
の
選
択
肢
A

と
B
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
ま
っ
た

く
正
反
対
の
概
念
で
す
。
ハ
ム
レ
ッ
ト

が「
生
き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
」
と

悩
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
選
択
肢
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
あ

る
い
は
見
せ
か
け
の
A
と
B
の
間
で
発

生
す
る
葛
藤
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
の
正
体
の
は
っ
き
り
し
な
い
葛

藤
の
方
が
や
っ
か
い
で
す
。
本
人
は
、

自
分
が
葛
藤
の
最
中
に
い
る
こ
と
さ
え

気
づ
い
て
い
な
い
の
で
す
。

例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
実
話

で
す
。

一
人
の
女
性
が
、
あ
る
心
理
療
法
を

受
け
る
た
め
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
も
と
を

訪
れ
ま
す
。
や
が
て
彼
女
は
、
知
的
で

優
し
い
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
し
か
も
綺
麗
な

ブ
ル
ー
の
瞳
）
に
好
意
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
彼
女
は
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
誕
生
日
に
綺
麗
な
ブ
ル
ー
の
ネ
ク

タ
イ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
は
、
あ
な
た
の
瞳
の

色
と
同
じ
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ

リ
だ
と
思
っ
て
選
び
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
、
そ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
目

は
茶
色
だ
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
セ
ラ

ピ
ス
ト
は
、
鏡
を
持
っ
て
き
て
彼
女
の

目
の
前
に
差
し
出
し
て
言
い
ま
す
。

「
さ
あ
、
よ
く
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

綺
麗
な
ブ
ル
ー
の
目
な
の
は
、
あ
な
た

で
す
よ
」

さ
て
、
こ
の
青
い
瞳
の
女
性
に
何
が

起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
?

彼
女
は
、
人
に
自
慢
し
て
い
い
よ
う

な
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
さ
え
、
自
分

に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
青
い
瞳
の
人
を
見
る
た
び
、
彼

女
は
そ
の
人
を
羨
望
の
眼
差
し
で
見
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
青
い
瞳
に
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
、
鏡
に
映
っ
た

自
分
の
姿
さ
え
か
す
ん
だ
り
歪
ん
だ
り

し
て
見
え
ま
す
。
一
種
の
自
己
不
信
感

も
加
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
何
事
に

も
引
っ
込
み
思
案
で
、
人
生
に
前
向
き

に
な
れ
な
い
と
い
っ
た
事
態
に
も
発
展

し
、
そ
う
し
た
症
状
が
嵩
じ
る
と
、
し

ま
い
に
は
人
の
視
線
が
自
分
に
突
き
刺

さ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
り
、
誰
か

が
自
分
の
そ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側

面
を
噂
し
、
非
難
し
た
り
見
下
し
た
り

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

●
影
の
投
影

心
理
学
や
精
神
分
析
の
伝
統
の
中
で
、

異
口
同
音
に
語
ら
れ
て
い
る
人
間
の
心

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
、
人
間
の
自
我
は

●❼ ●



大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は「
仮
面（
ペ

ル
ソ
ナ
）」
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、
こ
れ

は
地
球
で
言
う
と
、
太
陽
の
光
が
当
た

っ
た「
昼
」の
部
分
で
す
。
も
う
ひ
と
つ

は「
影（
シ
ャ
ド
ー
）」で
、
ま
さ
に
地
球

の
裏
側
、
太
陽
の
影
に
な
っ
た「
夜
」の

部
分
で
す
。

「
仮
面
」
は
、
普
段
他
人
に
見
せ
て
い

る
自
分
、
そ
れ
が
自
分
の
す
べ
て
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
自
分
、
そ
の
よ
う
に

人
か
ら
見
ら
れ
て
い
れ
ば
都
合
が
い
い

と
思
い
込
ん
で
い
る
自
分
、
常
識
や
社

会
通
念
に
合
致
し
て
い
る
自
分
で
す
。

一
方「
影
」は
、
仮
面
と
は
真
逆
の
概
念

で
、
仮
面
と
対
立
関
係
に
あ
る
自
分
、

自
分
に
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
性

格
・
感
情
・
欲
望
、
し
ば
し
ば
非
常
識

で
不
道
徳
な
自
分
の
側
面
を
表
し
ま

す
。
ま
さ
に
自
分
の「
夜
」の
部
分
で
す
。

「
仮
面
」
の
対
立
概
念
で
あ
る
「
影
」

も
、
確
か
に
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
し

っ
か
り
本
人
に
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
何
の
問
題
も
起
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
人
間
は
、
常
識
や
社
会
通
念
に
合
致

し
て
い
る
自
分
が
自
分
の
す
べ
て
で
あ

る
と
思
っ
た
方
が
都
合
が
い
い
わ
け
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
社
会
的
な
都

合
と
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
「
影
」
の

部
分
は
、
徐
々
に
自
分
の
一
部
と
は
認

識
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
人
は
自
分
の
影
を
自
分
か
ら
（
便

宜
上
）
切
り
離
し
て
し
ま
い
、
外
部
の

何
か
（
人
あ
る
い
は
出
来
事
な
ど
）
に

投
影
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
い
瞳
の
女
性
の
例
で
言
え
ば
、
な

ぜ
自
分
の
瞳
が
青
で
な
い
と
信
じ
た
方

が
都
合
が
い
い
と
思
っ
た
か
は
と
も
か

く
（
見
た
目
で
人
を
判
断
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
す
り
込
み
が
あ
っ
た
?
）、

そ
う
し
た
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

が
自
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め

ら
れ
ず
、
そ
れ
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
い
う

自
分
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在
に
映
し

出
し
て
見
て
い
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
が「
影
の
投
影
」
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
す
。
自
分
の
影
を
ど
れ
だ
け
外

部
に
投
影
し
よ
う
が
、
そ
の
影
が
消
え

て
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
人
は
自
分
の
影
が
自
分
め
が
け

て
襲
い
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
始

め
、
そ
れ
が
具
体
的
な
症
状
と
な
っ
て

現
れ
ま
す
。
具
体
的
な
投
影
対
象
を
持

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
な
り
事
象

な
り
が
、
本
当
に
自
分
に
強
迫
的
な
働

き
か
け
を
し
て
く
る
と
い
う
妄
想
に
陥

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
じ
っ
さ
い
、
他

人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
動
に
過
剰
反
応

す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
投
影
対
象
を

持
た
な
い
投
影
の
場
合
は
、
漠
然
と
し

た
幻
覚
・
幻
聴
な
ど
に
襲
わ
れ
る
と
い

っ
た
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
ま
す
。

い
っ
た
ん
症
状
が
出
る
と
、
人
は
そ

の
症
状
が
消
え
て
ほ
し
い
と
願
う
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
症
状
に
し
が
み
つ
く
と
い

っ
た
現
象
が
現
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
本

人
は
、
外
部
に
投
影
し
た
影
が
、
も
と

も
と
は
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
め
た
く
な
い
わ
け
で
、
症
状
が

出
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
外
部
か
ら
の

働
き
か
け
だ
か
ら
で
あ
り
、
影
が
自
分

の
一
部
で
は
な
い
と
い
う
偽
装
工
作
を

正
当
化
し
て
く
れ
る
証
し
と
な
る
か
ら

で
す
。
つ
ま
り
、
投
影
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
も
っ
と
投
影
し
た
く
な
る
の
で
す
。

自
分
の
身
近
に
適
当
な
投
影
対
象
が
見

つ
か
ら
な
い
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
必

死
で
探
し
回
る
、
と
い
っ
た
こ
と
さ
え

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

事
態
は
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

も
っ
と
深
刻
な
事
態
が
発
生
し
ま
す
。

「
相
互
投
影
」と
い
う
現
象
で
す
。

例
え
ば
青
い
瞳
の
女
性
の
場
合
、「
誰

か
が
私
を
見
下
し
、
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
」

と
い
う
投
影
を
外
部
に
仕
掛
け
て
い
る

と
し
ま
す
。
こ
う
い
う
人
が
、「
誰
か
が

私
に
説
教
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
影
の
投
影
を
外
部
に
仕
掛
け
て
い
る

人
物
と
出
会
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
い
つ
も
自
信
が
な
く
お
ど
お
ど
し

て
い
る
青
い
瞳
の
女
性
を
つ
か
ま
え
て
、

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
正
真
正
銘
の
説
教
が

始
ま
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。「
そ
ん
な

調
子
だ
か
ら
、
あ
な
た
は
ダ
メ
な
の
よ
」

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

こ
こ
で
、
不
幸
な
心
の
需
要
と
供
給

の
関
係
が
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。
青

い
瞳
の
女
性
の
方
は
、「
や
っ
ぱ
り
、
こ

こ
に
も
私
を
見
下
し
、
あ
ざ
笑
う
人
が

い
る
で
は
な
い
か
」と
い
う
具
合
に
、
自

分
の
影
の
投
影
を
正
当
化
す
る
証
拠
を

相
手
に
見
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
て
、
新
た
な
投
影
対
象
を
見
出
す

こ
と
で
、
こ
の
女
性
の
影
の
投
影
は
さ

ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の「
影
の
投
影
」は
、
誰
の
身
に
も

日
常
的
に
起
こ
り
得
ま
す
。
恋
人
、
夫

婦
、
親
子
、
兄
弟
な
ど
、
親
し
い
間
柄

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
相
互
投
影
し
や

す
い
と
い
う
傾
向
も
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
影
の
投

影
は
、
誰
か
が
自
分
を
攻
撃
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
自
分
の
首
を
絞

め
て「
苦
し
い
、
誰
か
助
け
て
!
」と
言

っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ

れ
に
気
づ
き
さ
え
す
れ
ば
、
人
は
そ
の

手
を
離
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
瞬
間
に
痛

み（
症
状
）は
消
え
ま
す
。
自
分
の
目
は

青
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
女
性
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が
、
鏡
を
見
せ
ら
れ
た
瞬
間
で
す
。
い

わ
ゆ
る「
魔
女
狩
り
」だ
と
か
、
ナ
チ
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
だ
と
か
、
白
人
至

上
主
義
者
に
よ
る
黒
人
へ
の
攻
撃
と
い

っ
た
社
会
現
象
は
、
こ
の「
影
の
投
影
」

が
集
団
的
に
起
こ
っ
た
例
と
し
て
説
明

で
き
る
で
し
ょ
う
。

● 

人
間
の
魂
が
肉
体
に
宿
っ
た
瞬
間
に

起
き
た
こ
と

問
題
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
い
よ
い
よ
、

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
に
遡
り
ま

す
。
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た

こ
と
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
衝
撃
的
で

人
類
全
体
の
深
層
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、

「
人
類
は
、
誰
一
人
例
外
な
く
そ
の
魂
が

宇
宙
か
ら
地
球
に
や
っ
て
き
て
い
る
」と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魂
に
よ
っ
て
個
別
性
は
あ
る
も

の
の
、
総
じ
て
言
う
と「
壮
大
な
生
命

の
実
験
」だ
そ
う
で
す
。

宇
宙
を
起
源
と
す
る
魂
が
、
あ
る
と

き
地
球
に
集
ま
り
「
地
球
ツ
ア
ー
」
を

始
め
ま
す
。
魂
た
ち
は
地
球
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
循
環
に
乗
り
、
期
限
付
き
の
肉
体

に
宿
り
ま
し
た
。
肉
体
の
期
限
は
、
魂

の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
短
す
ぎ
る

た
め
、
魂
た
ち
は
地
球
で
転
生
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
そ
う
し
た
転
生

の
理
由
、
地
球
ツ
ア
ー
の
目
的
を
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
す
。
人
間
に
何
が
起

こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

人
間
は
生
ま
れ
落
ち
た（
魂
が
肉
体

に
宿
っ
た
）瞬
間
か
ら
、
激
し
い
五
感
の

洗
礼
を
浴
び
ま
す
。
地
球
は
美
し
い
星

で
す
が
、
同
時
に
天
敵（
捕
食
者
）に
襲

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
過
酷
な
サ
バ
イ

バ
ル
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
五
感
は

地
球
の
美
し
さ
を
存
分
に
味
わ
う
道
具

で
あ
る
と
同
時
に
、
生
き
抜
く
た
め
の

重
要
な
道
具
と
も
な
り
ま
し
た
。
人
間

は
す
っ
か
り
五
感
に
よ
る
認
知
に
偏
重

し
て
い
き
、
五
感
は
ま
す
ま
す
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
人

間
の
認
知
機
能
は
五
感
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
六
感
、
第
七
感
、

第
八
感
・
・
・
。
五
感
と
は
別
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
五
感
を
包
括
し
統
合
す

る
位
置
づ
け
に
あ
る
そ
う
し
た
上
位
の

感
覚
、
い
わ
ば「
宇
宙
感
覚
」「
多
次
元

感
覚
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
認
知
機
能
は
、

無
意
識
の
中
に
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
あ
る
の
に
な
い
」

こ
と
に
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
抑
圧
し
て
も
、

そ
れ
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
抑
圧
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

そ
れ
は
強
迫
的
な
か
た
ち
で
、
私
た
ち

に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

五
感
を
超
え
る
認
知
機
能
に
対
す
る

「
集
団
的
な
影
の
投
影
」
が
起
き
た
の
で

す
。
こ
の
投
影
の
症
状
は
こ
ん
な
感
じ

で
し
ょ
う
か
。

「
誰
か
が
霊
的
な
（
目
に
見
え
な
い
）

パ
ワ
ー
で
私
た
ち
を
支
配
す
る
。
私
た

ち
は
そ
れ
に
抵
抗
で
き
な
い
。」

投
影
が
起
き
て
い
る
以
上
、
投
影
対

象
が
激
し
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
対
象
と

し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
あ
る
種
の
権
力

者
・
支
配
者
で
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た

ち
の
代
わ
り
に
こ
の
世
を
救
済
し
て
く

れ
そ
う
な
人
物
、
神
の
化
身
・
代
理
人

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
人
物
で
す
。

こ
う
し
た
投
影
対
象
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
描
く
な
ら
、
こ
ん
な
感
じ
で
し
ょ

う
か
。

○
凡
人
に
は
な
い
特
別
な
力
を
持
つ
。

○ 

カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
、
常
識
で
は
で

き
そ
う
も
な
い
こ
と
を
軽
々
と
成
し

遂
げ
て
し
ま
う
。

○ 

強
大
な
権
力
、
財
力
、
能
力
な
ど
を

持
つ
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
王
族
、
政
治
家
、

軍
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
芸
能
人
、
学

者
、
霊
能
者
、
預
言
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

成
功
者
と
い
っ
た
人
た
ち
が
投
影
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
人
間
で

は
な
い
超
越
的
存
在
が
投
影
対
象
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

悪
魔
や
怪
物
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
実

は
、
神
と
悪
魔
は
起
源
が
同
じ
な
の
で

す
。
神
は
「
昼
」
を
代
表
し
、
悪
魔
は

「
夜
」
を
代
表
す
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け

の
違
い
で
す
。

権
力
者
・
支
配
者
が
強
力
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
民
衆
は
霊
的
な
パ
ワ
ー
を

激
し
く
彼
ら
に
投
影
し
、「
支
配
―
被

支
配
」の
構
図
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
投
影
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
も
っ
と
投
影
し
た
く

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
私
た
ち
は
も
と
も

と
自
分
の
一
部
だ
っ
た
も
の
を
羨
望
の

眼
差
し
で
見
詰
め
、
崇
め
奉
り
、
媚
び

へ
つ
ら
い
、
か
し
づ
き
、
と
き
に
横
暴

だ
と
文
句
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

権
力
者
・
支
配
者
は
ま
す
ま
す
エ
ゴ

を
増
大
さ
せ
、
格
差
の
溝
は
ま
す
ま
す

広
が
り
、
民
衆
は
ど
ん
ど
ん
自
ら
を「
家

畜
」
に
貶
め
て
い
き
ま
す
。
戦
争
を
起

こ
し
、
貧
困
を
生
み
、
地
球
環
境
を
破

壊
し
て
い
る
の
は
、
ご
く
一
部
の
特
権

階
級
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
階
級
制
そ

の
も
の
を
助
長
し
、
そ
れ
に
パ
ワ
ー
を

与
え
て
い
る
の
は
私
た
ち
一
般
大
衆
な

の
で
す
。

も
う
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
で
す
。
お
そ
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ら
く
こ
の
状
況
は
、
文
明
の
曙
以
来
続

い
て
い
ま
す
。

●
集
団
投
影
へ
の
対
処

こ
れ
が
集
団
的
な
影
の
投
影
で
あ
る

限
り
、
そ
の
症
状
へ
の
処
方
は
単
純
で

す
。
権
力
者
や
支
配
者
に
投
影
し
て
し

ま
っ
て
い
る
強
力
な
霊
的
パ
ワ
ー
は
、

本
来
自
分
た
ち
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
い
い
だ

け
の
話
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
で
自

分
の
首
を
絞
め
、「
苦
し
い
」
と
嘆
き
、

そ
う
し
た
捻
じ
曲
が
っ
た
意
識
状
態
が

現
状
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

け
ば
い
い
の
で
す
。
こ
れ
が
「
意
識
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
」
の
第
一
段
階
で

も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
「
霊
的
な
パ

ワ
ー
」と
は
、
必
ず
し
も「
超
能
力
」な

ど
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
パ
ワ
ー
を
個
人
が

発
揮
す
る
か
し
な
い
か
が
問
題
な
の
で

は
な
く
、
投
影
し
て
し
ま
っ
た
影
を
再

び
自
分
に
統
合
で
き
る
か
ど
う
か
が
問

題
な
の
で
す
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
霊

的
な
パ
ワ
ー
と
は
、
物
理
的
・
社
会
的

な
パ
ワ
ー
（
身
体
能
力
や
財
力
、
権
力

な
ど
）
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
対

立
す
る
二
つ
の
も
の
を
統
合
す
る
力
な

の
で
す
。

「
あ
な
た
た
ち
の
信
仰
心
は
、
魂
の
故

郷
に
対
す
る
望
郷
の
念
な
の
で
す
。
つ

ま
り
、
あ
な
た
た
ち
の
信
仰
の
対
象
は
、

常
に
自
分
の
魂
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
宗
教
的
偶
像
と
は
、
あ
な
た

た
ち
自
身
で
す
。」（
ラ
ム
ジ
ー
）

ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
と
と
も
に
、
今
私
が

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
し
て
い
る
宇
宙
存
在
の

一
人（
三
つ
の
巨
大
な
目
を
持
つ
女
神
）

サ
ラ
さ
ん
は
、
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

『
対
象
と
の
究
極
の
関
係
性
と
は「
ア

イ
」な
の
で
す
。「（
ア
）合
図
」と「（
イ
）

息
吹
」、
つ
ま
り
三
次
元
の
生
命
体
で
あ

る
あ
な
た
た
ち
の
中
に
、
創
造
主
の
意

図
が
現
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。（
中

略
）あ

な
た
た
ち
と
地
球
と
の
相
互
作
用

の
結
果
は
、
随
時
報
告
さ
れ
記
録
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
な
た
た
ち

は
、
相
互
作
用
の
対
象
か
ら
自
ら
を
分

離
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
報

告
相
手
で
あ
る
宇
宙
意
識
か
ら
も
分
離

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。』

最
後
に
、
ラ
ム
ジ
ー
さ
ん
か
ら
皆
様

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
あ
な
た
た
ち
を
見
て
い

ま
す
。

地
球
は
、
美
し
い
星
で
す
。

あ
な
た
た
ち
の
魂
は
、
地
球
を
選
ん
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

地
球
の
美
し
さ
を
も
っ
と
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

地
球
は
、
あ
な
た
た
ち
の
肉
体
で
す
。

あ
な
た
た
ち
の
魂
は
宇
宙
に
あ
っ
て
、

地
球
を
管
理
し
て
い
る
の
で
す
。

あ
な
た
た
ち
は
、
い
つ
で
も
私
た
ち
と

繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
友
だ
ち
で
す
。」

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

夢
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義（
続
き
）

　
　
　
　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

● 

悪
夢
と
は
自
分
の
根
源
か
ら
や
っ
て

く
る
恩
恵

確
か
に
人
は
、
夢
日
記
を
つ
け
な
く

て
も
、
自
己
分
析
を
し
な
く
て
も
、
特

に
日
々
大
き
な
革
命
を
起
こ
さ
な
く
て

も
、
そ
こ
そ
こ
生
き
て
い
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
済
ま
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰
の
人
生

に
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、「
な
か
っ
た

こ
と
に
す
る
」
自
由
も
人
間
に
は
あ
る

わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
そ
う
い
う
と
き

は
悪
夢
が
出
て
来
ま
す
。
で
も
悪
夢
が

恩
恵
な
の
で
す
。
夢
を
作
り
出
し
て
い

る
源
と
い
う
の
は
、「
平
凡
な
夢
と
か
、

気
分
の
よ
い
夢
で
は
、
こ
い
つ
は
変
わ

ら
な
い
な
」
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
い

る
の
で
す
。
だ
か
ら
「
気
持
ち
の
悪
い

夢
と
か
強
烈
な
夢
と
か
、
い
わ
ゆ
る
悪

夢
だ
っ
た
ら
、
こ
の
人
は
覚
え
て
い
て

く
れ
て
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
い
気
持
ち

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
。
そ
こ
が
夢
を
作

り
出
し
て
い
る
源
の
狙
い
で
あ
り
、
優

し
さ
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
悪
夢
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
緊
急
度
が
高
い
重
要
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
悪
夢
を
黙
殺
し
よ
う
と
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
手
を
変
え
品
を
変

え
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
の
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
人
間
の
「
そ
の
人
を
そ
の
人
た

ら
し
め
て
い
る
根
源
」
は
、
そ
の
人
に

重
要
な
こ
と
を
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
、

そ
の
人
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
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● 「
自
分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き

合
う
べ
し
」

あ
る
三
十
代
の
女
性
で
す
が
、
黒
い

影
が
自
分
の
勉
強
部
屋
の
ド
ア
の
隙
間

か
ら
じ
っ
と
見
て
い
る
、
と
い
う
悪
夢

を
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
繰
り
返
し
見
て

い
て
、
私
と
出
会
っ
た
と
き
は
、
精
神

疾
患
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

彼
女
自
身
が
そ
の
夢
を
読
み
解
け
る
よ

う
に
、
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
や
り
方
を

教
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
怯
え
て

い
た
黒
い
影
と
い
う
の
は
、
彼
女
を
ず

っ
と
小
さ
い
頃
か
ら
見
守
っ
て
い
た
お

祖
母
様
だ
と
い
う
こ
と
に
、
自
分
で
気

づ
い
た
の
で
す
。

そ
の
人
は
、
う
つ
状
態
で
、
職
場
も

辞
め
て
し
ま
っ
て
い
て
、
一
歩
も
外
に

出
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、

「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
こ

ん
な
ふ
う
に
私
は
変
わ
れ
た
」
と
い
う

体
験
記
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
、
今
ビ
ジ
ネ
ス

系
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
に
な
っ
て
い
て
、

人
前
で
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
ね
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
の
一
つ
に「
自

分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き
合
え
。

向
き
合
っ
て『
お
前
は
誰
だ
』
と
聞
け
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
答

え
て
く
れ
な
い
の
で
す
が
、
最
終
的
に

は
そ
の
本
人
が「
そ
う
だ
っ
た
の
か
!
」

と
、「
追
い
か
け
て
く
る
も
の
を
、
こ
ん

な
思
い
込
み
で
見
て
い
た
の
か
」と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
に
、
大
変
な
変

容
が
起
き
ま
す
。

● 

夢
の
中
の
敵
と
戦
っ
て
戦
利
品
を
得

る
こ
と

自
分
を
追
い
詰
め
る
も
の
と
向
き
合

う
と
き
に
、
瞑
想
状
態
に
入
っ
て
、
何

か
に
追
わ
れ
る
夢
の
続
き
を
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
見
て
、
そ
の
相
手
を
叩
き
の
め

し
、
戦
利
品
を
得
る
、
と
い
う
の
も
あ

り
ま
す
。

瞑
想
の
中
で
、
ま
ず
集
め
ら
れ
る
だ

け
の
味
方
を
集
め
ま
す
。
ど
ん
な
味
方

を
呼
ん
で
も
よ
い
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で

も
自
衛
隊
の
一
個
師
団
で
も
よ
い
。
そ

し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
手
に
、

完
膚
な
き
ま
で
に
徹
底
的
に
敵
を
叩
き

潰
す
ま
で
戦
う
わ
け
で
す
。
と
に
か
く

途
中
で
逃
げ
な
い
。
そ
の
後
に
相
手
の

名
前
を
聞
い
て
、
さ
ら
に
「
何
か
戦
利

品
を
よ
こ
せ
!
」
と
言
う
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
思
い
が
け
な
い
答
え
が
返
っ

て
く
る
の
で
す
よ
、
例
え
ば
「
私
は
時

間
で
す
」と
か
。

こ
う
い
う
報
告
を
し
て
く
れ
た
人
が

い
ま
し
た
。「
お
前
は
誰
だ
」
と
聞
い
た

ら
、「
俺
は
お
前
だ
よ
」
と
言
っ
た
と
。

そ
の
人
、
唖
然
と
し
て
い
ま
し
た
け
ど

ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

夢
で
戦
う
と
い
う
と
、「
私
は
戦
い
た

く
な
い
の
で
」と
い
う
人
が
い
ま
す
。
私

の
持
論
で
は「
や
っ
て
か
ら
何
か
言
え
。

や
る
前
に
質
問
す
る
な
」
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、「
ワ
ー
ク
の
中
で
も
戦
う
の
は

と
ん
で
も
な
い
」
と
言
う
も
の
だ
か
ら
、

「
で
は
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」と
・
・
・
。

イ
メ
ー
ジ
の
中
だ
け
で
も
戦
う
こ
と

を
避
け
る
人
は
、
現
実
で
も
自
分
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
賭
け
て
戦
う
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
「
自
分
の
中
の
影
と
戦
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
」
と
い
う
ワ
ー
ク
で

す
か
ら
ね
。

そ
れ
で
、
戦
利
品
を
要
求
す
る
と
、

何
か
く
れ
る
わ
け
で
す
。
受
け
取
っ
た

戦
利
品
は
絵
に
描
い
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
は
自
分
が
戦
っ
た
相
手
か
ら
の
贈
り

物
で
す
。
自
分
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た

物
で
す
。
首
狩
り
族
が
「
首
を
飾
る
」

と
い
う
行
為
は
、
自
分
の
力
を
誇
示
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
戦
っ
て
自
分
が

殺
し
た
相
手
の
魂
を
自
分
の
中
に
取
り

込
む
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。
そ
れ
と

同
じ
考
え
方
で
す
ね
。
そ
の
戦
利
品
の

意
味
は
、
あ
と
か
ら
じ
っ
く
り
考
え
れ

ば
い
い
の
で
す
。

● 

姑
を
殺
し
て
埋
め
る
こ
と
で
和
解
す

る現
実
に
私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。
私

は
姑
と
仲
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
義
母
を
恐
れ
て
い
た
の
で
す
。
義

母
は
精
神
的
な
病
で
入
院
し
て
い
た
の

で
す
が
、
私
が
見
舞
い
に
行
く
の
を
、

「
患
者
が
興
奮
す
る
か
ら
」
と
病
院
に
止

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

義
母
を
対
象
に
何
度
も
何
度
も
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
、
い
ろ
ん
な
手

段
で
義
母
を
殺
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
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し
ぶ
と
く
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
の
中
で
も
自
分
の
義
母
を
殺

す
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
に
辛
い
こ
と

な
の
か
と
・
・
・
最
後
に
殺
せ
ま
し
た
。

穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
の
で
す
。

そ
の
ワ
ー
ク
を
や
っ
た
翌
日
に
病
院

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
今
安
定

し
て
い
る
の
で
、
お
見
舞
い
に
来
て
い

い
で
す
よ
」と
言
わ
れ
て
、
お
見
舞
い
に

行
っ
た
ら
、
あ
ん
な
に
怖
か
っ
た
義
母

が
小
さ
な
老
人
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
、
義
母
の
方
も「
よ
く
来
て
く
れ

た
」と
言
っ
て
、
二
人
で
泣
き
な
が
ら
抱

き
合
い
ま
し
た
。
義
母
の
精
神
的
な
病

も
あ
っ
た
の
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
言

動
と
か
が
、
い
か
に
私
の
恐
怖
の
対
象

だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

自
分
が
作
っ
た
敵
な
の
で
、
自
分
か

ら
仲
よ
く
な
れ
る
わ
け
で
す
。

● 

自
分
で
作
っ
た
牢
獄
の
囚
人
に
な
っ

て
い
な
い
か

常
識
と
か
教
育
観
と
か
、
思
い
込
み

の
世
界
で
生
き
る
こ
と
が
安
全
だ
と
す

る
、「
す
り
込
み
」
か
ら
い
か
に
解
放

さ
れ
る
か
、
そ
れ
が「
戦
い
の
ワ
ー
ク
」

の
趣
旨
で
す
。

自
分
で
作
っ
て
い
る
牢
獄
な
の
で
す
。

独
房
に
い
る
囚
人
と
そ
の
囚
人
を
見
張

る
役
目
の
看
守
と
ど
ち
ら
が
不
幸
か
、

と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
四
六
時
中
見

張
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
看
守
の

方
が
、
ど
れ
だ
け
精
神
を
病
む
か
。
看

守
の
役
を
自
分
自
身
が
や
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
け
ば
楽
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
人
生
を

生
き
て
よ
い
の
だ
な
」
と
、
ス
ト
ン
と

腑
に
落
ち
る
の
で
す
よ
。
人
に
命
令
さ

れ
た
り
、
人
の
意
見
に
追
従
し
て
生
き

る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
す
ご
く
楽

な
こ
と
な
ん
で
ね
。
楽
な
方
を
動
物
と

し
て
は
選
ぶ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
間
は
何
に
で
も
逃
げ
ま
す
か
ら
、
修

行
に
す
ら
逃
げ
ま
す
。「
修
行
し
て
い
る

自
分
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
安

住
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

よ
く
「
協
調
性
」
と
か
「
対
話
路
線
」

と
か
言
い
ま
す
が
、
対
話
路
線
の
奥
に

隠
し
て
い
る
も
の
を
持
っ
た
ま
ま
対
話

し
て
も
ダ
メ
で
す
。
だ
か
ら
繰
り
返
す

の
で
す
。
何
か
を
変
え
る
の
は
苦
し
い

で
す
け
ど
、
や
る
価
値
は
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。

● 

寝
て
み
る
夢
と
叶
え
る
夢
は
リ
ン
ク

し
て
い
る

寝
て
い
る
と
き
の
夢
を
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク
し
て
、
自
分
が
本
当
に
心
の
底
か

ら
望
ん
で
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
把
握
す
る
と
、
今
ま
で
自
分
が
叶

え
た
い
と
思
っ
て
い
た
夢
が
、
実
は
本

質
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。
だ

け
ど
脱
税
で
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」と

し
ま
す
。
で
は
、
こ
の
人
は
自
分
の
夢

を
叶
え
た
の
か
? 

そ
れ
は
私
に
言
わ
せ

れ
ば「
本
質
的
に
求
め
て
い
た
も
の
は
、

お
金
持
ち
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
て
、

世
間
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ
と
だ
っ
た
」

と
な
り
ま
す
。
よ
い
こ
と
で
あ
れ
悪
い

こ
と
で
あ
れ
、
世
間
か
ら
注
目
を
浴
び

る
こ
と
が
、
こ
の
人
が
い
ち
ば
ん
心
の

奥
底
で
望
ん
で
い
た
こ
と
か
も
し
れ
な

い
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
も

っ
と
事
前
に
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、「
金
儲

け
」
と
い
う「
隠
れ
蓑
」に
隠
れ
た
自
分

の
本
当
の
願
い
に
気
づ
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
そ
う
い
う
人
が
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
人
は
生
育
歴
の
中

で
親
に
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い

う
傷
を
負
っ
た
ま
ま
、
親
を
見
返
す
た

め
に
お
金
を
儲
け
る
、
と
い
う
ふ
う
に

発
想
が
展
開
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
や
る
こ
と
で
、

自
分
の
本
当
に
叶
え
た
い
こ
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
知
る
。
そ
れ
を
知
る
こ

と
で
、
現
実
に
そ
れ
を
叶
え
る
第
一
歩

と
い
う
青
写
真
を
描
け
る
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
足
飛
び
に
そ
こ
へ

行
く
必
要
は
な
い
の
で
、
自
分
が
最
終

的
に
叶
え
た
い
夢
に
行
く
た
め
に
、
小

さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
協
力
者
を
求
め
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
道

筋
が
立
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
夢
を
叶
え
る
と
い
う
と
、
大

き
な
こ
と
で
な
い
と
い
け
な
い
、
み
た

い
な
思
い
込
み
は
返
っ
て
邪
魔
に
な
り

ま
す
。

と
に
か
く
夢
は
、
本
人
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
気
づ
け
よ
」

と
ノ
ッ
ク
し
続
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
ぐ
ら
い
人
の
心
の
奥
底
と
い
う
の

は
熱
心
な
の
で
す
。（
つ
づ
く
）

　
　

 　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
一
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

日
本
文
明
の
元
は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ

ジ
プ
ト
。
そ
の
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
に
突
然
現
れ
た
都
市
文
明
建
設

に
関
わ
っ
た
異
星
人
た
ち
と
は

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一�
氏

と
き　
　

平
成
29
年
6
月
17
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
5
3
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
映
画
企
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
映
画
バ
イ
ヤ
ー
。

作
詞
作
曲
家
。
古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
。

30
年
ほ
ど
映
画
や
音
楽
の
仕
事
に
携
わ

っ
て
き
た
が
、
近
年
は
隠
さ
れ
た
日
本

の
古
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
比
較
言
語

学
と
い
う
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
解
明
し

た
結
果
、
日
本
語
の
ベ
ー
ス
が
シ
ュ
メ

ー
ル
語
や
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
で
で
き
て

い
る
こ
と
が
判
明
。
2
0
1
6
年
、
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
社
よ
り「
日
本
の
始
ま
り

は
シ
ュ
メ
ー
ル
」
を
刊
行
。
2
0
1
7

年
夏
、
そ
の
続
編
と
も
い
え
る
新
刊
を

発
売
予
定
。

ま
た
、
波
動
の
高
い
日
本
古
来
の
和

歌
や
数
え
歌
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、「
コ

ト
ダ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」と
い
う
日
本
発

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
に
発
信
す
べ

く
C
D
制
作
や
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

日
本
の
元
は
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ

ト
。
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
の
元
は

ニ
ビ
ル
と
シ
リ
ウ
ス
。
つ
ま
り
、
地
球

の
現
代
文
明
は
宇
宙
の
異
星
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
。

ま
ず
日
本
の
2
大
聖
地
を
比
較
言
語

学
か
ら
検
証
す
る
。

伊
勢
と
出
雲
。
数
年
前
に
ダ
ブ
ル
遷

宮
を
迎
え
た
こ
の
二
大
聖
地
の
地
名
の

発
音
の
な
か
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
が
ひ

そ
ん
で
い
た
。
伊
勢
と
出
雲
と
い
う
漢

字
は
当
て
字
。
そ
こ
か
ら
は
伊
勢
や
出

雲
の
本
来
の
意
味
は
読
み
取
れ
な
い
。

し
か
し
、ISE

、IZU
M

O

と
書
く
と
共

通
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
と
も
にI

か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
や
古

代
エ
ジ
プ
ト
で
は
神
々
を
数
字
を
使
っ

て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
読
む
習
慣
が
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、I

＝
古

代
日
本
の
数
字
の
読
み
方
で
い
け
ば
5

と
い
う
数
字
に
な
る
。
ひ
、
ふ
、
み
、

よ
、
い
の
い
。
つ
ま
り
伊
勢
、
出
雲
と

も
に
5
と
い
う
数
字
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
出
雲
と
い
う
の
は
、I ZU

M
O

。I

は
5
、
つ
ま
り
5
の
神
様
。ZU

M
O

と

い
う
の
は
、ZU

M
A

と
い
う
シ
ュ
メ
ー

ル
語
の
祈
る
と
い
う
こ
と
ば
が
な
ま
っ

た
も
の
。
つ
ま
り
、
出
雲
と
い
う
の
は
、

「
5
の
神
に
祈
る
」と
い
う
地
名
だ
っ
た
。

日
御
碕
の
沖
合
い
で
み
つ
か
っ
た
古

代
の
海
底
神
殿
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の

で
、
こ
の
5
の
神
は
エ
ジ
プ
ト
の
太
陽

の
運
行
を
司
る
地
上
神
ゲ
ブ
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
古
代
出
雲
で
祭

っ
て
い
た
の
は
エ
ジ
プ
ト
の
神
だ
っ
た
。

一
方
の
伊
勢
は
、I SE

と
分
け
た
と
き

に
、I
は
5
だ
が
、SE

も
数
字
。
古
代

日
本
で
は「
十
」
を
ト
ウ
や
ジ
ュ
ウ
で
な

く
、「
ソ
」
と
発
音
し
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
あ
い
う
え
お
48
音
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
神
が
宿
っ
て
い
る
の
を
古
文
献「
ホ
ツ

マ
ツ
タ
エ
」で
は
ヨ
ソ
ヤ
の
神
と
言
っ
て

い
る
。
ま
た
、
人
名
で
も
山
本
五
十
六

で
は「
十
」
を「
ソ
」
と
発
音
し
、
山
田

五
十
鈴
で
は「
十
」
を「
ス
」
を
発
音
し

て
い
る
。
古
代
、
こ
こ
が
倭
国
だ
っ
た

こ
ろ
か
ら
、
倭
人
は「
十
」を
サ
行
で
発

音
し
て
い
た
。
こ
れ
は
古
代
シ
ュ
メ
ー

ル
語
で「
十
」を「
シ
ュ
」と
発
音
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
と
は

50
と
い
う
地
名
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
50

の
数
字
が
入
っ
て
い
る
五
十
鈴
川
が
流

れ
て
い
る
し
、
伊
勢
を
聖
地
に
定
め
皇

祖
を
祭
っ
た
天
皇
は
崇
神
と
垂
仁
。
お

ど
ろ
く
べ
き
こ
と
に
こ
の
お
二
人
の
天

皇
の
和
風
諡
号
に
は
と
も
に
50
が
入
っ

て
い
る
！
シ
ュ
メ
ー
ル
の
天
津
神
に

は
50
の
数
字
を
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に
も
つ

神
が
い
る
。
風
神
エ
ン
リ
ル
だ
。
風
の

神
！
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
伊

勢
を
和
歌
で
歌
う
と
き
に
必
ず
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
ク
ラ
こ
と
ば
は「
神

風
の
」。
ま
さ
に
そ
こ
に
風
の
神
が
入
っ

て
い
る
。
ま
た
、
内
宮
、
外
宮
と
も
に

風
の
宮
が
摂
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
風
の
宮
の
神
が
も
と
も
と
の
伊
勢
の

神
だ
っ
た
の
だ
！

二
大
聖
地
の
地
名
か
ら
シ
ュ
メ
ー
ル



● �●

語
で
地
名
の
意
味
を
読
み
解
い
た
が
、

北
海
道
の
最
北
端
の
網
走
か
ら
九
州
の

最
南
端
の
枕
崎
に
い
た
る
ま
で
、
日
本

の
古
い
地
名
は
ほ
と
ん
ど
古
代
シ
ュ
メ

ー
ル
語
や
エ
ジ
プ
ト
語
で
読
み
解
け
る
。

網
走
。
網
が
走
る
、
で
は
意
味
を
な

さ
な
い
。
発
音
か
ら
探
る
と
、A

BBA
 

SIRI

。A
BBA

は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
父
。

SIRI

は
蛇
。
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
で
は
動
物
も
神
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
網
走
は
、
父
な
る
蛇
神
様

と
い
う
地
名
に
な
る!

つ
ぎ
に
枕
崎
。
寝

る
時
の
枕
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
。

M
A

K
U

RA
 SA

K
I

。M
A

K
U

RA

は
、

大
き
な
船
を
意
味
す
る
シ
ュ
メ
ー
ル

語
、
マ
・
グ
ル
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
語
で
清

音
化
し
て
マ
・
ク
ル
に
な
り
、
そ
れ
を

倭
人
た
ち
が
マ
・
ク
ラ
と
訛
っ
た
。
ま

たSA
K

I

に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
語

の「
漁
民
」を
意
味
す
る
シ
ュ
・
ク
・
ア
。

そ
れ
が
訛
っ
て
、
ス
カ
と
か
サ
キ
に
な

っ
た
。
つ
ま
り
枕
崎
と
い
う
の
は
、
大

き
な
船
で
や
っ
て
き
た
シ
ュ
メ
ー
ル
の

漁
民
、
と
い
う
意
味
に
な
り
、
日
本
最

南
端
の
港
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。
か
た

や
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は
自
分
た

ち
の
ク
ニ
を
エ
ジ
プ
ト
と
は
言
っ
て
な

か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
の
は
の
ち

の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
が
名
付
け
た
も
の
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の

国
名
を「
ケ
メ
ト
」と
言
っ
た
。
意
味
は

黒
い
大
地
。
毎
年
7
月
に
な
る
と
ナ
イ

ル
川
が
氾
濫
し
、
地
味
豊
か
な
黒
い
土

を
運
ん
で
き
て
、
そ
こ
に
種
を
ま
け
ば

穀
物
が
豊
か
に
み
の
る
の
で
、
彼
ら
は

自
国
を
ケ
メ
ト
と
呼
ん
だ
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
語
に
は
母
音
が
な

い
の
で
、
子
音
で
か
け
ばK

M
T

。
こ

のK
M

T

の
子
音
が
入
っ
た
地
名
が

日
本
に
は
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、

K
A

M
A

T
A

（
蒲
田
）、K

IM
IT

U

（
君

津
）。M

とB

は
比
較
言
語
学
で
い
う
と

簡
単
に
入
れ
替
わ
る
の
で
、K

IBIT
U

（
吉
備
津
）。
ま
た
、
北
九
州
と
茨
城
県

に
集
中
し
て
い
る
彩
色
古
墳
に
は
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
船
が
描
か
れ
た
り
、
セ

ム
文
字
で
ゲ
ブ（
神
）と
読
め
る
文
字
が

描
か
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
が

エ
ジ
プ
ト
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
動

か
ぬ
証
拠
だ
。
東
京
国
立
博
物
館
の
縄

文
館
に
は
、
古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ

プ
ト
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
文
字
が
刻
ま
れ

た
縄
文
土
器
が
展
示
し
て
あ
る
!
い

ま
ま
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
単
な
る
文

様
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
き
た
。
比
較

言
語
学
と
い
う
ツ
ー
ル
を
導
入
す
れ
ば
、

面
白
い
よ
う
に
日
本
の
城
門
、
弥
生
と

呼
ば
れ
る
時
代
の
真
実
が
解
明
さ
れ
る
。

和
歌
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
解

決
を
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
古
文

書「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」に
も
古
代
シ
ュ
メ

ー
ル
や
エ
ジ
プ
ト
系
の
言
葉
が
散
見
さ

れ
る
。

た
と
え
ば
、「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
」
は
、

ひ
と
こ
と
で
い
う
と
、
水
田
稲
作
を
日

本
列
島
に
広
め
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
物

語
だ
が
、
そ
の
叙
事
詩
で
い
ち
ば
ん
重

要
な
コ
メ
と
か
稲
と
い
う
こ
と
ば
が
、

な
ぜ
か
「
ソ
ロ
」
と
か
「
ゾ
ロ
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
学
だ
け
で
は
読

み
解
け
な
い
。

そ
も
そ
も
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
穀
物

（
麦
）
の
こ
と
を
シ
ャ
と
い
っ
た
。
そ

の
農
民
た
ち
が
イ
ン
ド
地
方
に
移
住
し

て
コ
メ
を
開
発
し
た
と
き
に
、
新
し
い

コ
メ
と
い
う
穀
物
に
つ
け
る
言
葉
を
つ

く
っ
た
。
自
国
語
の
穀
物
シ
ャ
に
、
豊

穣
の
女
神
リ
シ
ュ
を
つ
け
て
、
シ
ャ
リ

シ
ュ
と
い
う
言
葉
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ

が
倭
人
た
ち
に
よ
っ
て
シ
ャ
リ
と
縮
め

ら
れ
、
さ
ら
に
母
音
転
訛
で
ソ
ロ
に
な

り
、
濁
音
化
で
ゾ
ロ
に
も
な
っ
た
。
ち

な
み
に
今
で
も
韓
国
で
は
コ
メ
は
シ
ャ

リ
シ
ュ
か
ら
転
訛
し
た
サ
ル
。

日
本
神
話
の
猿
田
彦
は
お
猿
さ
ん
と

は
関
係
が
な
く
、
サ
ル
タ
＝
米
・
田
。

つ
ま
り
大
農
園
主
の
意
味
に
な
る
。
日

本
の
ほ
と
ん
ど
の
古
い
地
名
、
神
名
、

氏
名
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
や
古
代
エ
ジ
プ

ト
語
で
解
釈
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
古
代

世
界
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。

そ
の
シ
ュ
メ
ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
文
明

が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と
し
た
定

説
も
痕
跡
も
な
い
。
つ
ま
り
、
両
文
明

は
あ
る
日
突
然
花
開
い
た
の
だ
。
突
然

文
字
を
も
ち
、
数
字
を
あ
や
つ
り
、
天

文
学
に
目
覚
め
、
資
源
を
さ
が
し
て
大

き
な
船
を
作
っ
て
世
界
に
航
海
に
で
て

い
っ
た
。
実
は
現
代
世
界
で
最
も
古
い

と
さ
れ
る
両
文
明
を
も
た
ら
し
た
の
は

異
星
人
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

ひ
と
つ
に
は
、
彼
ら
に
は
、
自
分
た
ち

に
文
明
を
授
け
て
く
れ
た
の
は
、
シ
リ

ウ
ス
人
で
あ
る
と
い
う
傍
証
が
あ
る
。

西
ア
フ
リ
カ
に
マ
リ
共
和
国
が
あ

り
、
そ
こ
に
い
ま
で
も
住
ん
で
い
る
先

住
民
の
ド
ゴ
ン
族
は
、
何
千
年
も
昔
か

ら
、
シ
リ
ウ
ス
B
と
シ
リ
ウ
ス
C
の
存

在
を
知
っ
て
い
て
、
地
球
の
文
明
は
そ

こ
か
ら
来
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
。
決

定
的
な
の
は
、
彼
ら
は
太
古
の
昔
か
ら
、

シ
リ
ウ
ス
B
と
シ
リ
ウ
ス
C
と
い
う

伴
星
が
シ
リ
ウ
ス
の
回
り
を
50
年
周
期

で
公
転
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
こ

と
。
現
代
文
明
は
、
シ
リ
ウ
ス
B
の
存

在
を
19
世
紀
に
、
シ
リ
ウ
ス
C
の
存
在

を
1
9
9
0
年
代
に
知
っ
た
ば
か
り
だ
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
両
生
類
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の
生
物
が
エ
ジ
プ
ト
に
文
明
を
授
け
た

と
い
う
。

一
方
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
古
文
献
に
は
、

シ
ュ
メ
ー
ル
に
文
明
を
授
け
た
の
は
オ

ア
ン
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
両
生
類
で
あ
る

と
書
か
れ
絵
も
残
さ
れ
て
い
る
。
古
代

エ
ジ
プ
ト
は
暦
と
し
て
シ
リ
ウ
ス
暦
を

採
用
し
た
。
毎
年
70
日
間
、
エ
ジ
プ
ト

か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
シ
リ
ウ
ス
が
7

月
に
太
陽
と
と
も
に
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
日
を
元
日
と
し
た
暦
だ
。
そ
れ
を

合
図
に
ナ
イ
ル
川
が
氾
濫
し
エ
ジ
プ
ト

に
豊
か
さ
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
現
代
文

明
で
は
作
り
え
な
い
と
い
わ
れ
る
ギ
ザ

台
地
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
玄
室
か
ら
は

古
代
か
ら
シ
リ
ウ
ス
が
観
察
さ
れ
て
い

た
の
も
わ
か
っ
て
い
る
。

宇
宙
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
シ
ュ
メ
ー

ル
文
明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
い
う
兄
弟

文
明
が
現
代
文
明
の
も
と
と
な
っ
て
い

る
の
は
確
実
だ
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
18
名
、
計
28
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

金
山
巨
石
群
の
太
陽
暦
法

講
師　

小
林
由
来
氏　

徳
田
紫
穂
氏

�

（
金
山
巨
石
群
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

と
き　
　

平
成
29
年
7
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

小
林 

由
来
氏　

Y
oshiki K

obayashi
画
家
。
サ
ロ
ン
・
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
ル
会

員
、
日
本
日
時
計
の
会
会
員
、
日
本
暦

学
会
会
員
。
金
山
巨
石
群
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
長
。 
著
書 

『
金
山
巨
石
群
の

「
縄
文
」
太
陽
観
測
ガ
イ
ド
』 

㈱
三
五

館
／
2
0
1
6
年
9
月
発
行
。

1
9
9
7
年
、
線
を
主
体
に
し
た 

『
記

号
表
現
』 

の
創
作
を
試
み
て
い
た
折
、

偶
然
巨
石
に
見
つ
け
た
「
線
刻
ら
し
き

も
の
」
を 

『
記
号
表
現
』 

と
考
え
、
そ

の
意
味
や
機
能
性
を
探
し
始
め
た
こ
と

が
金
山
巨
石
群
調
査
の
始
ま
り
と
な

る
。

 　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

金
山
巨
石
群
は
、
岐
阜
県
の
山
間

部
に
位
置
す
る
県
の
史
跡（
縄
文
時

代
）「
岩
屋
岩
蔭
遺
跡【
写
真
1
】」
を

含
む
3
か
所
の
巨
石
群
の
総
称
で
あ

る
。
1
9
9
8
年
か
ら
の
考
古
天
文

学
調
査
に
よ
り
、
縄
文
時
代
に
起
源

を
も
つ
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
公
開
し
て
き
た
。

2
0
0
4
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
日
時
計

国
際
会
議
に
お
い
て
、
日
本
日
時
計
の

会
・
前
会
長
で
あ
る
後
藤
晶
男
氏
の
ご

指
導
に
よ
り
金
山
巨
石
群
の
紹
介
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
2
0
0
8
年
の
ス
ペ
イ

ン
・
ク
エ
ン
カ
で
行
わ
れ
た
画
家
又
木

啓
子
氏
に
よ
る
日
時
計
国
際
会
議
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
よ

う
や
く
昨
年
2
0
1
6
年
に
は
、
18
年

間
の
調
査
記
録
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク（
写
真
集
）も
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ

で
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
要
点
お
よ
び
最

新
の
考
察
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

ま
ず
金
山
巨
石
群
は
、
1
日
の
時
間

帯
を
区
別
す
る
た
め
の
日
時
計
と
い
う

よ
り
は
、
年
間
の
時
期
を
区
別
す
る
た

め
の
太
陽
観
測
に
よ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で

あ
る
。
そ
の
根
拠
の
ひ
と
つ
が
、
あ
る

巨
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。「
3
つ
の
楕

円
形
と
2
本
の
線
刻
」
で
あ
る
。
楕
円

形
は
夏
至
の
頃
に
巨
石
群
へ
射
し
込
む

ス
ポ
ッ
ト
光
の
形
を
描
き
、
線
刻
は
夏

至
の
太
陽
軌
跡
を
象
徴
的
に
刻
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
夏
至
の
到
来
を
意
味
す

る
痕
跡
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
夏
至
や
冬

至
、
春
分
・
秋
分
は
も
と
よ
り
、
年
間

の
正
確
な
日
数
お
よ
び
閏
年
観
測
が
で

き
る
石
組
み
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

事
実
関
係
は
、
古
代
、
飛
騨
の
山
間
部

に
お
い
て
太
陽
観
測
に
よ
る
暦
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
る
。

【
写
真
1
】�

岩
屋
岩
蔭
遺
跡
巨
石
群

基
礎
的
な
太
陽
観
測

　

金
山
巨
石
群
で
は
、
夏
至
や
冬
至
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の
頃
、
春
分
・
秋
分
前
後
な
ど
季
節
の

節
目
の
時
期
に
、
山
か
ら
昇
る
、
ま
た

は
山
へ
沈
む
太
陽
光
な
ど
を
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
古
代
エ
ジ
プ

ト
遺
跡
と
共
通
す
る
夏
至
・
秋
分（
春

分
）・
冬
至
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
の
日
を

観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ

こ
で
い
う「
中
間
の
日
」は
、
日
数
の
中

間
で
は
な
く
、
太
陽
軌
跡
が
日
々
移
動

す
る
範
囲
の
中
間
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。

高
精
度
な
太
陽
観
測

基
礎
的
な
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
に
加
え
、

金
山
巨
石
群
に
は
、
さ
ら
に
高
度
な
観

測
法
が
存
在
し
て
い
る
。
山
間
部
と
い

う
太
陽
観
測
に
は
一
見
不
利
と
思
わ
れ

る
条
件
を
克
服
す
る
た
め
の
太
陽
ス
ポ

ッ
ト
光
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
よ
っ
て
、
夏

至
や
冬
至
の
日
が
特
定
で
き
る
と
同
時

に
、
春
分
と
秋
分
の
頃
の
観
測
か
ら
、

閏
年
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
閏
年
観
測
に
は
、
あ
る
数
の
法
則

が
あ
り
そ
の
数
値
を
保
持
で
き
る
期
間

は
修
正
を
必
要
と
し
な
い
し
く
み
で
あ

る
。

4
年
周
期
の
閏
年
観
測 （
数
の
法
則
1
）

　

閏
年
を
観
測
す
る
石
組
み（
a
b
c
）

は
岩
屋
岩
蔭
遺
跡
内
に
存
在
す
る
。

2
0
0
0
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出

現
し
た
石
組
み
で
あ
る
。
春
分
と
秋
分

の
頃
、
巨
石
群
内
に
射
し
込
む
ス
ポ
ッ

ト
光
の
位
置
は
1
日
ご
と
に
4
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
移
動
を
伴
う
。
特
に
b
石

で
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
よ
っ
て
、
閏

年
を
判
定
で
き
る
し
く
み
が
あ
る
。
b

石
の
先
端
を
光
が
横
切
る
日
は
年
に
2

回
、
3
年
間
は
10
月
14
日
と
2
月
28
日

で
、
4
年
目
は
10
月
15
日
と
2
月
28
日

で
あ
る
。
こ
れ
を
縄
文
時
代
に
観
て
い

た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
現
在
の
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
に
基
づ
く
日
付
を
用
い
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
日
数
を
観
て
い

た
と
し
よ
う
。
3
年
間
は
10
月
14
日
か

ら
2
月
28
日
ま
で
の
1
3
7
日
、
4
年

目
は
1
3
6
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
間

の
円
グ
ラ
フ
で
表
す
と 
【
図
1
】 

の
よ

う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と

円
グ
ラ
フ
の
下
に
書
か
れ
た
数
値
91
日

と
93
日
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

数
値
に
注
目
す
る
と
、
3
年
間
は
91
、

4
年
目
は
93
と
な
り
、
4
年
間
の
数

値
を
合
計
す
る
と
91
+
91
+
91
+
93
＝

3
6
6
、
つ
ま
り
年
間
日
数
が
導
か

れ
る
。
こ
の
数
式
が
金
山
巨
石
群

で
の
太
陽
観
測
に
よ
る
４
年
周
期
の

“
数
の
法
則
１
”で
あ
る
。

�【
図
1
】閏
年
観
測
に
関
す
る

�

数
の
法
則
1
、
2

1
2
8
年
周
期
の
閏
年
観
測 

（
数
の
法

則
2
）

4
年
周
期
の
観
測
を
続
け
て
い
く

と
、
や
が
て“
数
の
法
則
１
”
の
数
値

が
保
持
で
き
な
く
な
る
と
き
が
や
っ
て

く
る
。
修
正
の
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
は

周
知
の
と
お
り
、
1
年
の
正
確
な
長
さ

は
3
6
5
日
と
6
時
間
ち
ょ
う
ど
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
正
確
に
は
そ
れ
よ

り
も
11
分
14
秒
短
い
。
こ
の
わ
ず
か
な

ズ
レ
は
、
1
2
8
年
経
過
す
る
と
1
日

に
達
す
る
。
金
山
巨
石
群
で
は
、
春
分

と
秋
分
の
頃
の
ス
ポ
ッ
ト
光
の
位
置
は
、

1
日
で
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
移
動
を

伴
う
こ
と
か
ら
、
4
年
周
期
の
閏
年
観

測
を
1
2
8
年
間
続
け
る
と
、
さ
ら
に

光
の
位
置
は
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ズ

レ
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
32

年
ご
と
に
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ズ
レ

を
生
じ
る
。

こ
の
影
響
で
数
の
法
則
1
は
4
年
目

の
数
値
93
が
95
と
変
化
す
る
。
こ
の
と

き
95
を
93
に
戻
す
修
正
が
必
要
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が“
数
の
法
則
2
”

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
過
去
15
年
間
の
年

2
回
の
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
デ
ー
タ
と
長

期
的
な
太
陽
高
度
デ
ー
タ
と
の
照
合
か

ら
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
次
の
修
正

の
と
き
は
2
0
9
4
年
頃
に
や
っ
て
く

る
。こ

こ
か
ら
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

載
っ
て
い
な
い
最
新
の
考
察
で
あ
る
。

古
代
で
は
な
く
未
来
を
見
据
え
た
金
山

巨
石
群
の
暦
の
精
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

【
図
2
】 

を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
が
1
日
の
ズ
レ
を
生

じ
る
と
き 

金
山
巨
石
群
で
そ
の
ズ
レ
を

読
み
と
る
こ
と
は
可
能
か
!?

西
暦
1
5
8
2
年
、
西
洋
の
暦
が
グ

レ
ゴ
リ
オ
暦
に
改
暦
さ
れ
て
以
降
、
金

山
暦
で
は
、
最
初
の
1
2
8
年
周
期
の

と
き
1
7
1
0
年
に
修
正
を
加
え
閏
年

を
1
回
省
く
。
し
か
し
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
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で
は
そ
れ
よ
り
も
10
年
早
い
1
7
0
0

年
に
修
正
を
加
え
る
。
そ
の
た
め

1
7
0
0
年
か
ら
2
1
0
0
年
ま
で
の

4
0
0
年
間
で
は
、
1
2
8
年
周
期
の

暦
と
約
6
年
間
1
日
分
の
ズ
レ
が
生
じ

る
。
2
1
0
0
年
か
ら
2
5
0
0
年
で

は
2
2
2
年
間（
16
年
+
6
年
）
1
日

分
の
ズ
レ
が
生
じ
る
。

こ
の
よ
う
に
2
1
0
0
年
か
ら
4
0
0

年
ご
と
に
、
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間
が
16

年
ず
つ
増
え
て
い
く
こ
と
で
1
2
8
年

周
期
の
暦
と
1
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る

期
間
が
長
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
1
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間

が
1
2
8
年（
16
年
周
期
×
8
回
目
）

に
達
し
た
と
き《
1
7
0
0
年
か
ら
約

3
2
0
0
年（
4
0
0
年
×
8
回
目
）後

の
西
暦
4
9
0
0
年
頃
》、
1
日
を
省

き
修
正
を
加
え
れ
ば
そ
の
ズ
レ
は
解
消

さ
れ
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
は
修
正
を

加
え
な
い
。
そ
の
た
め
1
日
分
の
ズ
レ

は
積
み
重
な
り
、
4
9
0
0
年
以
降
は

2
日
分
の
ズ
レ
を
生
じ
る
期
間
に
入
る
。

で
は
西
暦
4
9
0
0
年
頃
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
暦
が
1
日
の
ズ
レ
を
生
じ
る
と
き
、

金
山
暦
の
太
陽
観
測
で
そ
の
ズ
レ
を
読

み
と
る
こ
と
は
可
能
か（
!?
）

答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
る
。
金
山
暦
に

は
、
ス
ポ
ッ
ト
光
観
測
に
お
け
る
4
年

周
期
お
よ
び
1
2
8
年
周
期
を
測
り

数
え
る
数
の
法
則
が
存
在
す
る
。
西
暦

4
9
0
0
年
頃
に
な
る
と
、
1
2
8
年

周
期
の
暦（
金
山
暦
）は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

と
日
付
が
1
日
ズ
レ
た
状
態
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
金
山
暦
の

数
の
法
則
に
狂
い
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
ズ
レ
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
だ
。

金
山
巨
石
群
の
太
陽
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
へ
改
暦
さ
れ
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い
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日
の
参
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名
、
学
生
1
名
、
計
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名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）
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◆　　　　【図２】グレゴリオ暦が１日のズレを生じるとき



かい綿状集合体の光雲状群であり、存在する
時間の大部分は乳白色である。しかし時々は黄、
オレンジ、ダイダイ、赤、青、等に、ランダム
に、変化する場合もある（近赤外光～可視光の
間で変化する）。（13）変化挙動をみると、ゆらゆ
らと回転し、くねくねと螺旋状にスピンし、踊
るように見える。（14）時々は、勢いが増して、2
個に分裂する場合もあるが、また1個になる。

（15）デジタル・カメラの液晶モニターの枠外に
飛び出すが、「キテ」、「キテ」・・・と、お願い
すると、すぐに戻ってくる。（16）時には、別の
オーブ、例えば略称「シリウスちゃん」が飛び込
んでくる場合もある。しかし―「いまは、金
星チャンだよ」―と言うと、｢金星チャン｣ に
入れ替わってしまう。また、（17）出現オーブに
話し掛けると、歓んで踊ってみせる。つまり、

（18）意識のある生命体状である。

3−3）観察結果の解釈
上記の観察・測定結果を都合よく解釈する

ために、図3のモデル（仮定）を提案する。例
えば、ベクトル群の上半分は前報の図1（PSIJ、
No.433、2017年5・6月号）と内容的に同一であ
り、下半分を追加して図3とした。図において、
一番上にある陽電子と電子は一対の大きな巴型
右回りスピン群。その下の陰イオンと陽イオン
は小さな巴型左回りスピン対群。横点線より下
にある陽イオンと陰イオンは右回り巴型スピン
対群。その下の電子と陽電子は左回り巴型スピ
ン対群を意味している。これらの中心には核と
してのエアゾールがある。なお、意識的な性質

を述べる場合には、この陰・陽イオン対は陰・
陽プラナ（気、微細身素粒子）に置き換えて解
説・判断することにしたい。大きなベクトルの
陽電子・電子対は図3の縦方向に書いてある点
線と同じ方向であり、S極からN極に向かう地
球磁力線と一致している。つまりベクトルは磁
力線を意味している。他方、ベクトルのスピン
の（回転の）方向はベクトルと直交しており、電
流の流れる方向を示している。つまり、巴型ス
ピン対群の回転方向は電流の流れる方向を示
し、ベクトルは地球の磁力線方向と一致してい
る。地球の磁力線方向はほぼ一定（不変）であ
り、電流方向としての横方向は、クーロン力の
遠距離作用力のために、様々な変動があり、ま
たベクトルの方向も変化するので、結果として
オーブの諸変化の理由になっている、と推定し
ている。

纏めると、（1）呼びかけに応じて出現（発生、
生起）し、成長を続ける。つまり、ネガエントロ
ピーと呼ばれるように、姿、形、状態などを整
えながら次第に成長する。（2）他のシステム（例、
大気中の帯電諸物質）とエネルギー、物質、情
報を交換しあうことにより自己を維持し、成長
を続けている。（3）例えば、点状、芽状、ラビッ
ト・オーブ状、熟成期、消滅期となる。（4）発生
のごく初期段階の変化は急速であり、活発な動
きがある。これは吸引力（例えば、陰と陽間の）
と反発力（陰と陰、陽と陽）が初期程活発に変
化するためであろう。（5）成熟期のスピリット・
オーブは、静止画像として撮影される場合が多
いと判断している。このとき、スピリット・オー
ブ「たまゆら」は、Haloを持つ円形状で、輪郭
があり、円内部に様々な模様（非対称干渉縞な
ど、表情）を伴っている。（6）波動としては、テ
スラ波（縦波、粗密波）として存在している様
子である。（7）スピリット・オーブは自己発光体
である。（8）体外にあるオーブと被験者の意識
との間には情報の交換がある。つまり一種のマ
クロPKである。

以上、本稿ではこれに類似した性質を持つラ
ビット・オーブを大気イオン生命体と仮称する
ことにした。

● �●

図3　PSI（電子、イオン）spin対群
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粒子）から成る「サイ意識（霊）要素（PSI-spin
群）」も含まれている。また、イオン・ボールに
サイ意識（霊）要素が混入したものを、オーブ

（たまゆら）、またはスピリット・オーブと呼んで
いる。イオン・ボールは、さらに、絞り込まれ
てゼロ場（ゼロ点）を形成する。ところで、オー
ブ（たまゆら）は、意識が関与するマクロPK（念
力）として出現している。つまり、撮影者の意識

（変性意識状態、ASC）と体外にあるオーブとは
同調し、情報の交換を介して、式（1）等を介し
て出現・生起してくる。一方、「たまゆら」はエ
ネルギー一定条件で発生・生起する（別報）。

なお、零場中の変換点、つまり「零点」には
オーブの基としてのPSI-spin群が縦波（テスラ
波）として存在している（大気中から混入）。この
とき、エネルギー体としての人の皮膚から射出さ
れた気（プラナ）は、7.8Hzのテスラ波に乗って、
両者の間で同調して、情報交換をすることにな
る。なお7.8Hzの電磁波は周知のシューマン共
振波と云われており、横波であるが、また縦波
でもある（低周波数なので区別がつかない）。
3−2）変化するラビット・オーブ

ラビット・オーブはオーブ出現の極初期過程
の形姿であると判断している。動的な測定内容
とその結果は、既に前報（PSIJ、2017年3・4月
号）で報告したので、ここでは略述する。デジ
カメとビデオカメラを用いて、2016年2月15日
～17日の晴れた夜、長野県伊那市で、特異能
力者佐藤禎花師（女史）によって撮影された。
兎が飛び跳ねるような活発な動きをするので、
ラビット・オーブ（RO）と仮称した。動画に記
録された2分11秒～12秒間のコマ送り画像を、

1/30秒ごとに、チャプターした7枚を1枚の画
像に加算・表示して図2とした。ただし見易い
ように（明、暗）を変転してある。また動画なの
で、フラッシュ光は用いていない。（1）マクロな
芽オーブは、柔らかい感じの自己発光体で、平
静的な移動時には、ほぼ球形状でありHaloを
伴う。（2）急速な移動時には、昆虫の幼虫また
は或種の生命体に似た形状を示し、頭と胴体と
尾と思われる部分がある。これが丸まるとほぼ
球形状になる。（3）その長さ、太さ、色合い等

（形状・寸法、色）は、横方向に移動しながら、
非均質に変化する。（4）例えばピーンと伸びて、
つぎに丸くなり、約90度方向を変え、同時に
約180度反転して頭と尾が入れ替わる。（5）引き
続いて横方向に移動する。（6）ピーンと伸びる。
つぎに丸まる。このとき2部分に分割する場合
もある。（7）反転、球形、伸びる、縮小する、な
どを繰り返す。推察すると、（8）夜空に、動オー
ブがキラキラ輝いて見える原因は、この反転や
諸変化のためかも知れない。（9）このような（1）
～（8）等の変化は、約6～9Hzごとに現れており、
動作からみると、自ら発光するイオン生命体で、
周知の、地球共振電磁波のシューマン・レゾナ
ンス（7.8Hz）に同調して変化する様子である。
つまり、（10）発生のごく初期段階の芽オーブと
してのラビット・オーブ（発光球体）は形状、寸
法、色合い（周波数）、方向等が変化する。つ
まり、（11）ライトペンのような単一光源体ではな
く、陰・陽イオン生命体状である。

他の一例を述べる。別報（PSIJ、2015年11・
12月号）で報告してある。実験条件は上記と同
一である。（12）オーブ像は、変形しやすい柔ら

図1　巴型イオン・ボール 図2　ラビット・動オーブの短時間変化
1/30 秒ごとにチャプター（黒色を白色に反転）



1．はしがき
いまから107年前にESP（超感覚）やPK（念力）

などの超常（サイ）現象を科学研究するための
学会「SPR」が英国で創設された。最近になる
と、デジタル・カメラの普及に伴って新たな超
常現象として（1950年後半）オーブ現象が出現
してきた。しかし、超常現象は意識が関係して
おり、意識は科学的な測定がなかったので、現
象の原因究明には到らなかった。

そこで今回、筆者らは、オーブの諸現象の中
から一例を選び、意識的（生命的）と思われる
現象に注目して、初歩的な検討を試みることに
した。なお生命体は、意識の作用を基にして、
エントロピーを減少させながら成長する傾向が
ある。本稿ではこれに類似した性質を持つラ
ビット・芽オーブを大気イオン生命体と仮称す
ることにした。

2．従来の研究結果（文献調査）
（1）マクロPK（念力）は、対象物を構成してい
る物質の、不安定性を持つ原子核内の中性子の
質量mがエネルギーEに変わり、
　　　E = mc2、　c = 光速度・・・（1）
このEによる力を用いて発生する、とスウェーデ
ン人のH.Forwardは、米国Duke大学における
サイコロ投下の実験結果から推定した（1951）、

（例：サイ科学、Vol.1、No. 3、pp22-27、関英
男先生文献紹介）。

（2）筆者ら（2017年、PSIJ、9・10月号）は、発
功時の（エネルギー体として存在する）生体か
ら陰・陽プラナ（気）が放出されて、これがテス

ラ波（縦波）となり、直接不安定な原子核（主と
してH原子とN原子）の中の中性子に作用して、
式（1）を介してエネルギーEを得る。これがオー
ブの主要なエネルギー源になる、と推定した。

（3）M.Ledwith並びにK.Heinemannによると
（2007）、デジタル・カメラを用いてフラッシュ
撮影すると、オーブは自らが発光して小円状の
ノイズとして撮影されてくる。継続して撮影す
ると、出現頻度は約100倍程度にまで（再現性、
約1/3）増加する。またオーブは超高速度で移
動し、瞬間的に停止する。それらを総合すると、
オーブは知性と能力を備えた生命体であるらし
いと判断した。

3．ラビット・オーブの出現
3−1）大気中で形成されるオーブ

地球は電磁気学的には巨大な球形・地球コ
ンデンサー（約30万V）として存在している（直
流電場）。このほかに、雷による活動並びに
地磁気の脈動等に伴って発生する周波数1～
10Hz、10.2～10.3V/m程度の微細な交流電場
もある。このために大気中に存在するエアゾー
ル（埃、微粒子）は帯電しており、また空気成
分は電離していて大気陰イオン、大気陽イオン、
電子になっている。これらはスピンしているの
で、エアゾールを核にして大気陰イオン・ボー
ルならびに陽イオン・ボールが形成され、さら
に、相互作用によって結合されて「ともえ、巴」
状となり、これが絞り込まれて、図1に示した
大気陰・陽イオン・ボールになる。

この中には、陰・陽のプラナ（気、微細身素
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会
長　

浪
平
博
人
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当
院（
都
立
駒
込
病
院
）
で
は
主
に

脳
腫
瘍
に
対
し
て
覚
醒
下
手
術
を
過
去

4
0
0
例
以
上
施
行
し
て
お
り
ま
し
て
、

聴
神
経
腫
瘍
や
運
動
領
の
腫
瘍
や
脊
髄

腫
瘍
も
含
め
て
様
々
な
部
位
の
腫
瘍
に

対
し
て
術
後
の
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
関
し
ま
し
て
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
説
明
致
し
ま
す
。
ま
た
、
覚
醒

下
手
術
で
術
後
の
症
状
の
悪
化
を
防
い

だ
う
え
で
、
そ
の
後
の
放
射
線
化
学
療

法
を
施
行
す
る
と
き
に
、
希
望
さ
れ
る

患
者
さ
ん
に
は
統
合
医
療
を
併
用
し
て
、

い
い
手
ご
た
え
を
得
て
お
り
ま
す
の
で

そ
れ
に
関
し
ま
し
て
も
詳
し
く
紹
介
致

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
覚
醒
下
手
術
で
新
た
に
わ

か
っ
た
脳
機
能
も
含
め
て
、
認
知
症
な

ど
の
脳
の
病
気
を
統
合
医
療
で
ど
う
防

ぐ
か
に
関
し
て
、
食
、
身
体
、
脳
の
使

い
方
の
3
つ
の
視
点
か
ら
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
今
回
の
本
部
例
会
は
文
字
通
り
第
一

線
の
脳
外
科
医
の
先
生
に
、
脳
外
科
の

最
先
端
医
療
の
お
話
と
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
併
用
さ
れ
る
統
合
医
療
の
成
果
、

ま
た
脳
機
能
の
新
し
い
発
見
か
ら
、
認

知
症
な
ど
を
防
ぐ
統
合
医
療
の
方
法
等

の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

会
員
で
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
方
の

多
い
統
合
医
療
も
併
用
さ
れ
て
、
治
療

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

貴
重
な
御
講
演
に
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
篠
浦
伸
禎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
2
月
24
日
生
ま
れ
。

1
9
8
2
年
3
月
東
京
大
学
医
学
部

卒
業
。
1
9
8
8
年
日
本
脳
神
経
外
科

学
会
専
門
医
を
取
得
。
1
9
9
2
年
東

京
大
学
医
学
部
の
医
学
博
士
を
取
得
。

2
0
0
9
年
よ
り
都
立
駒
込
病
院
脳
神

経
外
科
部
長
。

著
書
は「
脳
腫
瘍
機
能
温
存
の
た
め

の
治
療
と
手
術
」
な
ど
多
数
。
週
刊
現

代
の
2
0
1
5
年
12
月
12
日
号
に
お
い

て「
信
頼
で
き
る
医
師
」の
特
集
の
脳
外

科
部
門
で
唯
一
選
ば
れ
、
ま
た
、
夕
刊

フ
ジ
の
2
0
1
7
年
4
月
の
町
の
ブ
ラ

ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
特
集
に
お
い
て
も
脳
腫

瘍
部
門
に
お
い
て
唯
一
選
ば
れ
た
。

日
時　

平
成
30
年
2
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

空
海
さ
ま
と
七
福
神
が
隠
し
て

伝
え
た
世
界
文
明
の
起
源

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎�

氏

日
時　

平
成
30
年
1
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

い
の
ち
の
や
く
そ
く　

な
ん
の
た
め
に
う
ま
れ
る
の

　
　
　

講
師　

上
田　

サ
ト
シ�

氏

日
時　

平
成
30
年
2
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

陰
陽
の
法
則
で
読
み
解
く

２
０
１
８
年
以
降
の
日
本
と
世
界

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室



●❸ ●

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
30
年
3
月
24
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

 

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

★
分
科
会
設
立
趣
旨

個
人
の
運
命
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
診
断
に

優
れ
た
「
西
洋
占
星
学
」
の
基
礎
か
ら
、

将
来
は
応
用
ま
で
紹
介
し
、
有
名
人
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
し
た
り
、
星
の
動

き
か
ら
時
代
の
流
れ
の
読
み
方
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
は
才
能
診
断
に
最
適
な
先

進
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
も
紹
介
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
個
人
診
断
、
チ
ャ

ー
ト
の
統
計
的
解
析
も
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
占
星
学
等
で
自
分
の
本
質
を

知
っ
た
う
え
で
、
宿
命
論
的
な
運
命
学

で
は
な
く
、
P
K
・
E
S
P
の
使
い
方

も
含
め
た
「
運
命
創
造
学
」
を
皆
さ
ん

か
ら
の
体
験
も
含
め
て
、
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
中
国
占
星
学
や
イ

ン
ド
占
星
学
、
タ
ロ
ッ
ト
等
他
の
占
星

学
の
研
究
者
の
発
表
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

※
毎
回
2
名
の
診
断
希
望
者
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
診
断
し
、
参
加
者
全
員

で
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
読
み
方
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。（
出
生
時
刻
と
出
生
地
が

分
か
る
と
ベ
ス
ト
で
す
。）

占
い
の
好
き
な
方
、
自
分
の
真
の
本

質
を
知
り
た
い
方
、
自
分
の
運
命
を
変

え
た
い
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

今
回
の
テ
ー
マ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

　

西
洋
占
星
学
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
が「
オ

ギ
ャ
ー
ッ
」
と
生
ま
れ
た
瞬
間
の
、
場

の
オ
ー
ラ
波
動
が
ア
ス
ト
ラ
ル
ボ
デ
ィ

（
幽
体
）
に
刻
印
さ
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
波
動
が「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出

生
天
宮
図
）」
や「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」に
表
現
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
仕
組
み
の
説
明
や
、
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
診
断
の
基
礎
に
つ
い
て
解
説
し
、

自
分
の
真
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
今
生

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
を
知
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
才
能
発
見
育
成
研
究
所
オ
リ

ジ
ナ
ル
の「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」
を
お

渡
し
し
て
解
説
し
、
Ｐ
Ｋ
（
念
動
力
）、

Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
テ
レ
パ
シ
ー
、
透
視
、
予
知

等
）
能
力
の
養
成
も
含
め
て
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
新
た
な

運
命
創
造
の
旅
を
始
め
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
1
月
7
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
占
星
学
と「
サ
イ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」
に
よ

る
P
K
測
定
と
P
K
発
信
法

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

1
9
7
0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
占
星

学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
氏
が
創
始
し
た

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」
理
論
を
土
台
に
し

て
、
瀬
尾
泰
範
が
考
案
し
た
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
は
、
各



「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
チ
ャ
ー
ト
」
が
形
成

す
る
“
円
形
定
常
波
”
の
強
さ
を
数
値

化
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
才
能
を

よ
り
深
く
診
断
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
は
こ
の「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」
理
論

と
チ
ャ
ー
ト
診
断
を
有
名
人
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
も
含
め
て
分
か
り
や
す
く
、

解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
1
9
9
0
年
代
に
瀬
尾
が
開
発

し
た
P
K（
念
動
力
）と
E
S
P（
超
感

覚
的
知
覚
）
の
測
定
器
「
サ
イ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」
を
使
っ
て
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
数
名
の
P
K
能
力
を
測
定

し
、
そ
の
P
K
が
発
信
し
や
す
い
方
法

を
紹
介
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

は
、
一
般
人
レ
ベ
ル
の
P
K
に
反
応
し

ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
P
K
能
力
に
自
信
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
33
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
超
能
力
と
健
康
」

日
時　

平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場 　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅱ

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
28
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
28
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、

平
成
28
年
4
月
（
4
0
7
回
）
か
ら
平

成
29
年
4
月
（
4
1
6
回
）
の
10
回
、

研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
会
員
1
2
1
名
、
非
会
員

2
2
1
名
、
計
3
4
2
名
で
あ
っ
た
。

研
究
集
会

平
成
28
年

4 

月　

上
森 

三
郎
「
秘
密
N
I
P
P
O
N

の
超
建
国
裏
返
史
」

5 
月　

坂
井 

洋
一
「
本
居
宣
長
の
『
古

事
記
』解
釈
は
誤
っ
て
い
た
」

6 
月　

和
田 

高
幸「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
す

べ
て
」

7 

月　

梶
原 
和
義「
死
ぬ
べ
き
人
間
か

ら
死
な
な
い
人
間
へ
」

9 

月　

伊
藤 

一
夫「
占
星
術
か
ら
観
た

日
本
と
世
界
の
こ
れ
か
ら
の
一
年
」

10 

月　

岩
熊 

裕
明「
炭
が
夢
の
大
地
を

蘇
ら
せ
地
球
を
救
う
」

11 

月　

千
島 

明「
造
血
は
果
た
し
て
骨

髄
で
な
の
か
? 

千
島
学
説
直
系
に

聞
く
」

平
成
29
年

1 

月　

い
よ
の 

い
し「
宗
教
と
生
命
と

科
学
の
融
合
」

2 

月　

橋
本
和
哉「
憑
依
診
療
の
進
歩
、

死
霊
、
生
霊
、
妖
怪
、
宇
宙
霊
」

3 

月　

南 

研
子「
ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ

ィ
オ
か
ら
の
伝
言
」

◎
平
成
29
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

平
成
29
年
度
は
下
表
の
よ
う
に
8
月

12
月
を
除
き
、
平
成
29
年
4
月
（
4
�1�

7
回
）
か
ら
平
成
30
年
3
月
（
4
2
6

回
）の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
29
年 

4 

月　

金
子 

栄
子「
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
の
叡
智 

マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー
」

5 

月　

大
和 

栄
一「
神
社
と
経
営
心
理

学
を
使
っ
て
成
功
す
る
方
法
」

6 

月　

坂
井 

洋
一「
日
本
の
始
ま
り
は

シ
ュ
メ
ー
ル
」

7 

月　

徳
田 

紫
穂「
金
山
巨
石
群
の『
縄

● ❹●



文
』太
陽
観
測
ガ
イ
ド
」

 
9 
月　

阿
部 

一
理「
放
射
能
汚
染
か
ら

命
を
守
る
知
恵
」

10
月　

伊
藤 
一
夫�

●�

平
成
29
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

副
理
事
長　

小
林 

信
正

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

　
　
　
　
　

西
條 

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
々
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

森
安 

政
仁

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
大
木 

高
伸
、

　

金
子 

輝
夫
＊
、
小
林 

泰
樹
＊
、

　

小
牧 

昭
一
郎
、
志
賀 

一
雅
＊
、

　

志
村 

則
夫
、
徳
永 

康
夫
＊
、

　

中
島 

敏
樹
＊
、
鯰
江 

勇
＊
、

　

本
間 

修
二
、
前
田 

知
則
、

　

苗 

鉄
軍
＊
、
渡
辺 

宙
明
＊
、

　

橋
本 

和
哉

幹
事

　

飯
見 

勇
、
石
川 

允
朗
＊
、

　

小
久
保 

孝
行
＊
、
吉
田 

一
美

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
＊
、
占
部 

浩
一
、

　

瓜
生 
昌
代
司
＊
、
大
西 

章
＊
、

　

奥
村 
八
郎
＊
、
加
納 

愛
信
、

　

鴨
川 

裕
司
＊
、
小
林 

隆
文
＊
、

　

佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、
杉
立 

繁
、

　

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 
洋
子
、

　

三
浦 

良
江
＊
、
屋
敷 
益
男

監
事　
　

和
田 

守
央
＊

●
日
本
サ
イ
科
学
会
定
款
細
則
修
正

第
3
章　

事
業

（
旧
）

第
10
条　

機
関
誌
と
し
て
毎
月
1
回
サ

イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
、
毎
年
2
回
サ
イ
科

学
お
よ
び
サ
イ
の
広
場
を
発
行
し
会
員

に
頒
布
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

（
新
）

第
10
条　

機
関
誌
と
し
て
サ
イ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
を
、
論
文
集
と
し
て「
サ
イ
科
学
」

を
発
行
し
、
会
員
に
頒
布
す
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
。

第
6
章　

地
方
サ
イ
科
学
会

（
旧
）

第
33
条　

本
会
は
、
各
地
方
サ
イ
科
学

会
に
当
該
地
方
サ
イ
科
学
会
所
属
会
員

数
に
応
じ
て
経
費
を
支
給
し
、
そ
の
金

額
に
つ
い
て
は
毎
会
計
年
度
開
始
に
先

立
っ
て
理
事
会
に
て
決
定
す
る
。

各
地
方
サ
イ
科
学
会
は
、
右
金
額
お

よ
び
当
該
地
方
サ
イ
科
学
会
で
収
得
す

る
財
産
を
も
っ
て
特
別
会
計
を
設
定
す

る
。

（
新
）

第
33
条　

各
地
方
サ
イ
科
学
会
は
、
当

該
地
方
サ
イ
科
学
会
で
収
得
す
る
財
産

を
も
っ
て
特
別
会
計
を
設
定
す
る
。

●
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

※
今
年
度
は
該
当
者
な
し
で
す
。

［
平
成
28
年
度
決
算
報
告
］

●❺ ●

項目 予算 項目 決算
会費 会費（正）
例会 会費（学生）
寄付 会費（準）
本・他 会費（維持）
繰越金 会費（賛助）
合計 入会費

例会収入
本会寄付
本・他
広告料
前年度繰越金
合計

収入
項目 予算 決算

ジャーナル発行
会誌発行
人件費
例会会場費
講師謝礼
事務用品
郵送・配送料
通信費
会議・打合せ
交通費
事務所維持費
郵便・銀行振込料
予備（予稿集印刷代）
来期繰越金
合計

支出



［
平
成
29
年
度
予
算
］

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
4
月
本
部
例
会
報
告

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と
」

　
　
　
　
　

講
師　

池
川　

明�

氏

最
初
に
胎
内
記
憶
に
つ
い
て
、
ざ
っ

と
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胎
内
記
憶
と
い
う
の
は
、「
母
親
の
お

腹
の
中
に
い
た
と
き
の
記
憶
」の
こ
と
で

す
。
ま
だ
辞
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
唯
一「
現
代
用
語
の
基
礎
知

識
」
の
2
0
1
3
年
度
版
か
ら
載
っ
て

い
ま
す
。
私
が
一
番
最
初
に「
胎
内
記

憶
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
文

部
省
の
科
研
費
の
中
で
、「
お
腹
に
い
る

胎
児
に
音
を
聞
か
せ
た
ら
、
そ
の
音
を

誕
生
後
覚
え
て
い
る
か
?
」
と
い
う
2

年
に
わ
た
る
研
究
で
す
が
、
結
論
と
し

て
は「
覚
え
て
い
る
」と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
そ
の
中
の
報
告
書
の
中
で「
胎

内
記
憶
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
「inprinting

」
を
「
刷
り
込

み
現
象
」
と
訳
し
て
い
た
よ
う
で
し
た

が
、
そ
の
後
「
右
脳
教
育
」
の
七
田
真

先
生
が
、「
胎
内
記
憶
」
と
い
う
本
を

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
右
脳
教

育
を
や
っ
て
い
る
と
、
子
供
達
は
ご
く

普
通
に
、
前
世
の
話
と
か
お
腹
の
中
で

の
話
と
か
が
出
て
き
て
、
当
た
り
前
だ

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
当
た
り
前

だ
と
い
う
こ
と
を
世
間
は
知
ら
な
い
だ

け
な
の
で
す
。

セ
ン
ト
ラ
ル
ド
グ
マ
と
し
て
、

◎ 

胎
児
・
新
生
児
は
記
憶
が
な
い
―
ひ

弱
な
存
在

◎
目
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い

◎
痛
み
も
感
じ
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
子
供

達
は
沢
山
語
る
の
で
す
ね
。

「
胎
児
に
記
憶
は
あ
る
の
か
?
」
に

つ
い
て
、
調
べ
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
ア
ン
ケ
ー
ト

と
母
親
・
子
供
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の

2
つ
の
方
法
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。

通
常
子
供
達
は
記
憶
に
つ
い
て
人
前

で
話
さ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
今
日

来
る
子
供
達
も
来
る
前
に
し
ゃ
べ
る
と

は
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
本
当
に
し

ゃ
べ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

来
て
み
て
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
ら
そ
れ

で
終
わ
り
で
す
ね（
笑
）。
特
に
猜
疑
心

の
強
い
人
が
い
る
と
し
ゃ
べ
る
気
が
な

く
な
る
の
で
、
雰
囲
気
が
大
事
で
す
ね
。

子
供
達
は
2
、
3
歳
で
よ
く
し
ゃ
べ

る
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
は
疑
問
符
の

塊
で
よ
く
聞
き
た
が
る
の
で
す
ね
。

子
供
が
「
お
母
さ
ん
、
こ
う
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
。」
と
話
し
始

め
た
と
き
に
、
お
母
さ
ん
が
一
瞬
顔
を

曇
ら
せ
た
り
す
る
と
、
子
供
は
見
抜
い

て
し
ゃ
べ
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
く

ら
い
微
妙
な
現
象
な
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
こ
う
し
た
人
前
で
話
す
の
は
、

貴
重
な
機
会
な
の
で
す
が
、
本
当
に
う

ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。
取
り
あ
え
ず
今
日

は
10
人
位
の
子
供
達
が
来
る
の
で
、
誰

か
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
る
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た

※ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
質
問
85
項
目
を

示
し
て
、

諏
訪
市
と
塩
尻
市
の
公
立
校
で
、
2

0
0
2
年
と
2
0
0
3
年
の
2
年
間
で

3
6
0
1
名
の
方
に
配
布
し
、
1

�
6
�2�

0
名
の
方
が
回
答
さ
れ
、
回
収
率
は

45
%
位
で
か
な
り
高
い
方
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
2
0
0
3
年

の
産
婦
人
科
の
国
際
学
会
で
も
発
表
し

た
の
で
す
が
、
世
界
中
の
産
科
の
先
生

が
集
ま
っ
て
き
て
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
1
対
1
で
話
す
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
拒
否
反
応
を
示
し
た
先

生
は
い
な
く
て
、
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
い
た
方
も
い
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に
赤
ち
ゃ
ん
学
会
で
も

発
表
し
ま
し
た
が
、
会
長
は
別
と
し
て

会
員
に
は
結
構
受
け
て
い
ま
し
た
。
2

0
0
5
年
に
英
語
の
論
文
も
出
し
ま
し

た
ら
、
つ
い
最
近
英
国
の
研
究
者
か
ら
、

こ
の
辺
り
の
テ
ー
マ
を
英
語
の
本
に
ま

と
め
て
い
る
が
、
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
に
中
部
大
学
の
大
門

正
幸
教
授
が
、「Society Scientific 

● ❻●

項目 金額 項目 金額
会費 ジャーナル発行
例会 会誌発行
寄付 人件費
本・他 例会会場費
繰越金 講師謝礼
合計 事務用品

郵送・配送料
通信費
会議・打合せ
交通費
事務所維持費
郵便・銀行振込料
予備
来期繰越金
合計

収入 支出



Exploration

」
学
会
で
共
同
研
究
と
し

て「
中
間
生
記
憶
を
持
つ
子
ど
も
達
」を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
言
語
学
者
な
の
で

す
が
、
退
行
催
眠
で
ネ
パ
ー
ル
だ
っ
た

か
古
代
語
で
し
ゃ
べ
る
人
が
い
た
の
で
、

こ
の
古
代
語
が
本
当
に
当
時
し
ゃ
べ
ら

れ
た
言
葉
な
の
か
検
証
し
ま
し
た
。

前
世
療
法
の
メ
ッ
カ
は
バ
ー
ジ
ニ
ア

大
学
で
す
が
、
イ
ア
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
ソ
ン
教
授
が
2
0
0
0
例
以
上
の
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
調
べ
て
、
間

違
い
な
く
前
世
だ
と
断
定
で
き
る
1
�0�

0
例
以
上
の
ケ
ー
ス
を
も
っ
て
い
ま
す
。

大
門
教
授
は
そ
ち
ら
の
客
員
教
授
も
1

年
間
勤
め
て
お
り
ま
す
。

大
門
教
授
の
お
話
で
は
、
そ
れ
ら
の

ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
私
の
言
っ
て
い
る

よ
う
な
内
容
も
沢
山
あ
る
の
で
す
が
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
で
は
前
世
を
研
究
し

て
い
て
、
魂
の
状
態
の
中
間
生
は
あ
ま

り
興
味
が
な
い
よ
う
で
す
。

胎
内
記
憶
は
い
つ
か
ら
あ
る
の
か
と

言
い
ま
す
と
、
2
～
4
歳
か
ら
が
ダ
ン

ト
ツ
で
高
い
よ
う
で
す
。
2
歳
く
ら
い

で
す
と
ま
だ
言
葉
は
拙
い
で
す
が
、
3

～
4
歳
に
な
る
と
少
し
具
体
的
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
人
で
も
1
%

く
ら
い
、
何
ら
か
の
形
で
胎
内
記
憶
が

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
方
で
も
、

お
母
さ
ん
に
言
っ
て
傷
つ
け
て
し
ま
s

っ
て
、
人
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
方
々
が
多
い
の
で
す
ね
。

で
も
子
供
達
が
沢
山
胎
内
記
憶
の
発

言
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
大
人
も
、

「
あ
あ
、
自
分
の
記
憶
は
胎
内
記
憶
だ

っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
話
し
始

め
る
方
も
い
ま
す
。

当
初
退
行
催
眠
で
、
胎
内
記
憶
と
誕

生
記
憶
を
調
べ
て
い
た
の
で
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
す
と
、
そ
の
部
分
は

白
紙
で
裏
に
び
っ
し
り
書
い
て
く
る
人

が
か
な
り
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
魂
の
時

代
の
中
間
生
、
す
な
わ
ち
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
を
選
ん
で
き
た
と
い
う
話
が

一
杯
出
て
き
て
、
2
0
0
8
年
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
会
社
が
正
式
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
ら
、
以
下
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
胎
内
記
憶
の
内
容
分
析
の
グ
ラ
フ

胎
内
記
憶�

　

38
%

誕
生
記
憶�

　

19
%

中
間
生��

　

20
%

前
世
記
憶�

　

2
%

他
の
記
憶�

　

21
%

複
数
の
記
憶
あ
り�　

45
% 

こ
の
中
で
中
間
生
を
選
ん
だ
子
供
達

が
2
割
も
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
本
に
し
た
の
が
、

2
0
0
2
年
「
お
ぼ
え
て
い
る
よ
。
マ

マ
の
お
な
か
に
い
た
と
き
の
こ
と
。」

2
0
0
4
年
「
マ
マ
の
お
な
か
を
え
ら

ん
で
き
た
よ
。」

こ
れ
ら
の
本
が
出
る
前
は
「
子
ど
も

は
親
を
選
べ
な
く
て
、
可
哀
想
だ
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

本
が
出
た
後
は
「
子
ど
も
は
親
を
選
ん

で
き
た
」
と
い
う
話
に
な
る
の
で
、
中

学
生
く
ら
い
に
な
っ
て
、
親
に
「
生
ん

で
く
れ
な
ん
て
、
頼
ん
で
ね
え
わ
」
と

言
う
と
、
親
が
「
何
言
っ
て
る
の
、
あ

ん
た
が
私
を
選
ん
だ
ん
で
し
ょ
」
と
反

撃
さ
れ
ま
す（
笑
）。

胎
内
記
憶
で
よ
く
聞
く
の
は
、
子
供

達
は「
お
腹
の
中
で
温
か
く
て
気
持
ち

よ
く
泳
い
で
い
た
」、
次
に
多
い
の
は

「
早
く
マ
マ
に
会
い
た
い
と
思
っ
た
」、

こ
う
い
う
子
は
早
産
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
早
産
に
な
っ
た
子
で
、「
お
腹

の
中
の
居
心
地
が
悪
か
っ
た
」
と
か「
お

腹
の
中
に
い
る
と
殺
さ
れ
る
と
思
っ
た
」

と
い
う
子
供
達
も
い
ま
す
。
こ
の
話
を

す
る
と
、
早
産
に
な
っ
た
親
は
、
皆「
そ

う
な
の
か
」
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
そ
う
い
う
子
も
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
全
員
が
そ
う
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「
子
供
が
親
を
選
ぶ
」と
言
う
と
、「
選

ば
れ
て
い
な
い
私
は
、
そ
ん
な
酷
い
女

?
」と
思
う
方
が
い
る
の
で
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
い
お

母
さ
ん
だ
か
ら
選
ん
だ
と
い
う
子
も
い

ま
す
が
、
お
母
さ
ん
が
悲
し
そ
う
だ
か

ら
選
ん
だ
と
い
う
子
も
い
ま
す
。「
こ
の

お
母
さ
ん
を
幸
せ
に
す
る
ん
だ
」
く
ら

い
の
気
持
ち
で
選
ぶ
ん
で
す
。
虐
待
し

て
い
る
お
母
さ
ん
も
選
ぶ
の
で
す
。「
こ

の
人
達
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
を
込
め
て
来
る
の
だ
け
れ
ど
、

親
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
子
供
が
願
い

を
も
っ
て
行
っ
て
も
虐
待
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
殺
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
供
達
に「
虐
待
さ
れ
て
殺
さ
れ
て

し
ま
う
子
も
い
る
ん
だ
よ
、
そ
れ
は
嫌

●❼ ●



な
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
失

敗
じ
ゃ
な
い
の
」
と
問
う
と
、「
い
や
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
よ
、
何
度
で
も
や
る

か
ら
」
と
答
え
ま
す
。
魂
と
い
う
の
は

結
局
死
な
な
い
の
で
、
何
度
も
循
環
し

て
い
る
だ
け
な
の
で
、
楽
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
い
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
旺
盛
な
子
は
、
過
酷
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
選
ぶ
の
で
す
。

ち
な
み
に
子
供
達
に
聞
く
と
、
日
本

は
す
ご
く
人
気
が
あ
る
の
で
、
子
供
達

は
列
を
作
っ
て
待
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
生
ま
れ
て
か
ら
も
、
並
ぶ
の
が

得
意
で
し
ょ（
笑
）。
ま
た
あ
る
子
に
聞

い
た
ら
、「
日
本
も
人
気
が
あ
る
け
れ

ど
、
も
っ
と
人
気
が
あ
る
国
が
あ
る
ん

だ
よ
」
そ
れ
は「
戦
争
の
あ
る
国
」
だ
と

言
う
ん
で
す
。

「
何
で
戦
争
の
あ
る
国
?
」
と
聞
く

と
、「
戦
争
が
あ
る
と
地
球
が
壊
れ
て
し

ま
う
か
ら
、
自
分
た
ち
が
行
け
な
く
な

っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
を
止
め
る
た
め
に

敢
え
て
戦
争
の
あ
る
国
に
行
き
た
が
る
」

と
言
う
の
で
す
。
こ
れ
は
驚
き
ま
し
た

ね
。
皆
さ
ん
は
幸
せ
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
に

生
ま
れ
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
ま
す
よ

ね
。
幸
せ
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
生
ま
れ
る

と
空
の
上
に
い
る
と
き
と
同
じ
な
の
で

す
よ
。
だ
か
ら
一
見
幸
せ
で
す
け
れ
ど
、

何
も
役
に
立
つ
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

周
り
の
た
め
に
自
分
で
障
害
を
持
っ
て
、

生
ま
れ
て
く
る
子
も
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

夢
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義（
続
き
）

　
　
　
　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

● 
夢
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
一
ヵ
月
単

位
で
流
れ
を
見
る

人
間
は
一
晩
に
四
つ
か
ら
五
つ
夢
を

み
ま
す
。
そ
れ
も
断
片
的
に
し
か
覚
え

て
い
な
い
の
で
、
ト
ー
タ
ル
に
見
な
い

と
、
あ
る
一
部
分
だ
け
切
り
取
っ
て
、

そ
れ
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
い
う
の
は

ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
ま
す
ね
。
あ
る
一

定
期
間
、
夢
日
記
を
つ
け
て
い
た
だ
く

理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

一
つ
ひ
と
つ
の
夢
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。
夢
と
い
う
の
は
掴

み
ど
こ
ろ
が
な
く
て
当
た
り
前
な
の
で

す
が
、
そ
の
夢
を
送
り
出
し
て
い
る
源

が
、
そ
の
夢
を
通
し
て
何
を
言
い
た
い

か
と
い
う
の
を
、
ズ
バ
リ
自
分
で
感
じ

る
に
は
、
そ
の
夢
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
ね
く
り

回
し
た
タ
イ
ト
ル
で
は
な
く
て
、
直
感

で
つ
け
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
夢

が
訴
え
て
い
る
本
質
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
一
ヵ
月
分
ぐ
ら
い
並
べ
る
と
、

そ
の
期
間
そ
の
人
が
ど
ん
な
気
持
ち
で

過
ご
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
自

分
の
無
意
識
の
立
場
で
も
っ
て
、
ま
ざ

ま
ざ
と
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
夢
日
記

を
つ
け
る
と
、
現
実
の
出
来
事
を
夢
が

予
知
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
。
予
知
夢
は
、
誰
で
も
み

る
の
で
す
。
予
知
夢
は
一
部
の
宗
教
家

や
指
導
者
の
特
殊
能
力
で
は
な
い
の
で

す
。
そ
れ
も
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
や
れ

ば
分
か
っ
て
き
ま
す
。

● 

自
我
が
ど
ん
な
に
否
定
し
て
も
夢
は

あ
な
た
の
本
心
を
知
っ
て
い
る

あ
る
女
性
が
就
職
の
と
き
に
、
親
の

関
係
す
る
会
社
に
入
る
と
決
め
て
い
た

の
で
、
悩
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
ヵ
月
夢
日
記
を
つ
け
て
み
た
ら
、
そ

の
会
社
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
出
て

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ず
っ

と「
親
の
敷
い
た
レ
ー
ル
の
上
が
安
全

だ
」
と
い
う
考
え
方
で
き
た
が
、
そ
れ

で
自
分
の
人
生
を
生
き
た
こ
と
に
な
る

の
か
、
と
い
う
気
づ
き
だ
っ
た
の
で
す
。

結
局
彼
女
は
親
の
親
戚
の
会
社
に
い
っ

た
ん
は
入
っ
た
の
で
す
が
、
三
ヵ
月
で

辞
め
て
留
学
し
ま
し
た
。

あ
と
は
、
あ
る
二
十
代
後
半
の
男
性

の
例
で
す
。
実
家
に
い
て「
就
職
し
な

い
の
か
」と
言
わ
れ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
に
は
音
楽

家
に
な
る
夢
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
信

が
な
い
の
で
す
。
何
回
も
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
た
び
に「
も

う
だ
め
だ
と
思
う
」
と
言
う
の
で
す
。

「
で
も
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
こ
う
い
う
ふ

う
に
扱
っ
て
い
る
夢
を
み
て
い
る
の
だ

か
ら
、
今
あ
な
た
の
や
り
た
い
姿
は
ま

だ
掴
め
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

必
ず
あ
な
た
の
な
り
た
い
音
楽
家
に
な

れ
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と
言
う
と
、「
何

● ❽●



の
根
拠
が
あ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん

で
す
か
」
と
聞
く
か
ら
、「
私
に
根
拠
は

な
い
。
た
だ
あ
な
た
の
夢
を
ワ
ー
ク
す

る
と
そ
う
出
て
く
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

結
局
そ
の
人
、
大
出
世
で
す
よ
。
N
局

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
で
音
楽
を
全
部
担

当
し
て
C
D
も
出
し
て
、
今
は
あ
る
放

送
局
の
開
局
の
と
き
の
テ
ー
マ
を
作
曲

し
て
い
ま
す
。

夢
は
自
分
の
中
か
ら
出
て
く
る
も
の

だ
か
ら
、
言
い
訳
は
き
か
な
い
で
す
よ

ね
。
人
に
「
こ
う
し
ろ
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
と
は
違
う
の
で
ね
。

●
夢
が
問
題
解
決
に
役
立
っ
た
例

古
今
東
西
、
夢
に
よ
っ
て
問
題
が
解

決
さ
れ
た
り
、
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
た

例
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

発
明
家
の
エ
リ
ア
ス
・
ハ
ウ
が
ミ
シ

ン
を
開
発
し
た
と
き
、
機
械
の
構
造
は

出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
針
の

穴
を
ど
こ
に
開
け
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
を
ず
っ
と
悩
ん
で
い
て
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
き
に
夢
を
見
ま
し
た
。

野
蛮
な
国
の
見
知
ら
ぬ
王
に
「
ミ
シ
ン

を
作
れ
」
と
命
じ
ら
れ
る
の
で
す
が
、

期
限
に
間
に
合
わ
な
い
。
罰
と
し
て
兵

士
に
連
行
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、
兵

士
た
ち
が
持
っ
て
い
る
槍
の
穂
先
に
穴

が
開
い
て
い
た
。
そ
れ
で
ハ
ッ
と
し
て

目
覚
め
、
今
ま
で
針
と
い
う
の
は
頭
に

穴
を
開
け
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
先
っ
ぽ
に
穴
を
開
け
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
工
夫
を

し
た
ら
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
、
ミ
シ
ン
が
完

成
し
た
の
で
す
。

●
ド
リ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
セ
レ
モ
ニ
ー

夢
に
よ
る
究
極
の
問
題
解
決
法
の
ひ

と
つ
に
「
ド
リ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
セ
レ

モ
ニ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
手
法
を
創
始
な
さ
っ
た
ヴ
ァ
ン
デ
ュ

キ
ャ
ッ
ス
ル
教
授
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の

先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
そ

の
先
生
も
数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
た
ぶ
ん
元
来
の
目
的
や
趣
旨
で

の
実
践
者
と
し
て
は
、
世
界
を
見
て
も

他
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。

私
た
ち
の
実
践
例
で
言
う
と
、
ド
リ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
セ
レ
モ
ニ
ー
の
参
加

者
は
、
五
人
く
ら
い
か
ら
多
く
て
も
十

人
く
ら
い
で
、
そ
の
日
に
集
ま
っ
た
見

知
ら
ぬ
人
た
ち
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
あ
る
人

の
問
題
を
み
な
で
解
決
す
る
た
め
、
心

を
ひ
と
つ
に
す
る
の
だ
と
い
う
セ
レ
モ

ニ
ー
を
ま
ず
行
い
ま
す
。
問
題
の
提
供

者
は
、
名
乗
り
出
る
こ
と
は
す
る
も
の

の
、
ど
ん
な
問
題
か
は
発
表
せ
ず
、
た

だ
紙
に
書
い
て
、
誰
に
も
見
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
は
、
一
晩
夢
を

み
ま
す
。
い
つ
も
は「
あ
な
た
の
夢
は
あ

な
た
だ
け
の
も
の
で
す
」
と
言
う
の
で

す
が
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は「
今
晩
み

る
夢
は
あ
な
た
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
問
題
を
提
起
し
て
く
れ

た
人
に
捧
げ
る
夢
だ
か
ら
で
す
。
あ
な

た
に
は
今
晩
み
た
夢
を
忘
れ
る
権
利
が

あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
そ
こ
ま
で
言
う
の

で
す
。

そ
し
て
翌
朝
、
そ
れ
ぞ
れ
が
み
た
夢

を
持
ち
寄
っ
て
発
表
し
、
一
定
の
プ
ロ

セ
ス
、
一
定
の
手
法
に
従
っ
て
ト
ー
タ

ル
に
検
討
し
ま
す
。

翌
朝
、
夢
を
報
告
す
る
と
き
、「
何
の

関
連
性
も
な
い
よ
う
な
ば
ら
ば
ら
の
夢

が
、
ひ
と
つ
の
問
題
の
解
決
と
し
て
ど

う
繋
が
る
の
か
」
と
、
み
な
は
自
信
が

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
だ
ん
だ
ん
プ
ロ
セ
ス
を

経
る
と
、
い
ち
ば
ん
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
く

る
の
は
、
問
題
の
提
供
者
の
方
で
す
。

み
な
が
報
告
す
る
夢
の
中
に
、
自
分
の

問
題
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
出
来
事
と

か
、
場
所
と
か
、
日
時
と
か
、
い
ろ
ん

な
要
素
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
出
す
か
ら
で
す
。
そ
う
す
る

と
座
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
体

操
を
始
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
問

題
の
提
供
者
は
絶
対
に
口
を
出
し
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。
そ
こ
に
そ
の
人
が

い
な
い
と
思
っ
て
、
み
な
は
夢
を
シ
ェ

ア
す
る
わ
け
で
す
。

最
後
に
、
参
加
者
の
夢
の
中
の
要
素

を
ま
と
め
る
と
、「
こ
の
方
の
問
題
の
背

景
は
こ
う
い
う
こ
と
で
、
解
決
策
に
は

こ
う
い
う
の
と
こ
う
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
や
っ
た
ら
こ
う
な
り
ま
す
」

と
、
そ
こ
ま
で
出
て
き
ま
す
。
し
か
し

参
加
者
は
ま
だ
そ
の
本
当
の
意
味
を
知

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
一
泊
二

日
丸
々
使
う
わ
け
で
す
が
、
問
題
の
提

供
者
は
初
め
て
そ
こ
で
、「
私
が
昨
晩
紙

に
書
い
て
封
筒
に
入
れ
て
絶
対
に
誰
に

も
見
せ
な
か
っ
た
問
題
は
こ
う
い
う
も

の
で
す
」
と
種
明
か
し
し
ま
す
。
そ
の

後
の
感
想
が
、「
私
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
、

真
剣
に
夢
を
書
い
て
、
シ
ェ
ア
し
て
、

解
明
す
る
作
業
を
し
て
く
れ
た
。
こ
れ

は
絶
対
に
蔑
ろ
に
は
で
き
な
い
」
と
な

る
わ
け
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
人
が
提
示
し

た
問
題
は
、
そ
の
人
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
て
、
そ
こ
に
参
加
し
た
人
た
ち
み

な
が
共
通
に
、
無
意
識
も
し
く
は
意
識

的
に
持
っ
て
い
た
問
題
な
の
だ
と
気
づ

●❾ ●



い
た
と
き
に
、
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
共
感
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
他
で

は
ち
ょ
っ
と
味
わ
え
な
い
こ
と
で
す
。

ド
リ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
本
来
の
価
値
と

い
う
の
は
、
誰
か
の
問
題
解
決
に
、
そ

の
日
出
会
っ
た
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
の
力

を
借
り
る
と
い
う
発
想
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
発
想
と
い
う
の
は
、
今
の
日
本
に

と
っ
て
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
人
を
助
け
た
が
る
人
は
け
っ
こ

う
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
う
ま
く

人
に
助
け
て
も
ら
う
才
能
と
言
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う

才
能
が
も
っ
と
普
通
に
、
自
然
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
き
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
に
も
二
十
年
以
上
前
、
問

題
の
提
供
者
と
し
て
ド
リ
ー
ム
へ
ル
パ

ー
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
解
決
法
は
、
実
は

今
で
も
小
林
さ
ん
の
人
生
に
影
響
を
与

え
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
永
続

す
る
問
題
の
解
決
に
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
自
体
が
、
夢
と
い
う
の
は
心
の
奥

深
く
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
ユ

ン
グ
が
言
う
と
こ
ろ
の
共
通
無
意
識
、

「
人
は
一
人
ず
つ
分
断
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
問
題
を
共
有
し
て
い
る
。

だ
か
ら
助
け
合
え
る
」
と
、
そ
う
い
う

仮
説
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

● 「
D
I
」：
関
係
者
が
自
分
た
ち
の
夢

で
問
題
解
決
す
る

「
ド
リ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
セ
レ
モ
ニ

ー
」
で
は
、
問
題
の
提
供
者
は
、
最
後

の
最
後
ま
で
問
題
を
発
表
し
ま
せ
ん
が
、

逆
に
、
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
ら
か
じ

め
提
示
さ
れ
て
い
て
、
見
知
ら
ぬ
他
人

で
は
な
く
、
そ
の
問
題
の
当
事
者
た
ち

が
み
ず
か
ら
夢
を
み
て
、
そ
れ
を
も
と

に
問
題
の
解
決
策
を
探
る
と
い
う
手
法

も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は「
D
I
技
法
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
は「
ド
リ
ー
ム
・
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
夢
の
孵
化
）」
の

略
で
す
。

こ
れ
は
主
に
組
織
の
中
で
の
問
題
解

決
技
法
で
す
が
、
私
た
ち
が
手
掛
け
た

実
践
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る
N
P
O
法
人
な
の
で
す
が
、
活

動
が
停
滞
し
て
い
て
、
組
織
の
中
に
い

る
人
た
ち
に
活
気
が
な
い
。
そ
れ
を
何

と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
を
受
け

て
、
私
た
ち
が
D
I
技
法
を
導
入
し
た

例
で
す
。
結
果
は
、
あ
る
意
味
い
ち
ば

ん
や
っ
か
い
な
解
決
法
で
し
た
。
そ
れ

は「
全
員
が
今
持
っ
て
い
る
役
割
を
交

換
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば

経
理
担
当
で
何
年
も
や
っ
て
き
た
人
が

営
業
に
行
く
と
か
、
企
画
を
や
っ
て
い

た
人
が
全
然
違
う
部
署
に
行
く
と
か
。

そ
れ
が
全
員
の
夢
に
現
れ
て
い
た
共
通

項
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
そ
の
N
P
O
法
人
は
、
自

分
た
ち
の
得
意
な
こ
と
を
役
割
と
し
て

振
り
分
け
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を

あ
え
て
変
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
非

常
に
風
通
し
が
よ
く
な
っ
た
。

結
局
代
表
の
人
が
言
っ
て
い
た
の
は
、

「
自
分
の
得
意
な
こ
と
に
専
念
す
る
こ

と
で
硬
直
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
守
り

の
態
勢
に
入
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
。

企
画
が
得
意
で
企
画
を
や
っ
て
い
た
人

は
、
そ
れ
を
み
な
に
押
し
つ
け
る
よ
う

な
態
度
に
な
っ
て
い
た
し
、
経
理
が
得

意
な
人
は「
経
理
の
観
点
か
ら
言
う
と
、

こ
の
組
織
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
な
っ
て
い
た
の
が
、
役
割
を
交
換
し

て
み
た
ら
、「
他
の
部
署
の
人
の
考
え

方
、
も
の
の
見
方
に
意
味
が
あ
っ
た
と

気
づ
き
ま
し
た
」
と
、
そ
う
い
う
報
告

で
し
た
。

夢
と
い
う
自
分
た
ち
の
中
か
ら
出
て

き
た
も
の
を
検
討
し
た
ら
、
そ
う
い
う

結
論
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
誰
も
否
定
で

き
な
い
。
こ
れ
が
も
し
外
部
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
か
誰
か
が
「
役
割
を
交
代
し

ろ
」
な
ど
と
言
っ
た
ら
、
反
発
必
至
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。（
終
わ
り
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

放
射
能
汚
染
対
策
と
化
学
物
質
か
ら

身
を
守
る
最
新
最
強
の
方
法

　
　
　
　

講
師　

阿
部　

一
理�

氏

と
き　

：
平
成
29
年
9
月
16
日

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

阿
部
一
理
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
4
4（
昭
和
19
）
年
、
北
海
道

網
走
生
ま
れ
、
幼
少
時
よ
り
虚
弱
、
病

弱
。
27
歳
の
時
知
っ
た
、
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
体
質
改
善
、
以
来
46 

年
間
健
康
法
、
自
然
療
法
の
研
究
実

践
、
そ
の
普
及
に
つ
と
め
る
。
講
演
回

数
も
一
万
回
を
超
え
る
。
著
書
は『
奇

跡
の
玄
米
療
法
』（
ラ
イ
フ
社
）、『
水
最

後
の
選
択
』、『
古
く
て
新
し
い
伝
承
療

法
』（
メ
タ
モ
ル
出
版
）、『
放
射
能
汚
染

か
ら
命
を
守
る
最
強
の
知
恵
』、『
も
の

忘
れ
、
認
知
症
を
防
ぐ
6
つ
の
食
材
』

（
コ
ス
モ
社
）。

● �●



人
類
文
明
は
、
戦
後
70
年
恐
る
べ
き

ス
ピ
ー
ド
で
化
学
毒
を
ま
き
散
ら
し
て

来
ま
し
た
。
石
油
な
ど
か
ら
合
成
さ
れ

た
。
農
薬
、
化
学
肥
料
、
食
品
添
加
物
、

消
毒
剤
、
西
洋
医
学
の
薬
品
類
、
大
気

汚
染
、
各
種
の
水
質
汚
染
そ
し
て
原
発

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
廃
棄
物
汚
染
、

さ
ら
に
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る
種
子

等
、
農
産
物
の
不
自
然
さ
の
増
幅
・・・

よ
く
も
ま
ぁ
こ
こ
ま
で
汚
し
た
も
の

だ
と
神
は
呆
れ
果
て
て
い
る
と
思
い
ま

す
。レ

イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の『
沈
黙
の

春
』、
有
吉
佐
和
子
の『
複
合
汚
染
』の

予
言
が
ま
さ
に
現
実
の
も
の
と
な
り
、

奇
形
児
、
難
病
、
奇
病
、
癌
の
多
発
、

特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
は
若
者
の
90
%
を
超

え
て
い
る
と
言
う
。

◆
自
然
界
も
、
生
命
体
も
自
然
な
浄
化

力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
度
を
越
さ

な
け
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
よ
う
に
出
来

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
復
元
力
、
治
癒

力
の
自
然
な
力
で
す
。

と
こ
ろ
が
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
や
、

皮
膚
か
ら
入
る
経
皮
毒
や
、
放
射
性
廃

棄
物
、
遺
伝
子
組
換
え
は
、
創
造
主
の

想
定
外
の
毒
性
の
た
め
非
常
に
解
毒
、

排
毒
が
し
に
く
い
の
で
す
。

汚
染
の
原
因
を
元
か
ら
断
つ
と
い
う

の
は
最
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
石
油
に
頼
ら

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
中
で
も
フ
リ
ー
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
現
実
化
で
す
。

た
と
え
ば
、
水
と
石
油
の
エ
マ
ル
ジ

ョ
ン
に
よ
っ
て
90
：
10
ま
で
完
成
し
て

大
規
模
に
実
用
化
段
階
に
入
っ
て
い
た

の
が
遂
に
、
水
1
0
0
%
で
石
油
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
。

今
回
は
主
題
に
戻
っ
て
、
人
体
を
ど

の
よ
う
に
ク
リ
ー
ン
に
す
る
の
か
に
焦

点
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
長
崎
で
被
爆
し
た
秋
月
辰
一
郎
医
師

の
名
著
『
死
の
同
心
円
』（
講
談
社
発
行

の
も
の
が
、
長
崎
新
聞
社
か
ら
再
版
さ

れ
て
い
ま
す
）
が
、
福
島
原
発
事
故
の

あ
と
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

私 

阿
部
一
理
は
、
46
年
前
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
縁
し
ま
し
て
、
創
始

者
：
桜
沢
如
一
著『
心
臓
を
入
れ
替
え
る

法
』を
手
に
し
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
本
の
主
人
公
が
秋
月
辰
一
郎
医

師
で
し
た
。
生
ま
れ
つ
き
心
臓
の
奇
形

（
水
滴
の
よ
う
な
心
臓
か
ら
「
滴
状
心
」

と
呼
ば
れ
、
20
歳
ま
で
は
生
き
ら
れ
な

い
と
言
わ
れ
た
）で
し
た
。

　

戦
前
京
都
帝
大
の
医
学
部
を
や
っ
と

の
思
い
で
卒
業
し
た
も
の
の
、
ど
の
患

者
よ
り
も
弱
く
て
医
療
に
従
事
す
る
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
を
、
桜
沢
如
一

先
生
の
講
演
を
聴
い
て
「
ヒ
ョ
ッ
ト
し

た
ら
治
る
か
も
?
」
と
玄
米
菜
食
を
実

行
し
た
。
そ
の
後
た
っ
た
二
ヶ
月
で
普

通
の
人
の
心
臓
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
本
の
表
表
紙
と
裏
表
紙
は
、
使

用
前
、
使
用
後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
の

赤
い
本
で
し
た
。
秋
月
辰
一
郎
医
師
は

食
生
活
の
改
善
の
結
果
を
確
か
め
た
か

っ
た
の
で
心
臓
の
形
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

確
認
し
た
の
で
す
。
当
初
は
三
ヶ
月
は

か
か
る
だ
ろ
う
と
、
桜
沢
先
生
に
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
た
っ
た
の
二
ヶ
月

で
奇
蹟
が
起
こ
り
、
秋
月
先
生
は
89
歳

ま
で
生
き
ら
れ
た
の
で
し
た
。

元
気
に
な
っ
た
秋
月
医
師
は
、
現
在

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の
前
身
、
浦

上
第
一
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
原

爆
の
体
験
記
が
前
述
の「
死
の
同
心
円
」

で
す
。

昭
和
20
年
8
月
9
日
、
爆
心
地
か
ら

1
・
4
km
の
距
離
で
の
原
爆
は
、
ま
る

で
直
撃
弾
を
喰
ら
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ

た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
丘
の
上
の

病
院
か
ら
見
え
る
長
崎
の
街
は
文
字
通

り
破
壊
さ
れ
た
異
様
な
光
景
で
あ
っ
た

と
。迫

り
く
る『
死
の
同
心
円
』の
輪
の
中

に
徐
々
に
入
り
込
む
、
生
き
延
び
た
人

も
前
触
れ
も
な
く
死
に
ゆ
く
群
れ
と
な

る
の
を
為
す
術
も
な
く
、
地
獄
絵
図
さ

な
が
ら
の
中
、
玄
米
に
塩
を
ま
ぶ
し
て

食
べ
さ
せ
、「
砂
糖
は
絶
対
に
い
か
ん

ぞ
」
と
絶
叫
し
な
が
ら
警
告
を
出
し
続

け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て

か
、
90
名
の
病
院
関
係
者
は
一
人
も
亡

く
な
る
こ
と
な
く
、
後
に
被
爆
者
の
認

定
に
差
し
障
る
ほ
ど
、
健
康
を
害
す
る

者
は
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
般
的
に
90
%
の
方
が
死
亡
し
た
至

近
距
離
で
あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
認

定
を
受
け
ら
れ
な
い
程
健
康
だ
っ
た
の

で
す
。
玄
米
と
塩
と
味
噌
と
白
砂
糖
無

し
の
食
生
活
が
功
を
奏
し
た
の
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

殊
に
味
噌
の
効
用
が
、
後
に
広
島
大

学
の
渡
辺
教
授
に
よ
っ
て
、
小
腸
の
絨

●� ●



毛
（
じ
ゅ
う
も
う
）
組
織
が
、
味
噌
に

よ
っ
て
放
射
性
物
質
か
ら
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
裏
付
け
さ
れ
た
の
で
し
た
。

チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
事
故
の
折
、

日
本
か
ら
大
量
の
味
噌
が
輸
出
さ
れ
た

の
は
、
私
達
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

間
の
み
な
ら
ず
、
大
き
な
話
題
に
な
っ

た
こ
と
で
し
た
。

但
し
、
原
発
事
故
と
原
爆
は
一
緒
に

考
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
回
の

福
島
原
発
の
方
が
は
る
か
に
放
射
性
物

質
の
害
は
ひ
ど
く
長
期
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
水
や
食
べ
物
を
通
し
て
の
内

部
被
曝
は
、
体
内
と
い
う
そ
の
距
離
の

近
さ
か
ら
恐
る
べ
き
影
響
力
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
次
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ケ

ル
ブ
ラ
ン
博
士
の「
生
体
に
よ
る
原
子

転
換
」「
自
然
界
の
原
子
転
換
」（
日
本

C
I
協
会
発
行
。
絶
版
）
に
あ
る
よ
う

に
、
原
子
転
換
に
よ
る
無
害
化
、
無
毒

化
を
考
え
て
み
た
い
の
で
す
。
博
士
は
、

生
体
で
常
温
常
圧
で
起
こ
る
原
子
転
換

は
、
水
と
酵
素（
微
生
物
の
作
り
だ
す

も
の
）が
重
大
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
だ

ろ
う
・
・
・
。

◆
鹿
児
島
生
ま
れ
の
『
壽
福
義
一
氏
』

は
、
こ
の
原
子
転
換
の
理
論
を
元
に
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
と
素
粒
子
の
研
究
か
ら
放

射
性
物
質
を
無
害
化
し
て
し
ま
う
活
水

器
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
簡
便
な

装
置
の
中
を
水
が
通
る
だ
け
で
放
射
能

物
質
を
瞬
時
に
消
し
て
し
ま
う
活
水
器

（
家
庭
の
元
付
け
タ
イ
プ
で
58
万
円
弱
）

を
作
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
水
を
福
島
の
す
み
か
ら

す
み
ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
撒
き
た
い

と
言
う
夢
が
あ
り
ま
す
。「
福
島
が
福
の

島
へ
」と
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
に
使
う
と
、
放
射
性
物
質
も
消

え
収
穫
は
倍
量
に
も
な
り
、
美
味
し
く

て
身
体
に
良
い
農
作
物
に
変
身
し
ま
す
。

配
水
管
の
ス
ケ
ー
ル
（
サ
ビ
の
よ
う

な
も
の
）
も
取
れ
ま
す
の
で
N
自
動
車

の
工
場
の
配
水
管
も
キ
レ
イ
、
油
料
理

の
多
い
お
店
の
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
取

れ
方
や
、
ハ
ッ
ブ
ル
の
宇
宙
望
遠
鏡
の

レ
ン
ズ
を
磨
く
の
に
使
わ
れ
た
り
、
す

ご
い
モ
ノ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射

能
対
策
の
基
本
と
し
て
、
良
質
の
水
を

飲
ん
で
頂
き
、
食
生
活
を
古
来
の
日
本

食
に
戻
し
、
さ
ら
に
解
毒
力
、
排
毒
力

を
高
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
60
年
ほ
ど
前
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
で

飲
め
る「
p
H（
ペ
ー
ハ
ー
）0
」の
強

酸
の
液
が
あ
れ
ば
放
射
性
物
質
を
体
外

に
排
泄
で
き
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
な
か
な
か
飲
め
る
強
酸
の
液

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1
つ
日
本

の
防
衛
省
が
海
か
ら
見
つ
け
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

「
氷
山
底
層
水
」
と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
南
極
の
氷
山
が
溶
け
て
海

に
入
り
、
深
海
を
流
れ
太
平
洋
の
あ
る

と
こ
ろ
に
常
時
2
℃
の
ま
ま
海
遊
し
て

い
る
の
を
取
水
し
、
陸
上
に
上
が
っ
た

動
物
に
は
不
要
な
塩
素（
Cl
）
の
み
を

取
り
除
き
、
物
理
的
な
刺
激
の
み
を
加

え
て
p
H
14
の
強
ア
ル
カ
リ
の
液
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
水
素
を
加
え
な
が
ら

「
p
H
0
」（
ペ
ー
ハ
ー
ゼ
ロ
）の
酸
性
液

を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

作
り
方
の
細
部
は
秘
密
で
す
が
、
ご

存
知
の
通
り
p
H（
ペ
ー
ハ
ー
）は
水
素

イ
オ
ン
の
濃
度
の
こ
と
で
す
。「
0
」
か

ら
「
14
」
ま
で
の
物
差
し
で
、
真
ん
中

の
「
7.0
」
が
中
性
。
数
字
の
小
さ
い
方

が
酸
性
、
大
き
い
方
が
ア
ル
カ
リ
（
塩

基
）性
で
す
。

p
H
0
の
酸
性
で
水
素
が
満
杯
で
す
。

1
リ
ッ
ト
ル
中
に
1
g
の
水
素
が
入
っ

て
い
ま
す
。
実
に
一
〇
〇
〇
分
の
一
で
す
。

こ
の
特
殊
な
海
水
か
ら
作
ら
れ
た
モ

ノ
は
、
ま
ず
は
ア
ル
カ
リ
の
p
H
14
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
基
に
p
H
0
の
酸
を

作
り
ま
す
。
元
々
海
水
で
す
か
ら
飲
ん

で
も
触
れ
て
も
人
体
に
は
何
も
害
も
も

た
ら
し
ま
せ
ん
。
一
寸
信
じ
ら
れ
な
い

で
す
よ
ね
。
歴
史
上
始
め
て
の
モ
ノ
だ

そ
う
で
す
。

と
に
か
く
そ
の
飲
め
る
安
全
な
強
酸

と
強
ア
ル
カ
リ
が
あ
れ
ば
、
様
々
な
毒

物
を
分
解
、
消
去
出
来
る
の
で
す
。

ア
ル
カ
リ
の
液
を
1
0
0
0
倍
に

希
釈
し
て
も「
p
H
11
」も
あ
り
ま
す
。

農
薬
、
添
加
物
、
消
毒
剤
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
化
学
合
成
の
お
薬
、

ウ
ィ
ル
ス
等
に
対
処
で
き
ま
す
。

一
方
酸
の
液
は
、
重
金
属
、
放
射

性
物
質
（
放
射
性
物
質
は
金
属
で
す
）、

細
菌
類
に
対
処
出
来
ま
す
。
1
0
0
0

倍
に
希
釈
し
て
も
「
p
H
3
」
く
ら
い

あ
り
ま
す
。
効
果
は
充
分
あ
り
ま
す
。

　

サ
リ
ン
ガ
ス
、
サ
ー
ズ
ウ
イ
ル
ス
に

は
ア
ル
カ
リ
。
放
射
能
や
細
菌
に
は
酸

と
覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

そ
ん
な
優
れ
も
の
で
す
の
で
高
価
な

も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
原
液
20 

cc

入
で
1
万
円（
税
別
）
く
ら
い
で
す
。

1
0
0
0
倍
に
希
釈
す
る
事
を
考
え
る

と
20
リ
ッ
ト
ル
作
れ
ま
す
。
1
0
0
0

倍
に
薄
め
た
も
の
を
1
日
5
0
0

 

cc
く

ら
い
飲
ん
で
い
く
と
40
日
は
使
え
ま
す
。

と
に
か
く
世
界
広
し
と
言
え
ど
も
、

ど
こ
を
探
し
て
も
飲
め
る
p
H
0
の

● �●
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液
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
原
液
20 

cc

を
一
気
に
飲
ん
で
も
何
の
問
題
も
起
き

ま
せ
ん
。

毒
に
ま
み
れ
た
現
代
人
に
は
必
需
品

に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
土
や
水
の
汚
染
に
対
し
て
も
幅

広
く
応
用
で
き
ま
す
。
連
作
障
害
の
な

い
農
業
も
、
こ
の
液
を
使
う
こ
と
で
実

に
簡
単
に
実
現
出
来
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

放
射
能
対
策
も
万
全
で
す
。

そ
の
他
、
水
溶
性
珪
素
、
解
毒
力
の

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
の
T
Q
ユ
ニ

ス
の
商
品
、
電
磁
波
の
害
を
殆
ど
な
く

し
て
く
れ
る
商
品
等
も
、
当
然
な
が
ら

放
射
能
に
強
い
体
に
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
毎
日
理
想
的
な
ウ
ン
チ
が
出
る

よ
う
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
！ 

腸
は
超
大
事
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
意
識
の
持
ち
方
が
大

変
大
切
で
す
。

「
思
考
の
す
ご
い
力
」
P
H
P
出
版
、

ブ
ル
ー
ス
・
リ
プ
ト
ン
著

の
一
読
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

・ 

59
頁
の
、
細
胞
の
一
つ
一
つ
は
、
一

人
の
人
間
と
大
差
な
い
と
い
う
の
は

衝
撃
的
で
す
。

・ 

71
頁
の
5
行
目
か
ら
5
頁
は
、
遺
伝

子
操
作
に
よ
っ
て
人
類
は
絶
滅
す
る

の
で
は
な
い
か
と
‼

・ 

1
7
2
頁
の
う
し
ろ
か
ら
2
行
目

か
ら
、
米
国
人
の
死
因
の
第
一
位
は

医
原
病
（
医
療
行
為
に
よ
っ
て
殺
さ

れ
て
い
る
）で
あ
る
。

と
に
か
く
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
面
白
い
。

私
の
人
生
で
選
ぶ
重
要
な
三
冊
の
本
の

中
の
一
冊
で
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
2
名
、
計
15
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」



◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 
允
朗 
氏

「 

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井 

洋
一 

氏

「 

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「 

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「 

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「 

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「 

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田 

欽
子 

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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不食の人 秋山佳胤氏の場合
脳波が10Hzや7 .8Hzになるということは、

脳内に10Hzや7.8Hzの循環回路を含んでいま
すから、バンアレン帯のプラズマ振動をキャッ
チする機能が備わっていることを意味します。
アポロ4号によるとプラズマ振動のスペクトル
は7.8Hzを中心として±2Hzの揺らぎが観察さ
れています。つまり6～10Hzの脳波スペクトル
と重なっている訳です。

このプラズマ振動は生物が発生・進化する以
前から存在していると思いますから地球上の全
ての生物は7.8Hzの振動が基本であり、前回に
紹介した歌声で鳥が集まってきたり鯨が寄って
くる要因かも知れません。

昨年2月の本部例会で講演いただいた不食の

人・秋山佳胤氏にお願いしてインタビュー最中
の脳波を計測したときは、7.8Hzのスローα波
が頻繁に観察されました。その影響を受けてか
志賀も7.8Hzが誘発されてときどき共鳴してい
ました。秋山さんは活動のエネルギーはプラー
ナから得ていると言われますが、脳波が7.8Hz
で共鳴したときにバンアレン帯のプラズマエネ
ルギーから得ているのではないかと思われます。

水も飲まない、食事もしないで弁護士活動
をされて8年とのことですが、世界で不食の人
の話はよくあります。しかし、身近に存在して
いますのでチャンスですから脳波を測らせてい
ただきました。写真2は秋山さんの事務所を訪
問しそこで実験させていただいた時の様子を示
し、図2は計測結果です。

始めの1分間はお互いに目を閉じ心静かに瞑
想しているときの脳波。円グラフのBeforeで表
示されているようにお互いに10Hzのミッドα
波が優勢でかなり共鳴し合っていました。この
状態から目を開けてインタビュー開始です。こ
のような状況では殆どβ波になりますが、秋山
さんの場合は円グラフのDuringで示すように
13%、志賀も影響されたのか45%にとどまっ
ており、注目すべきは7.8Hzのスローα波が
41%、殆ど7.8Hzが観察されたことのない志賀
も何と27%になっていました。

　我々は摂食によってエネルギー補給すると信
じておりカロリー計算をしていますが、これは
17世紀の産業革命の内燃機関の考え方をその
まま当てはめている訳で、摂取した脂肪や炭水
化物、蛋白質が体温36.5℃で燃焼するはずが
なく、この矛盾を疑い無く常識化している現代
サイエンスに疑問を感じます。

図２　脳波計測結果の一部。上段は秋山氏、下段は志賀写真２�秋山さんの事務所にて
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図１　施治中の2人の脳波共鳴写真1　実験の様子

ヒーリングの場合
具体例を紹介しましょう。金沢のOさんは温

熱療法で写真のような2つの熱を発する道具を
使い患部が不具合だと熱く感じ、回復すると熱
さが緩和されると云う状態を通じて何かを感じ
る。その感じたことをベースに施術していくの
です。

被験者は熱さから暖かさを感じながら心地良
さを堪能します。ただそれだけですが何が行わ
れているのか分からないまま施術が進行するに
従って明らかに2人の脳波の間に明確な変化が
見られますし、被験者の不具合は良くなってい
きます。

　図1は施術中の2人の脳波の一部です。施術
開始後10分までは被験者（上段）の脳波は閉眼
安静時と殆ど変りませんが10分後から劇的に変
わってきます。Oさん（下段）のRaw EEGのグ
ラフは動きに伴うノイズが強く入り円グラフで
は灰色の割合が増えますが、このようなノイズ
があっても脳波とは周波数が異なるので分析は
可能です。 
　施術開始してからOさんの脳波は10Hzのミッ
ドα波よりも7.8Hzのスローα波成分が増えま
した。これは思考制御ではなく自然体であるこ
とを示しています。β波も極端に減少しました。
　2人の脳波の間には矢印で示したように周波
数と位相が完全に合致したコヒーレント状態が
観察されました。これが何を意味するかは不明
ですが偶然では起きにくいことから何らかの作
用メカニズムが働いていると思われます。
　施術が進むにつれ2人の脳波の間で周波数

と位相との間で共鳴（コヒーレント）状態が頻
発します。10Hzのミッドα波よりも7.8Hzの
スローα波であり2人は完全に無意識状態であ
ると思われます。ここにサイキックヒーリング
の本質があるように思われます。ただ10Hzの
ミッドα波でも共鳴していることに注目したい
と思います。
　前にも述べたようにお互いの脳の中でいか
に電気的に強く振動波が発生しても周波数が
低いので空間には電磁波は輻射していませ
ん。輻射できるアンテナが無いからです。こ
れが携帯電話のように2GHzと周波数が高け
れば人の体がアンテナの役割を果たせますが、
10Hzでは3万kmのアンテナが必要で赤道の
長さが4万kmですから通信は不可能です。地
上の電離層（バンアレン帯）をアンテナに見立
てれば10Hzや7.8Hzのプラズマ振動は地上の
空間に電磁波として輻射されているはずです。
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図２．２人の脳波の相関分析法図１．実験に使用したアルファテック７

2人の脳波の相関分析
阿吽の呼吸や以心伝心、気になる、気を入れ

る、ということは科学に馴染まない現象ですが、
日本では古くから感覚的に受け入れられていま
す。いずれも人が介在する現象ですから脳波を
測れば何らかの解明の手掛かりが掴めるかもし
れません。そんな思いからサイ現象を引き起こ
す2人の脳波を測り相関分析を行って来ました。
脳波は脳内の電気現象の反映ですが、周波数
が3～20Hzと低いので、脳内でいかに強い変
化が起きてもそれが空間に輻射されて作用力を

及ぼすことは考えられません。また空間に3～
20Hzの電磁波が存在したとしてもそれをキャッ
チできるセンサーは体には備わっていません。

ところがサイ現象を引き起こす状態では2人
の脳波には共鳴が観察されます。1～10秒と短
い時間ですが周波数と位相が揃うコヒーレント
状態が偶然ではなく頻発します。前回紹介した
右脳と左脳との脳波共鳴の場合は脳梁を通じて
共鳴すると考えられますが2人の場合には共鳴
する媒介が考えられないのです。それゆえ〝気〟
が介在しているのではないかと思うのです。

限上、これらについては次報以降としたい。な
お前報並びに本報の検討と考察から、スピリッ

ト・オーブ像を構成する実体は､ 光子群である
と､ 推定する事が出来る。

サイ現象と脳波（４）サイ現象と脳波（４）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志賀　一雅　

図2での2人の脳波の相関算出は前回の右脳と左脳との場合と同じで：

1人の脳波を  、2人目の脳波を  として相関係数 Cor1 は Cor1＝ 

ここに 　x＝ , y＝ で求めました。

一方 FFT により左脳と右脳の周波数分析を行い、±10%での合致度合いを Cor2 として
リアルタイム表示しました。



4．オーブ像の波長（振動数）分析
多色で多彩の画像がどのような波長（色、振

動数）で構成されているのであろうか。上述し
たが、一つ一つのピクセルは赤、緑、青などの
情報を持っている。縦軸にピクセルの数、横軸
にその明るさ（輝度）をとり、色相（R、G、B）、
明度（明るさ）を2次元的に表示する。つまり、
オーブ像を構成する各ピクセルが､ どのような
色と明るさを持つか（分布しているか）を調べる。

彩度をみる。彩度（鮮やかさ）は横軸で表わ
されている。つまり図の横軸の値（数字）が多く
なるにつれて彩度（鮮やかさ）は大になる。RGB
のそれぞれの純度が高い程彩度は大になり、逆
に数字が少なくなるにつれて、不純物（例、黒）
の混入が多くなり、彩度は小になる。たとえば、
早春の若葉（例、緑）は色の純度が高く、「いき
いき」している。夏を経て秋になると、緑はし
だいにくすんだ色になり（黒ずんで）、ついには
枯れ葉色になる。これは、生命力が衰えたため
であろうか。ことによると、彩度（鮮やかさ）は
生命力を表しているのかもしれない。

写真1、2のスピリット・オーブ像の円の中
に＜切取り四角形＞を置き、四角形内を調べ
る事からオーブ円内の波長（振動数）分析を行
う。結果を図3「色1、（RGB）､ 3881」と図4「色
2、（RGB）、3889」に示した。図中の右側には切
り取った四角形、その右側にはヒストグラムの
表示がある。縦軸はピクセルの数、横軸はそ
れぞれのピクセルの明るさ（輝度）。右下図は

赤（R、640～780nm）、緑（G、490～555nm）、
青（B、430～490nm）の分布状況、右上図は下
図のRGBの合計をしめす。写真1は図3「色1」、
写真2は図4「色2」に対応している。たとえば、
一例として、図3「色1」の色相をみる。ヒスト
グラム曲線の横軸の数値として、Bの（スピリッ
ト・オーブ像の）右端は4.8、Gは3.8、Rは2.9
であり、B＞G＞Rである。これはスピリット・
オーブ像を構成する光が波長順に並んでいる、
また彩度（鮮やか）順に並んでいる事を意味す
るのであろう。検討したが、他の＜偽オーブ＞
や一般の写真には、このような順並びはない。
＜真オーブ＞の場合にたいしてヒストグラムの
持つ面積、姿形状等にこれらの分析を行うと、
スピリット・オーブ像が極めて規則正しく配置
されている事がわかる。また、各色がしめす面
積、形状変化、等にもある種の規則性のある事
にも注意したい。

図4「色2」を見る。測定値には大小はあるが、
この場合にも、図3「色1」と、同様な変化傾向
がある。つまり図3「色1」、と図4「色2（曖昧な姿、
模様）」は、オーブとしての外見上の姿や形は
相違しているが、ヒストグラムはほぼ同一であ
る。つまり写真1と写真2を構成する要素（光子
群）は同一であり、そのために類似した変化傾
向を持つ、と判断する事が出来よう。この分析
を進めてゆくと、スピリット・オーブ像に関す
る新しい解釈とその出現の理由､ クラス分け等
の比較・検討が出来るかもしれない。紙数の制

● �●

図3　色１、（RGB）、３８８１
　 　 　 　 　 　 　 　 � ０ １ ２ ３ ４ ５

図4　色２、（RGB）、３８８９
　 　 　 　 　 　 � �０ １ ２ ３ ４ ５
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モイドの隣にある柔らかい綿（状）の小径オー
ブを写した､ これを拡大して示したのが写真2
である。以上を＜真オーブ＞の代表例とした。

3．陰・陽の巴型双極子群
（3−1）発光体としてのオーブ

前報等をみる。スピリット・オーブの基盤
になっているのは陰、陽の電子対、陰・陽の
イオン対等から構成された巴型双極子（イオ
ン・電子ボール）である。つまり、スピリッ
ト・オーブは光球（発光体）であると判断され
た。電子を激しく振動させる電磁波（光）が発
生する。他方、本稿の場合、撮影者の意識と
体外に有るオーブとの間には同調現象がある。
これは一種のマクロPKである。つまり、お願
いすると、応答の結果として、オーブは可視
光線域にまで振動数を高めて、目に見える様
になる。

オーブの自己発光の理由としては、M.Ledwith
とK.Heineman（2007）による説明がある。オー
ブをストロボ（フラッシュ）撮影した時、フラッ
シュ発射光によって原子内にある電子が、より
高い軌道に量子飛躍し、フラッシュが消え時
に低い軌道に戻る。このとき、緩和エネルギー
に相当する電磁波（光）が発生する。これが発
光の主因であると考えた。筆者らもこの説明
に、部分的に同意である。以上、マクロPKと、
フラッシュ光の結果として、近赤外線域に潜
んでいたスピリット・オーブが振動数を高めて
可視状態になり、写真に写ることになるのであ
ろう。なお近赤外線の波長（780～1000nm）は、
可視光線（380～780nm）よりもより長い事が
しられている（エネルギーは低い）。

（3−2）オーブのデジタル画像
カメラによって写された多彩な画像は、色

や明るさが平面的に様々に分布する集合体で
ある。アナログ画像（フィルムの記録）の場合
はこの変化がなめらかである。しかしデジタ
ル・カメラで扱う画像はデジタル画像である。
この特徴として、碁盤の目状に規則正しく区
切られた一つ一つのマス目に様々な色や明る

さなどが記録されている事にある。この一つ
のマス目を画素（ピクセル）といい、これが多
量に集まって写真の姿、形、色彩等を形成す
る事になる。画素のそれぞれは、赤（R、640
～ 780 nm）、 緑（G、490 ～ 555 nm）、 青（B、
430～490nm）等の情報を記録している。色
には、衆知のマンセルの表色系があり、われ
われの周辺にある総ての色彩は、この3原色
を組合わせて表示することが出来る。デジタ
ル画像は、この画素数が多いほど、よりなめ
らかになり、細部まで詳細に写し出すことに
なる。たとえばNikonやCanonのデジタル一
眼レフカメラの場合には、センサー面積、約
200mm2 のなかに1 , 000～2 , 000万個の画素
が埋め込まれているので、アナログ画像に
勝るなめらかさになる場合が多い。なお画素
の記録媒体には、半導体光センサー（CCD、
CMOS素子）が用いられている。

（3−3）オーブの画像処理
人間の目に見える総ての色彩は赤（R）、緑

（G）、青（B）の三色の組合わせによって表現す
る事が出来る。デジタル・カメラやパソコン
の画面のように光を発するタイプの場合には、
色の光を加算させると（光の足し算）明るい色
になる｡ つまり白色になる（光の三原色）。こ
れに反し、カラー・プリンターの場合の様に、
インクの色を（混ぜて）重ね合わせると（色の
三原色）暗い色、つまり黒に近い色になる。こ
れはインクが色を吸収する（色の引き算）から
である。スピリット・オーブ像の色は一般に
乳白色である、従って、スピリット・オーブの
実体は光であると、推定・判断できる。

マンセルの表色系は色の種類（色相）、明る
さ（明度）、鮮やかさ（彩度）によって、総ての
色彩を表現しようとするものである。筆者は､
スピリット・オーブ像の記録には、キヤノン・
カメラ、G7XMarkⅡ（ユーザーガイド）並び
にニコン・カメラ、1AM、D7500（オンライン
マニュアル）を使用し、分析と解釈にはマンセ
ルの表色系（色立体）を用いることにした。



1．はしがき
デジタル・カメラでフラッシュ撮影した撮影

画面に、乳白色で小球状（発光体）のスピリッ
ト・オーブが出現する場合がある。レンズ付
近の水滴や埃が写される＜偽オーブ＞とは別
に、＜真オーブ＞は、望遠（ズーム状態）でも写
る、近赤外線領域に潜んでいる（活性化エネル
ギー、1.38eV）、撮影者との間には情報の交換
がある、高速又は低速で移動する（撮影すみ）、
シューマン・レゾナンス（7.8Hz）と同調した運
動がある、等から新しい研究対象であることが
分ってきた。しかし、オーブに関する研究は極
めて少量なので、不明の点も多い。本稿では、
物質（光球像）としてのスピリット・オーブの実
体は何か、またスピリット・オーブの振動数（波
長）特性はなにか、等について検討することに
した。結果として、マンセルの表色系（色相、
明度､ 彩度）によるスピリット・オーブの分析・
解析が有効である、と推定する事ができた。

2．オーブの撮影
本報告に使用したデジタル・カメラはカシ

オEX−ZR700とニコンC−2200である。夜間
の7：00～9：00で晴れの日を選んで撮影した。
撮影日と場所は提示した写真に記載してある。
カメラをズーム状態（望遠）にして＜偽オーブ＞
の混入を除去したのち、シャッターボタンを半
押しにして（近赤外線放射）液晶画面を機能さ
せ、画面にオーブが現れる（呼び込まれる）様
になってから、フラッシュ撮影した。それらの
中の二例を解析に用いた。

写真1．No.1348、福島市（場所）
 

       　　
写真2．No.2540、福島市（加算）

写真1（No.1348）は、2012/11/08（木）、福
島市の市街地（場所）で撮影された。天候は晴
れ。ビル群の上空。中位の直径（球形）で、乳
白色（青白色）で、その内部にマンダラ状の模
様を持ち、輪郭があり、Haloがある。写真2
は福島市、自宅前。2013/09/08、気温（24/21）、
小雨が降った後に写された。写真1とは逆に、
円内に模様などが無く、割合に曖昧な状態（ボ
ケ）の代表例である。湿度が高い為であろう
か、画面上部左側に雲状のプラズマ・モイド
があり、その中並びに周辺に大（2個）小（多数）
の円形オーブが写されている。そのプラズマ・
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四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
4
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く

未
来

　
　
　
　

講
師　

七
沢 

智
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

 

彰 

氏

株
式
会
社
七
沢
研
究
所
は
、
I
B
M

等
に
技
術
提
供
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
開

発
会
社
を
母
体
と
し
て
、
甲
府
に
て

2
0
0
0
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
る
と
約

1
0
0
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
日
本
古
来
の
教
え
で
あ
る「
言
霊
」

の
考
え
方
と「
古
神
道（
神
祇
伯
王
家
）」

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
新
年
度

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
教
え
を
ベ
ー
ス
に
、
基
本
理
念
と
し

て
「
人
類
の
意
識
進
化
」
で
あ
り
、
そ

の
先
に
あ
る
「
新
社
会
創
造
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
類
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の

生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
そ
の
永
い

進
化
の
歴
史
の
中
で
も
、
ま
れ
に
み
る
、

進
化
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
進

※�

三
月
と
五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　

�

三
月
は
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
と
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
、

五
月
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
全
国
大
会
の
発
表
者
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
3
月
、
4
月
、　

　

5
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
3
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
2
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
33
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
二
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
1
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅰ

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ブ
構
成
要
素
の

　

検
討（
3
）
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化
の
時
代
に
お
い
て
、
人
類
の
意
志
が

ど
の
よ
う
に
発
動
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、

人
類
が
拓
く
未
来
は
変
わ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
人
類
が
最
適
な
未
来
を

創
造
で
き
る
よ
う
に
、「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン

シ
ス
テ
ム（
言
語
周
波
数
発
振
装
置
）」

を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
「
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
」
が
も
た
ら
す
人

類
進
化
の
可
能
性
を
お
話
し
し
ま
す
。

※�

サ
イ
科
学
の
研
究
対
象
で
も
あ
る

「
言
霊
」、「
古
神
道
」
と
最
先
端
の

I
T
技
術
を
結
び
つ
け
た
希
有
な
装

置
を
開
発
さ
れ
た
研
究
所
の
2
人
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
興
味
深
い
お
話
を

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
七
沢
智
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
9
年
鳥
取
生
ま
れ
。

2
0
0
3
年
京
都
大
学
農
学
部
卒
業
。

意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
実
験
音
楽
探
求
、

西
表
島
の
原
生
林
で
生
活
の
後
、
公
認

会
計
士
と
し
て
活
動
。

2
0
1
0
年
よ
り
七
沢
研
究
所
に
て

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
等
の
研
究
開
発
。

LO
GO

SO
LO

GY

研
究
会
を
主
宰
し
、

概
念
装
置
と
し
て
、
言
語
空
間

－

創
造

の
パ
ラ
ダ
イ
ム

－

階
層
間
移
動

－

五
階

層
思
考

－

時
空
創
造

－

情
緒
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー

－

次
元
宇
宙
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を

提
唱
。

著
書
：N

igi

真
話
、
ロ
ゴ
ス
タ
デ
ィ
モ

デ
リ
ン
グ
等
。

◎
杉
山
彰
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
卒
。

1
9
7
4
年
、（
株
）タ
イ
ム
に
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
入
社
し
、
10
年
間
勤

務
し
た
後
、
杉
山
彰
事
務
所
を
主
宰
。

1
9
9
0
年
、
株
式
会
社
J
C
N
研

究
所
を
設
立
。
七
沢
研
究
所
の
前
身
の

会
社
で
研
究
開
発
に
従
事
。

1
9
9
5
年
、
松
下
電
器
産
業
（
株
）

開
発
本
部
・
映
像
音
響
情
報
研
究
所
の

コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
顧
問
契

約（
技
術
支
援
業
務
契
約
）を
締
結
。

2
0
1
3
年
よ
り
、
株
式
会
社
七
沢

研
究
所
に
て
研
究
開
発
に
従
事
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
27
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ

ー
マ
：
水
と
健
康
）が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な

発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
7
」
末
頁
の「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

陰
陽
の
法
則
で
読
み
解
く

2
0
1
8
年
以
降
の
日
本
と
世
界

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て

み
よ
う

　
　
　
　

講
師　

藤
野　

浩
司 

氏

�

（
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
理
事
）
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日
時　

平
成
30
年
4
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

音
楽
を
楽
し
む
と
は

～
音
響
工
学
者
と
し
て
、
そ
し
て

演
奏
家
と
し
て
～

　
　
　
　

講
師　

木
村　

陽
一 

氏

日
時　

平
成
30
年
5
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
30
年
3
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3�

交
通　

�
地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

に
よ
る
P
K
測
定
と
P
K
発
信
・

防
御
法
+
「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
占
星

学
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

1
9
9
0
年
代
に
瀬
尾
氏
が
開
発
し

た「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」は
、

一
般
人
レ
ベ
ル
の
P
K（
念
動
力
）
と

E
S
P
（
超
感
覚
的
知
覚
）
を
敏
感
に

測
定
で
き
ま
す
。

今
回
は
ゲ
ー
ム
形
式
で
、
得
点
を
上

げ
る
コ
ツ
を
聞
い
て
か
ら
、
ま
ず
参
加

者
の
皆
さ
ん
数
名
の
P
K
能
力
を
測
定

し
、
優
勝
者
を
決
め
ま
す
。

ま
た
他
の
方
も
瀬
尾
氏
の
制
作
し
た

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
P
K
能
力
を
測
定

し
ま
す
。

自
分
の
P
K
能
力
に
自
信
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
運
命
を
向
上
す
る
た
め

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
P
K
の
発
信
法
と
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
、
誰
か
か
ら
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
念
が
き
た
と
き
の
完
璧
な

防
御
法
を
解
説
致
し
ま
す
。

1
9
7
0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
占

星
学
者
ジ
ョ
ン
・
ア
デ
ィ
氏
が
創
始
し

た
「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」
理
論
を
土
台
に

し
て
、
瀬
尾
氏
が
考
案
し
た
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
は
、
各

「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
チ
ャ
ー
ト
」
が
形
成

す
る
“
円
形
定
常
波
”
の
強
さ
を
数
値

化
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
才
能
を

よ
り
深
く
診
断
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
は
こ
の「
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
」理
論

と
チ
ャ
ー
ト
診
断
を
有
名
人
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
も
含
め
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
、
休
憩
時
間
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
パ
ソ
コ
ン

画
面
に
出
し
て
、
ス
マ
ホ
等
で
写
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
講
義
で
各
人
の

チ
ャ
ー
ト
の
見
方
も
解
説
致
し
ま
す
。

今
後
の
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
内
容

で
す
の
で
、
是
非
興
味
を
も
っ
た
会
員

の
皆
様
は
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



第
33
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
超
能
力
と
健
康
」

日
時　

平
成
30
年
3
月
31
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場�　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分

科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
5
月
13
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

演
題

「
怪
」
講
談
師
が
語
る
怪
談
の

世
界

　
　
　
　

講
師　

神
田　

山
緑 

氏

◎
神
田
山
緑
氏
の
プ
ロ
フ
ー
ル

　

25
歳
の
と
き
に
、
鹿
島
神
宮
で
神
秘

的
な
体
験
を
す
る
。
そ
れ
を
機
に
、
見

え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
神
職
の
資
格
を
と
っ
た
次
の
日
に
、

講
談
師
神
田
す
み
れ
の
弟
子
に
な
る
。

怪
談
を
得
意
と
し
て
読
み
、
2

�
0
�1�

4
年
中
野
区
観
光
大
使
就
任
、
2

�
0
�1�

6
年
よ
り
N
H
K
カ
ル
チ
ャ
ー
講
師
、

2
0
1
8
年
3
月
真
打
昇
進
。

東
洋
大
学
・
清
泉
女
子
大
学
・
文
教

大
学
特
別
講
師
。

講
演
内
容

・
講
談
と
は

・
怪
談
の
物
語
の
説
明

・
霊
現
象
の
解
説

・
怪
談
を
読
ん
で
み
よ
う（
ワ
ー
ク
）

・
怪
談
一
席
披
露

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に

つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

古
代
の
日
本
に
お
け
る
死
者
に
対
し

て
の
埋
葬
方
法
を
見
て
み
ま
す
と
、
一

つ
は
屈
葬
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
く

つ
か
の
目
的
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
つ
に
は
胎
児
の
形
を
と
っ

て
埋
葬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
を
祈

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
屈

葬
で
は
、
石
を
抱
か
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
死
者
が
蘇
っ
て
き
て
、
祟

る
の
を
恐
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

宗
教
に
お
け
る
あ
の
世
と
い
う
の
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
や
他
の
宗
教
に
よ

っ
て
解
釈
は
違
い
ま
す
が
、
地
獄
・
極

楽
が
あ
る
と
か
、
輪
廻
転
生
す
る
と
か

し
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
唱
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
日
本
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
お
い
て
は
、
人
間
は
死
ね
ば
無

で
あ
っ
て
、
魂
の
転
生
は
な
い
、
と
い

う
の
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
人
間
は
転
生
す
る
の
か
、
死
後

の
世
界
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
い
く
つ
か
の
検
証
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

死
生
観
に
つ
い
て

・
人
間
だ
け
で
な
く
、
生
物
は
生
ま
れ

た
瞬
間
か
ら
死
へ
の
時
期
を
探
す
た
め

の
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
動
物
の
死
で
み
る
と
、
他
の
生
物

の
た
め
の
餌
と
し
て
、
戦
い
に
よ
る
も

の
、
傷
病
に
よ
る
も
の
、
ま
た
人
間
だ

け
に
存
在
す
る
他
の
動
物
に
は
見
ら
れ

な
い
自
殺
等
数
多
く
の
死
に
至
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

・
死
ぬ
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
生
き
て
い

る
今
日
で
の
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、

栄
養
状
態
、
社
会
衛
生
環
境
の
向
上
や
、

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
か
ら
改
善
さ
れ

た
た
め
か
、
男
性
80
・
21
歳
で
、
女
性

は
世
界
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
86
・
61

● ❹●



歳
と
男
女
合
わ
せ
て
80
歳
以
上
の
長
寿

で
す
が
、
寿
命
の
く
る
そ
れ
ま
で
は
、

生
き
て
い
く
た
め
に
知
恵
と
感
情
、
そ

し
て
理
性
の
意
識
体
を
働
か
せ
、
生
ま

れ
持
っ
た
因
縁
を
果
た
し
な
が
ら
生
き

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
本
来
人
間
は
、
1
5
0
歳
と
か
2
�0�

0
歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
此
の
世
で
の
ス
ト
レ
ス
、

病
気
、
事
故
等
に
よ
り
、
寿
命
を
縮
め

て
て
し
ま
う
の
が
現
実
で
す
。

寿
命
を
縮
め
る
病
気
に
よ
る
死
因

（
平
成
23
年
度
厚
労
省
統
計
）

1
位　

ガ
ン��

30
%��

40
～
80
歳
に
多
い

2�

位　

心
疾
患��

16
%��

50
～
80
歳
に

多
い���

3
位　

脳
血
管
疾
患��

11
%��

年
齢
全
体

4
位　

肺
炎��

10
%��

60
歳
以
上
に
多
い

5
位　

老
衰��

3
%��

85
歳
以
上

ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
す
る
主
な
疾
病

心
身
症
と
し
て
胃
・
十
二
指
腸
潰

瘍
・
過
敏
性
大
腸
炎
・
自
律
神
経
失
調

症
か
ら
心
臓
病
と
多
く
の
疾
病
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
区
分
け
順
位

①
配
偶
者
の
死

②
離
婚

③
別
居

④
近
親
者
の
死

⑤
ケ
ガ
・
病
気

こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
の
誘
因
と
な
る

生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
か

肥
満
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
こ
の
生
活
習
慣
病
を
、
例

え
ば
タ
バ
コ
を
止
め
る
、
過
度
の
飲
酒

と
か
運
動
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
発
症

リ
ス
ク
、
つ
ま
り
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
聞
の
人
生
相
談
に
、
健
康
な
者
で

も
、
夫
婦
の
相
方
が
亡
く
な
る
と
か
、

子
供
が
巣
立
つ
、
孫
な
ど
と
の
家
族
と

の
接
点
も
薄
く
な
っ
て
く
る
と
、「
淋
し

い
、
人
生
が
つ
ま
ら
な
い
」な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
答
え
は
、
当
然
で
す
が
、「
何

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
ら
」
と
か
、

「
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
友
人
を
作
れ

ば
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
悩
ん
で
い
る
者
へ
の
正
解
、

指
導
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

正
解
と
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「
人
間
は
何
故
か
ら
生
ま
れ
、
死
ん
で
何

処
へ
行
く
の
か
、
行
く
そ
の
先
の
世
界

は
存
在
す
る
の
か
、
そ
こ
に
地
獄
・
極

楽
は
あ
る
の
か
、
輪
廻
転
生
は
あ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
、
ま
だ
肉
体
が
元

気
に
活
動
で
き
る
、
脳
で
考
え
る
余
力

の
あ
る
う
ち
に
学
び
、
次
の
世
界
の
た

め
に
準
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
あ
り
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ

と
が
残
さ
れ
た
人
生
に
大
切
な
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き

た
目
的
を
、
現
世
的
肉
体
の
要
求
だ
け

を
求
め
る
た
め
に
、
忘
失
し
た
か
ら
の

結
果
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
人
達
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
か
施
設
に
入
居
し
て
、
そ
こ
を
自
分

の
「
終
の
棲
家
」
に
す
る
傾
向
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
安
住
が
出
来
て
、
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
と
死
ね
る
終
の
棲
家
を
求
め

る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

今
の
自
分
の
願
望
を
中
心
に
し
た
考
え

で
あ
り
、
先
祖
か
ら
流
れ
て
い
る
業
、

カ
ル
マ
、
因
縁
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
未

来
永
劫
と
続
く
魂
の
遍
歴
を
知
ら
ぬ
が

故
の
考
え
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

死
後
の
世
界
／
黄
泉
の
国
と
根
の
国

日
本
の
古
代
で
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

奈
良
時
代
7
1
2
年
に
稗
田
阿
礼
と
太

安
万
侶
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
古
事
記
に

は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
死
ん
で
、
あ
の
世
で

あ
る「
黄
泉
の
国
」に
居
る
の
を
、
イ
ザ

ナ
ギ
が
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
が
、
そ
れ
は
穢
れ
た
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

古
代
の
日
本
人
は
死
ぬ
こ
と
で
黄
泉
の

国
の
世
界
へ
行
く
が
、
死
は
悲
し
み
と

穢
れ
、
地
獄
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
み
ら
れ
る
死
後
の
世
界

に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
や
は
り
あ
の
世
で
あ
る

「
根
の
国
」
に
居
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
に
も
記
載
が
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
現
世
と
同
じ

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
て
、
大
国
主
の
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別
名
、
大
穴
牟
遅
命
（
お
お
な
む
ぢ
）

は
、
そ
こ
の
世
界
を
行
き
来
す
る
だ
け

で
な
く
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
娘
、

須
世
理
毘
売
（
ス
セ
リ
ビ
メ
）
を
嫁
に

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
は
、
古
代
に
お
け
る
日
本

人
は
、
人
間
が
死
後
の
世
界
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
て
い
て
、

あ
の
世
の
記
憶
も
か
な
り
鮮
明
に
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
へ
の
仏
教
伝
来
は
5
3
8
年
の

欽
明
天
皇
の
時
代
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
日
本
古
来
か
ら
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、

道
教
、
仏
教
等
が
混
宗
さ
れ
て
、
古
事

記
な
ど
の
上
記
の
よ
う
な
黄
泉
の
国
、

高
天
原
、
天
国
・
地
獄
の
考
え
方
と
か

あ
の
世
の
世
界
観
が
あ
る
程
度
確
立
さ

れ
て
、
普
及
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

人
は
こ
の
世
で
は
神
の
子
と
し
て
生

ま
れ
て
い
る
の
で
、
死
後
は
そ
の
神
の

世
界
へ
帰
幽
隔
離
を
す
る
の
で
、
死
は

穢
れ
と
し
て
み
て
い
て
、
神
社
で
は
葬

儀
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、天
国
・

地
獄
の
世
界
に
つ
い
て
も
説
か
れ
て
い

な
い
よ
う
に
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

終
活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
の
意
味

人
生
の
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る
終

活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
納
棺
師
の
あ
る
方
は
、「
最
初
死
と

は
、
遠
い
延
長
線
上
に
あ
る
現
象
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
は
死
と
は
自
然
で
、

極
当
た
り
前
の
現
象
で
あ
り
、
納
棺
の

時
に
そ
の
人
の
生
き
方
が
現
さ
れ
て
い

る
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
れ
ば
肉
体
も
意
識
も
全
て
な

く
な
り
、
無
で
あ
る
と
基
本
的
に
考
え

て
い
る
が
、
死
へ
の
恐
れ
、
苦
し
み
が

意
識
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
過
去
に
何

回
も
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
か
ら
、
気
持
ち
の
中
に
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

死
後
は
何
も
無
い
か
ら
、
葬
儀
と
か

お
墓
な
ど
に
埋
葬
さ
れ
る
と
か
、
さ
れ

な
い
と
か
の
行
為
は
、
本
来
自
分
が
知

る
よ
し
も
無
い
の
で
す
が
、
人
は
自
分

は
ど
の
よ
う
に
死
後
祀
ら
れ
る
の
か
な

ど
の
不
安
と
、
毎
日
お
祀
り
し
て
欲
し

い
と
の
欲
求
を
も
っ
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

仏
教
の
側
か
ら
見
る
と
、
釈
迦
の
生

存
し
仏
教
が
広
ま
っ
た
時
代
背
景
を
見

る
と
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に

争
い
、
紛
争
が
生
じ
て
お
り
、
農
業
技

術
も
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
大

衆
の
人
々
の
生
活
は
食
べ
物
、
医
療
、

生
活
環
境
全
般
的
に
、
今
の
時
代
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
程
に
、
困
難
な
時
代

で
あ
り
、
そ
の
生
活
か
ら
救
わ
れ
た
い

と
の
願
い
が
強
く
、
多
く
の
宗
教
が
起

こ
り
、
結
果
と
し
て
釈
迦
が
唱
え
た
仏

教
が
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

釈
迦
入
寂
後
、
7
0
0
年
後
に
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
ら
に
よ
り
、
大
乗
仏
教

の
思
想
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
人
々
の
苦
を
救
い
成
仏
さ
せ
る
と

い
う
、
大
乗
の
視
点
か
ら
の
釈
迦
の
教

え
で
あ
る
菩
提
心
を
す
す
め
る
も
の
で

あ
り
、
人
々
は
積
善
を
積
む
こ
と
に
よ

り
、
死
後
に
お
い
て
は
極
楽
浄
土
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
成
仏

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
え
が
、
当
時
の
苦
し
い
生
活

を
送
る
人
々
の
助
け
の
後
押
し
に
な
っ

た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
釈
迦
は
、
6
0
0
0
回
の
輪
廻

転
生
を
繰
り
返
し
、
そ
の
転
生
ご
と
に

難
行
苦
行
を
続
け
、
高
度
の
悟
り
を
開

き
、
一
切
衆
生
・
・
・
人
々
の
苦
し
み

を
救
お
う
と
し
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
で
、

我
も
仏
と
な
れ
る
・
・
・
つ
ま
り
成
仏

で
き
る
と
理
解
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

し
か
し
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、
釈
迦

が
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
し
た
け
れ
ど

も
、
大
衆
で
あ
る
人
々
に
つ
い
て
の
前

世
や
転
生
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
経
典

で
は
見
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
死
後
の
行
き
先
で
あ
る
地

獄
・
極
楽
に
つ
い
て
は
、
仏
教
普
及
の

た
め
の
後
世
の
説
と
考
え
ら
れ
、「
悪
い

こ
と
を
す
る
と
、
地
獄
に
行
く
ぞ
、
い

い
こ
と
を
し
た
ら
極
楽
に
行
け
る
ぞ
。」

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
極
楽
に

行
く
具
体
的
な
方
法
・
手
段
、
ま
た
現

世
へ
の
輪
廻
転
生
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
ち
ょ
っ
と
見
受
け
な
か
っ
た
。

生
物
学
的
に
「
生
き
る
、
生
命
活
動
を

営
む
」

人
間
に
は
60
兆
個
の
細
胞
が
あ
り
、

人
体
の
生
体
の
微
弱
電
流
に
よ
る
脳
か

ら
の
指
令
の
も
と
、
そ
れ
ら
が
互
い
に

連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

だ
が
そ
こ
で
、
そ
の
幾
つ
か
の
細
胞

間
と
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
く
な

り
、
病
気
、
ガ
ン
、
な
ど
の
発
生
を
導

き
、
最
悪
の
場
合
は
細
胞
死
（
ア
ポ
ト

ー
シ
ス
）、
即
ち
死
亡
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
骨
格
か
ら

始
ま
り
、
筋
肉
組
織
、
循
環
器
系
か
ら

● ❻●



消
化
器
系
、
呼
吸
器
系
、
泌
尿
器
系
、

内
分
泌
系
、
神
経
系
そ
し
て
感
覚
器
系

と
多
く
の
組
織
ま
で
に
伝
達
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
重
要
な
働
き
の
部
分
は

交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
で
あ
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
副
交
感
神
経

が
優
位
と
な
っ
て
、
全
身
の
細
胞
へ
安

定
し
た
活
動
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子

人
間
の
体
の
60
兆
の
各
細
胞
に
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
、
0
・
5
ミ
ク
ロ
ン
の

長
さ
で
、
全
て
の
好
気
的
真
核
生
物
の

細
胞
に
含
ま
れ
、
人
や
動
物
の
細
胞
内

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
し
て
い
る
細

胞
内
小
器
官
で
、
1
個
の
細
胞
内
に
数

百
か
ら
数
千
個
も
あ
る
。

つ
ま
り
人
体
に
は
、
60
兆
個
の
細
胞

が
あ
る
の
で
、
数
百
兆
か
ら
数
千
兆
個

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

こ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な
機

能
は
、
電
子
伝
達
系
に
よ
る
酸
化
的
リ

ン
酸
化
に
よ
る
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ
ン

三
リ
ン
酸
：
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
物
質
）の
産
生
で
す
。

細
胞
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
接
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か
ら
A
T
P

の
形
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
そ
れ
以
外
に
も

多
く
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
ス
テ
ロ

イ
ド
や
ヘ
ム
の
合
成
な
ど
を
含
む
様
々

な
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
の
細
胞
内

濃
度
の
調
節
、
細
胞
死
で
あ
る
ア
ポ
ト

ー
シ
ス
の
調
節
な
ど
に
も
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

東
大
医
学
部
の
門
脇
孝
氏
が
述
べ
て

い
ま
す
が
、
長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
遺
伝
子
と
、
一
般
患
者
と
の
全
塩
基

配
列
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
5
カ
所
の

違
い
が
あ
り
、
な
か
で
も
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
D
N
A
の
5
1
7
8
番
目
の
塩

基
の
［
シ
ト
シ
ン
：
C
］
が
、［
ア
デ
ニ

ン
：
A
］
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
多
型

（
M
t
5
1
7
8
C
→
A
）
が
多
く
百

寿
者
に
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
人
の
［
M
t
5
1
7
8
A
］
型

の
頻
度
は
40
%
で
す
が
、
百
寿
者
（
37

例
）
の
62
%
が
［
M
t
5
1
7
8
A
］

型
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

［
M
t
5
1
7
8
A
］
型
を
持
っ
て
い

る
人
は
、［
M
t
5
1
7
8
C
］
型
を

持
っ
て
い
る
人
と
比
べ
て
、
成
人
発
症

性
疾
患
に
罹
り
に
く
い
。

エ
ド
ガ
ー
ケ
ー
シ
ー
に
高
齢
者
が

「
歳
を
と
っ
て
も
元
気
に
な
る
方
法
は
何

で
す
か
?
」
と
質
問
し
た
ら
、「
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
で
元
気
に
な
れ
る
」
と
い

う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。

そ
れ
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
元
気

だ
と
伝
え
る
と
、
人
間
の
体
は
体
温

36
・
5
度
を
維
持
で
き
ま
す
し
、
元
気

が
な
い
と
い
う
と
36
度
に
下
が
っ
て
、

冷
え
性
に
な
り
、
病
気
に
罹
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
や
は
り
も
の
の
考
え
方
に

よ
っ
て
、
人
生
も
変
わ
り
ま
す
し
、
肉

体
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

気
持
ち
が
元
気
で
あ
れ
ば
、
幽
体
に

も
良
い
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
し
、

オ
ー
ラ
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
健
康
で
な
か
っ
た
り
、
く

よ
く
よ
思
う
よ
う
な
生
活
で
あ
れ
ば
、

幽
体
は
色
も
変
わ
る
し
、
オ
ー
ラ
も
傷

が
付
い
た
り
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
現
在
の
日
常
生
活
の
あ

り
方
が
、
今
後
の
死
後
の
世
界
で
居
る

場
所
、
そ
し
て
次
の
転
生
へ
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

心
霊
的
に
こ
の
世
で
生
き
る

胎
児
が
母
胎
に
宿
り
、
妊
娠
を
し
て

3
ヶ
月
を
経
る
と
、
そ
の
胎
児
を
守
護

す
る
霊
が
広
い
意
味
で
の
先
祖
霊
で
あ

る
類
魂
が
定
め
ら
れ
て
、
胎
児
は
一
つ

の
魂
と
し
て
、
母
胎
に
宿
る
。
従
っ
て
、

三
か
月
を
過
ぎ
て
堕
胎
を
す
る
と
、
類

魂
の
使
命
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

胎
児
が
出
産
し
て
成
長
す
る
に
従
い
、

そ
の
守
護
の
霊
は
、
そ
の
者
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
守
護
霊
も
共
に
学
び
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
守
護
霊
と
は
、
亡
く
な
っ
て
4

0
0
年
～
5
0
0
年
ほ
ど
経
た
先
祖
の

中
か
ら
、
自
分
に
付
く
方
で
あ
り
、
男

性
に
は
男
性
の
守
護
霊
が
、
女
性
に
は

女
性
の
守
護
霊
が
付
く
場
合
が
多
い
。

そ
の
者
が
成
長
す
る
た
め
に
は
、
守

護
霊
を
含
め
た
先
祖
か
ら
の
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
流
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

も
し
流
れ
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点

で
そ
の
肉
体
は
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

人
間
の
肉
体
は
、
肉
体
と
霊
魂
、
そ

し
て
い
ま
述
べ
た
先
祖
か
ら
の
生
命
の

流
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
つ
が
欠

け
て
も
生
命
維
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
能
と
欲
望
か
ら
の
因
縁
／
死
生
観
の

意
義
と
疑
問

動
物
に
は
三
大
本
能
と
し
て
、
食
べ

る
こ
と
、
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
子
孫
を

繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
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て
、
人
間
以
外
の
動
物
で
は
必
要
以
上

の
要
求
は
せ
ず
、
本
能
に
従
い
生
命
活

動
を
し
て
い
る
が
、
人
間
の
場
合
で
は
、

こ
れ
ら
へ
の
願
望
が
よ
り
強
く
欲
望
と

ま
で
な
り
、
そ
れ
は
食
欲
と
な
り
、
睡

眠
欲
、
性
欲
と
な
っ
て
際
限
な
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
は
際
限
な
く
本
能
か
ら
の
欲
望

を
満
た
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
欲
望
が
結
果
と
し

て
争
い
、
恨
み
、
つ
ら
み
を
生
じ
、
前

世
か
ら
の
多
く
の
因
縁
の
上
に
、
さ
ら

に
新
し
く
因
縁
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
生
命
の
長
短
、
死
後
の

世
界
へ
の
居
場
所
、
そ
し
て
来
世
で
の

生
ま
れ
変
わ
る
環
境
に
大
き
く
影
響
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
死
生
観
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
死
を
通
し
て
生

き
て
い
る
今
の
自
分
が
、
ど
の
よ
う
な

環
境
下
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
そ
の
中
で
生
活
を
送
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
見
つ
め
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
様
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
生
き
て
い
る
こ
と
と
そ
の
意
義

②
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
義

③�

死
は
無
な
の
か
、
そ
れ
と
も
死
後
の

世
界
は
あ
る
の
か

④�

生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
輪
廻
転
生
は

あ
る
の
か

人
間
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て

理
解
を
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
人
生
観

は
変
わ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、

そ
れ
に
よ
り
自
分
が
来
世
で
置
か
れ
る

環
境
を
考
え
る
か
ら
、
今
の
日
常
生
活

の
在
り
方
が
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

よ
く
私
は
人
か
ら
前
世
の
事
や
来
世

の
事
を
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
私
は
こ

う
答
え
ま
す
。

「
今
、
貴
方
は
幸
せ
で
す
か
?�

楽
し
い

で
す
か
?�

苦
し
い
で
す
か
?�

病
気
で

す
か
?
」と
聞
け
ば「
前
世
は
こ
う
で
し

た
よ
ね
。」と
分
か
り
ま
す
し
、「
今
、
貴

方
は
幸
せ
で
す
か
?�

楽
し
い
で
す
か
?�

苦
し
い
で
す
か
?�

病
気
で
す
か
?�
ど

う
い
う
よ
う
に
し
た
い
ん
で
す
か
?
」

と
聞
け
ば「
来
世
は
こ
う
な
る
で
し
ょ

う
」と
答
え
ら
れ
ま
す
。

結
局
、
前
世
も
来
世
も
今
の
自
分
が

決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
次
回
へ
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
点
穴
武
術
気
功
」と
は

～
実
践
気
功
と
人
体
の
関
係
～

　
　
　
　

講
師　

葛く
ず

村む
ら　

和か
ず

弘ひ
ろ 

氏

（�

上
地
流
空
手
道
連
盟
会
長
。
上
地
流

唐
手
術
免
許
皆
伝
印
可　

範
士
10
段
。

点
穴
武
術
気
術
指
南　

師
博
）

と
き　

：
平
成
29
年
11
月
18
日

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

葛
村
和
弘
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
世
自
由
都
市
堺
の
豪
商
、
葛
屋（
つ

づ
ら
や
）
目
附
隠
居
葛
村
家
の
長
女
葛

村
久
子
と
伊
達
藩
、
虎
の
門
の
重
職
岡

田
光
一
の
末
っ
子
岡
田
虎
若
と
の
養
子

縁
組
が
な
さ
れ
目
附
隠
居
葛
村
家
の
長

男
と
し
て
1
9
4
4
年
に
誕
生
。
葛
村

家
・
岡
田
家
の
一
族
は
豊
臣
、
徳
川
家

の
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参

戦
、
ま
た
幕
末
か
ら
明
治
維
新
、
明
治

新
政
府
に
貢
献
す
る
な
ど
歴
史
の
醍
醐

味
を
見
聞
し
て
き
た
一
族
と
し
て
知
ら

れ
る
。
江
戸
城
無
血
開
城
の
立
役
者
で

大
阪
府
初
代
知
事
、
後
藤
象
二
郎
は
親

戚
筋
で
葛
村
家
に
在
宅
、
二
階
建
て
馬

車
で
官
庁
へ
赴
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
三

菱
創
始
者
、
岩
崎
弥
太
郎
も
江
戸
時
代
、

葛
村
家
に
在
住
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
、

父
親
か
ら
武
士
道
の
心
得
を
教
わ
り
武

道
の
道
へ
。
現
在
で
は
、
武
士
道
で
の

究
極
の
奉
仕
の
心
を
も
っ
て
、
企
業
の

経
営
指
導
や
元
気
に
生
き
て
も
ら
う
た

め
の
点
穴
武
術
気
功
指
南
、
後
進
の
育

成
な
ど
幅
広
く
活
躍
、
施
術
活
動
な
ど

社
会
貢
献
に
努
め
て
い
る
。

点
穴
武
術
気
功
指
南（
施
術
）は
、
血

液
の
流
れ
に
対
し
熱
を
入
れ
る
こ
と
で

人
体
の
細
部（
枝
の
部
分
）
を
改
善
し
、

痛
み
や
悩
み
を
軽
減
す
る
こ
と
で
元
気

に
、
そ
し
て
楽
し
い
気
持
ち
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
脳

内
麻
薬
の
分
泌
が
促
進
す
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
お
り
、
被
験
者
は
体
調
不
安
か

ら
解
放
さ
れ
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

元
気
で
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
免
疫
力
が
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
講
演
は
、
二

人
の
施
術
者
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン（
1
人
約
20
分
）と
並
行
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

上
地
流
唐
手
は
、
上
地
完
文
が
パ
ク

ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
を
中
国
、
福
建
省
福

● ❽●



清
で
シ
ュ
ー
サ
ブ
師
博
に
直
伝
を
受
け
、

戦
前
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
を
沖
縄
の

人
々
が
多
く
住
む
和
歌
山
手
平
に
開
設

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
戦

後
、
和
歌
山
手
平
か
ら
沖
縄
、
大
阪
へ
、

そ
し
て
全
国
へ
伝
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
中
国
拳
法
の
色
合
い
が
強
く
、

拳
法
と
武
術
気
功
が
同
時
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

武
術
と
い
う
も
の
は
、
宗
教
、
思
想

は
い
っ
さ
い
不
問
、
生
か
し
あ
う
と
こ

ろ
に
武
術
の
真
髄
が
あ
り
ま
す
。

三
戦
（
さ
ん
ち
ん
）
に
形
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
は
、

三
戦
に
始
ま
り
三
戦
に
終
わ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

上
地
流
空
手
道
に
は
、
十
三
（
せ
い

さ
ん
）、
三
十
之（
さ
ん
せ
い
り
ゅ
う
）、

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ぺ
（
百
八
）
が
あ
り
ま

す
が
、
日
本
に
は
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ぺ
は

伝
承
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三
戦
は
気
の
流
れ
を
通
じ
、
不
動
立

心
を
学
び
、
原
始
感
覚
を
磨
く
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
三
戦
は
形
で
は
な
い
と
い
わ

れ
る
由
縁
で
す
。

中
国
パ
ク
ガ
イ
ヌ
ー
ン
拳
法
は
、
原

始
感
覚
を
磨
く
気
功
術
と
、
空
手
の
技

法
の
二
つ
が
相
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。�

（
町
田
英
二
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
3
名
、
計
16
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
1
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅰ

波
動
占
星
学
と
運
命
創
造
曼
荼
羅

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

は
じ
め
に
「
運
命
創
造
学
」
と
い
う

言
葉
の
説
明
を
し
ま
す
と
、
従
来
使
わ

れ
て
い
る
「
運
命
学
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
ど
う
し
て
も
宿
命
論
的
な
響
き
が

あ
っ
て
、「
変
え
ら
れ
な
い
運
命
を
予
測

す
る
」
感
じ
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
間
に
は
生
ま
れ
持
っ

た
カ
ル
マ
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
大
き
な
流
れ
の
方
向
性
は

あ
り
ま
す
が
、
今
世
を
生
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
も
し
そ
れ
が
悪
い
方
向
へ
の

流
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
流
れ
を
変

え
得
る
意
味
と
使
命
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。私

が
開
発
し
た「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
メ
ー
タ
ー
」に
よ
っ
て
も
、
一
般
人
レ

ベ
ル
で
P
K
能
力（
念
動
力
）が
測
定
で

き
ま
す
の
で
、
人
間
に
は
自
分
の
想
い

に
よ
っ
て
、
未
来
を
創
る
力
が
あ
る
こ

と
を
自
覚
で
き
ま
す
。

従
っ
て
、
ま
ず
運
命
学
の
基
本
原
理

を
知
っ
た
上
で
、
ど
う
し
た
ら
、
自
分

の
人
生
を
意
味
あ
る
も
の
に
し
、
自
分

の
使
命
を
果
た
せ
る
か
を
目
指
す
の
が

「
運
命
創
造
学
」と
定
義
致
し
ま
す
。

◎
運
命
学
の
基
本
原
理

・ 

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ（
性
格
、
才
能
、
習

慣
）が
運
命
を
つ
く
る
。

・ 

人
間
は
潜
在
意
識
に
お
い
て
、
自
分

が
思
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
。

・ 

内
面
（
心
の
世
界
）
が
外
面
（
現
実

社
会
）に
反
映
す
る
。

・ 

い
つ
も
未
来
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、
生
き
る
人
間
は
そ
の
通
り
に

な
り
、
そ
う
で
な
い
人
間
は
周
囲
の

人
々
や
環
境
に
振
り
回
さ
れ
る
。

こ
の
原
理
に
従
い
ま
す
と
、
ま
ず
自

分
の
本
来
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し
っ

か
り
自
覚
し
、
長
所
は
伸
ば
し
、
短
所

は
克
服
あ
る
い
は
長
所
に
変
え
う
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

次
項
で
解
説
致
し
ま
す「
波
動
占
星
学
」

が
大
変
有
効
な
知
恵
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。そ

し
て
、
自
分
が
人
生
に
お
い
て
何

を
一
番
し
た
い
の
か
、
自
分
の
使
命
を

自
覚
し
て
、
方
向
性
を
決
め
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
方
向
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
っ

た
ら
、
自
分
の
P
K
能
力
や
E
S
P
能

力
を
駆
使
し
て
、
行
動
し
、
ト
ラ
イ
&

エ
ラ
ー
で
構
わ
な
い
の
で
、
目
的
を
達

成
す
る
ま
で
、
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
P
K
能
力
と
は
、
人
間
の
潜
在

意
識
に
お
け
る
想
い
の
発
信
能
力
で
あ

り
、
E
S
P
能
力
と
は
、
人
間
の
潜
在

意
識
に
お
け
る
人
々
の
想
い
や
未
来
の
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受
信
能
力
で
す
。
以
下
そ
れ
を
図
示
致

し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
運
命
を
創
造
す
る
た

め
に
、
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
、

曼
荼
羅
状
に
並
べ
た
も
の
が
、
次
頁
の

「
運
命
創
造
曼
荼
羅
」で
す
。

一
番
重
要
な
の
は
、
中
心
枠
の
「
目

標
を
設
定
す
る
」
こ
と
で
、
そ
の
実
現

の
た
め
の
種
々
の
動
因
が
、
周
囲
の
8

枠
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
縦
に
見

て
中
央
の
列
が
、
現
実
の
行
動
要
因
、

右
の
列
が
受
信
（
主
に
右
脳
）
に
関
わ

る
要
因
、
左
の
列
が
、
発
信
（
主
に
左

脳
）に
関
わ
る
要
因
で
す
。

一
つ
一
つ
の
詳
細
な
解
説
は
、
今
後

の
「
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分

科
会
」
で
し
て
い
き
ま
す
が
、
私
の
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
得
た
最
終
結
論
は
以

下
の
通
り
で
す
。

◎ 

人
生
は
何
が
あ
っ
て
も
ま
ず
、
与
え

ら
れ
た
命
を
精
一
杯
最
後
ま
で
生
き

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◎ 

人
生
を
生
き
る
意
味
（
幸
福
）
は
、　

ど
れ
だ
け
人
や
他
の
も
の
を
深
く
愛

し
育
ん
だ
か
、
ど
れ
だ
け
人
や
世
の

中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
か
が

関
わ
っ
て
く
る
。

◎ 

輪
廻
転
生
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と

関
係
無
し
に
、
右
記
の
方
向
で
、
今

を
楽
し
み
な
が
ら
一
生
懸
命
に
生
き

て
い
る
人
が
、
広
い
意
味
で
悟
っ
た

人
間
で
あ
ろ
う
。（
日
々
是
好
日
）

★
12
星
座
占
い
に
つ
い
て 

現
在
普
及
し
て
い
る「
12
星
座
占
い
」

は
生
ま
れ
た
日
時
に
太
陽
が
あ
っ
た
星

座
を
基
に
診
断
す
る
方
法
で
す
。

太
陽
の
あ
る
星
座
で
そ
の
人
の
性
格

の
核
の
部
分
は
分
か
る
の
で
、
あ
る
程

度
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
診
断
に
は
使
え
ま

す
。

太
陽
は
1
年
間
で
黄
道
（
見
か
け
上

太
陽
の
通
る
天
空
3
6
0
度
の
経
路
）

を
1
周
す
る
の
で
、
ほ
ぼ
生
ま
れ
た
日

で
、
太
陽
の
あ
る
星
座
が
分
か
る
こ
と

か
ら
、
世
の
中
に
広
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
、
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

太
陽
の
あ
る
星
座
だ
け
で
は
決
ま
ら
ず
、

月
や
惑
星
な
ど
他
の
9
個
の
星
達
の
位

置
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
し
、
出

生
時
刻
で
決
ま
る
上
昇
宮（
A
S
C
：

東
の
地
平
線
に
上
昇
す
る
星
座
）
が
外

見
や
外
面
的
性
格（
他
人
か
ら
見
え
や

す
い
）に
強
い
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

「
12
星
座
占
い
」は
概
略
の
診
断
で
す
。

星
座
の
変
わ
り
目
に
生
ま
れ
た
人
は
、

年
に
よ
っ
て
同
じ
日
で
も
星
座
が
替
わ

り
ま
す
の
で
、
出
生
時
刻
も
入
れ
た
正

確
な
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）が

必
要
で
す
。

本
格
的
な
波
動
占
星
学
の
話
に
入
る

前
に
分
か
り
や
す
い
簡
易
診
断
の
で
き

る
12
星
座
占
い
を
紹
介
致
し
ま
す
。

太
陽
は
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮

図
）
の
中
で
は
最
も
重
要
な
天
体
で
、

太
陽
が
占
め
る
星
座（sign

）
の
性
格

が
、
そ
の
人
の
魂
の
色
合
い
、
気
質
・

性
格
・
体
質
の
核
・
土
台
、
あ
る
い
は

深
層
意
識
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
従
っ
て
、
そ
の
人
の
一
生
に
お

け
る
自
己
表
現
を
潜
在
的
に
方
向
付
け

ま
す
。

★
太
陽
☉
が
牡
羊
座
♈
に
あ
る
人

　
（
3
・
21
～
4
・
19
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
強
烈
な
自
己

主
張
と
情
熱
と
進
取
の
気
性
と
行
動
力

を
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
自
分
に
1

番
関
心
が
あ
り
、
自
分
の
こ
と
を
よ
く

話
し
ま
す
が
、
人
の
話
を
聞
か
な
か
っ

た
り
、
一
人
で
ど
ん
ど
ん
行
動
し
て
し

ま
う
方
で
し
ょ
う
。

・
高
い
理
想
と
向
上
心
を
も
ち
、
自
分

に
適
っ
た
目
的
を
見
出
す
と
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
直
進
し
ま
す
。

指
導
性
も
あ
り
常
に
先
頭
に
立
っ
て
い

た
い
と
い
う
気
持
が
強
い
方
で
す
。
そ

の
結
果
、
自
主
性
、
独
立
心
に
富
み
、

制
限
や
束
縛
を
嫌
い
ま
す
。
女
性
で
社

会
的
に
活
躍
し
て
い
る
人
も
、
こ
の
星

座
の
人
の
割
合
は
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
言
葉
は
率
直
で
、
単
刀
直
入
で
す
。

短
気
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
怒
り
や
す
い

が
情
緒
は
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
あ
ま

り
あ
と
に
残
さ
な
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
衝
動
的
で
独
断
的
で
軽
率
な
振
る
舞

い
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
生
ま
れ
の
人
の
強
力
な
活
力
を
建

設
的
に
使
う
た
め
に
は
、
相
手
の
立
場

● �●
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へ
の
深
い
理
解
や
思
い
や
り
を
も
つ
こ

と
と
、
教
養
を
高
め
、
修
養
を
積
む
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う

・
病
種
は
、
頭
痛
、
視
力
障
害
、
脳
卒

中
、
腸
捻
転
、
腸
閉
塞
等
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
牡
牛
座
♉
に
あ
る
人

　

�（
4
・
20
～
5
・
20
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
の
ん
び
り
と

し
た
、
愛
情
深
い
暖
か
い
性
格
で
す
。

決
断
に
時
間
が
か
か
り
、
行
動
力
は
鈍

い
で
す
が
、
一
旦
決
断
す
る
と
、
そ
の

豊
富
な
忍
耐
力
と
持
久
力
で
物
事
は
コ

ツ
コ
ツ
と
確
実
に
や
り
遂
げ
ま
す
。

・
安
全
に
対
す
る
欲
求
が
強
く
用
心
深

い
で
す
が
、
1
度
相
手
を
信
用
す
れ
ば

忠
実
で
頼
り
に
な
る
人
で
す
。
口
も
重

い
ほ
う
で
不
器
用
で
す
が
、
時
々
ポ
ッ

と
出
る
暖
か
い
ユ
ー
モ
ア
が
周
り
の
雰

囲
気
を
な
ご
や
か
に
し
ま
す
。

・
財
産
、
地
位
や
愛
情
に
対
す
る
所
有

欲
は
強
く
、
そ
れ
が
い
い
ほ
う
に
も
悪

い
ほ
う
に
も
働
き
ま
す
。
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
好
き
な
ほ
う
で
す
。
結
婚
生

活
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
嫉

妬
心
は
強
い
よ
う
で
す
。

・
美
や
色
彩
、
音
楽
、
味
覚
に
対
す
る

感
覚
は
鋭
く
、
音
楽
、
声
楽
、
芸
術
的

才
能
の
あ
る
人
、
グ
ル
メ
や
料
理
人
に

な
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

・
1
つ
の
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
た
り
、

他
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
よ
う
な

頑
固
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
生

ま
れ
の
人
は
、
行
動
に
移
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
何
事
も
意

識
し
て
早
め
に
こ
な
す
習
慣
と
常
に
人

を
援
助
す
る
慈
善
心
を
も
つ
よ
う
に
心

掛
け
る
と
、
運
は
高
ま
り
ま
す
。

・
病
種
は
、
耳
、
鼻
、
喉
、
首
の
病
気

や
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
双
子
座
♊
に
あ
る
人

　
（
5
・
21
～
6
・
21
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
頭
の
回
転
が

早
く
、
機
知
と
融
通
性
に
富
ん
だ
お
し

ゃ
べ
り
好
き
な
性
格
で
す
。

・
旺
盛
な
好
奇
心
、
知
識
欲
を
も
っ
て

お
り
、
情
報
収
集
能
力
が
高
く
、
ま
た

知
っ
た
情
報
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
衝
動
が
強
い
方
で
す
。
文
才
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
陽
気
で
気
楽
な
感
じ
で
思
い
や
り
が

あ
る
反
面
、
ク
ー
ル
な
面
も
あ
る
二
重

性
を
示
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
生
ま

れ
の
人
は
、
い
つ
も
心
の
中
で
、
行
動

す
る
自
分
と
そ
れ
を
冷
静
に
観
察
す
る

自
分
の
、
2
人
を
意
識
出
来
ま
す
。

・
多
芸
多
才
で
、
興
味
の
向
い
た
も
の

●� ●



は
す
ぐ
あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
は
マ
ス
タ
ー

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
移
り
気

が
過
ぎ
ま
す
と
、
何
一
つ
も
の
に
出
来

な
い
の
で
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
落
ち
着
き
の
な
さ
を
克

服
し
、
言
葉
に
対
す
る
信
頼
を
保
つ
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

・
容
易
に
友
人
を
作
れ
る
人
な
の
で
、

人
と
人
を
結
び
つ
け
る
“
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
役
”も
得
意
な
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
病
種
は
、
腕
と
肩
、
肺
、
気
管
支
、

神
経
系
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
：
太
陽
☉
が
双
子
座
♊

※
出
生
時
刻
は
推
定
で
す
。

★
太
陽
☉
が
蟹
座
♋
に
あ
る
人

　
（
6
・
22
～
7
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
直
感
的
な
感

受
性
の
強
さ
と
、
家
族
や
親
し
い
仲
間

を
保
護
し
た
い
と
い
う
強
い
感
情
的
結

び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
外
界
の
印
象
に

敏
感
で
、
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、

移
り
気
で
む
ら
気
な
面
も
あ
り
ま
す
。

・
ど
ん
な
環
境
に
も
順
応
し
、
適
応
で

き
ま
す
し
、
人
の
心
が
読
め
い
ろ
い
ろ

な
人
と
如
才
な
く
対
応
で
き
る
の
で
、

商
売
や
サ
ー
ビ
ス
関
係
、
ま
た
芸
能
界

の
仕
事
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

・
日
曜
大
工
や
料
理
等
の
家
事
が
好
き

で
、
子
煩
悩
な
タ
イ
プ
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
模
倣
力
や
記
憶
力
に
優
れ
て
い

る
の
で
、
語
学
や
演
劇
に
も
才
能
が
あ

り
ま
す
。

・
ま
た
古
い
も
の
に
対
す
る
興
味
や
ロ

マ
ン
を
強
く
感
じ
る
ほ
う
で
、
歴
史
も

の
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
考
古
学
等
が
好

き
な
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

・
内
外
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
排
他
的
な

態
度
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
感
情
の
波
が
激
し
い
の
で
、

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
訓
練
が
必
要
で

す
。

・
病
種
は
、
胃
と
乳
房
と
子
宮
の
病
気

が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
獅
子
座
♌
に
あ
る
人

　
（
7
・
23
～
8
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
自
尊
心
が
強

く
、
陽
気
で
開
放
的
で
情
け
深
く
て
寛

大
な
性
格
で
す
。
権
力
や
勢
力
に
対
す

る
欲
求
が
強
い
で
す
が
、
そ
れ
を
得
る

だ
け
の
度
量
の
大
き
さ
と
指
導
力
を
兼

ね
備
え
た
“
ボ
ス
タ
イ
プ
”
の
人
が
多

い
で
し
ょ
う
。
本
番
に
１
番
強
い
星
座

で
す
。

・
人
に
頭
を
下
げ
た
り
お
世
辞
を
言
う

の
は
苦
手
で
す
が
、
人
か
ら
言
わ
れ
る

お
世
辞
に
は
弱
く
て
、
お
だ
て
に
乗
り

や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

・
か
な
り
寂
し
が
り
で
も
あ
り
、
い
つ

も
自
分
の
周
り
に
仲
間
（
慕
う
人
達
）

が
い
る
ほ
う
が
落
ち
着
き
ま
す
。
素
直

で
正
直
で
気
前
が
よ
く
、
社
交
的
で
仕

事
や
遊
び
で
も
人
生
を
真
に
楽
し
も
う

と
し
ま
す
。

・
注
意
点
は
、
う
ぬ
ぼ
れ
や
虚
栄
心
、

横
柄
で
尊
大
な
態
度
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
他
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る

謙
虚
さ
を
養
う
と
多
く
の
人
々
に
慕
わ

れ
ま
す
。

・
病
種
は
、
心
臓
、
脊
髄
の
病
気
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

★
太
陽
☉
が
乙
女
座
♍
に
あ
る
人

　
（
8
・
23
～
9
・
22
生
ま
れ
）

・
こ
の
生
ま
れ
の
人
は
、
細
部
に
ま
で

気
を
配
る
、
細
か
い
神
経
の
持
ち
主
で

几
帳
面
さ
、
分
析
力
、
批
判
・
批
評
能

力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
に

は
人
一
倍
気
を
使
い
、
食
事
療
法
や

種
々
の
健
康
法
を
実
行
し
ま
す
。

・
鋭
い
観
察
力
と
分
析
力
か
ら
専
門
職

や
技
術
者
・
研
究
者
に
な
る
人
も
多
い

星
座
で
す
。
謙
虚
で
遠
慮
深
い
ほ
う
で

す
が
、
内
面
の
自
尊
心
は
高
く
繊
細
で

傷
つ
き
や
す
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

・
潔
癖
で
正
義
感
が
強
く
、
人
の
ア
ラ

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
人
と
一
緒
に
い

る
と
か
な
り
神
経
を
使
い
ま
す
の
で
、

恋
愛
に
も
奥
手
で
結
婚
も
遅
く
な
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

・
取
り
越
し
苦
労
症
で
失
敗
を
怖
れ
て

行
動
を
制
限
し
た
り
、
他
人
の
批
判
ば

か
り
を
し
て
い
る
と
狭
量
な
人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
要
注
意
。
広
い
視
野

と
寛
容
さ
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
病
種
は
、
盲
腸
炎
や
腸
や
子
宮
の
病

気
、
消
化
不
良
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
次
回
へ
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



●� ●

故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091



図1　イオン・ボール

5．マクロ・オーブの発生と変化
マクロ・オーブは、電磁波ノイズ並びに室内

光ノイズが存在する（通常の）大気中にオーブ
を発生させるもので、特異効能者は佐藤禎花師

（女性）。これには、多くのビデオ・カメラ動画
やデジカメによる静止画などがある。

地球表面上の大気の成分の大部分は水蒸気
と二酸化炭素であるが、大気電界（約30万V）
や宇宙線放射等のために、水蒸気等は電離し
ていて、例えばH（陽イオン）、OH（陰イオン）、
電子（−）になっている。なお水蒸気がないと、
スピリット・オーブは極めて出現しにくくなる。
空気成分の電離と帯電したエアゾール（埃、微
細塵）によって形成された巴型状の大気陰・陽
イオンボール（オーブ）が絞り込まれて、その上
に相殺ゼロ場（ゼロ点）が形成される。これに
サイ（気）が加算してオーブ（たまゆら）ができ
る。なお、サイ（気）は、電子、プラナ、微細身
素粒子等から構成されており、周波数（波長）
の異なる光子群（PSI-spin群）の集合体である。
また、「スピリット」とは意識要素としてのサイ

（気）がオーブに加算されたものを云う。

5−1）マクロ・オーブ動画の撮影
マクロ・オーブは、様々に変化しながら、何

時も動いている。デジタル・カメラを「望遠ズー
ム」の状態にし、液晶画面上にオーブを呼び込
み（近赤外線域で見る）、情報交換の後、オー
ブが可視光線になってから別置きのビデオ・カ
メラで撮影する。撮影された動画を1/30sec毎
にキャプチャーしてWordに貼り付け、データ
を整理する。
5−2）停止直後の念場

図2をみる。マクロ・オーブとして、意念の
働きによって移動している念場には、いつも、

（1）移動の逆方向に働く「戻し作用」がある。意
念の作用に依って進行し、その途中で停止さ
せた直後には、進行方向に対して僅かに安定
し（戻しも進行もない、固くなる）。他方、逆方
向（戻る）には、僅かに不安定になる（戻される、
柔らかくなる）傾向がある（注3参照）。さらに、
これらの変化は「イオン・ボールの粒」毎に異な
り（各粒間の結合が弱くなる）、ランダムに行わ
れている、と判断できる（注3 参照）。

図2　PKの進行方向に働く戻し作用

（注3）図2の原型としての荷重・変位曲線は、
多結晶体としての軟鋼の焼軟し材で発見され
た。サイ（気）の作用によって結晶粒界が緩む

（結合が弱くなる）と考えると、図2の特異現象
の機構を都合良く説明する事が出来る、と考え
ている。紙数の関係から、詳細は別報で述べる
予定である。
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決まっており、一枚の写真にはほぼ同一の模様
（表情）が写されてくる、と判断する事ができた。

4．ミクロ・オーブの発生と変化
ミクロ・オーブは、大気中の電磁波ノイズと

室内光ノイズを遮断した暗箱（又はTVビジコ
ン管）内に、約1mm直径の発光体（オーブ、念
光球）を、マクロPKとして、発生させるもので、
念写ならびにオーブの基礎研究として、実施さ
れた。この場合の特異功能者は清田益章師で、
外見上は、通常の意識状態でテストしている様
子にみえた。実験者は小川雄二、佐々木茂美

（サイ科学、5-1、1980、pp.15-20 等参照）で
ある。
4−1）ミクロ・オーブの発生
　実験結果から次の結果が与えられた。（1）ミ
クロ・オーブは陰と陽を相殺させたゼロ場（ゼ
ロ点）において、エネルギー一定条件で発生す
る。（2）発生は意念の作用に依存する。意念に
よりある程度はコントロール出来るが、傾向と
しては、発生よりも意念が遅れる場合（現象が
先、意念による自覚信号は後）が多い。同期性
は−0.5～2 .0 sec程度である。（3）現象は、一
般的には三角形状または台形状の波形として出
現するが、その中には6～8Hz程度の群パルス
を伴っている。（4）同一波形のものは、出難い傾
向がある（毎回とも別）。（5）波形の尖頭値は0.1
～50マイクロA以内（室内光の1/6～1/10程
度、室内光は200～8000Lux）である。（6）パル
ス出現の時間間隔はほぼ正規分布（ほぼ60パル
ス程度、脈拍程度）。（7）焦点（先頭値）の移動
速度は0.2～8mm/sec程度で、指数分布に従う。

（8）出現し存在する時間は0.5～6秒程度、内
容的に充実した送念（ミクロ・オーブ出現）は、
1～4時間の待ち時間（休み）の後に起きる場合
が多い。
4−2）ミクロ・オーブの念場
（1）空間的な広がりは不均一で、局所に集中

する状態（ある偏りを伴う）であるが、時間の
経過につれて変化する。（2）図1に示した状態

の陰･陽の巴型のPSI-spin対群（電子、イオン、
微細身素粒子など）から成るイオン・ボール、
として存在していると推定できる。他方、サイ

（気）はイオン・ボール間（グループ間の）の結合
（膜の強さ）を僅かに弱める作用がある様子であ
る（注1、注2 参照）。

（注1）焼き鈍し処理を施した結晶粒界（原子集
合の壁、粒内は同一原子配列）をもつアルミニ
ウム板と、粒界のない均質材としての木材、竹
材を用いてマクロPKベンデング（巨視PK曲げ）
テストを実施した。最も安定した状態（焼きな
まし）にしたと判断される多結晶体としてのアル
ミニウム板の中のある粒は、PK作用の進行に
伴い、どんどん柔らかくなる（より安定化する）。
他方、ある粒はどんどん硬くなる（加工硬化）。
しかし全体の平均値としては硬化する傾向（PK
硬化現象）にある。つまり、マクロPKの作用に
より（サイ、気、により）、硬さのバラツキがよ
り大になる。他方、結晶粒界のない木材、竹材
には、この現象が起こり難い。これらを総合的
に判断して、サイ（気）は結晶粒界の結合を弱く
する性質があると、判断した（サイ科学、3-1、
1979、pp.3-20）。

（注2）水蒸気（水の）の飽和曲線付近における
オーブ（イオン・ボール）とプラズマモイドの関
係（状況）の実験結果をみると、サイ（気）が多
い場合には、温度を少し下げると、プラズマモ
イドに成りやすい。この理由として、サイ（気）
はオーブ（イオン・ボール）の壁（膜）の結合を
弱める作用が有り、その為に、オーブや水に成
らないで、プラズマモイドに成り易いのではな
いだろうか?

これらから類推する。オーブとしてのイオ
ン・ボール球体は、PSI-spin群（球体）を内部
に含むイオン群の集合体であり、アルミの粒界
と同様な粒界（膜）を持つと考えられる。サイ

（気）の作用に依り、粒間（膜）の結合力が弱く
なる、と判断出来そうである。



1．はしがき
マクロPKとは、意念（変性意識状態近くで

念ずる）と物質とが情報交換を行うもので、現
象は100年以上も前から確認されていたが、機
構は不明であった。また、情報を伝達する物質
は、サイ（気）であると判断されていた。筆者ら
は永い期間にわたりマクロPKの現象を介して、
気（サイ）を知るための実験を行ってきた。気功
水、メタル・ベンデング、透視、念写、オーブ
等であるが、サイ（気）の性質は、ある場合に
は現れるがこの場合には現れていない。

これは実験の目的と内容が異なる為で、実は、
内在しているのではないだろうか、同一機構で
あれば、同じ性質が現れる筈であると考えられ
る。そこで今回は、マクロPKとして、実験結
果を共通の視点で纏め、総合的に解釈する事に
より、マクロPK並びにスピリット・オーブの内
容の検討を試みることにした。

2．サイ（気）が潜在する場所
気功師が放出するサイ（気）を蒸留水に移し

て「気功水」を造り、この変化から気（サイ）の
性質を調べた。「気」の注入によって電気伝導
率は増加する、温度を高めるとさらに増加する、
等から熱活性化過程としてのサイ（気）の活性
化エネルギーを求めて、△H=1.38eVの値を
得た。これは、内容から見ると、近赤外線領域
に属している｡ つまりサイ（気）は近赤外線領域
に潜在している事が判明した。従ってサイ（気）
は非可視であり、五感では感知する事は出来な

い。この応用として、サイ（気）を検知するため
のセンサーを造り、分杭峠などのパワースポッ
ト（気場）のエネルギーの計測などを実施した。
また、ゼロ磁場水を造り植物や淡水魚などの生
育に有効に作用する事を認めた。

3．意識とスピリット・オーブ 
上述したが、スピリット・オーブはマクロPK

として、出現してくる。筆者らが撮影・実験し
てみると、意識とオーブとが直接情報交換して
いる（接触している）と判断出来ることからスピ
リット・オーブは物質面と意識面に関係して存
在している。別報では、指尖脈波のカオス解析

（体内の気）から判断した意識（無意識）とオー
ブとの接触の可能性。オーブの内部模様のフラ
クタル（カオス）解析。出現・撮影の為の条件
設定。オーブの形成過程モデル（仮定）等につ
いて検討した。

結果として（1）スピリット・オーブは呼びか
けに応じ、意識をもっている、霊的な存在であ
る等、「スピリット」の形成・出現には人格要因
が関係する。（2）これらのサイ（気）現象は、基
盤になる現象の変曲点（零場中の零点）で、エ
ネルギー一定条件で生起する。（3）この時の意
識は変性意識状態（ASC）であり、醒めた意識
はむしろ否定的（現象阻止）に作用する傾向が
ある。（4）経験によると、写り込んでくるスピ
リット・オーブ像は円の直径、模様（表情）、色
合い、ヘイロー（halo）などは様 （々ランダム）で
あるが、しかし撮影者（潜在する意識）によって
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